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本事業 は、 日本 自転車振 興 会 か ら競輪 収 益の一 部で あ る機 会工 業振 興 資金 の

補 助を受 けて作 成 した もの であ る。
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デ ー タベ ー スは 、わが国 の情 報化 の進展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期待 され てい る。

今 後 、 デー タベ ー スの普 及 に よ り、 わが 国に おいて健全な高度 情 報化 社 会の形 成が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して 提供可 能 なデ ータベ ースの整備 は、 国際 的な情 報化へ の貢献 お

よび 自由な情 報流通 の確 保 の観 点か ら も必要 であ る。 しか しな が ら、現在 わが国で流通 し

て い るデー タベー スの 中で わが 国独 自の もの は1/3に す ぎな いの が現 状 であ り、 わが国

デ ー タベ ー スサ ー ビスひ いて はバ ラ ンスあ る情 報産業の健 全な発 展 を図 るために は、わが

国独 自のデ ー タベ ースの構 築 および デ ータベ ース関連技術 の研 究 開発 を 強力 に促進 し、デ

ー タベ ースの拡 充 を図 る必 要が あ る
。

この よ うな要 請 に応え るた め、(財)デ ー タベ ー ス振興 セ ンタ ーで は 日本 自転車振 興会

か ら機 会工業振 興 資金の交 付 を受 けて 、デー タベー スの構 築お よ び技 術 開発 につ いて民 間

企業 、 団体等 に対 して委託 事業 を実 施 して いる。委託事業 の 内容 は、社 会 的、経済 的、 国

際 的 に重要 で、 また地 域 およ び産 業 の発 展の 促進 に寄与す ると考 え られ て い るデ ータベ ー

スの構 築 とデー タベース作 成 の効率 化 、流 通 の促進 、利用 の 円滑化 ・容 易化 などに関係 し

た ソフ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技術 であ る。

本 事業 の推 進 に 当って 、 当財 団 に学識経験 者 の方 々で構 成 され るデ ー タベー ス構 築 ・技

術 開発促 進委 員会(委 員長 山梨 学 院大 学教 授 蓼沼良一 氏)を 設 置 して い る。

この 「異分 野研 究の ための知 的オ リエ ンテ ー シ ョン ・デー タベ ース シス テ ムの プ ロ トタ

イプの作 成」 は平 成4年 度 の デー タベ ースの構 築促進 および技術 開発促 進事 業 と して ・当

財 団が株 式会 社 けいはん なに対 して委託実 施 した課題の一 つで あ る。 この 成果が 、デー タ

ベ ース に興 味を お持 ちの方 々や諸分 野の皆様 方のお役 にたてば幸 いで あ る。

なお 、平成4年 度 デー タベ ースの構 築促 進 および技術 開発 促 進事 業 で実施 した課 題は次

表 の とお りであ る。

平成5年3月

財 団法人 デ ー タベ ース振興 セ ンター



平成4年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1異 変タンパク質配列データベースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷版見出 しデータベースの構築 ㈱朝 日新聞社

3フ ァジィに関す る文献デ ータベー スの構 築 (財)日 本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 ㈱小田島

5交 通事故調査データベースの構築 (財)日本 自動車研究所

6楽 器 デー タベ ースの構築 ㈱ ダインメデ ィアサー ビス

社 会 7人 体計測データベースの構築 (社)人 間生活工学研究セ ンター

8大 学におけるデータベース利用教育 システムのプロ 口外 アソ シエ ー ツ㈱

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 (財)次世代金属 ・複合材料研究

開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調 (財)地 図情 報 セ ンター

査

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成 (社)日 本 ボ ラ ンタ リー ・チ ェー

ン協会

中小企業振興 12異 分野 研究の ための知的オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー ㈱けいはんな

地域活性化 夕べ ースのプ ロ トタイプ作成

13在 宅勤 務者サ ポー ト ・デ ータベー スの構築調査 ㈱志木サ テ ライ トオ フィス ・ビ

.
ジネ スセ ンター

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成 (財)日本国際協力システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱

一ス化の調査研究

17マ ーケ テ ィングコー ドの英文 デー タベ ースの構 築 ㈱帝国データバ ンク

18安 全研 究にお ける多 重 シソー ラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元 マ ッピングデー タベー スの技術 開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ータベー ス検 索サ ポー トシステ ムの 調査研 究 セン トラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ループ ウ ェア にお けるデータベ ース システ ムに関 ㈱ イフ ・ア ドバ タイ ジ ング

する調査研究

22パ ー ソナル コン ピュータ とLANの 利 用 による非定 ㈱ メイテ ック

形デー タベ ースの プ ロ トタイプ作 成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジ ャパ ン コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

ズ ・イ ンス テ ィ チ ュー ト
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第1章 は じめに

■.■ 研 究 の 目 的

産 業技 術 の急速 な発 展 な どに よ り、 企業 の異 分野 進 出 の ニー ズは益 々高 ま って い る。 こ

の た め、 これ まで の 自分 の専 門 分野以外 の分野 にっ いて学 習、勉 学 あ るい は研 究 す る(以

下、 単 に学習 あ るい は研究 す る とい う)必 要 性 の生 じた 人 々が急 速 に増 加 して い る。 そ こ

で、 まず異分 野学 習 の た め に必 要 とな る様 々な知 識 ・情 報 をデー タベー ス化 した デー タベ

ー スを構築 す る。 そ して、 この デー タベー スを 基 に、 異分 野 の学 習を効 率 的 に行 う ことが

出来 るよ うに、 知識 工 学 的手法 を活用 して、 適 切 なオ リエ ンテー シ ョンや ガイ ダ ン スの 出

来 る知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー ス システム を構築 す る と、異 分 野 の学 習効 率 が

向上 し、人 材 の活用 や 人材 の配 置 ・転換 の効 率 化 が促 進 され る とと もに、、異分 野 の研 究者

・学習 者相 互 の交流 も促進 され、 企業活動 や産 業 の振 興 に役 立 っ こ とに な る。 しか し、 こ

の よ うな シス テム は これ まで に類例 のない新 しいデー タ ベー ス システム とな る。

本研 究 の 目的 は、 この よ うな異 分野研究 の た めの知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タ ベー

ス システ ムの プ ロ トタ イ プ シス テムを構築 し、 その稼 動 性 を実証 す る と と もに、 本格 シス

テムの実現 に向 け、利 用 上 の問題 点、操作 性、 サ ー ビス内容 等 にっ いて検 討 ・修 正 を行 う

こ とで あ る。

■.2研 究 の 必 要 性

産 業技 術 の急速 な発 達 や 企業 の異分野 進 出の ニー ズの増大 によ り、 研究 者 ・技 術者 の重

要性 は益 々高 ま って い る もの の、必要 十分 なだ けの質 と量 の人材 を企業 が雇 用す る こ とは

現在 、 困難 どな ってい る。特 に、成長 の著 しい情 報や エ レク トロニ クスな どの分 野 で は人

材 の不 足 は著 し く、社 会 的 に も問題 とな ってい る。 この ため、 これ まで 以上 に新 旧 を問わ

ず 人材 の配 置転換 や活用 化 が重 要 とな り、 自分 の専門分 野 以外 の分野 に進 出す る機 会 の生

じた人 の数 は益 々増 加 しつっ あ る。産 業技術 の変 革、 専 門分野 の特化 や学際 化 の急 速 な進

展 は この増加 の傾 向 に拍車 を か けてい る。

しか しなが ら、人 材 育成 の指 導者層 は企業 活動 の複 雑化 、高度 化 、高 付加 価 値化 な どに

よ り、 優秀 な人 ほ ど忙 しく、後 進 を個 別 に教 育 す る時 間 が な く、指 導者 層 が不 足 して い る

のが実 状で あ ろ う。 一 方、 教育 を受 ける側 か らみ る と、 あ る分 野 で はた とえ第 一 人者 で あ

って も自己の専 門以 外 の分 野 で は勝手 が分 か らず、何 が必 要 な素養 で あ るか も分 か らな い
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の で 、 学 習 の 仕 方 が 分 か らず 貴 重 な 時 間 を無 駄 に 費 や して しま う こ とが 多 い。

こ の よ うな 場 合 、 各 分 野 で の専 門 家 、 第 一 人 者 か らあ る い は 大 学 な ど の 教 育 ・研 究 機 関

か ら、 そ の分 野 に お い て は基 礎 的 あ る い は重 要 な様 々 な 知 識 、 情 報 を 入 手 して 、 こ れ を デ

ー タ ベ ー ス化 した イ ン テ リ ジ ェ ン トな デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム が 構 築 され て い る と 、 これ に

よ り、 適 切 な オ リエ ン テ ー シ ョ ンや ガ イ ダ ン ス を 受 け る こ とが 出 来 る の で 、 極 め て 効 率 的

に 異 分 野 の こ とを 勉 学 で き る こ と に な り、 そ の 効 果 は非 常 に大 きな も の に な る と 期 待 さ れ

る。

本 格 的 な 本 デ ー タ ベ ー スが 構 築 され た 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス化 され た 知 識 ・情 報 に何 度 で

も繰 り返 しコ ンサ ル トす る事 が 可 能 とな る。 ま た 、 本 シ ス テ ムで は た だ 一 人 の 情 報 で は な

く、 多 くの 人 、 多 くの 教 育 ・研 究 機 関 に よ る横 断 的 、 網 羅 的 な 情 報 を 得 る こ と が 出 来 る と

い う利 点 もあ る。

した が って 、 人 材 教 育 の ノ ウ ハ ウ的 な情 報 を デ ー タ ベ ー ス化 し、 シ ス テ ム化 、 一 般 化 し

た 異 分 野 研 究 の た め の オ リエ ンテ ー シ ョン ・デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 構 築 の ニ ー ズ は 極

め て 高 い もの とい え よ う。

■.3知 的 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 機 能 と 効 用

知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー ス システ ムに要求 され る機能 や特徴 お よび本 デー

タ ベー ス シス テムによ り得 られ る効 用 は以下 の とお りとな る。

(1)シ ステ ム利用 の対象 者

大学 学部 卒業 レベル の学 力 を持 つ人 で、 自分 の専 門以 外 の分野 に関係 す る必 要 が生

じた人

(2)シ ステ ムの持 つ機能

a.各 分野 の体系 を ガ イダ ン スを して くれ る。

b.各 分野 の基礎 的履 修案 内 を して くれ る(必 修 科 目名 、科 目内容 の紹 介)。

c.各 分野 を勉学 す るの に必要 な解説 書、論 文 を紹介 して くれ る。

d.シ ステムの利 用 が容易 で 、 オ ンライ ンの利用 に違 和 感 が な い。

e.ユ ーザ ーの ニー ズを情 報 提供 者 に適切 な形 で フ ィー ドバ ックで きる。

上記 の機能 ・特 徴 を持 つ異分 野 研究 のた めの オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー ス シ

ステム の プロ トタイプ ・システ ムを構 築す るに当た って 特 に留意 す べ き点 は次 の点 で あ る。

す なわ ち、 これ は本 デー タベー ス システ ムの性 格 よ り生 ず る必要 性 で あ るが、 本 デ一 夕ベ
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一 ス システムで は利用 の対象 とな る人 は極 めて多 くな る と予想 され る ものの、特 別 な場 合

を除 くと利 用 の頻 度 は一 人一 人 にと って は比 較 的少 な く、 しか もシステ ム利 用者 が直接 本

システムを利 用す る必 要 が あ る と考 え られ る。 このた め、 本 システ ムは、 これ までの デ ー

タベー ス システム と異 な り、 デ ー タベー ス検 索 システム を利用 した こ と もな いよ うな初 め

て の利 用 者が 、何 の違 和 感 も感 じる ことな く本 システム のす べて の機 能 を スマー トに使 い

こなす ことがで きるよ うに構 築 され る必要 があ る ことで あ る。 したが って、 本 シ ステ ムは

情報検 索 の ノ ウハ ウを システ ム 自身 に知識 ベー スと して持 た せた イ ンテ リジェ ン ト・シス

テム とな って いな けれ ば な らない こ とにな る。

この必 要性 は、 別 の観 点 か ら次 のよ うに言 う こと もで きる。 す なわ ち、 人材育 成 、異 分

野 学 習 の オ リエ ンテー シ ョンや ガイダ ンスのサ ー ビスそ の ものが、 多種 多様 で非 定型 な ノ

ウハ ウ的な情 報 の提供 を必要 とす るため、 この機能 実現 の必要性 か ら も、本 オ リエ ンテー

シ ョン ・システムの実 現 のため には、 知識工 学 的手 法 を活 用 した画期 的 な デー タ ベー ス シ

ステ ムの開発 を行 う必 要 性 が あ るとい うことで あ る。

(3)シ ステ ム利 用 の効 用

本 システムの支 援 によ り、 ある専 門分野 にお いて必 要 とされ る基 礎 的素 養 な らび に

現 在 の発展 レベルを把 握 す るこ とが で き、各 自の業 務遂 行 に必要 な情 報 を記載 して あ る内

外 の基 本 的、 正統 的、 重 要 な解説 書、専 門書 、論文 を知 るこ とが 出来 るの で、 オ リエ ンテ

ー シ ョンに従 って勉学 すれ ば、専 門分野 に於 け る最 先端 の論文 を独 力で 読解 で きる よ うに

な る。

また、 そ の分野 を専 門的 に研究 してい る大学 並 び に大 学 院 の学 部、 学 科、 研究 科 、専 攻

等 の情 報 や、 講義 内容 や研究 テー マ等 に関す る情報 や最 先 端 の研究者 に関 す る情 報 等 を入

手 で き る。 このた め、 中小 企業 な どの中で これ まで大学 と コンタ ク トのな か った企 業 で も、

これ らの情報 が き っか け とな り相 互 の交 流 が生 まれ る こ と も期待 され る。 さ らに、 これ ま

で大学 の研究 者 と何 らか の ヒュー マ ン ・ネ ッ トワー クが 出来 てい るよ うな大 企業 の場 合で

も、 企業 が大 学 のす べ て の研 究者 ・講 座 の活 動 を客観 的 ・横断 的 ・網 羅 的 に知 って い る と

は言 え な い場 合 が多 い ので、 相互 の研 究 の課 題 の解決 に 向 けた新 たな協 力 関係 が生 まれ る

可能 性 も高 い と期 待 され る。 また、最 近大学 院 の門戸 が社 会 人 に も広 く開 放 され、 企業 に

籍 をお いた研 究開 発 部 門 の研 究 者 に も大学院 に入 学 し、 研 究能 力 の一層 の開発 を 図 った り、

博士 号取 得 の ため の研 究 を行 うこ とな どが 可能 とな った。 このた め、一 旦 大学 を卒 業 した

研究 者 ・技術 者等 が 大 学院 へ進 学す る ことも盛 ん にな って きたが、 この場 合 な ど も本 シス

テ ムを利 用す れ ば、 新 た に始 め る研究 内容 にふ さわ しい大学院 ・研 究科 ・専攻 の研 究 施設
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・講 座 を見 い出す の に大 きな支援 を受 けれ る もの と考 え られ る。

■.4研 究 開 発 項 目

本課 題 にお け る主 た る研 究 ・開発 項 目は次 の通 りで あ る。

(1)異 分野 研究 の た めの知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー タベー ス システム のプ ロ トタ イ

プを完成 させ、 稼動 性 の確 認 を行 うこ と。

(2)本 格 システムの実 現 に向 け、利 用上 の問 題点、 操 作性 、サ ー ビス内容 自体等 につ き、

さ らに突 っ込 ん だ検討 ・修 正 を行 うことによ り、 実用 に値 す る洗練 され た シ ステム

を構築 す ること。

重 要 な研究 ・開発項 目を さらに具体 的 に列挙 す ると、以 下 の通 りとな る。

(a)プ ロ トタイ プ ・システ ムの構 築

初心 者 で もデー タベー スを容 易 に利 用 で きる異 分野 研 究 のた め の知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ

ン ・デ ー タベー ス システ ムの プ ロ トタイ プを構 築す るこ と。

(b)シ ステムの操作 性 の一 層 の向上

昨年度 の構 築可能 性調 査 で作成 した モデ ルで採用 した メ ニュー方式 は、初心 者 で もデー

タベ ー スを容 易 に利 用 で きる とい う利点 が あ る反面 、 人 に よ っで は メニ ューの階 層 を た ど

るの が面倒 で あ った り、思 考方 式 に合 わ ない部分 が あ った りす るので、 メニュー を横断 的

・垂 直的 に一括 して た どって検 索 で きる方式 を メニ ュー に加 え た り、 ハ イス ピー ドで検 索

で きるよ うな情 報案 内サ ー ビス システ ムの開発 を図 る、 あ る いは 自然 言語 によ る 自由な検

索 を可能 にす る ことによ って 、 よ り一 層 の操作 性 の向上 を 図 る必 要 が あ る。

(c)ユ ーザ に よ る直接書 き込 み機能 の付 加

本 シ ステム の専門 分野 案 内 にお いて、 最新 デ ー タへ の ア クセ スを可能 とす るた めに、 専

門分 野 の紹介 者 が、 直接 デー タの書 き込 みを行 うこ とを可 能 にす るため の機 能 も必要 で あ

る。

(d)デ ー タの入 手 のた めの協 力体 制 の確立 とデー タの著作 権 の 問題

異分 野研 究 のた めの知 的 オ リエ ンテ ー シ ョン ・デー タベ ー ス シス テム のサ ー ビスに必要

な デー タの入 手 のため の協 力体 制 の確 立 法 につ いて検 討 す る必要 が あ る。 また、 収録 した

情 報 を デー タ ベー ス化 し、 デー タベー スサ ー ビスを行 うにあた って は、 各情 報 や デー タの

著作権 の問題 について 十分研 究 ・検 討 す る必 要 があ る。
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■.5情 報 源

本 オ リエ ンテー シ ョ ン ・デー タベー ス システ ムの開 発 を行 うにあた って必 要 と考 え られ

るデー タ ・情報 の種 類 を列 挙す る と次 の よ うに な る。

(a)大 学 ・学 部 ・学 科 お よ び大 学院大 学 ・研究科 ・専 攻 に関す る情 報。

(b)各 大 学 ・学 部 の履 修要 覧 に記載 の情報

(c)各 大 学 院 ・研究 科 の履 修案 内 に記 載 の講義 ・講座 およ び研 究者 情報

(d)各 大 学 の学 位授 与 情報 と博 士論文

(e)研 究 者 へ の ア ンケー トあ るいは イ ンタ ビュー によ る論 文発 表情 報

(f)キ ー ワー ドによ る検索 にお け る同義語 の検索 もれ を防 ぐため、 専門 分野 に も対処 可

能 な 同義語 辞書(キ ー ワー ドは英 語化 されて い る もの もあ るので 、科学 技術 用 英和

辞書 も必要)。

(a)の 情報 は最 も基本 的 な情 報 で、 それだ けで有用 で あ るの は明 か であ る。 この ほか(b)

と(c)の 情 報 を利 用 す るの に も必 須 とな る。

(b)の 情 報 は、 現在 大 学 に おいて どの よ うな教育 が な されて い るかを知 るの に利 用 出 来

る。 大 学学 部 で の教育 は、 日進 月歩 の科 学技 術 ・理 論 の発展 を反 映 し、 基礎 的な科 目 とい

え ど もその 内容 は以前 と比 べ る と大幅 に変 わ ってい る。 このた め、現 在大 学 にお いて どの

よ うな教育 が な され て い るかを知 る ことは、 異分野 の こ とを学習 す るの に有用 なだ けで な

く、 自分 の専 門分 野 の ことで あ って も、教 え られ る ことは多 い と思 われ る。

(c)の 情 報 は、 現在 大 学 院 にお いて どの よ うな教育 ・研 究が な されて い るか を知 るの に

利 用 出来 る。 大学 院 で現 在行 なわれ て い る教 育 ・研究 内容 は、 そ の分 野 にお ける研究 を行

うのに必 須 とな る素養 が どん な内容 とな るかを 示 して い る。 また、大 学 院 の各 講 座 で行 な

われ て い る研 究 テー マ の い くっ か は学 会 での トピックを反 映 した研究 内 容 とな って い るの

で、現 在 の最 先端 の研 究 内容 を知 るこ とも出来 る。 また、 各大学 の教 官 ・学者 ・研究 者 が

どの よ うな研 究 を行 って い るか を知 る こと もで きる。

(d)の 学位 論 文 に関 す る情報 は、次 の よ うな理 由か らデー タベ ー ス化 す る必 要 性 は極 め

て高 い もの とな って い る。 す なわ ち、 学位 論文 で は これ まで その テー マ に関 して、 どの よ

うな研 究 が な されて い るのか にっ いて のサー ベ イが な されて い るのが普 通 であ り、学 位 取

得 者 の い くっ かの研 究 論文 が体 系 だて て まとめ られ てお り、 また紙 数 の制約 も通 常 の論 文

と比 べ て実際 上 な い と考 え られ るので、理 解 し易 く 、あ る分 野 の研究 を始 めた り、 そ の

分 野 の研 究状 況 が どの よ うにな ってい るかを知 るのに極 めて適 してい る と考 え られ るか ら

で あ る。 この よ うに、学 位論 文 に関 す る情報 はデー タベ ー ス化す る必 要 性 が極 めて高 い も
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の と な って い る に もか か わ らず 、 現 在 ま だ本 格 的 な デ ー タ ベ ー ス 化 は な され て い な い た め 、

この 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 の ニ ー ズ は 大 きい も の と考 え られ る。

(e)の 情 報 の必 要 性 の高 い こ と は い うま で も な い。 この た め 、 論 文 発 表 情 報 に 関 して は

い くっ か の機 関 よ り既 に デ ー タ ベ ー スサ ー ビ スが 行 わ れ て い る の は よ く知 られ て い る。 こ

こで は 、 次 節 の デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 構 築 の原 則 で も述 べ る よ う に 、 既 存 の デ ー タ ベ

ー ス の サ ー ビ ス は 出 来 るだ け ユ ー ザ に 活 用 して も ら う こ とに して い る。 した が って 、 本 デ

ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は こ れ ら既 存 の 文 献 検 索 サ ー ビ ス と は異 な った 独 自 の 特 徴 あ る情 報

サ ー ビ ス提 供 を 行 う こ と を 目指 して 、 あ る特 定 の 分 野 に 限 って 速 報 性 の 高 い デ ー タ ベ ー ス

サ ー ビ スの み 提 供 す る こ とを 考 え て い る。

(f)の 情 報 は、(b)か ら(e)の 情 報 を有 効 に利 用 す る の に必 要 と考 え られ る。

さて 、 シ ス テ ム の有 用 性 の 向 上 の 観 点 か ら は デ ー タ の収 集 の 範 囲 は 広 けれ ば 広 い ほ ど望

ま しい。 しか し、 シ ス テ ム の構 築 ・運 営 の 経 済 性 の 観 点 か ら は収 集 範 囲 は で き る だ け少 な

い 方 が 望 ま しい。 そ こ で 、 この トレー ドオ フ を 考 慮 して 、 上 記 デ ー タ ・情 報 の収 集 範 囲 を

決 定 す る必 要 が あ る。

た だ し、 今 年 度 の 本 課 題 で は知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ ト

タ イ プ ・シス テ ム を 作 成 す る の が 主 目 的 で あ る の で 、 デ ー タ の収 集 な ら び に そ の デ ー タ ベ

ー ス化 は プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム構 築 に 必 要 な最 小 限度 に と どめ る こ と とす る。

■.6デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム 構 築 の 原 則

知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム構 築 に あ た って の 原 則 を 述 べ る と以

下 の と お り と な ろ う。

(1)ニ ー ズ が 高 く、 ま た デ ー タ ベ ー ス化 の コ ス トの安 い情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 を行 う。

(2)デ ー タ ベ ー ス化 す る情 報 は 出 来 る だ け そ の ま ま の 形 で フ ァ イ ル 化 す る。

(3)既 存 の デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビス は 出 来 る だ け活 用 す る もの と し、 本 デ ー タ ベ ー ス シ

ス テ ム は独 自 の 特 徴 あ る 情 報 サ ー ビス 提 供 を 行 う も の とす る。

(4)デ ー タ ベ ー ス の 利 用 の方 法 は出 来 る だ け 簡 単 と な る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム とす る。

(5)提 供 す る情 報 に?い て は 、 出 典 を 明 らか にす る もの とす る。

(1)は デ ー タ ベ ー ス構 築 の 大 前 提 で 特 に説 明 す る ま で も な い 。 本 研 究 で は ど の よ うな

情 報 の ニ ー ズ が高 い か に っ い て 検 討 を 行 う。

(2)は 多 種 多 様 な 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 を 行 う た め に 必 須 で あ る。(2)の 目的 の た
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め に 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム構 築 者 が 主 体 的 に 生 デ ー タ の デ ー タ フ ァ イ ル へ の 加 工 を行 う

も の と す る。

(3)は 本 シ ス テ ム で は 異 分 野 の オ リエ ンテ ー シ ョ ン や交 流 の た め の 情 報 の 提 供 を第1

の 目 的 と して い る の で 、 既 存 の 文 献 検 索 サ ー ビ ス な ど、 既 存 の シ ス テ ム で ま か な う こ と の

出 来 る サ ー ビ ス は そ の シ ステ ム を 利 用 して も ら うこ と とす る。 す な わ ち 、 本 デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ム は既 存 の デ ー タ ベ ー ス で は サ ー ビス出 来 な い情 報 を 出 来 る だ け 提 供 で き る よ う に

努 め る もの とす る。

(4)の た め に、 最 近 の ハ ー ドお よ び ソ フ トの 技 術 を 利 用 し、 イ ンテ リ ジ ェ ン トで ユ ー

ザ フ レ ン ド リー な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を構 築 す る こ と を 目指 す 。

(5)は 、 特 に説 明 す る ま で も な い こ とで あ る。

■.7研 究 実 施 体 制

本課 題 を実施 す るた め、産 業 界 およ び学 界 の専 門家 よ り構 成 され る異 分野 研 究 のた めの

知 的 オ リエ ンテー シ ョ ン ・デー タベー ス システ ム研究委 員会 を組 織 した。 さ らに、本 知 的

オ リエ ンテー シ ョン システム を開発す るに当た って必要 とな る種 々の システ ム技 術 を専門

的 に研 究 す るため の知 的 オ リエ ンテー シ ョン システム ・システム技 術検 討 ワー キ ンググル

ー プを組 織 した。 な お、 ㈱ け いはん な は研究 交流 事業 を主 目的 の一 つ と して設立 された会

社 であ り、 この 目的 のた めに次 の図 に示す よ うに各界 の専門 家 に よ り組 織 され て い るワー

ク シ ョ ップ幹 事会 、 な らびに学 界 の指 導 的立場 にあ る委 員 に よ り構成 され て い る諮 問委 員

会 、 が既 に組 織 されて い る。 そ こで、 これ らの ワー ク シ ョップ幹 事会 や 諮 問委員 会 の指 導

や協 力 も得 られ るよ う、 本調査 研 究委 員会 お よび システ ム技術 検 討 ワー キ ング グルー プを

図1-1に 示 す よ うに ワー クシ ョ ップの一 つ と して位置 づ け、 これ らの支援 を受 けれ る体

制 と した。
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異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 研 究 委 員 会

知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン シ ス テ ム'

シ ス テ ム技 術 検 討 ワー キ ン グ グ ル ー プ

[事 務 局:㈱ け い は ん な リエ ゾ ン オ フ ィサ 一 室]

図1-1研 究 体制

■.8本 書 の 構 成

本書 の構 成 は次 の とお りであ る。

第2章 で は、異分 野 研究 のた め の知 的オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー タベー ス システム にお

いてサ ー ビスす るデ ー タの特徴 を述 べ ると ともに、開 発 した プ ロ トタイ プ ・システ ムの構

成法 な らびに構築 した システムの構 成 にっ いて述 べ る。 本 シ ステ ムの構 築 に あた って は、

デー タベ ー ス検索 システ ムを利 用 した こ ともな い よ うな初 めての利 用者 が、 何 の違 和感 も

感 じる こ とな く本 システ ムのす べ て の機能 を スマ ー トに使 い こなす ことがで きる こ とを 目

指 して、逐次 メニュー方式 によ る対 話 型案 内方 式 を情 報 検索方 式 と して採 用 して い る。 ま

た、逐 次 メニ ュー方式 で は初心 者 で もデー タベー スを容 易 に利用 で きる とい う利 点 があ る

反 面 、人 によ って は メ ニューの階 層 を た どるの が面 倒 で あ った り、 思考 方式 に合 わな い部

分が あ った りす るので 、 メニ ュー を横 断 的 ・垂 直 的 に一 括 してた ど って検索 で き、 ユー ザ

の多様 な情報 の検索 の ニー ズに対 応 で きるよ うな情報 検索 の手 段 と して、 一括対 話 方式 に

よ る対話 型案 内方 式 も開発 す る。

第3章 で は、構 築 した システ ムを用 いて、 逐 次 メニュー方式 に よ る対話 型案 内 サ ー ビス

を受 け る例 にっいて具 体 的 に説 明 す る。
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第4章 で は、 提供 可 能 な情報 の中の各項 目を任 意 に組 み合 わせ た情 報 を一 挙 に指定 して

検 索す る ことを可能 と した一括 対話 方式 による対話型 案 内 を受 けた例 にっ いて説 明す る。

第5章 で は、 本 システ ムの実 現 化、事業 化 を考慮 に とった上で本 システ ムの役 割 を果 た

す の に十分 と考 え られ るデ ー タの収集範 囲 を具 体 的 に決 定 す る とと もに、 今後 に残 され た

課題 にっいて 検討 す る。 また、本 格 的な デー タベー スサ ー ビス実 施 に向 けた 今後 の方 針 に

っ いて も述 べ る。

第6章 は、 本研 究 で得 られた 成果 を ま とめた ものであ る。
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第2章 プ ロ トタイプ ・シ ス テムの 開 発

2.■ プ ロ ト タ イ プ ・ シ ス テ ム の 特 徴

本 調 査 研 究 で 開 発 す る知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ

を 構 築 す る に あ た って 、 留 意 す べ き特 徴 を述 べ る と次 の 通 りで あ る。

1)利 用 者 の 多 くは デ ー タ ベ ー ス の 利 用 が 初 め て か 、 ほ と ん ど利 用 した こ とが な い 人 と な

る。

この た め、 利 用 の 容 易 な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築 が 必 須 と な る。 ま た 、 デ ー タ ベ ー

ス シ ス テ ム 自体 が イ ン テ リ ジ ェ ン トな 機 能 を持 ち、 利 用 者 を支 援 す る必 要 が あ る。

2)異 分 野 の 学 習 ・研 究 の た め に必 要 な デ ー タ は複 雑 な 構 造 を 持 つ 場 合 が 多 い 。 ま た 、 デ

ー タ の 属 性 は 多 種 に わ た り、 形 式 が一 定 で な い。

例 え ば 、 後 の2.3節 で 説 明 す る よ う に大 学 ・学 部 ・学 科 案 内 デ ー タ は不 特 定 回 数 の繰

り返 しの 起 こ る階 層 構 造 デ ー タ で あ り、 科 目履 修 案 内 デ ー タ は大 学 ・学 部 に よ って 形 式 が

異 な る の み な らず 、 デ ー タ構 造 自体 が 複 雑 で あ る。 こ の た め 、 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム は

多 種 多 様 で 複 雑 な構 造 を 持 つ デ ー タ を容 易 に デ ー タ ベ ー ス化 で き る能 力 を持 つ 必 要 が あ る。

こ れ は、 文 献 検 索 デ ー タ ベ ー ス の よ う に一 形 式 膨 大 量 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス化 と本 質 的 に

異 な っ て い る こ とに留 意 す る 必 要 が あ る。

3)ソ ー ス デ ー タ の フ ォー マ ッ ト決 定 に 関 して 特 別 な 権 限 を 有 して い な い デ ー タ の デ ー タ

ベ ー ス化 を 行 う こ とを 試 み て い る。

例 え ば 、 学 術 情 報 セ ン タ ー は文 部 省 所 属 の機 関 で あ り、 大 学 や 学 会 の 直 接 ・間 接 の 支 援

・協 力 が得 られ る立 場 に あ る の に 対 し、 本 社 に は な い 。 した が って 、2)の 特 徴 と合 わ せ 、

生 デ ー タ を 出 来 る だ け そ の ま ま の 形 で デ ー タ ベ ー ス化 出 来 る こ とが 望 ま しい。 ま た 、 デ ー

タ の構 造 を そ の ま ま反 映 出 来 る デ ー タ モ デ ル を 用 い て デ ー タ ベ ー ス化 を 図 る必 要 が 極 め て

高 い こ と もわ か る。

4)一 部 の デ ー タ を除 い て 更 新(正 確 に は更 新 で は な く新 デ ー タ の 追 加)の 頻 度 が 少 な い 。

例 え ば 、 大 学 ・学 部 ・学 科 案 内 デ ー タ で は1年 に 一 回 、 履 修 案 内 デ ー タ で は半 年 に一 回

が 基 本 的 で あ る。 これ は 、 企 業 の 業 務 デ ー タ ベ ー スの デ ー タ の 更 新 が 毎 日 ・毎 時 の よ う に

あ る の と は異 な って い る。 こ の 特 徴 は 、 デ ー タ ベ ー ス の 保 全 を 容 易 とす る、 排 他 制 御 が 基

本 的 に 不 要 とな る とい う点 で 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 構 築 を 容 易 に す る とい う利 点 を 生

む こ と に な る。
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2.2デ 一 夕 ベrス 管 理 シ ス テ ム

(DBMS)の タ イ プ と 言 語

2.2.1タ イ プ の 決 定

これ ま で に 、 種 々 の デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム(DBMS)が 開 発 さ れ て い る。 そ の 種

類 に つ い て 簡 単 に サ ー ベ イす る と次 の通 り とな る。

(1)構 造 型DBMS

これ に は例 え ば 、CODASYL型 のDBMSが あ る。 このDBMSは デ ー タ の 持 つ 構

造 を反 映 出 来 る と い う利 点 が あ る。 た だ し、 構 築 に は 多 くの工 数 と高 度 な 専 門 的 能 力 が 要

求 さ れ 、 構 築 が 容 易 で な い 、 ま た 構 築 され たDBMSは 柔 軟 性 に欠 け易 い とい う問 題 が あ

る。

(2)転 置 型DBMS

例 え ば、ADABASが あ る。 キ ー ワー ドに よ る検 索 効 率 が 高 く、 文 献 情 報 検 索 シ ス テ

ム に適 して い る と い う特 徴 が あ る。

(3)リ レー シ ョナ ル 型DBMS

これ に は 例 え ば 、ORACLEが あ る。 構 築 ・利 用 が 容 易 で 、 定 型 大 量 の デ ー タ の デ ー

タ ベ ー ス化 に 適 して お り、 現 在 広 く利 用 され て い るが 、 対 象 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス化 に は

平 坦 な 形 を した 表 を 用 い る必 要 が あ る。 本 デ ー タ ベー ス シ ス テ ム で は、 次 節 で も述 べ る よ

うに 対 象 とす る デ ー タ 種 に は 不 特 定 回 数 の 繰 り返 しの生 じ るデ ー タ が 多 い ほか 、 デ ー タ項

目(属 性)間 に多 重 の 従 属 関 係 が 存 在 した り して 、 複 雑 な階 層 構 造 を 持 つ 多 種 多 様 な デ ー

タ の デ ー タ ベ ー ス化 を 行 う必 要 が あ る。 この た め 、 本 シ ス テ ム に 利 用 す る に は適 して い な

い と考 え られ る。

(4)そ の 他 のDBMS

これ まで 、 そ の他 種 々 のDBMSが 開 発 され て い る。 しか し、 異 分 野 研 究 の た め の イ ン

テ リジ ェ ン ト ・オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の 構 築 に は 既 存 のDBMSを

利 用 す る こ と は 困 難 で 、 新 し く構 築 す る必 要 が あ る と考 え られ る。 本 シ ス テ ム で は、 新 た

にDBMSを 構 築 す る こ と に した。

2.2.2言 語

こ れ ま で に 、 デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム(DBMS)の 開 発 の た め に 種 々 の言 語 が 利 用

され て い る。 そ の 種 類 に っ い て 簡 単 に説 明 す る と次 の通 り とな る。

一11一



(1)独 立 言 語 型

これ は 、DBMSの 開 発 に そ れ 専 用 の 言 語 を用 い る方 式 で あ る。 こ の た め 、 シ ス テ ムの

構 築 が 容 易 と な る利 点 が あ る。 た だ し、 仕 様 ・機 能 に は 限 界 が 生 じ易 い とい う難 点 も生 じ

易 い。

(2)親 言 語 型

これ は 、DBMSの 開 発 にCOBOLやPrologな どの 既 存 の言 語 を利 用 す る方 式

で あ る。 こ の た め 、 用 途 に応 じて 新 し くデ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム を 開 発 す る必 要 が あ る

が、 ユ ー ザ の 多 様 な要 望 に 対 応 出 来 る とい う特 徴 が あ る。

(3)両 者 の 共 有。

これ は 両 者 を 共 有 さ せ てDBMSを 構 築 す る方 式 で あ る。

こ こで は 、 知 識 工 学 的 手 法 の 適 用 を 可 能 とす るPrologを 用 い て イ ンテ リ ジ ェ ン ト

なDBMSを 開 発 す る こ と と した。

2.3対 象 デ ー タ の デ ー タ 構 造 の 特 徴

プ ロ トタイ プ ・システムの開発 のた め、 ユ.5節 で述 べた本 デ ータ ベー ス システ ムでサ

ー ビスの対象 とな るデ ー タの構造 にっ いて まず分 析 した。 本節 で は、 大 学 ・学部 ・学 科 デ

ー タお よび科 目履修案 内デー タを例 に取 って分析 結果 につ いて簡 単 に説 明す る。

(a)対 象 デ ー タは図2-1に 示す よ うに階 層構 造(デ ー タベー ス化 す べ き実体 集 合 はあ

る関連 の親 に な り、他 の関連 の子 とな る)を 持 つ。 しか も、学部 、学 科 、講 座 の数 はそれ

ぞ れ大学 、学 部 、学科 に よ って異 な るのが普 通 で あ る。

回
申
函
融

融2-1階 層 構造
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(b)対 象 デ ーーーータ は 図2-2に 示 す よ うに木 構 造(二 つ 以 上 の 関 連 の 親 と な る)を 持 つ 。

しか も、 こ の数 は デ ー タ に よ って 異 な る の が 普 通 で あ る。

図2-2木 構 造

(c)対 象 デ ー タ は 図2-3に 示 す よ うに対 象 単 純 ネ ッ トワー ク 構 造(二 つ の 実 体 集 合

の 間 に 複 数 の 関 連 が あ る)を 持 つ。

科 目1

亘
]
,白

図2-3単 純 ネ ッ トワ ー ク構 造

(例 え ば、

科 目2は 電気 工学 科 の第1

選 択 の科 目で あ るが、 電子

工 学 科 の第2選 択 科 目で

あ る)

(d)対 象 デ ー タ は 図2--4に 示 す よ う に複 合 ネ ッ トワー ク構 造(二 つ 以 上 の 関 連 の

子 と な る)

電気工学科 電子工学科

(例 えば、

電磁 気学 は電気 お よび電 子 工学 科

の共 通 の履修科 目 とな って い る)

図2-4複 合 ネ ッ トワー ク構 造
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(e)対 象 デー タは図2-5に 示 す よ うに多重 メ ンバ構 造(あ る関 連 に おいて子 とな る実

体集 合 が二 つ以 上 あ る)

図2-5多 重 メ ン バ構 造

以上 に示 した よ うに、 対象 デ ー タ は多種 多様 で 複雑 な デー タ構 造 を有 す るの で、本 デー

タベー ス システ ムで採用 す るデ ー タの モデ ル化 には デー タベー ス化 が容 易 に出 来 る ほか 、

検 索 が容易 とな るよ うに、特 に注 意 を払 う必要 が あ る。
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2.4対 象 デ ー タ の 形 式 と デ ー タ モ デ ル

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は知 識 工 学 的手 法 の 適 用 の容 易 さ を考 慮 して 、 シ ス テ ム の 構 築

言 語 と してPrologを 用 い る こ と に した の は 先 に 述 べ た と お りで あ る。 本 節 で は、 デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム を 構 築 して い く際 に
、 基 礎 とな る 各 種 デ ー タ の フ ォー マ ッ トを示 す と と もに 、

各 種 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス化 、 す な わ ち プ ロ ロ グ デ ー タ と して の定 義 の 仕 方 に っ い て も説

明 す る。

2.4.■ 大 学 案 内 デ ー タ

あ る大学 の案 内 に関 す るデー タ は次 の図 に示 す よ うに フォーマ ッ ト化 す る ことがで きる。

(大 学 デ ー タ の 内 容)

出典 名 、 出 版 年 月

SNYM

大 学 名 、 国 公 私 立 別 、 郵 便 番 号 、 府 県 名 、 市 町村 名 、 住 所 情 報 、 電 話 番 号 、FAX番 号

UNNLPPCPRFCITYADRTELFAX

「デ ー タ例 」

大 阪 大 学 ・ 国 立 ・565・ 大 阪 府 、 吹 田市 、 山 田 丘2-106-877-5111、FAX

京 都 大 学 、 国 立 、606、 京 都 府 、 京 都 市 、 左 京 区 吉 田 本 町 、075-751-2111、FAX

図2--4-1a大 学 デ ー タの フ ォー マ ッ ト

上 図 に示 す よ うに、本 システ ムで は大学 の住所 を府県 名、市 町村 名 お よ び市 町村 名 の下 の

詳 しい住所 情 報 に分 け てデー タベー ス化 す る こ とに して い る。 これ は府 県名 や市 町村名 か

ら大学 名 な どの他 の情 報 を検索 出来 るよ うにす るた めで あ る。

大学 デー タをPrologに お ける事実 と して記述 した プ ログ ラム例 を次 に示 す。

大 学data(大 学 デ ータコード.大 学 名,国 公 私 立 別,郵 便 番 号,府 県 名,市 町 村 名,

UDUDCUNNLPPCPRFCITY

住 所 情 報,電 話 番 号,FAX番 号,出 典 コー ド,出 版 年 月)

ADRTELFAXSCYM

注)UDC:大 学 テニ タコード(UDYyMrnijkl)亙 ⊆:出 典 コー ド(SCijk1)
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図2--4-1b大 学 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 例

上 図 に お い て 、 大 学 デ ー タ コー ドUDCは 大 学dataを 特 定 す るの に用 い る コー ドで あ る。

こ の コー ド中 に は デ ー タ が い つ デ ー タ ベ ー ス と して 登 録 され た か を 示 す デ ー タ の 登 録 年 月

も4桁 の 整 数 を用 い て 記 録 して お くこ と に した 。 こ の情 報 に よ りデ ー タ の 登 録 年 月 を知 る

こ とが 出 来 る の で 、 デ ー タ の更 新 年 月 を 知 る の に利 用 す る こ と が で き る。

デ ー タ の具 体 例 に っ い て は次 節 を 参 照 され た い 。

2.4.2学 部 案 内

あ る大学 学 部 の案内 に関 す るデ ー タは次 の図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化す る こ とがで

きる。

(学 部 デー タ)

出典 名、 出版 年月

SNYM

大学 名,学 部 数,学 部 名 リス ト

UNNFFNL

「デ ー タ例 」

大 阪 大 学,学 部 数,学 部 名 リ ス ト

京 都 大 学,学 部 数,学 部 名 リ ス ト

図2--4-2a学 部 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

上 の例 に 示 す よ う に、 本 シ ス テ ム で は学 部 名 を リス トで 表 示 して い る。 これ は 、 大 学 に よ

り学 部 数 が 異 な るた め で あ り、Prologで は リス ト長 が 不 定 で あ って も、 一 つ の 変 数 名(例

え ばFNL)で す べ て の 学 部 名 を表 す こ とが 出 来 る の で 、 プ ロ グ ラム の 構 築 が 極 め て 容 易

と な る利 点 が あ る。 以 下 に 示 す よ う に 、 本 シ ス テ ムで はPrologの リス ト機 能 を 活 用 して い

る の が 特 徴 の 一 つ で あ る。

学 部 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム 例 を 次 に 示 す 。

学 部data(学 部 テニ タコード,大 学 名,学 部 数,学 部 名 リス ト,出 典 コー ド,出 版 年 月)。

FDFDCUNNFFNLSCYM
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注)FDC:学 部 デ ー タ コー ド(FDYyMmljkl)

図2-4-2b学 部 デ ー タ の プ ロ ロ グデ ー タ表 記 例

上 図 に お い て 、 学 部 デ ー タ コー ドFDCは 大 学 デ ー タ コ ー ドUDCと 同 様 に、 学 部dataを

特 定 す るの に 用 い られ る コー ドで あ る。 こ の コー ド中 に は こ の デ ー タ が い っ デ ー タ ベ ー ス

と して 登 録 さ れ た か を 示 す デ ー タ の登 録 年 月YyMmも4桁 の整 数 を 用 い て 記 録 され て い る。

以 下 、 各 プ ロ ロ グ デ ー タ に は そ れ ぞ れ 特 定 の コー ドが 同 様 に付 け られ て い る の で 、 各 コー

ドの説 明 は 以 下 で は省 略 す る。

あ る大 学 学 部 の住 所 案 内 に関 す るデ ー ダ は次 の図 に示 す よ う に フ ォー マ ッ ト化 す る こ と

が で き る。

(学 部住 所 デ ー タ)

出典 名、 出 版年 月

SNYM

大学 名、 学 部 名、郵 便 番号 、府 県名 、市 町村 名、住 所 情報 、電 話 番号 、FAX番 号

UNFNPCPRFCITYADRTELFAX

「デ ー タ例 」

大 阪 大 学 、 工 学 部 、565、 大 阪 府 、 吹 田 市 、 山 田 丘2-1、06-877-5111、FAX

図2-4-2c学 部 住 所 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

学 部 住 所 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ.グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

学 部 住 所data(FAC,UN,FN,PC,PRE,CITY,ADR,TEL,

FAFAX,SC,YM).

注)FAC:学 部 住 所 デ 三 夕 コ ー ド(FAYyMmijkl)

図2-4-2d学 部 住 所 デ ー タの プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 例

デ ー タ の 具 体 例 に つ い て は次 節 を 参 照 され た い。
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2.4.3学 科 案 内

ある大学学 部学科 の案 内 に関す るデー タは次 の 図に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す る こ と

がで きる。

(学 科 デー タ)

出典 名、 出版年 月

SNYM

大学 名、学 部 名、学 科数 、 学科 名 お よび定 員 数 リス ト

UNFNNDDNLDCL

「デ ー タ例」

大 阪大 学、工 学部、 学 科 数、 学科 名 お よび定 員数 リス ト

大 阪大 学、基 礎工 学部 、学 科 数、 学科 名 お よび定員数 リス ト

図2-4-3a学 科 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

上 の例 に示 す よ う に、 本 シ ス テ ム で は学 科 名 お よ び定 員 数 を リス トで表 示 して い る。 こ れ

は 、 学 部 に よ り学 科 数 が 異 な るた め で あ る。 学 科 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述

した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

学 科data(DDC,UN,FN,ND,DNL,DCL,SC,YM).

DD注)DDC:学 科 デ ー タ コ ー ド(DDYyMmijk1)

図2-4-3b学 科 デ ー タ の プ ロ ロ グデ ー タ表 記 例

デ ー タ の具 体 例 に っ い て は次 節 を参 照 され た い。

2.4.4講 座 案 内

あ る大学 学部 学科 講座 の案 内 に関 す るデー タは次 の図 に示す よ うに フ ォー マ ッ ト化す る

ことが で きる。

(講 座 デー タ)

出典名 、 出版 年 月

大 学名 、学部 名
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図2-4-4a講 座 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

講 座 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

講 座data(LDC,

LD

UN,FN,DN,NL,LNL,SC,YM)

注)LDC:講 座 デ ー タ コ ー ド(LDYyMmijk1)

LNL:講 座 名 リ ス ト

図2-4-4b講 座 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ 表 記 例

あ る大 学 学 部 学 科 講 座 の 内 容 案 内 に 関 す る デ ー タ は次 の 図 に 示 す よ う に フ ォ ー マ ッ ト

化 す る こ とが で き る。

(講 座 内容 デー タ)

出典 名、 出版年 月

大学 名、 学部 名、学 科名

講座 名、 教官数 、教 官者 名 リス ト、講座 設立(活 動)の 目的説 明

LNNRRNLLO

図2-4-4c講 座 内 容 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

上 に示 した講 座 内容 デ ー タに お け る講座 設立(活 動)の 目的説 明 デー タは、不 定 長 の文 字

列 よ りな るデ ー タとな って い るが、Prologで は不定長 の文字 列 の表現 が許 されて い るの で、

プ ログ ラム構 築 が容易 とな る利点 があ る。

講 座 内容 デー タをPrologに お け る事 実 と して 記述 した プ ログ ラム例 を次 に示 す。

講 座 内 容data(LCC,UN,FN,DN・LN,

LCNR,RNL,LO,SC,YM)

注)LCC:講 座 内 容 デ ー タ コ ー ド(LCYyMmijkl)

図2-4-4d講 座 内 容 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ 表 記 例
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あ る大 学 学 部 学 科 講 座 の研 究 テ ー マ 案 内 に関 す る デ ー タ は次 の 図 に示 す よ う に フ ォー マ

'

ッ ト化 す る こ とが で き る。

(講 座 研究 テーマ説 明 デ ー タ)

出典 名、 出版年 月

大 学 名、学 部 名、 学 科 名

講 座 名,担 当教 官数 、 担 当教官 名 リス ト、研究 テー マ リス ト

LNNRRNLRT

図2-4-4e講 座 研 究 テー マ説 明 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

こ こで 、 講 座 の 研 究 テ ー マ は リ ス トで 表 示 す る こ と に した。 これ に よ り、 研 究 テ ー マ を

表 す 任 意 の 文 字 列 をPrologの リス トの メ ンバ ー 機 能 を 利 用 す る こ とに よ り容 易 に 検 索 す る

こ とが で き るの で 、 研 究 テ ー マ の キ ー ワ ー ド検 索 機 能 の 実 現 が 容 易 と な る利 点 が あ る。

講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

講 座 テ ー マdata(LTC,UN,FN,,DN,LN,NR,

LTRNL,RT,SC,YM)

LTC:講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ コ ー ド(LTYyMmijkl)

図2-4-4f講 座 研 究 テ ー マ デー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ 表 記 例

2.4.5研 究 者 案 内

あ る講 座所 属 の研 究 者案 内 に関 す るデータ は次 の図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す る こ

と が で き る。

(研 究 者 デ ー タ)

出 典 名 、 出 版 年 月

大 学 名 、 学 部 名 、 学 科 名

所 属 講 座,研 究 者 名,地 位 、kenkyusyamei

LNRNSTRRN

図2-4-5a研 究 者 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト
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上 の例 に 示 す よ う に、 本 シス テ ム で は 研 究 者 名 の英 語(ロ ー マ 字)表 示 もデ ー タ化 す る こ

と に した。

研 究 者 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム 例 を 次 に示 す。

研 究 者data(RDC,UN,FN,DL,LN,RN,RRN,ST,SC,YM)

RD注)RDc:研 究 者 デ ー タ コ ー ド(RDYyMmijk1)

図2-4-5b研 究 者 デー タ のプ ロ ログデ ー タ表 記例

2.4.6科 目 履 修 案 内

、あ る科 目履 修 案 内 に関す るデ ー タは次 の図 に示 す よ うに フ・一 マ ・ ト化す る ことがで き

る。

(科 目履修 案 内 デー タ)∴

出典 名、 出版年 月

大 学 名、 学 部名 、学 科 名

科 目名、 カ テ ゴ リーぐ単 位数 、対 象年 次、授 業学期 、

SNCTNUYYSE

・(デ ー タの繰 り返 し)

注)CTは 必 修、 第1選 択、 第2選 択 、第3選 択 、 その他(教 職科 目等)の 別 を表 す

NESIS2S30T

図2-4-6a科 目履 修 案 内 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

科 目履 修 案 内 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を次 に示 す 。

履 修 案 内data(SGC,UN,FN,DN,SN,CT,NU,YY,SE,SC,YM).

SDこ こ で 、SGC:科 目 履 修 案 内 デ ー タ コ ー ド(SDYyMmijk1)

図2-4-6b科 目履 修 案 内 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ 表 記 例
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あ る科 目の講義 要 目案 内 に関す るデー タ は次 の 図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す るこ と

がで きる。

(講 義 要 目 デ ー タ)

出典 名 、 出 版 年 月

大 学 名 、 学 部 名 、 学 科 名

科 目名 、 担 当教 官 数 、 担 当 教 官 リス ト、 講 義 要 目説 明 リ ス ト

SNNTSTSLLE

・(デ ー タ の繰 り返 し)

図2-4-6c科 目講 義 要 目 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

上 の 図 に示 す よ うに 、 担 当 教 官 を リ ス トで 表 示 す る こ と に した 。 こ れ は 、 一 つ の 科 目 を複

数 の 教 官 で 担 当 す る場 合 が 多 い こ と と、 教 官 名 に よ り科 目 を 検 索 す る こ と を 容 易 とす る た

め で あ る。

科 目講 義 要 目 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム 例 を 次 に 示 す 。

講 義 要 目data(LSC,UN,FN,DN,SN,NTS,TSL,LE,SC,YM).

LSこ こ で 、LSC:講 義 要 目 デ ー タ コ ー ド(LSYyMrnijk1)

図2-4-6d講 義 要 目 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 例
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2.4.7学 位 論 文 案 内

学位 論 文案 内 に関 す るデー タ は次 の 図 に示 す よ うにフ ォーマ ッ ト化 す る ことがで きる。

(学 位 論文 デー タ)

著者 名,題 目,[大 学名,学 部名],授 与 年月,章 節 題 目 リス ト

ANTTPOLPYMLCTL

図2-4-7a学 位 論 文 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

学 位 論 文 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

学 位data(DTC,AN,TT,POL,PYML)

DT注)DTc:学 位 デ ー タ コ ー ド(DTYyMmijkl)

図2-4-7b学 位 論 文 デ ー タ の プ ロ ロ グデ ー タ 表 記 例

学 位 論 文 の 目次 案 内 に関 す る デ ー タ は 次 の 図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す る こ

とが で き る。

(学 位 論文 目次 デー タ)

学位 デ ー タ コー ド,章 節題 目 リス ト

DTCCTL

図2-4-7c学 位 論 文 の 目 次 案 内 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

学 位 論 文 目次 デ ー タ をPrologに お け る 事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す。

学 位 論 文 目 次data(DTC,CTL).

図2-4-7d学 位 論 文 目次 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 例

2.4.8専 門 分 野(文 献)案 内

専門 分野(文 献)案 内 と して は各分 野 におけ る論 文、 解説、 展 望等 の文献 の紹 介 をす る

ことに した。 文 献 デー タは次 の図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す る ことが で きる。

(文 献 デ ー タ)

著 者 数,著 者 名 リ ス ト,題 目,発 表 機 関 リス ト,巻 号 ペ ー ジリスト,発 表 年 月 リス ト,

NAANLTTPOLVNPLPYML

キ ー ワ ー ド リ ス ト

KWL
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:本 の時

TT:書 名

NKW=-1

POL:出 版 会 社 名

KWL=[]

図2-4-8a文 献 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

上 の 図 に 示 す よ う に、 発 表 機 関 、 巻 号 ペ ー ジ、 発 表 年 月 お よ び キ ー ワー ドは リス トで 表

示 す る こ と に した 。 こ れ は、 発 表 機 関 は 国 際 学 会 な どで の 発 表 の よ うに 発 表 機 関 名 が か な

り長 くな る場 合 が あ る こ と と、 国 際 学 会 な ど発 表 機 関 を 表 わ す 一 部 の文 字 列 で 文 献 の 検 索

を可 能 とす る た め で あ る。 巻 号 ペ ー ジを リス トと した の は、 文 献 に よ り ボ リュ ー ム ナ ンバ

ー が な か った りす る の で 、 巻 号 ペ ー ジを 表 わ す デ ー タ が 不 定 長 と な る た め 、Prologの 不 定

長 リス トの機 能 を 利 用 して こ の 問 題 を 解 消 す るた め で あ る。 発 表 年 月 を リス トと した の は 、

文 献 に よ り年 号 の み で月 の'デ ー ダ が な か った り して 、 デ ー タ長 が 一 定 しな い 問 題 をProlo

gの 不 定 長 リス トの 機 能 を利 用 して 避 け る た め で あ る。 文 献 の キ ー ワ ー ドも リス トで表 示

す る こ とに した。 これ は 、 文 献 の 内 容 を説 明 す るた め に付 け られ た キ ー ワー ドを 用 い て該

当 文 献 を容 易 に検 索 す る こ とが で き る よ うに す るた め で あ る。、

文 献 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に 示 す 。

文 献data(PDC,A'NL,TT,POL,VNPL,PYML,KWL)

注)PDC:論 文 デ ー タ コ ー ド(FDYyMmijkl)

図2-4-8b文 献 デ ー タ の プ ロ ロ グデ ー タ表 記 例"

文 献 の 内容 を 表 わ す の に通 常 文 献 の ア ブ ス トラ ク トあ る い は サ マ リー が 用 い られ る。

しか し、 文 献 に よ って は ア ブ ス トラ ク トもサ マ リー もな い 場 合 が 少 な くな い。 ま た 、 ア ブ

ス トラ ク トあ る い はサ マ リー が 付 加 さ れ て い る場 合 も、 これ らが 長 す ぎ る場 合 や 、 著 作 権

の 問題 の た め に、 これ が そ の まま 利 用 出 来 な い場 合 も あ る。 こ の よ うな 場 合 、 著 者 自 ら あ

る い は文 献 紹 介 者 らに よ る 文 献 の 内 容 の 短 い 紹 介 文 あ る い は 文 献 に対 す る コ メ ン ト、 覚 え

'書 文 が あ る と
、 文 献 の 内 容 か ら文 献 の 検 索 が 可 能 にな る と考 え られ るg以 下 で は、 文 献 の

アブ ス トラク ト・ 文献 の内容 の短 い紹 介文 ぽ い1季文献 に対す る コメン ト・覚 え書 文 な ど

を ま と め て一 般 に文 献 の 注 釈 ξ い う こ と にす る。

文 献 注 釈 デ ー タ は 次 の 図 に 示 す よ うに フ ォー マ ッ ト化 す る こ と が で き る。

(文 献 注 釈 デ ー タ)

文 献 デ ー タ コー ド
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こ こで 、PCLは 文 献 の ア ブ ス トラ クや 文 献 に 対 す る コ メ ン ト、 覚 え 書 文 等

図2-4-8c文 献 注 釈 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

文 献 注 釈 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム例 を 次 に示 す 。

図2-4-8d文 献 注 釈 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 例
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2.5 構 築 シ ス テ ム の 構 成

2.5.1逐 次 メニ ュー方 式 と一 括 対話方 式 に よ る案 内サ ー ビス システ ムの開発

1)逐 次 メニュー方式 によ る案 内 サ ー ビスシステ ムの開発

従 来 のデー タベー ス の コマ ン ドや キー ワー ドに よ るデー タの検 索 は検 索 の効 率 は高 い も

のの、 初心者 には必ず しも便利 とは言 えない側 面 を持 って いる。 本 システ ムで は、 デー タ

ベー スの性格 上 ユー ザ は利 用 が始 めて で デー タベ ー ス システム利 用 法 を知 らな い場 合 が多

い と予 想 され る。 このた め、本 システ ムの初 めて の利 用者 で も本 システ ムの機 能 を十分 に

使 い こなせ るよ うに、 知識 工学 的手 法 を適用 して、 シス テム利 用 に関 す るノ ウハ ウ的知 識

の デー タベー ス化 を 図 った ユーザ フ レ ン ドリー な システ ムを実 現 す る こ とに した。 まず、

初 心者 向 けの検索 方式 と して、 逐次 対 話型 の メ ニュー方式 によ るデ ー タベー ス利 用 によ り、

初 めて の人で も必 要 とす るデー タを容 易 に検 索 で きる システム とす るた めの種 々の創意 工

夫 を こ ら した検索 方式 を開発す る こ とに した。 本 システ ムで は階層 的 に順 次提 示 され る各

メニ ュー画面 にお いて、検 索支 援 関連 情報 を知 識 ベー ス化 した知 識 ベー スに基 づ いて、 必

要 と考 え られ る情 報 が一 覧表示 され るよ うにな ってい るので、 キー ワー ドによ る検索 を除

いて 、基本 的 には システ ムの メ ッセ ー ジに従 って該 当 の数 字 を入 力 して い けば希 望 の情 報

を知 る ことが で きるよ うにす る。

構築 す る逐次 メニ ュー方式 の デー タ案 内サ ー ビスシ ステムを列 挙す る と以下 の とお りと

な る。

(a)大 学 構成学 部名 や学 科名 、学 科定 員数 な どを紹 介す る大学 ・学部 ・学 科 案 内サ ー ビス

(b)各 大 学 の講 座 の研究 スタ ッフ、研 究分 野 お よび現在 進行 中 の研究 テー マに つ いて紹介

す るだ けで な く、 研 究 テー マ にっ いての キー ワー ドによ る講 座 の逆検 索 も行 うことが

出来 るよ うな大学 の講座案 内サ ー ビス システム

(c)第 一線 で研 究 して い る大学 の助手 を含む研 究者 、学 者 の所属 、地 位 、研 究 テ ーマ な ど

の紹 介 を行 うことので きるよ うな研究 者案 内 サー ビス システ ム

(d)大 学 、学科 な どを指 定す る と、 そ の学 科 に おけ る授 業科 目名、必 要 単位 数、 授 業内 容

の概 要 な どを紹 介 す る科 目履 修 案 内サー ビス シス テム

(e)著 者 名、 学位論 文 名 およ びそ の 目次 に使 われ て い る術 語 を全 てキ ー ワー ドの対 象 とす

る ことが出来 るよ うな学 位論 文 案 内サ ー ビスシス テム

(f)各 研 究者 によ る各 自の専 門分 野 にお ける発 表 論文群 な どの文献 紹介 を行 うこ とので き

る専 門分 野(文 献)案 内サ ー ビス システ ム
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2)一 括対 話 方式 に よ る案内 サ ー ビス システ ムの開発

上 で述 べた メニ ュー方 式 によ るデー タベー スの利用 は初 心者 で もデー タベ ー スを容 易 に

利 用 で き るとい う利点 があ る反 面、2回 目以 降 の検索 の時 は メニ ューの 階層 をた どるのが

面 倒 で あ った り、 人 に よ って は思考 に合わ ない部 分が あ った りす る と思 わ れ る。 また、 あ

らか じめ想定 した デ ー タの検索 しか出来 な い とい う短所 もあ る。 このた め、 本 シ ステムで

は、 メニ ュー を横 断 的 ・垂 直的 に一括 してた どる ことの出来 る一 括 対 話 方式 に よ る対 話型

案 内方 式 も開 発 し、 提 供 可能 な情 報 の中 の各項 目を任意 に組 み合 わせ た情 報 を簡 単 に検索

で き る ことを可 能 とす る ことに した。

構 築 す る一 括 対話 方 式 に よる案 内 サー ビス システ ムと して は、機 関 ・組 織 の属 性案 内、

人(研 究者)の 属性 案 内 およ び学 習 ・研究 分野 案 内の3種 類 の シ ステム と し、学 習 ・研究

分野 案 内 は さ らに科 目履 修案 内、学 位 論文 案 内 および専 門分 野(文 献)案 内 の3種 類 の シ

ステ ム に分 け る こ とにす る。

図2.5.1--1に 本 システ ムの各 種案 内 サ ー ビスの概 略 図を示 す。

ー
　
:
関

織

機

組

(

人・(

研究分野:

/

1大 学 ・学部 ・学科(大 学院 ・研究科 ・専攻)案 内1

、'

惨 座案内1.

、'

1研究者案内1

＼.
Ψ

1科服 修案内1

1専 門分野案内1

学位論文案内

図2.5.1-1本 シ ス テ ム の 各 種 案 内 サ ー ビス の 概 略 図

図2.5.1-1に 示 す よ うに、 大学 ・学 部 ・学科 の案 内サ ー ビスは講 座 案 内 や科 目履修 案

内や学 位 案 内 サ ー ビスを受 けるの に も必 要 とな る。 講座 案内 サ ー ビスは研究 者 案 内サ ー ビ

スを受 け るの に必要 とな り、研究 者 案 内サ ー ビスは科 目履 修案 内 や専 門分 野 案 内 サー ビス

を受 け るの に必 要 とな る。 この よ うに、 これ らの案 内サ ー ビスは関連 しあ って い るこ とが

わ か る。
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2.5.2ザ ン プ ル デ7夕

本 研 究 で は、 研 究 期 間 も限 られ て い る こ と、 ま た 本 研 究 の 目的 は これ ま で に 前 例 の な い

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム を構 築 す る こ とが 主 目 的 で あ る の で 、 デ

ー タ ベ ー ス化 す る分 野 の 知 識 ・情 報 の デ ー タ と して はす べ て の 種 類 ・分 野 を始 め か らす べ

て 網 羅 す る必 要 は な い 。 そ こで 、 デ ー タ の収 集 な ら び に そ の デ ー タ ベ ー ス化 は プ ロ トタ イ

プ ・シ ス テ ム 構 築 に必 要 十 分 な 量 に と ど め る こ と に した 。

表2.5.2-1か ら表2.5.2-13に 、 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム 開 発 に利 用 した サ

ン プ ル デ ー タ を 示 す 。 これ らの デ ー タ は、 本 シ ス テ ム の 稼 働 状 況 を 検 討 す る の に用 い られ

た デ ー タ で あ る。 これ らの サ ンプ ル デ ー タ を基 に 、 開 発 した案 内 シ ス テ ム を用 い て 、 どの

よ う に して 、 どの よ う な サ ー ビ ス を受 け れ るか に つ い て は、 第3章 お よ び 第4章 に述 べ る。

表2.5.2-1出 典 コ ー ドの サ ン,jeル デ 一 夕

syutten_code(scOOO8,A大_大 学 工 学 研 九 科 一履 修 案 内)・

syutten_code(scOOO9,B大 学_大 学 院 工 学 研 究 科_履 修 案 内).

sy.ut.tenLcode(scOOO2,大 阪 大 学_大 学 院 工 学 研 究 科_履 修 案 内).

syutten _cod6(scOO10,大 阪 大 学_工 学 部_履 修 要 覧).

syutten _code(scOOO1,全 国 大 学r－ 覧_文 部 省 高 等 教 育 局 大 学 課 監 修).

表2.5.2-2大 学 デ ー タ の サyプ ～レデ 一 夕

daigaku _data(ud9112_0001,京 都 大,国 立,606,京 都 ・,京 都 市,左 区 吉 田 本 町

,075-751-21'11,_,scOOO1,1991).

daigaku_data(ud9112_OOO2,大 阪 大 学,国 立,565,大 阪 府,"吹 田 市,山 田 丘1-1,

06-877.5111,_,scOOO1,1991).t/

daigaku_data(ud9112_0003,関 西 大 学,私 立,564,大 阪 府,吹 田 市 ∵山'手 町3-3-

35,06-388-1121,_,scOOO1,1991).

daigaku_data(ud9112_0003,東 京 大 学,国 立,113.東 京 都,文 京 区,本 郷7-3-1

,03-3812-2111,_,scOOO1.1991).'

daigaku_data(岬9112」004,神 戸 大 学,国 立,657.,兵 庫 県,神 戸 市,灘 区 六 甲 台 町1

-1 ,078-881-1212,_.scOOO1.1991).

daigaku_data(ud9112_OOO5,大 阪 工 業 大 学,私 立,535,大 阪 府,大 阪 市,旭 区 大 宮5

-16-1 ,06-952一 二31'31.,_,scOOO1',:1991).'・

daigaku_da .ta(ud9112_0006,大 阪 市 立 大 学,公 立,558,大 阪 府.大 阪 市,住 吉 区 杉 本

3-3-138,06-605 、-2011,_,scooO1,1991)・

d、i、 、kしd、 、、(、d9112二 〇bo7,A大 学,公 立,X文x,大 阪 府,枚 方 市,xX町 ・-1二1

2,XXX-X-XX-XXXX,一.tscOOO1,1991)..'…-

daigaku _data(ud9112-0008,B大 学,私 立,XXX,大 阪 府,枚 方 市.XX町3--4.-1
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Lxxxx-xx-xxxx-・scooo1・1991)・

表2.5.2-3学 部 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

gakubu_data(fd9112_0001,大 阪 大 子,10,[工 学 。,理 学 部.基 礎 工 学 部,薬 部,医 学

部,法 学 部,文 学 部,経 済 学 部,歯 学 部,人 間 科 学 部],scOOOI,1991).

gakubu_data(fd9112_OOO2,A大 学,6,[A学 部,B学 部,C学 部,D学 部,E学 部,工 学

部],scOOO1,1991).

gakubu_data(fd9112_0003,B大 学,6,[A学 部,BB学 部,C学 部,DD学 部,E学 部,

工 学 部],scOOO1,1991).

gakubu_data(fd9112_OOO4,京 都 大 学,5,[A学 部,C学 部,DD学 部,E学 部.工 学 部],

scOOO1,1991).

表2.5.2-4学 部 住 所 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

gakubu_add_data(faOOO1_01,大 阪 大 学,工 学 部,565,阪 ・,吹 田,山 田 丘2-

1,06-877-5111. _,scOOO1,1991).

gakubu_add_data(faOOO4_OS,京 都 大 学.工 学 部,606,京 都 府,京 都 市,左 京 区 吉 田

本 町,075-751-2111_,scOOO1,1991).

表2.5.2-5学 科 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

gakka_data(dd9112_0023,大 阪 大 学,工 学 部,20,

[機 械 工 学 科,応 用 化 学 科,応 用 精 密 化 学 科,応 用 生 物 工 学 科,材 料 開 発 工 学 科,

材 料 物 性 工 学 科,船 舶 海 洋 工 学 科,電 気 工 学 科,精 密 工 学 科,応 用 物 理 学 科,通 信

工 学 科.生 産 加 工 工 学 科,土 木 工 学 科,建 築 工 学 科,電 子 工 学 科,原 子 力 工 学 科,産 業 機

械 工 学 科,環 境 工 学 科,電 子 制 御 機 械 工 学 科.情 報 シ ス テ ム 工 学 科],

[46,45,45,64,45,45,44,45,45,45,45,56,45,45,45,45,45,45,40,40],

scOOO1,1991).

gakka_data(dd9112_0024,大 阪 大 学,基 礎 工 学 部.8,

[機 械 工 学 科,合 成 化 学 科,電 気 工 学 科,制 御 工 学 科,物 性 物 理 工 学 科,

化 学 工 学 科,生 物 工 学 科.情 報 工 学 科],

[83,43.50,40,53,48,43,80],scOOO1,1991).

gakka_data(dd9112_0025,A大 学,A学 部,9,

[A学 科,B学 科,C学 科,D学 科,E学 科,F学 科,G学 科,H学 科,1学 科],

[25,25,25,25,25,25,25,25,25],scOOO1,1991).

gakka_data(dd9112_0026,A大 学,B学 部,9,

[AB学 科,B学 科,C学 科,D学 科,E学 科,F学 科,Z学 科,H学 科,1学 科],

[25,25,25,25,25,25,25,25,25],scOOO1,1991).

gakka_data(dd9112_0027,A大 学,C学 部,7,

[ABC学 科,B学 科,C学 科,DC学 科,EBC学 科,FC学 科,Z学 科],
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[25,25,25,25,25,25,25],scOOO1,1991)

表2.5.2-6講 座 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

kouza _data(1d9112」012.大 阪 大 学.工 学 部,電 気 工 学 科,9,

[電 力 工 学 講 座.制 御 工 学 講 座,電 気 工 学 基 礎 論 講 座,電 気 材 料 工 学 講 座,

電 気 物 性 工 学 講 座,組 織 工 学 講 座,一 般 電 気 工 学 講 座,超 伝 導 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 研 究

セ ン タ ー,レ ー ザ ー 核 融 合 研 究 セ ン タ ー],scOOO2,1991).

kouza _data(ld9112_0013,A大 学,A学 部,C学 科,5,[電 力 工 学 講 座,組 織 工 学 講 座,

A講 座,B講 座,C講 座],scOOO8,1991).

kouzaldata(ld9112 _OO14,A大 学,C学 部,DC学 科,5,[電 力 工 学 講 座,組 織 工 学 講 座

,A講 座,B講 座,C講 座LscOOO8,1991).

kouza _data(ld9112_0015,A大 学,B学 部,D学 科,4,[組 織 工 学 講 座,AB講 座.BB

講 座,CB講 座],scOOO8,1991).

k卯za _data(ld9112-0016,A大 学,B学 部,E学 科,4,[組 織 工 学 講 座,AB講 座,BB

講 座,CB講 座],scOOO8,1991).

表2.5.2-7講 座 内 容 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

kouzanqiyou _data(1c9112_0010,A大 学,A学 部,C学 科,A講 座,2.[Dr.Kids

,Mr.Db],Thisisatest.,scOOO8,1991).

kouzanaiyou _data(1c9201_0011,A大 学,B学 部,D学 科,BB講 座,2,[Dr.Kid

s,Mr.Sun],Thisisatest.,scOOO8,1991).

kouzanaiyou _data(1c9201_0012,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,組 織 工 学 講 座,2,[鈴

木 絆,朴 柄 植],本 講 座 で は 、 シ ス テ ム 工 学 お よ び 社 会 工 学 に 関 す る 研 究 と 教 育 を 行

っ て い る。 と く に 、 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 分 析 、 モ デ ル ビル デ ィ ン グ 、 評 価 、 最 適

化 や 総 合 地 域 開 発 計 画 な ど の 研 究 を 行 っ て い る 。,scOOO2,1991).

kouzanaiyou _data(1c9201_0013,大 阪 大 学,工 学 部.電 気 工 学 科,電 力 工 学 講 座,3,[M

a,Ka,Ma2],thisisatest.thisisatest

thisisatest.thisisatest.thisi

satest.,scOOO2,1991).

表2.5.2-8講 座 テ ー マ デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

kouzatheme_data(lt9201_0001,大 阪,工 学 部,電 気 工 学 科,組 織 工 手 座,2,[鈴

木 脾,朴 柄 植],[地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス と画 像 処 理 シ ス テ ム の 開 発,社 会 ・経 済 ・モ

デ ル の 開 発 お よ び診 断,CO2循 環 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の設 計 と評 価],scOOO2,

1991).

kouzatheme _data(lt9201_0004,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 工 学 講 座,2,[M

a,Ka],[固 体 熱 発 電 素 子 に よ る電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生 とそ の応 用,電 力 系 統 に お

け る 電 力 の 伝 送 、 変 換 、 制 御,電 力 系 統 の雷 事 故 の様 相 解 明 と対 策(雷 予 知 、 レ一
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ザ 一 重 誘 な ど).電 力 設 備 の 絶 縁 診 断,電 力 系 統 現 象 解 析 手 法],scOOO2,1991).

kouzatherne _data(lt920LOOO9,A大 学,B学 部,D学 科,BB講 座,2,[Dr.Kid

s,Mr.Sun],[themeNothemeNo2,電 気 エ ネ ル ギ ー の 発

生,theme

aaaaaaaaaa],scOOO8,1991).

表2.5.2-9研 究 者 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ

kenkyusya _data(rd9201_0001,大 阪 大 学.工 学 部.電 気 工 学 科,組 織 工 学 講 座,鈴 木 絆,

'Y
.Suzuki'.教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya_data(rd9201_0002,大 阪 大 学,工 学 部.電 気 工 学 科,組 織 工 学 講 座,朴 柄 植,

'P
.S.Pak',助 教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya _data(rd9201_0003,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 工 学 講 座,Ma,ma

,教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya _data(rd9201_OOO4,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 工 学 講 座,Ka,ka

,助 教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya _data(rd9201_0006,A大 学,B学 部,D学 科tBB講 座,Dr.Kids,'D

r.Kids',教 授,scOOO8,1991).

kenkyusya_data(rd9201_0007,A大 学,B学 部,D学 科,BB講 座,Mr.Sun,'Mr.

Sun',助 教 授,scOOO8,1991).

kenkyusya _data(rd9201_0010,A大 学,B学 部,D学 科,AA講 座,鈴 木 絆,'Y.Suzuki'

,教 授,b,c).

kenkyusya _data(rd9201_0011,A大 学,B学 部,D学 科,AA講 座,鈴 木 裕 次,'Y.Suzuk

i',教 授,a,a).

kenkyusya_data(rd9201_OO12,A大 学,B学 部,D学 科,AA講 座,鈴 木 孝 司,'T.Suzuk

i',a,a,a).

kenkyusya _data(rd9201_OO13,A大 学,B学 部,D学 科,AA講 座,鈴 木 勇 二,'Y.Suzuk

i',a,a,a).

表2.5.2-10履 修 案 内 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ(一 部 の み)

risyuannai _data(sd9202_0001.大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析1,s1,2,2,1

scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202-OOO2,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析2,s1,4,2,2

scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0003,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析3,sl,2,3,1

scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_OOO4,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析 演 習,s1,1,3

1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0005,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論1,s1,2,2,1

scOO10,1991)、
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表2.5.2-11講 義 要 目 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ(一 部 の み)

kougiyoumoku _data(ls9202_0001,大 阪 大t工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析1.1,[山

本 稔],['1.常 微 分 方 程 式 と求 積 法2.線 形 微 分 方 程 式 と演 算 子 法3.微 分 方

程 式 の級 数 解 法4.境 界 値 問 題 と ス ツ ル ム リ ウ ヴ ィ ル型 方 程 式 、 特 殊 関 数5.

フ ー リエ 級 数 と偏 微 分 方 程 式 の 境 界 値 問 題 ∵6.フ ー リエ変 換 と偏 微 分 方 程 式

7.ラ プ ラ ス変 換 、 逆 変 換 と そ の応 用8.複 素 関 数 と正 則 関 数9.複 素 積 分 、

特 異 点 、 留 数 とそ の 応 用'],scOO10,1gg1).

kougiyoumoku _data(1s9202_0002,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析2,1,[山

本 稔],['1.常 微 分 方 程 式 と求 積 法2.線 形 微 分 方 程 式 と演 算 子 法3.微 分 方

程 式 の級 数 解 法4.境 界 値 問 題 と ス ッ ル ム リ ウ ヴ ィ ル型 方 程 式 、 特 殊 関 数5.

フー リエ級 数 と偏 微 分 方 程 式 の 境 界 値 問 題 ∵6.フ ー リエ変 換 と偏 微 分 方 程 式

7.ラ プ ラ ス変 換 、 逆 変 換 と そ の応 用8.複 素 関 数 と正 則 関 数9.複 素 積 分 、

特 異 点 、 留 数 とそ の 応 用'],scOO10,1991).

表2.5.2-12文 献 デ ー タ の サ ン プ ル デ ー タ(一 部 の み)

ronbun_data(pd9302_0001,['鈴 木 絆 ∵ 朴 柄 植 ∵ 藤 井 克 彦'],t新 し い サ ン プ リ ン グ

方 式DLSの 設 計',['電 気 学 会 誌'],['Vo1.9','No.11','pp.2335/2343'],[1970,11

],[イ ン パ ル ス 応 答.演 算 増 幅 器,ク ロ ッ ク,遅 延 素 子,打 ち 切 り 誤 差]).

r6nbun_data(pd9302」oo2,['朴 柄 植','鈴 木 腓','藤 井 克 彦'],'最 適 フ ィ ー ドバ ッ ク

制 御 系 の 比 較 一 状 態 変 数 が 直 接 観 測 さ れ な い 場 合',E計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'

],['Vol.7','No.5∵pp.393/400'],[1971,10],['感 度 係 数','オ ブ ザ ー バ ー','最 適

制 御','制 御 系 設 計','プ ロ セ ス 制 御']).

ronbun _data(pd9302_0003,['鈴 木 絆 ∵ 朴 柄 植 ∵ 藤 井 克 彦'],'ハ イ ブ リ ッ ド式 擬 似

正 規 性 白 色 信 号 発 生 装 置 の 試 作',['シ ス テ ム と 制 御'],['Vol.16','No.4','pp.569/

574'],[1972,4],['m系 列 信 号 ∵ 正 規 性 白 色 信 号','白 色 性 検 定','自 己 相 関 関 数',

'
駕 二 乗 検 定']).

ronbun _data(pd9302_0004,['朴 柄 植 ∵ 鈴 木 脾 ∵ 藤 井 克 彦'],'多 変 数 線 形 最 適 サ ー

ボ 系 の 設 計',['計 測 自 動 制 御 学 会'],['Vo1.8','No.5','pp.568/575'],[1972,10],

['多 項 式 関 数','2次 形 式 評 価 関 数 ∵ 追 従 系','最 適 制 御','状 態 変 数 ブ イ ー ドバ ッ

ク']).

ronbun _data(pd9302_0005,['Y.Suzuki','P.S.Pak','K.Fujii'],'PseudoGaussian

NoiseGeneratorof .HybridType',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vol.22','No.1

076∵pp.623/633'],[1972,10],['m系 列 信 号','正 規 性 ノ イ ズ ∵ 白 色 性 信 号','自

己 相 関 関 数','κ 二 乗 検 定']).

表2.5.2-13文 献 注 釈 デ ー タ の サ ンプ ル デ ー タ(一 部 の み)

ronbun _chu_data(pd9302_0001,['イ ン パ ル ス 応 答 の 情 報 を も と に シ ス テ ム を 模 擬 す
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る装 置 と してDLSが あ る。 従 来 の サ ンプ リ ン グ方 式DLSの 構 成 を 再 検 討 し、 誤

差 を 小 さ くす る た め の 方 策 を 論 じ、 そ の 結 果 を も と に 新 しいDLSを 統 計 し、 ∵

ア ナ ロ グ コ ン ピュ ー タ で 模 擬 実 験 を行 って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0002,['プ ロセ ス の 直 接 計 測 され る入 出 力 信 号 に の み 基 づ

い て 状 態 を 推 定 す るHeq法 、 モ デ ル を利 用 す る方 法 、 オ ブ ザ ー バ ー を 利 用 す る 方 法

の3っ に っ い て 、 そ れ ぞ れ の 方 法 を 用 い て 構 成 され る 制 御 系 の特 長 、 ∵ 相 互 の類

似 点 、 パ ラ メ ー タ感 度 に つ い て論 じて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0003,['互 い に 不 規 則 で 大 きな 位 相 差 を もつm系 列 信 号 を

多 数 個 組 合 わ せ 近 似 的 に 正 規 性 白色 信 号 と見 な せ る信 号 を っ く る方 法 を 提 案 し、 実

際 に 疑 似 正 規 性 白色 信 号 発 足 装 置 を 試 作 し、 出力 信 号 の 低 減 ろ波 特 性 を 調 べ 、 ∵

統 計 的 に正 規 性 を 検 討 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OOO4,['多 項 式 で 記 述 され る 目標 値 に対 しプ ロ セ ス の 出 力

と 目 標 値 と の 偏 差 、 な ら び に実 際 の 操 作 量 と そ の定 常 値 との ず れ に っ い て2次 形 式

評 価 関 数 を 導 入 し、 これ を最 小 に す る設 計 方 法 を 示 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0005,['シ フ トレ ジ ス タ と排 他OR回 路 か ら成 るm系 列 信

号 発 生 器 か ら遅 れm系 列 信 号 を 多数 取 り出 し、 これ らを 加 算 す る こ と に よ っ て 疑 似

正 規 性 信 号 を 得 る装 置 を 試 算 し、 出 力 信 号 の 統 計 的 性 質 を調 べ 、','そ の 有 用 性 を

確 認 して い る。'一])。

2.5.3デ ー タ検 索 の方 法

本 節 で は、 デ ー タ検 索 の 方 法 に つ い て 説 明 す る。2.4節 で 述 べ た よ う に 、 対 象 デ ー タ

は一 般 に

data1(A1,A2,…,An).

と表 す こ とが 出 来 る。 こ こで 、A1,A2,…,Anは 対 象 デ ー タ の各 項 目 を 表 す 。Prolo

gで は 、 ユ ー ザ に よ りA1,A2,…,Anの 内 、 い くっ か の項 が 指 定 さ れ た と き 、 他 の項

を 出 力 す る の は この 言 語 の 原 理 上 の基 本 操 作 と な って い る の で 、 この よ うな 検 索 に つ い て

は何 の 問 題 もな い。

以 下 で は、 単 独 の デ ー タ で は 検 索 出 来 な い デ ー タ の 検 索 法 に っ い て 述 べ る。 次 の よ うに

デ ー タ モ デ ル に よ り定 義 され た2っ の ス キ ー マ が あ る と す る。

data1(A1,A2,…,An).

data2(B1.B2,…,Brn).

こ こで 、mは 一 般 に はnと 異 な る正 整 数 で あ る。data1のk番 目 の 項 目Akとdata2

の 」 番 .目の 項 目Bjが 関 連 を持 って い る場 合 、data1とdata2の 両 方 の情 報 を持 つ 新

た な デ ー タdata1&2をprologの 定 義 を 以 下 に 示 す よ うに 行 う こ と に よ り、 新 た な サ ブ

・スキ ー マ と して 生 成 す る こ とが 出 来 る。
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data1&2(A1,A2,・ …,An,B1,B2・ ・ ・ ・ ・ ….Bm):-

data1(A1,A2,…,Ak,・ …,An),

data2(B1,B2,・ …,Bj,・ ・ ・ ….Bm),def(Ak,Bj).

こ こで 、def(X,Y)はXとYの 関 連 を 示 すprologの 定 義 ま た は デ ー タ で あ る。XとYは

直 接 的 な 関 連 が 無 くと も、prologの 特 徴 で あ る推 論 機 能 を用 い て 関 連 付 け る こ と も出 来 る。

例 え ば 、Akが 学 部 や 学 科 な ど の組 織 ・機 関 の情 報 を 表 し、Bjが 研 究 者 名 を 表 す 情 報 とす

る と、 あ る学 科 の あ る 研 究 者 とい う関 連 を示 す 情 報 がdef(Ak,Bj)で あ る(極 端 な関 連

の例 と し、てAkとBjが 同 一 の 時 は、AkとBjを キ ー と してdata1とdata2の 両 方 の情 報

を 持 つ 新 た な デ ー タdata1&2を 得 る こ とが 出 来 、 こ の 場 合 はdef(Ak,Bj)の 項 は上 式 の

定 義 式 に お い て な くて も良 く、data1&2の 中 のBjも 省 略 出 来 る)。 こ の 定 義 式 に よ り、

例 え ばdata1の あ る項 目 の 入 力 情 報 に 対 し(部 分 情 報 も可)、data1の 情 報 だ け で な く

data2の 情 報 を も得 る こ とが 出 来 る よ うに な る。

以 上 の 定 義 を繰 り返 し行 い 、 以 下 の よ うな ス キ ー マ を 生 成 で き る。

a11 _data(A1,…,An,B1,….Bm,C1,…,D1,・ ・ …).

上 の ス キ ー マ に お いて 、 ユ ー ザ に よ りい くっ か の 項 が 指 定 され た と き、 ユ ー ザ の 必 要 とす

る 他 の項 を 出 力 で きる こ と は 明 か で あ る。

上 に説 明 した よ うに 、 本 シ ス テ ムで は、 収 集 され た デ ー タ はす べ て そ の ま ま 知 識 ベ ー ス

と して 利 用 可 能 な形 態 とな る の で 、 単 独 で も多 様 な 利 用 が 可 能 とな る。 さ らに 、 ユ ー ザ の

要 求 す る情 報 を 種 々 の デ ー タ を 組 み 合 わ せ て 有 機 的 に新 た に生 成 し、 提 供 す る こ と も可 能

と な る。 必 要 と な る組 み 合 わ せ デ ー タ は要 求 され た と き に生 成 され る の で 、 デ ー タ と して

記 憶 して お か ね ば な らな い 情 報 は 顕 著 に節 約 され 、 記 憶 容 量 が わ ず か で 済 む。 こ の ほ か 、

単 独 の デ ー タ で は提 供 不 可 能 な 高 度 な 内 容 の情 報 を ユ ー ザ ー が 必 要 と して い る場 合 で も、

シ ス テ ムが 種 々 の デ ー タ を組 み 合 わ せ て 加 工 す る こ とに よ り作 り出 して 、 提 供 で き る とい

う特 徴 を 持 た す こ と が 可 能 と な る こ とが わ か る。

2.5.4シ ス テ ム 構 成 と イ ン テ リ ジ ェ ン

ト オi幾 育旨

1)シ ス テ ム構 成

図2.5.4-1に 開 発 した 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム の構 成 を 示 す。 図 に 示 す よ うに 、

本 シス テ ムで は、 イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー(初 期 メ ニ ュー)か ら逐 次 メ ニ ュ ー方 式 あ る い は 一

括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー に ジ ャ ン プ し、 こ こか ら各 種 の 案 内 サ ー ビ スを 受 け る よ う に
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構 成 され て い る。

逐 次 エ

イ ンメ ニュー

イニシ ャル

メニ ユー

/

逐次方式

ブメニユー

メニュー方式に

よ り入力情報の

一括方式
、 一

入力内容の

サ ブメニューごと
こ定義されたスキー

マをもとに検索

逐次方式メ インメニューへ

{
情報の
一括入力

入力内容の

入力情報の

確定

の確認

力内容をもとに

キーマの選択

または生成

検索

㌣
一括 方式メ インメ ニューへ

介『一一『… 一… 一可 三 戸 颪

颪蒔葱 一ーー一『… 一一ーー

デー タ 知識ベ ース

..洞 義 語 辞書。.9 C

各 種prolog

/ラ イ'ブ テ リ＼ 、

(入 力 用,表 示 ,etc)

図2.5.4-1開 発 し た 本 プ ロ トタ イ プ ・ シ ス テ ム の 構 成
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各 種 の 案 内 サ ー ビ スを 受 け る に 当 た っ て は 、 種 々 の支 援 を シ ス テ ム よ り受 け れ る よ うに 、

シ ス テ ム 内 に は種 々 の知 識 ベ ー ス が 構 築 され て お り、 必 要 に応 じて 随 時 参 照 され る よ う に

な って い る。

図2.5.4-2か ら図2.5.4-6に 、 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム 開 発 に利 用 した知 識

ベ ー ス を示 す 。 これ らの 知 識 ベ ー ス を 利 用 して 、 実 現 さ れ た イ ン テ リ ジ ェ ン ト機 能 は、 次

節 に述 べ る と お りで あ る。

fuken _data(北 海 道).

fuken _data(青 森 県).

fuken _data(岩 手 県).

中 略

fuken_data(宮 崎 県).

fuken _data(鹿 児 島 県).

fuken _data(沖 縄 県).

図2.5.4-2府 県 名 に関 す る知 識 ベ ー ス

sichouson_data(東 京 都,文 京 区).

sichouson_data(東 京 都,世 田 谷 区).

sichouson _data(東 京 都.港 区).

中 略

sichouson _data(大 阪 府,大 阪 市).

siehouson _data(大 阪 府,吹 田 市).

sichouson _data(大 阪 府.高 槻 市).

sichouson _data(大 阪 府,枚 方 市).

sichouson _data(兵 庫 県,神 戸 市).

sichouson _data(京 都 府,京 都 市).

図2.5.4-3市 町 村 名 に 関 す る知 識 ベ ー ス

statUS(教 授).

statUS(助 教 授).

statUS(講 師).

statUS(助 手).
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statUS(技 官).

図2.5.4-4地 位 に 関 す る知 識 ベ ー ス

ron _tyosya_dic(['石 谷 久','H.Ishitani','HisashiIshitani・','、lshitani,H','

itaniHisashゴ])..

令 図2.5.4-5著 者 の 英 文 表 示 の 知 識 ベ ー ス

A

A

word([シ ス テ へ 組 織,体 系]).

word([リ サ イ ク ル,再 利 用]).
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ronＬyosya_dic(['鈴 木 絆','Y.Suzuki','Suzuki,Y','YutakaSuzuki∵SuzukiYut

aka']).

ron _tyosya_dic(['朴 柄 植','P.S.Pak∵Pak,P.S.'.'PyongSikPak']).

ron _tyosya_dic(['藤 井 克 彦','K.Fujii∵Fujli,K','KatsuhikoFujii∵FujiiKa

tsuhiko']).

ronＬyosya _dic(['内 田 義 久','Y.Uchida','Uchida,Y','UchidaYoshihisa','Yoshi

hisaUchida']).

ron _tyosya_dic(['伊 東 弘 一','K.lto','Ito,K','KouichiIto','ItoKouichi']).

ron _tyosya_dic(['吉 村 達 郎','T.Yoshimura∵Yoshimura,T','TatsuroYoshirnura'

,'YoshimuraTatsuro .']).

ron_tyosya_dic(['加 藤 啓 之','H.Kato','Kato,H∵HiroyukiKato⑨,'KatoHiroyuk

i']).

ron _tyosya_dic(['仲 渡 淳','A.Nakato','Nakato,A','NakatoAtsushi','AtsushiN

akato']).、

ron_ty'osya_dic(['笠 井 和 也 ∵K.Kasai∵Kasai.K','KazuyaKasai','KasaiKazuy

a']).

ron _tyosya_dic(['辻 毅 一 郎','K.Tsuji',ITsuji,K','KiichiroTsuji','TsujiKic

chiro']).

ron _tyosya_dic(['金 寛 ∵G.Kim','Kim,Gi]).、

ron _tyosya_dic(['堀 井 仙 松','S.Horii∵Horii,S']).

ron_tyosya_dic(['中 村 剛 也','T.Nakamura','Nakamura,T']).

ron _tyosya_dic(['中 間 照 幸','T.Nakama','Nakama,T','TeruyukiNakarna∵Nakama

Teruyuki']).l

ron _tyosya_dic(['小 林 俊 隆','T.Kobayashi∵Kobayashi,T']).

ronＬyosya_dic(['中 村 健 一 ∵K.Nakamura∵Nakamura,K∵ ・KenichiNakamura∵N

akamuraKenich .i']).

ron _tyosya_di『(['濱 野 公 一 ∵K.Hamano∵Hamano,K∵KouichiHamano','Hamano:

Xouichi']).,、

ron -tyosya-dic(['松 橋 隆 治','R.Matsuhashi','Matsuhashi,R','Ryuj.iMatsuhashi

'

,'MatsuhashiRyuji'])..・
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word([デ ザ イ ン,シ ン セ シ ス,設 計]).

word(['CO2'.二 酸 化 炭 素,CO2,炭 酸 ガ ス]).

word(['GaussianNoise',正 規 性 雑 音]).

word(['GaussianNoise',ガ ウ ス ノ イ ズ]).

word(['NoiseGenerator',雑 音 発 生 器]).

w6rd(['Hybrid',ハ イ ブ リ ッ ド]).

word(['Synthesis',設 計]).

word(['MultivariableSystem',多 変 数 シ ス テ ム]).

word(['FeedforwardControlSystem',フ ィ ー ド フ ォ ー ワ ー ド制 御 系]).

word(['FeedbackControlSystem',フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 系]).

word(['OPtimalControlTheory',最 適 制 御 理 論]).

word(['Sirnulation',シ ミ ュ レ ー シ ョ ン]).

word(['Super-Critica10nce-ThroughBoiler',超 臨 界 圧 貫 流 ボ イ ラ]).

word(['Model',モ デ ル]).

word(['DecisionMaking',意 思 決 定]).

word(['EnergySystems',エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム]).

word(['PlanningModer.計 画 モ デ ル]).

word(['WaterSupply',水 供 給]).

word(['WaterTreatment',水 処 理]).

word(['IntegratedRegionalDevelopmentModer,総 合 地 域 開 発 モ デ ル]).

word(['Sewagetreatment',下 水 処 理]).

word(['Multiobjectiveplanningmoder,多 目 的 計 画 モ デ ル]).

word(['LandUseModer,土 地 利 用 モ デ ル]).

word(['Redevelopmentplan',再 開 発 計 画]).

word(['Griddata',メ ッ シ ュ デ ー タ]).

word(['Griddata',グ リ ッ ド デ ー タ]).

word(['Locationmoder,立 地 モ デ ル]).

word(['Reuseoftreatedwater',下 水 処 理 水 の 再 利 用]).

word(['HighlyTreatedWasteWater',高 次 処 理 水]).

word(['HighlyTreatedWasteWater',三 次 処 理 水]).

word(['digitalsimulation',デ ジ タ ル シ ミ ュ レ ー シ ョ ン]).

word(['fluidflow',流 量]).

word(['heatflow'.熱 量]).、

word(['powerplantengineering',発 電 プ ラ ン ト 工 学]).

word(['systemanalysis',シ ス テ ム 分 析]).

word(['Energyconservation',省 エ ネ ル ギ ー]).

wo、d(['energydemandandsupplysystem',エ ネ ル ギ ー 需 給 シ ス テ ム]).

word(['combinedheatandPowergeneration'.熱 併 給 発 電]).

word(['eornbinedheatandpowergeneration'.CGS]).

word(['combinedheatandpowergeneration',コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン]).

word([●combinedheatandpowergeneration'.コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン])、
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word(['urbansystems'.都 市 シ ス テ ム]).

word(['systemsanalysis',シ ス テ ム 分 析]).

word(['InteractiveSimulationModer,対 話 型 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル]).

word(['RegionalDevelopmentPlanning',地 域 開 発 計 画]).

word(['Wasteheatutilization',廃 熱 利 用]).

word(['planningmodel'.計 画 モ デ ル]).

word(['rnultiobjectiveoptirnization',多 目 的 最 適 化]).

word(['optimalscale',最 適 ス ケ ー ル]).

word(['hierarchicalapproach',階 層 的 ア プ ロ ー チ]).

word(['Database',デ ー タ ベ ー ス]).

word(['LocalEnergySystem',ロ ー カ ル エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム]).

word(['SystemAnalysis',シ ス テ ム 分 析]).

word(['TotalPlanning',ト ー タ ル 計 画]).

word(['Combinedcycle',複 合 サ イ ク ル]).

word(['Combinedcycle',コ ン パ イ ン ド サ イ ク ル 発 電]).

word(['DistrictHeating',地 域 暖 房]).

word(['DistrictCooling',地 域 冷 房]).

word(['PowerGeneration'.発 電]).

word(['Newtownplanning'.ニ ュ ー タ ウ ン 計 画]).

word(['energydernand',エ ネ ル ギ ー 需 要]).

word(['combinedheatandpower',熱 併 給 発 電]).

word(['energyconservation',省 エ ネ ル ギ ー]).

word(['eeonornicstudy',経 済 性 検 討]).

word(['EnergyandCostEvaluation',エ ネ ル ギ ー と コ ス ト 評 価]).

word(['TotalTreatmentSystern',ト ー タ ル 処 理 シ ス テ ム]).

word(['Sewage',下 水]).

word(['Waste',ご み]).

word(['hotwatersupply',給 湯 供 給]).

word(['Sewagetreatment',下 水 処 理]).

word(['waterdisposar,水 処 理]).

word(['Socio-EconomicStructuralChanges',社 会 経 済 構 造 変 化]).

word(['Modeling',モ デ ル 化]).

word(['Prediction'.予 測]).

word(['systemanalysis',シ ス テ ム 分 析]).

word(['statistics',統 計]).

word(['energycontror,エ ネ ル ギ ー 管 理]).

word(['urbansystems',都 市 シ ズ テ ム]).

word(['Zone',ゾ ー ン]).

word(['landuse',土 地 利 用]).

word(['comprehensivemoder,総 合 モ デ ル]).

word(['socio-economicsimulationmodel',社 会 経 済 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル])
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word(['OptimalPlanning',最 適 計 画]).

word(['Cogeneration',コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン]).

word(['PersonalComputer',パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ]).

word(['GasTurbine',ガ ス タ ー ビ ン]).

word(['1inearprograming',線 形 計 画]).

word(['longterineconomy'.長 期 経 済]).

word(['Integratedmodel'.統 合 モ デ ル]).

word(['RegionalSimulationModel',地 域 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル]).

word(['LargeScaleDataBase'.大 規 模 デ ー タ ベ ー ス]).

word(['LargeScaleDatabase',大 規 模 デ ー タ ベ ー ス]).

word(['Database',デ ー タ ベ ー ス]).

word(['simulation',シ ミ ュ レ ー シ ョ ン]).

word(['regionalrnodel',地 域 モ デ ル]).

word(['largescale 、systern',大 規 模 シ ス テ ム]).

word(['socioeconomy',社 会 経 済]).

word(['urbanproblem',都 市 問 題]).

word(['ImpaetAnalyses',影 響 分 析]).

word(['ImpactAnalyses',イ ン パ ク ト 分 析]).

word(['KansaiInternationalAirport',関 西 国 際 空 港]).

word(['inputoutputmoder.,IOモ デ ル]).

word(['inputoutputmoder,産 業 連 関 モ デ ル])..

word(['OURSmoder,OURSモ デ ル]).

word(['Agingofpopulation',人 口 高 齢 化]).

word(['modeling',モ デ リ ン グ]).

word(['forecasting',予 測]).

word(['demography',人 口 統 計 学]).

word(['employment'.雇 用]).・

word(['potentiar,ポ テ ン シ ャ ル]).

word(['timedistance',時 間 距 離]).

word(['regressi-onanalysis',重 回 帰 分 析]).

word(['CrossRegionalData',ク ロ ス 地 域 デ 」 タ]).

word(['energysystern',エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム]).

word(['energydernandanalysis',エ ネ ル ギ ー 需 要 分 析]).

word(['energydemandmode1',エ ネ ル ギ ー 需 要 モ デ ル]).

word(['InteractiveDataProcessingSystem「,対 話 型 デ ー タ 加 工 シ ス テ ム]).

word(['RegionalStatisticalData'・,地 域 統 計 デTタ]).

word(['OptirnalMix',最 適 ミ ッ ク ス]).

word(['EnvironmentalConstraints',環 境 制 約]).

word(['ComprehensiveEvaluation',総 合 評 価]).t-.

word(['Urban.TransportationSystems',都 市 交 通 シ ス テ ム]).
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word(['AHP',AHP]).

word(['AHP',階 層 的 分 析 法]).

word(['publicTransportationSystems',公 共 交 通 シ ス テ ム]).

word(['OptimalPlanning',最 適 計 画]).

word(['MixedIntegerLinearProgramming',混 合 整 数 計 画 法]).

word(['optimization',最 適 化]).

word(['MultizonalSimulationModel',多 ゾ ー ン シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル]).

word(['Population',人 口]).

word(['NOxEmission',NOx排 出]).

word(['NOxEmission',窒 素 酸 化 物 排 出]).

word(['Refuse-RecoveredLowBtuGase',廃 棄 物 再 生 低 カ ロ リ ー ガ ス]).

word(['CogeUeration',CGS]).

word(['Gasturbine',ガ ス タ ー ビ ン]).

word(['Districtheatingandcooling',地 域 冷 暖 房]).

word(['efficiencyimprovement',効 率 改 善]).

word(['profitindex',収 益 指 標]).

word(['socioeconomicimpact'.社 会 経 済 的 影 響]).

word(['regionalmacroeconometricrnOde1',地 域 マ ク ロ 経 済 モ デ ル]).

word(['simulationmode1'.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル]).

word(['High-Efficiency',高 効 率]).

word(['LowBtuGas',低 カ ロ リ ー ガ ス]).

word(['refuserecoveredfuer,廃 棄 物 再 生 燃 料]).

word(['Cogenerationsyste .rns',CGS]).

word(['GasTurbines',ガ ス タ ー ビ ン]).

word(['Economics',経 済 性]).

'

word(['ClosedDualFluidGas↑urbine',密 閉 型 二 流 体 ガ ス タ;ビ ン]).

word(['Power・Plant',発 電 所]).

word(['EmissionofCQ2',CO2排 出]).

word(['Carbondioxide',二 酸 化 炭 素]).

wor'd(['greenhouseffect'.温 室 効 果])."

word(['coargas∵ 石 炭 ガ ス]).'・ 、t-,

word(['dualfluidc .ycle.',二 流 体 ザ ィ ク ル]).

word(['closedcycle',密 閉 型 サ イ ク ル]).

word(['highefficien6y','高 効 率]).

,.word(['ThermalNOx',サ ー マ ルNOx]).

word(['Refuse-Recoveredgas',廃 棄 物 再 生 ガ ス])..

word(['10wBtufuels',低 カ ロ リ ー 燃 料]).

word(['capacityfactor',稼 働 率])."

word(['℃xergy'ttエ.ク セ ル ギ ー]).

word(['efficiency',効 率]).

word(["regenerativecycle',再 生 サ イ ク ル]).

一41



word(['Locationmodel',立 地 モ デ ル]).

word(['MultizonalMode1',多 ゾ ー ン モ デ ル]).

word(['JourneyTimeModer,時 間 距 離 モ デ ル]).

word(['OURSmodel',大 阪 大 学 地 域 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル]).

word(['finaltest',最 終 テ ス ト]).

w6rd(['CO2recovery',CO2回 収]).

word(['nopollution',無 公 害]).

-word(['wasteheat'.廃 熱]).

word(['oxygencombustion',酸 素 燃 焼]).

word(['garbageincinerationplant',ご み 焼 却 工 場]).

word'(['garbageincinerationplant',ご み 焼 却 プ ラ ン ト]).

図2.5.4-6専 門 用 語 の 同 義 語 お よ び 和 英 同 義 語 の 知 識 ベ ー ス の一 例

図2.5.4-6に 示 し た専 門 用 語 の 同 義 語 お よ び和 英 同 義 語 の 知 識 ベ ー ス の 中 の和 英 同 義

語 の 知 識 ベ ー ス は、 表2.5.2-一 一一12お よ び 付 録 に示 した 文 献 デ ー タ の サ ンプ ル デ ー タ の

キ ー ワー ド検 索 を 行 う の に必 要 と考 え られ る知 識 を示 した もの で あ り、 こ の例 か ら も文 献

の キ ー ワ ー ド検 索 を行 う に は膨 大 な 量 の 知 識 が 要 求 され る こ と が 分 か る。

2)イ ンテ リジェン ト機能

本 システ ムに組 み込 まれ た イ ンテ リジェ ン トな機 能 を列挙 す る と以 下 の とお り とな る。

(a)収 集 され た デー タ はす べて そ のま ま知 識 ベ ー ス と して利 用 可能 な形 態 とな るので、単

独 で も多様 な利 用 が可能 とな る。 さ らに、 ユ ー ザの要求 す る情報 を種 々の デー タ を組 み合

わ せて有機 的 に新 た に生 成 し、提 供す る こと も可能 とな る。 必要 とな る組 み合 わせ デー タ

は要求 された と きに生成 され るので、 デー タ と して記憶 して おかね ば な らな い情 報 は顕著

に節約 され、記 憶容 量 がわず か で済 む。 この ほ か、 単独 のデー タで は提 供不 可能 な高 度 な

内容 の情報 をユ ーザー が必要 と して い る場 合 で も、 システ ムが種 々の デー タ を組 み合わ せ

て加 工す る ことに よ り作 り出 して、提 供 で き る とい う特 徴 を持 たす こ とが 可能 とな った。

短所 と して は、生 成 に時間 を要 す るの で、 情 報検 索 の応 答性 が悪 くな る欠点 が あ る。 た だ

し、 プ ログ ラムの構築 が簡単 で デ ー タの保 守 ・更 新が容 易 とな る利点 が あ る。

(b)不 確 定文 字?や 不 確定文 字列*を 使用 す る ことが で きるので、 人名 や国際学 会 名 な ど

曖昧 な情 報、 曖昧 な記 憶 しか ない場 合 に も容 易 に情報検 索 す るこ とが で きる。 また、正 確

な情 報 を有 して い る場 合 には、入 力 の省 力化 が 図れ る。

t-(c)複 雑 な論 理式 を そ のま ま解釈 出来 るので 、高 度 な論理 式 を用 いて、 効 率 よ く必 要情 報

を検 索 出来 る。
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(d)知 識 ベ ー ス と して 専 門 用 語 の 同義 語 お よ び 和 英 同 義 語 辞 書 を 持 ち、 同 義 語 を ユ ー ザ に

提 示 し、 使 用 す る か ど うか 確 認 す る よ うに して い る の で 、 キ ー ワ ー ド検 索 時 に 検 索 もれ が

生 じ に くい。

(e)知 識 ベ ー ス と して 著 者 名 の 英 文 表 示 辞 書 を 持 って い る の で 、 日本 語 の 著 者 名 か ら英 文

の 文 献 も検 索 出 来 る。

(f)知 識 ベ ー ス と して 、 府 県 名 や 市 町 村 名 に関 す る辞 書 や 人 の地 位 に関 す る辞 書 を 有 して

い るの で 、 利 用 が 便 利 と な る。

(g)一 括 対 話 方 式 で は 、"大 学"、"学 部"、"学 科"な ど、 シ ス テ ム が 判 定 出 来 る

語 句 は、 ユ ー ザ が 入 力 しな くて も、 シ ス テ ム が 自動 的 に 判 定 す る よ うに して い る。 ま た 、

不 必 要 な 項 目 に つ い て は、 入 力 を打 ち切 って も シ ス テ ム が 不 要 で あ る と判 定 出 来 る よ うに

して い る。 これ らの 機 能 は ユ ー ザ に 余 計 な 負 担 を か け な い た め 、 ユ ー ザ が ス マ ー トに 本 シ

ス テ ム を 使 い こな す こ と を 可 能 とす る。

案 内 シス テ ム を 利 用 す る に 当 た って 本 シ ス テ ム よ り受 け れ る イ ン テ リ ジ ェ ン ト機 能 の 具

体 例 、 お よ び これ ら の 支 援 に よ り案 内 サ ー ビス が 初 心 者 で も以 下 に ス マ ー トに本 シ ス テ ム

を 使 い こ な せ る か 、 さ らに 本 シ ス テ ム よ り受 け れ る案 内 サ ー ビ ス の具 体 例 に っ い て は、 第

3章 お よ び第4章 に 示 す 。
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第3章 逐 次メニュー方式による案 内

サービス例

本章 で は、 開発 され た システ ムの中 の逐次 メ ニュー方 式 を用 い て、 各種 の情 報 案 内を受

けた例 にっ いて説 明す る。

3.■ 初 期 メ ニ ュ ー と メ イ ン メ ニ ュ ー

図3.1-1は 本 シ ステムが立 ち上 が った ときの初期 メニ ュー を示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

サ ー ビ ス の仕 方 に は 次 の3通 りが あ り ます 。 番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 し

て 下 さい!

逐次 メニ 三一方 式

(知 りた い こ とを メ ニ ュー方 式 で逐次 指定 してい く方 式)

一括 対話 方式

(知 りた い こ とを ま とめて 指定す る方 式)

自然 言語(日 本語)に よ る対 話方式

図3.1-1初 期 メ ニ ュー

図3.1-1の 初 期 メ ニ ュ ー に お い て 、 「3自 然 言 語(日 本 語)に よ る対 話 方 式 」 は今

後 の 開 発 予 定 の対 話 方 式 で あ り、 ま だ 開 発 され て い な い。 「逐 次 メ ニ ュー 方 式 」 と 「一 括

対 話 方 式 」 が 開 発 さ れ て い る。

図3.1-2は 逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 を 選 ん だ と き の メ イ ン メ ニ ュ ー を示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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現 在 の イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の

サ ー ビス 内 容 は 次 の 通 りで す 。 番 号 で 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い!

,

機 関 ・組 織案 内

1大 学 案 内(U)11大 学 院案 内(GU)

2学 部 案 内(F)12大 学 院研究科 案 内(GF)、

3学 科 案 内(D)13大 学 院専 攻案 内(GD)

4講 座 案 内(L)

人の属性案内

5研 究者 案 内(R)

学 習 ・研 究 分 野 案 内

6科 目履 修 案 内(S)16大 学 院 科 目履 修 案 内(GS)

7学 位 論 文 案 内(D .T)『

8専 門 分 野(文 献)案 内(SF)

i(1・)イ ニ シ ャル メ ニ ュ ー へ

0終 了

KIDS>

図3.1-2

こ の メ ニ ュ ー よ り 、 以 下 の3.

る こ と が で き る 。

逐 次 メ ニ ュ ー方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

2節P'ら3・4節 に示 す よ うな各 種 の案 内 サ ー ビスを受 け

3.2機 関 ・ 組 織 の 属 性 案 内

3.2.1大 学 案 内

メ イ ン メ ニ ュ ー にお い て1を 選 択 す る と図3.
、2.1の 大 学 案 内 サ ー.ピ ス メ ニr二1画 面

(U)'に な り・ これ よ り各 大 学 案 内 の サ ー ビ ス .(Ur1)か ら .(U≡ ○)ま で を選 択 す る

こ とが で き る。 こ こで 、U-1は メ ニ ュ ー一画 面Uに お い て1番 目 の メLニユ.一 を意 味 す る

(以 下 、 同 様).1'∵

ニ

な お、以 下 の 対話 画面1・お いて 、入 力 を促す プ ・ンプ ト記号(KIDS・.)1順 の下線 が 引

か れた文 字 列 の みが ユ ーザの入 力 した文 字列 で あ り、 他 はす べて シス テ ムの出力 で あ る こ

とを示す(以 下・同様)・ なお・一 ザ入力の文字　りを示すため:の下郷 ・
、… 綱 を

入 力 したか を 明示 す るため、後 か ら記 入 した ものであ る。:E、

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(U)
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現在 の大学 案 内 のサ ー ビス内容 は次 の通 りで す。

番号 で選 ん で リター ンキーを押 して 下 さい!

指定 大 学 の住 所 のア ウ トプ ッ ト

国公私 立別大 学 名 の リス トア ップ

府 県別 あるい は市 町村 別 の大 学名 の リス トア ップ

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

終 了

図3.2.1大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ーUに お い て1番 を選 択 した と きの 対 話 例 を 以 下 の 図3.2.1-

1か ら図3.2.1-lcま で に示 す 。

大 学案 内 サ ー ビス メニ ュー(U-1)

:指 定 大 学 の住所 の ア ウ トプ ッ ト

大学 名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキ ーを押 して下 さい

大学 名 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方式 で入 力 す る

一 部 の文字 列及 び不 確定 文字列(*又 は*)
、不確 定文字(?又 は?)を 入 力 し

て、大 学 名候補 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方式 で入 力す る

直接大 学 名を入 力 す る

図3.2.1-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-1)

図3.2.1-1に お い て1が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 次 の 図 に 示 す 。

大学 名候補 に以下 の もの があ ります。

京都大学

大阪大学

関西大学

東京大学

神戸大学

大阪工業大学

大阪市立大学

A大 学

B大 学
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kids-0

番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さい

KIDS>2

図3.2.1-1a大 学 名 候 補 リス トよ り選 択 の 例

上 図 に お い て"kids-o"のoは 、 該 当 情 報(今 の 場 合 、 大 学 候 補 名)がo番 目 の バ

ッ フ ァ に書 き 出 され た こ とを 示 す 。 こ の 情 報 は ユ ー ザ に 示 す 必 要 は な い が 、 い ま使 用 して

い るPrologで は シ ステ ム 上 この 情 報 が デ ィ ス プ レ イ上 に 出 力 さ れ る よ うに な っ て お

り、 プ ロ グ ラ ムで は 消 す こ とが 出 来 な い の で 、 「kids-」 の コ メ ン トを っ け て 出 力 さ せ

た もの で あ る。 こ の メ ッセ ー ジ は今 後 出 力 され な い よ う に工 夫 す る予 定 で あ る が 、 以 下 で

は 、 紙 面 の 節 約 の た め この メ ッセ ー ジを 後 か ら消 去 した 対 話 画 面 例 を 示 す 。 な お 、 該 当 情

報 を 一 旦 バ ッ フ ァ に書 き出 して い る の は、 画 面 単 位 で前 画 面 に 戻 った り、 次 画 面 に 移 った

り出 来 る よ う にす る と共 に 、 必 要 に応 じて 該 当 情 報 の量 を ユ ー ザ に 知 ら せ る こ と を 可 能 と

す るた め で あ る。

大 学 名 の 入 力 後 、 以 下 の よ う に入 力 内 容 の確 認 が 行 わ れ る。

入力内容の確認

大学を指定 して住所を知る

大学名:大 阪大学

よ ろ しい で す か?(y/n)

図3.2.1-1b確 認 画 面 の 例

入 力 内 容 を 確 認 した の ち 誤 りが な け れ ば"y"を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 せ ば 、

夕 の 出 力 を 行 う。"n"を 入 力 す れ ば 、 こ の 入 力 を 行 った メ ニ ュ ー 画 面(今 の 場 合

一1の メ ニ ュ ー 画 面)に 戻 り
、 再 入 力 可 能 の状 態 と な る。

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-1)

:指 定 大 学 の住 所 の ア ウ トプ ッ ト

大学名:大 阪大学

国公私立別:国 立

住 所:〒565大 阪府 吹 田市山 田丘1-1

Te1:06-877-5111

出典:全 国大学一覧_文 部省高等教育局大学課監修

出 版 年 月:1991年 度
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hitanykey

図3.2.1-lc出 力 例

上 図 に お い て 、 「hitanykey」 の メ ッ セ ー ジ は画 面 が ス ク ロ ー ル して 必 要 情 報 が 上 に

流 れ て し ま う の を 防 ぐた め 、 サ ー ビス メ ニ ュ ー の 出 力 を 抑 制 して い る こ と を意 味 して い る。

任 意 の キ ー を 押 す こ と に よ り、 再 び メ ニ ュー 画 面 が 表 示 され る。 以 下 で は、 紙 面 の 節 約 の

た め 出 力 の後 に 表 示 さ れ る この メ ッセ ー ジの 表 示 も省 略 す る こ と にす る。

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ーUに お い て2番 を 選 択 した と きの 対 話 例 を 以 下 の 図3'.2.1

-2か ら図3 .2.1-2bま で に 示 す 。

・大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-2)

、=国 公 私 立 別 大 学 名 の リ ス トア ップ

番 号 を 選 ん で リター ンキ ー を押 しそ 下 さ い

1国 立 大 学 の リス トア ップ

2公 立 大 学 の リ ス トア ップ ー・・

3私 立 大 学 の リ ズ トア ヅプ'

KIDS>1

図3.2.1-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-2)

図3.2 ..1-2に お い て1が 選 ば れ た と き

入力 内容 の確 認

国立大 学 の リス トア ップ

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

図3.2.1'-2^a『 確 認 画 面 の 例"

図3.2.1-2bは こ の と き の 出 力 例 を 示 す 。4

大 学 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(U-2)

:国 公 私 立 別 大 学 名 の リ ス トア ッ プ

国 立 大 学 の リス トア ッ プ

京都大学

大阪大学

東京大学

神戸大学
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出典:全 国 大学 一 覧_文 部省 高等教 育 局大学 課監修

出版 年月:1991年 度

図3.2.1-2b出 力 例

図3.2.1-2に お い て2、3が 選 ば れ た 時 も 同様 な の で 対 話 例14省 略 す る。

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ一-Uに お い て3番 を 選 択 した と き の サ ー ビ ズ メ ニ ュー を 以 下 に示

す 。

大 学 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(U-3)(

:府 県 別 あ る い は市 町 村 別 の 大 学 名 の リス トア ップ

番 号 を選 ん で リタ ー ン キ ニ を押 して 下 さい

1府 県 別 大 学 名 の リ ス トア ップ

2市 町 村 別 大 学 名 の リス トア ップ

KIDS>1

図3.2.1-3大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-3)

図3.2.1-3に お い て1が 選 ん だ と き の 対 話 例 を 次 に 示 す 。 ・

府 県 名 の入 力:番 号 を選 ん で リター ンキー を押 して下 さい

1府 県 名 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー一方 式で入 力 す る

2一 部 の文 字列 及 び不 確定 文字列(*文 は*)、 不 確 定文 字(?又 は?)を 入力 じ'

て、府 県名候 補 リス トの表示 画面 よ りメ ニュー方式 で入 力 す る

3直 接府 県名 を入 力す る

.」::

KIDS>2"t"

一 部 の文 字 列 及 び 不 確 定 文 字 列(*又 は*) 、不 確 定 文 字(?又 は?)を 入 力 して

リタ ー ン キ ー を押 して 下 さい

KIDS>*大*

府県 名候 補 に以 下 の ものが あ ります。

1大 阪 府

2大 分 県
き ヂ;

番 号 を入 力 して リタ ー ン キ ー を押 して くだ さ い
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一
図3.2.1-3a部 分文 字列 を入力 して府 県名 を選 択 す る例

上 図 に示 す よ うに、 本 システ ムで は部 分文 字列 の使用 が可能 なた め、 あい まい な情報 か ら

検索 す る こ と も可能 とす る。 また、 この機 能 は情 報が あ い まいで ない場 合 で も、 全部 の文

字列 の代 わ りに一部 の 文字列 の入 力 だ けで済 む ので、 ユ ーザ入 力 の節 約 に利 用す る こと も

出 来 る。

図3.2.1-3bは この ときの入 力 内容 の確 認 画面 で あ る。

入 力 内容 の確認

指 定府 県 に あ る大 学 名 の リス トア ップ

府 県名:大 阪府

よ ろ しい で す か?(y/n)

エ

図3.2.1-3b

出 力 例 を 図3.2.1-3cに 示 す 。

確認画面の例

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(U-3)

:府 県 別 あ る い は 市 町 村 別 の大 学 名 の リス トア ップ

府県名:大 阪府

大学 名:大 阪 大学

住所:〒565大 阪 府吹 田市 山 田丘1-l

TelO6-877-51

大 学 名:関 西 大 学

住 所:〒564大 阪 府 吹 田 市 山 手 町3-3-35

TelO6-388-1

大 学名:大 阪工業 大学

住所:〒535大 阪府大 阪 市旭 区大宮5-16-1

TelO6-952-3

大 学 名:大 阪 市 立 大 学

住 所:〒558大 阪 府 大 阪 市 住 吉 区 杉 本3-3-138

TelO6-605-201
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大 学 名:A大 学

住 所:〒XXX大 阪 府 枚 方 市XX町2-1-12

TelXXXX-XX-XXXX

大 学 名:B大 学

住 所:〒XXX大 阪 府 枚 方 市XX町3-4-l

TelXXXX-XX-XXXX

出典:全 国大学 一 覧_文 部省 高等教 育局 大学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図3.2.1-3c出 力例

図3.2.1-3で2番 の市 町村 別人学 名 の リス トア ップを選択 した場 合 につ いて は府 県別

大 学名 の リス トア ップの場 合 と同様 なので対話 例 は省略 す る。

以上 の対 話 例 か らわ か るよ うに、本 システ ムで は部分 文字 列入 力 に よ って も検 索 が 可能

なの で、 あ い まい な情 報 に基 づ いて も情 報検索 がで き る。 また、 漢字入 力 す ら出来 ない人

で も数 字 だ け を入 力 す るこ とによ って利 用で きるよ うに構成 され て い る こ とが理 解 で きよ

う。

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て 、"ll大 学 院 案 内(GU)"を 選 択 した と き の シ ス テ ム は

"1大 学 案 内(U)"を 選 択 した 時 と同 様 に して 構 築 出 来 る の で
、 そ の 構 築 は 後 に 回 す

こ と と した。

3.2.2学 部 案 内

メ イ ン メ ニ ュー に お い て2を 選 択 す る と図3.2.2の 学 部 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(F)

に な り、 こ れ よ り各 学 部 案 内 の サ ー ビス(F-1)か ら(F-4)ま で を 選 択 す る こ とが

で き る。

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F)

現在 の学 部 案 内 のサ ー ビス内 容 は次 の通 りで す。

番号 で選 ん で リター ンキー を押 して下 さい、!

大 学 名 を与 え て大学 構成 学部 名を知 る

学 部 名 を与 え て、 そ の学 部 を持 つ大学 名を知 る

大学,学 部 名 を与 えて連絡 先(住 所、 電話 番号)を 知 る'
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「参考 」

大学,学 部名 を与 えて本 システ ムに お ける登録 学 部 コー ド名(FNC)

を知 る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

終 了

図3.2.2学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー一・-Fに お い て1番(F-1)を 選 択 し た と き の 対 話 例 を 以 下 の 図

3.2.2-1か ら 図3.2.2-1bま で に 示 す 。 図3.2.2r1は 学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ

ュ ー(F-1)・ を 示 す 。.

学 部 案 内 サ ー ビ ス メF'ユ"':(IF・ 一一1.)

:大 学名を与えて大学構成学部名を知る

大学名の入力 ・番号樋 ん剖 タゴ キ.を 別 て下 さい

大 学 名 リズ トの表 示 画面 よ りメご 三二方 式 で入力 す る'

一 部 の文字列及 び不確定文 字列(*又 は*)、 不 確定 文字(?又 は?)を 入力 レ

て、大 学名候 補 リス トの表 示 画面 よ りメニ ュー方 式 で入 力 す る

直接大 学 名を入 力す る

図3.2.2-1学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-1)

図3.2.2-1aは 直 接 大 学 名 を 入 力 す る 例 を 示 す 。

大 学 名 を 入 力 し て リ タ ー ン キ ー を 押 し て 下 二さ い',、

KIDS>大 阪 大 学 。、,

入力内容の確認

大学名を与えて大学構成学部名を知る

大学名:大 阪大学

よ ろ しい で す か?

x

図3.2.2-la確 認 画 面 の例

図3.2.2-1b年 こ の[tきsの 出p例t tを示 す ○ 。、
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学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-1)

:大 学 名 を与 えて大 学構 成学 部名 を知 る

大学 名:大 阪大学

学 部 数:10

構成学部名:

工学部

理学部

基礎工学部

薬学部

医 学 部 、,

法 学 部 、

文学部

経済学部

歯学部

人間科学部

出典:全 国大 学一 覧_文 部省 高 等教 育局大 学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図3..2.2-1b出 力 例

図3.2.2-2は メ ニ ュ ーF-2が 選 ば れ た と き の サ ー ビ ス メ ニ ュ ー を 示 す 。.

学 部 案 内サ ー ビスメ ニュー(F-2)

:学 部 名 を与 えて、 その学 部 を持 つ大学 名 を知 る

学 部 名 の入 力:番 号 を選 ん で リター ンキ ーを押 して下 さい

-
▲

9
●

3

学部 名 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方 式 で入 力 す る ～

一部 の文字 列及 び不確定 文字 列(*又 は*) 、不確 定文字(?又 は?)を 入 力 じ

て、 学 部 名候補 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方式 で入 力 す る

直接 学 部 名 を入 力 す る

KIDS>2

も

図3.2.2-2学 部 案 内 サ ーE ,ス メ ニ ぞ 一.(Fご ,2)

図3.2.2-2a"は メ 』 ∫-F- .2、に お いて ご1文 字 分 の不 確 定 文 字 「?」 を使 用 して該

.当学 部 を 指 定 す る例 を 示 し、て!、 る(二 文7,分 の場 合 墜?、?と な 鋲n文 字 分 は.?? 、nケ 並

べ る)。 ヅ.・ ・:… パ パ パ ∵ ㌧ ・.ご ・・㌍
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一 部 の文 字 列 及 び 不 確 定 文 字 列(*又 は*)
、不 確 定 文 字(?又 は?)を 入 力 して

リター ンキ ー を押 して 下 さ い

KIDS>?

学部 名候補 に以下 の ものがあ ります。

工学部

一理学部

薬学部

医学 部

法学 部

文学 部

歯学 部

A学 部

B学 部

10C学 部

11D学 部

12E学 部

番 号 を 入 方 して リタ ー ン キ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1

図3.2.2-2a1文 字分 の不 確定 文字 を使用 して該 当学 部 を指定 す る例

上 の例 で は、 経済 学部 や人間科 学部 の よ うな二文 字 や三 文字 の学 部 が候 補 か ら除外 されて

い る ことが分 か る。 したが って、 あ い まい度 が少 な く、 文字数 が分 か って い る と きは不確

定 文字 列 「*」 よ り も?を 用 い る方 が候補 を よ り しぼ る ことが 出来 る。

図3.2.2-2bは この と きの確 認画面 を示 す。

入 力内容 の確 認

学部 名 を与 えて、 そ の学部 を持 つ大 学名 を知 る

学部 名:工 学 部

よ ろ しい で す か?(y/n)

エ

デ 一 夕 の 数 が4個 あ り ます 。

デー タの出 力 を行 ない ますか?

図3.2.2-2b確 認画 面 の例

本 システ ムで は、 該 当 デー タ数 が表 示 され、 出 力す るか ど うか許 可を求 め るよ うにな って

い るの で、 デー タ量が 多す ぎる と考 え られ る場 合 は出力情 報 を よ り限定 す るよ う入 力 し直
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す こ と も で き る。

メ ニ ュ ーF-2の 出 力 例 を 図3 .2.2-2cに 示 す 。

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-2)

:学 部 名 を 与 え て 、 そ の 学 部 を持 つ 大 学 名 を 知 る

大学 名:大 阪大 学

学部 名:工 学部

大学 名:A大 学

学 部 名:工 学部

大 学 名:B大 学

学 部 名:工 学部

大学名:京 都大学

学部名:工 学部

出典:全 国大 学 一 覧_文 部 省高 等教 育局大学 課 監修

出版 年 月:1991年 度

図3.2.2-2c出 力 例

メ ニ ューF-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 た示 す 。

学部 案 内 サ ー ビス メニ ュー(F-3)

:大 学,学 部名 を与 えて連絡 先(住 所 、電 話番号)を 知 る

大学 名 の入 力:番 号 を選 ん で リター ンキー を押 して下 さい

1大 学 名 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方 式 で入力 す る

2一 部 の文 字列 及 び不 確定 文字列(*又 は*)、 不確 定文字(?又 は?)を 入 力 し

て、 大 学 名候 補 リス トの表示 画面 よ りメ ニ ュー方式 で入 力す る

3直 接 大 学 名 を入 力す る

KIDS>2・

図3.2.2-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-3)

図3.2.2-3に お い て'京'の 文 字 を持 つ 大 学 名 よ り大 学 名 を指 定 し、 学 部 名 は 直 接

指 定 す る例 を 次 の 図 に 示 す 。

一 部 の 文 字 列 及 び 不 確 定 文 字 列(*又 は ‡)、不 確 定 文 字(?又 は?)を 入 力 して

リタ ー ンキ ー を押 し て 下 さい一 ・
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KIDS>*京*大 学

大学 名候 補 に以下 の ものが あ ります。

1京 都 大 学

2東 京大 学

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1

学部 名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい 』'㌦

1学 部 名 リス トの表示画面 よ りメ ニュー方 式 で入力 す る

2一 部 の文字列 及 び不確定 文 字 列(*又 は*)、 不確 定文 字(?又 は?)を 入 力 し .

て、学 部名 候補 リス トの表 示 画 面 よ りメニ ュー方 式 で入 力 す る

3直 接学 部名 を入 力す る

KIDS>3

学部 名 を入 力 して リター ンキ ー を押 して下 さい

KIDS>工 学部

図3.2.2-3a大 学 名 と学 部 名 の 入 力 例

図3.2.2-3bに こ の と き の 確 認 画 面 を 示 す 。'

入 力 内 容 の 確 認_.一.、..

大 学,学 部 名 を 与 え て 連 絡 先(住 所 、 電 話 番 号)を 知 る

大 学 名:京 都 大 学 ..t、 、..、,1、

学 部 名:工 学 部

よ ろ しい で す か ラ(y/・)」':

図3・2・2- .3b.確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ー.F二3の 出 力 例 を 図3.2.2-3cに 示 す 。

学 部 案 内 サ ー ピ え メ ニ ュ'・一(F-3)'

:大 学,学 部 名 を 与 え て 連 絡 先(住 所 、 電 話 番 号)を 知 る

.,大 学 名.:京 都 大 学..一

学 部 名:工 学 部

、住所:〒6・0 .6-∫京 都府 京都 市 左 京 区吉 田本 町

Tel:075-751-2111

出典:全 国大学 一覧_文 部 省 高等 教 育局 大学 課 監修'
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出 版 年 月:1991年 度

図3.2.2-3c出 力 例

図3.2.2に お い て 、 メ ニ ュ ーF-4が 選 ば れ た と き の サ ー ビ ス メ ニ ュ ー お よ び大 学 名

と学 部 名 の入 力 例 を 図32.2-4に 示 す 。

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-4)

:大 学,学 部 名 を 与 え て 本 シ ス テ ム に お け る登 録 学 部 コー・一・一ド名(F

NC)を 知 る

大 学 名 の 入 力:番 号 を選 ん で り タ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い

大 学 名 リス トの 表 示 画 面 よ り メ ニ ュー 方 式 で入 力 す る

一 部 の文 字 列 及 び不 確 定 文 字 列(*又 は*) 、 不 確 定 文 字(?又 は?)を 入 力 し

て 、 大 学 名 候 補 リス トの 表 示 画 面 よ りメ ニ ュ ー 方 式 で 入 力 す る

直 接 大 学 名 を 入 力 す る. ,

KID§>3

大 学 名 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い

KIDS>大 阪 大 学

学部 名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキーを押 して下 さい

学 部 名 リス トの表 示 画面 よ りメニュー方 式 で入力 す る

一 部 の文字 列及 び不確 定文 字列(*又 は*) 、不 確定 文字(?又 は?)を 入 力 し

て、学 部 名候 補 リス トの表 示画 面 よ りメニ ュー方 式 で入 力 す る

直接学 部 名 を入 力す る

KIDS>3

学 部 名 を 入 力 して リタ ー ン キ ー を押 して下 さ い

KIDS>工 学 部

図32.2-4学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(F-4)お よ び 大 学 名 と学 部 名 の 入 力 例

図3.2.2-4aは こ の時 の 確 認 画 面 例 を 示 す 。

入力 内容 の確 認

[大学,学 部]名 を与 えて本 シ ステム におけ る登録 学部 コー ド

(FNC)を 知 る

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部



1よ ろ しいです か?(・/・) 1
図3.2.2-4a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーF-4の 出 力 例 を 図3.2.2-4bに 示 す 。

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F--4)

:大 学,学 部 名 を 与 え て 本 シ ス テ ム に お け る登 録 学 部 コ ー ド名(F

NC)を 知 る

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部

学 部 ゴ ー ド(FNC):faOOO101

図3.2.2-4b出 力 例

学 部 コー ド名(FNC)は 、 次 節 に示 す よ うに 特 定 学 部 を 指 定 す る の に便 利 に 用 い る こ と

が 出 来 る。

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て 、"12大 学 院 研 究 科 案 内(GF)"が 選 ば れ た と き の シ ス

テ ム は"2学 部 案 内(F)"の と き とほ ぼ 同 様 な の で 、 この 構 築 は 後 に ま わ す こ と と

した 。
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3.2.3学 科 案 内

図3.1-2の 逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て3を 選 択 す る と 図3.2.3

の学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(D)に な り、 こ れ よ り各 学 科 案 内 の サ ー ビス(D-1)か

ら(D-5)ま で を 選 択 す る こ とが で き る。

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(D)

現在 の学 科 案 内の サ ー ビス内容 は次 の通 りです。

番号 を選 ん で リター ンキ ーを押 して下 さい1

大 学 名、 学部 名を指定 して、構成 学科 名 お よび定員 数 を知 る

学 科 名 を与 え てそ の学 科 を持 つ大 学学 部 名、'また は学 部 名 およ び学科 名

を与 え てそ の学 部学科 を持 う大学 名 を知 る

学 科 名 を与 え、 あ る数 以上(以 下)の 定員 数 を持 つ大 学学 部 名 を知 る

丁 参考 」

4大 学,学 部、 学科 名 を与 えて本 システ ムにお け る登録 学科 コー ド(DN

C)を 知 る

学 部 コー ド(FNC)を 与 えて所 属学 科 の本 システ ムにお ける登録 学科

コー ド(DNC)を 知 る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

終 了

図3.2.3学 科 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ーDで1番(D-1)を 選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 に 示 す 。

学 科案 内 サ ー ビス メ ニュー(D-1)

:大 学 名 、学部 名 を指定 して、 構成 学科 名 およ び定 員数 を知 る

大学 名の入 力:番 号 を選 んで リター ンキ ーを押 して下 さい

大学 名 リス トの表 示画 面 よ りメニ ュー方 式 で入力 す る

一部 の文字 列 及 び不確定 文字 列(*又 は宇)
、不確 定文 字(?又 は?)を 入 力 し

て、 大 学 名候補 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方 式 で入 力 す る

直接 大 学 名 を入 力す る

図3.2.3-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-1)
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大学 名 の入 力後 、学部 名 の入 力 を行 う。 その入 力の仕方 は先 に説 明 した場 合 と同様 なので

省略 す る。 大学 、学部 名入 力後 の確 認 画面 を図3.2.3-1aに 示 す。

入力 内容 の確 認'

大学 名、 学 部名 を指 定 して 、構成 学 科 名(お よび定 員数)を 知 る

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部

図3.2.3-1a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーD-1の 出 力 例 を 図3.2.3二1bに 示 す 。

学科 案 内 サー ビスメニ ュー(D-1)

:大 学 名 、学部 名 を指定 して、構 成学科 名 および定 員数 を知 る

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部 ㌔ 。,,

学 科 数:20

構 成 学 科 名 お よ び定 員 数:、

機 械 工 学 科(46)

応 用 化 学 科(45)

応 用 精 密 化 学 科(45)

応 用 生 物 工 学 科(64)

材 料 開 発 工 学 科(45)

材 料 物 性 工 学 科(45)

船 舶 海 洋 工 学 科(44)

電 気 工 学 科 一'(45)

精 密 工 学 科(45)』

応 用 物 理 学 科(45)

通 信 工 学 科 ・(45)、 、tt

生 産 加 工 工 学 科(56)t`"t

キ木工熟 、(45)
建 築工 学 科'(45)

電子工学科㊥

原子垣 翠 ④
産業騨 手酬1㊨ .
環境工学科(45)

電 子制御 機械工 学 科(40)

情 報 システム工学 科(40)

:・-50一



出典:全 国大学 一 覧_文 部省 高等 教育 局大学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図3.2.3-lb出 力 例

メ ニ ュ ーD-2が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 以 下 に示 す。

学科 案 内 サ ー ビス メ ニュー(D-2)

:学 科 名 を与 えて そ の学 科 を持ろ大学学 部 名、 また は学部 名 お よび

学科 名 を与 えて そ の学 部学 科 を持 つ大学 名 を知 る

番号 を選 ん で リター ンキー を押 して下 さい ・ 、.∴.

1・ 学科 名 を与 えて その学 科 を持 つ大 学学部 名を知 る 、

2学 部 名 およ び学科 名 を与 え てそ の学部学科 を持 つ大学 名 を知 る

KIDS>1

`

図3.2.3-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-2)
,
、

'
二 文字 分 の不 確定 文字 を用 いて学科 名 を入力 す る仕方 を 図3.

、▲一 一

2ぼ 二2aに 余 すご

学科 名 の入 力:番 号 を選 ん で リター ンキーを押 して下 さい
←

・

1 学 科 名 リス トの表示 画面 よ りメ ニュー方 式 で入 力す る

2 一 部 の文 字列及 び不 確定 文字 列(*又 は*)、 不 確 定 文 字(?、 又 は?)・を 入 力 し.

て、学 科 名候補 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方式 で入 力 す る

3 直接学科名を入力する Aq病'.

∴:
・'`・^一

,,・ ,←.

KIDS>2 一 、㌧ ・・ ㌔i'"・ ・ジ5

一 部 の文 字列 及 び不確 定文 字列(*又 は*) 、不 確定文 字(?又 は.?)を 入 力 して.
6

リタ ー ン キ ー を押 して 下 さ い
「 '

KIDS>電??学 科"　 一" 三
ジ ぷ {1

「

学 科 名 候 補 に以 下 の も の カ1あ ,り、ま す 。..

、
・':二

》

」
こ カ ー ^

} ,、 A㌔ ∵ ∵

1 ・二電 気 工 学 科 ・ ∴
、,,. ..; `・}'

一 2 電子工学科 り)

±
ζ ㍗

三二
㌧ ・ い 「㌔ パ ・'㌧

番号 を入 力 して リタ ー ンキー を押 して くだ さい ペ モ"・1 .,ぷ.}二 ・"・.い 言●

KIDS>1ξ ・一 r
㍉ ㌻ 三い ♪ ・い

図3.213-2a・ ・学 科 名 め 入 力 の例 ・ ㍉ ・ぼ 一 パ ㍉,∴

4; ㌧ ・〆 寸 ・ 玩パ ・

{入 力 後 の 確 認 画 面 を 図3.2.3-2bに 示 す。

{
入力内容の確認 !二

三. '学科 名 を与 えてそ の学 科 を持
つ大学 学部 名を知 る

ト ⌒ 一,'一 〉 一'"、

1三61一
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学科名:電 気工学科

よ ろ しい で す か?

x

デ ー タ の数 が2個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?

図3.2.3-2c確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーD-2の 出 力 例 を 図3.2.3-2dに 示 す 。

学科案 内サ ー ビスメ ニュー(D・-2)

:学 科 名 を与 えて そ の学 科 を持 つ 大学 学部 名 、 また は学部 名 およ び

学科 名 を与 えて そ の学 部学科 を持 つ大学 名 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

大学名:大 阪大学

学部名:基 礎工学部

学科名:電 気工学科

出典:全 国大 学一 覧_文 部 省高 等教 育局大 学 課監修

出版年 月:1991年 度

図3.2.3-2d出 力 例

メ ニ ューD-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

学科 案内 サー ビス メニ ュー(D-3)

:学 科名 を与 え、 あ る数以 上(以 下)の 定 員 数 を持 つ大学 学部 名 を

知 る

学科 名 の入 力:番 号 を選 ん で リター ンキ ーを押 して下 さい

学科 名 リス トの表 示画面 よ りメ ニュー方 式 で入 力 す る

2一 部の文 字列 及 び不確定 文 字列(*又 は*)、 不確 定文 字(?又 は?)を 入力 し

て 、学科 名候 補 リス トの表 示 画面 よ りメ ニュー方 式 で入 力す る

3直 接 学科 名 を入 力す る
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図3.2.3-3学 科 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-3)

学 科 名 の入 力 を先 に説 明 した の と同様 に して電 気工学 科 と指定 す る と、 図3.2.

の メ ニ ュ ー に 移 る 。

番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い

1あ る数 以 上 の定 員数 の電 気工学 科 を持つ 大学学 部名 を知 る

2あ る数以下の定員数の電気工学科を持つ大学学部名を知る

KIDS>1 一

図3.2.3-3a以 上 ま た は 以 下 の 選 択 メ ニ ュ ー

図3.2.3-3aに お い て1ま た は2を 選 択 した 後 、 数 の入 力 を 行 う。

1が 選 ばれ た とき

ある数以上の定員数の電気工学科を持つ大学学部名を知る

数 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さい

KIDS>40一

図3.2.3-3b数 の 入 力 例

学 科 名 、 数 を 入 力 した 後 の 確 認 画 面 を 図3.2.3-3cに 示 す 。

入力内容の確認

電気工学科である数以上の定員数を持つ大学学部名を知る

定員 数:40以 上

よ ろ しい で す か?(y/n)

工

デ ー タ の 数 が2個 あ りま す 。

デ ー タの出 力 を行 な い ます か?(y/n)

図3.2.3-3c確 認 画 面 の例

メ ニ ュ ーD-3の 出 力 例 を 図3.2.3-3dに 示 す 。

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(D-3)

:学 科 名 を与 え、 あ る数以 上(以 下)の 定 員数 を持 つ大学 学 部名 を

知 る

大学名:大 阪大学

学 部 名:工 学 部

学科名:電 気工学科

定 員数:45

大学名:大 阪大学

一63一
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学部 名:基 礎 工学部

学科 名:電 気 工学 科.

定 員数:50

出典:全 国大学 一覧_文 部省高 等 教 育同大 学 課監修

出版 年月:1991年 度

図3.2.3-3dメ ニ ュ ーD-3の 出 力 例

図3.2.3-3aで2が 選 ば れ た と き は1が 選 ば れ た場 合 と 同様 な の で 省 略 す る。

メ 三 。-D二4が 選 ば 批 と き の 文寸話 例 にっ いて は、 メr,`ユTDil's.力 澤 ば 抵 と きの

'対話 例 と 同 様 な
の で省 略 す る∴1[

v:・ 一 ろ∴1∵ 一 一

メ ニ ュ ーD-5が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を っ ぎ に示 す一。 図3。2.3-4も 日廃 学 .科案 内 サ

ー ビ ス ・ 二 一('D-:'s)お よ び 学 部 ≡ ド1(FNC♪ 臥 力 畦 示
.16学 部 ゴ ー ドFN

Cは 学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ユー-F-4で 示Y .(i$う に して 求 め た もq)で あ'i'。、

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ 三一(D-5)

・学部・一 ドー(・.N匂,を 与えて所属梁 の㌢ ㌘ べにお嘩

録 学 科 コー ド(DNC)を 知 る

学 部 コー ド(FNC)を 入 力 して 下 さい

KIDS>faOOO101

図3.2.3-4a学 科 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-5)お よ び 学 部 コ ー ド(FNC)

の 入 力 例 ∴ … パ;'∫"

;・ 、 ・ ・:.1-,一 ・、〈v・ ・

・図32 .-3-4bは こ の 時 の 確 認 画 面 例 を 示 すC・

入力内容の確認

学部 ・一 ド 〈日 の を与えて碩 学勘 本ジステム1こおげる登録学禅 一 ド

(DNC)を 知 る

学 部 コ・一』ド:、faOOO1_O'1tl・,,:t'i

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部

よ ろ し い で す か?(y/n)

図3.2.3-4b確 認 画 面 例,'-㍉ ば ・t・ ・ti'1:"1"r'i

パ ・ 、t、 旦1☆ ・'z

学 部 コ ー ドの 入 力 は 大 学 、 学 部 名 の 指 定 を 一 度(ワ ン パ ス)で 出 来 る と い う利 点 が あ る 。

'k:・-
Lsl1.S:ら:;㌧ ・

〉「64一



本 シ ス テ ム で は コー ドに 思 い違 い が な い か 、 大 学 、 学 部 名 の具 体 名 を 表 示 して 確 認 す る よ

うに な って い る。 図3.2.3-4cは こ の時 の 出力 例 を 示 す 。

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(D-5)

:学 部 コ ー ド(FNC)を 与 え て 所 属 学 科 の本 シ ス テ ム に お け る登

録 学 科 コ ー ド(DNC)を 知 る

学 部 コー ド:faOOO1_01

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部

学 科 名 と登 録 学 科 コ ー ド(DNC):

機 械 工 学 科(dnOO23_01)

応 用 化 学 科(dnOO23」2)

応 用 精 密 化 学 科(dnOO23_03)

応 用 生 物 工 学 科(dnOO23_04)

材 料 開 発 工 学 科(dnOO23」5)

材 料 物 性 工 学 科(dnOO23_06)

船 舶 海 洋 工 学 科(dnOO23_07)

電 気 工 学 科(dnOO23_08)

精 密 工 学 科(dnOO23」9)

応 用 物 理 学 科(dnOO23_10)

通 信 工 学 科(dnOO23_11)

生 産 加 工 工 学 科(dnOO23」2)

土 木 工 学 科(dnOO23_13)

建 築 工 学 科(dnOO23_14)

電 子 工 学 科(dnOO23_15)

原 子 力 工 学 科(dnOO23_16)

産 業 機 械 工 学 科(dnOO23」7)

環 境 工 学 科(dnOO23_18)

電 子 制 御 機 械 工 学 科(dnOO23」9)

情 報 シ ス テ ム工 学 科(dnOO23_20)

図3.2.3-4cメ ニ ュ ーD-5の 出 力 例

メ イ ン メ ニ ュ ー で"

"3
、学 科 案 内(D)

13
、大 学 院 専 攻 案 内(GD)""を 選 択 した と ぎ の'シ ス テ ム は

"と 同様 に して 構 築 され るの で
、 そ の構 築 は今 後 の 課 題 とす る。
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3.2.4講 座 案 内

図3.1-2に 示 した逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 の メ イ ン メ ニ ュー に お い て4を 選 択 す る と図3.

2.4の 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L)に な り、 これ よ り各 講 座 案 内 の サ ー ビス(L-

1)か ら(L-8)ま で を 選 択 す る こ と が で き る。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(L)

現 在 の講座 案内 のサ ー ビス内容 は次 の通 りです。

番 号 で選 んで リター ンキーを押 して下 さい!

1[大 学,学 部,学 科]名 あ るいは学 科 コー ドDNCを 指 定 して、指 定学科 の

構成 講座 名 を知 る

2講 座 名 を与 えて その講座 を持 つ[大 学,学 部,学 科]名 、学 科 名 と講座 名 を

与 え てそ の学 科講座 を持 つ[大 学,学 部]名 、 また は学 部 名、学 科 名 お よび

講 座名 を与 え てその学 部学 科 講座 を持 つ大学 名 を知 る

3[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ るい は講座 コー ドLNCを 与 え て講座 の

の構 成(教 官数 、教 官著 名 リス トな ど)を 知 る

4研 究 著 名 を与 え て、所属 の講 座 情報(大 学,学 部,学 科,講 座 の構 成)

を知 る

5[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ るい は講 座 コー ドLNCを 与 えて 講座

の研究 テー マを知 る

6研 究 テー マ のキー ワー ドを与 え て研究 テー マ と研 究講 座 名 を知 る

「参 考」

7[大 学,学 部,学 科,講 座]名 を与 え て本 システ ムにお け る登録 講 座 コー ド

(LNC)を 知 る

8学 科 コー ドDNCを 与 えて所 属講 座 の本 シ ステ ム'にお け る登 録講 座 コー

ド(LNC)を 知 る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

i(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

0終 了

KIDS>

図3.2.4講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ューLに お い て1番(L-1)選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 に

示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-1)

:[大 学 、 学 部 、 学 科]名 あ る い は学 科 コー ドDNCを 指 定 して 指 定

学 科 の 構 成 講 座 名 を 知 る
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番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を押 して 下 さ い

[大 学 、 学 部 、 学 科]名 の指 定

2学 科 コ ー ドDNCの 指 定

図3.2.4-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-1)

L-1の メ ニ ュ ー に お い て2を 入 力 し、 学 科 コー ドを入 力 した と きの 対 話 と確 認 画 面 の 例

を 図3.2.4-1aに 示 す 。 学 科 コー ドDNCは 、 先 に説 明 した よ う に学 科 案 内 サ ー ビ

ス の メ ニ ュ ーD-5で 求 め た コ ー ドで あ る。

学 科 コー ド(DNC)を 入 力 して 下 さ い

KIDS>dnOO2308

入力 内容 の確認

学 科 コー ド(DNC)を 指定 して、指 定学科 の構成講 座名 を知 る

学 科 コー ド(DNC):dnOO2308

大学 名:大 阪大 学

学 部 名:工 学部

学 科 名:電 気工学 科

図3.2.4-1a学 科 コー ドを入 力 した ときの対話 と確認 画面 の例

学科 コー ドの入 力 は大 学、 学部 、学科 名 の指定 を ワ ンパ スで出来 る とい う利点 が あ る。 本

システ ムで は コー ドに思 い違 いが ない か、 大学 、学部 、学 科 名 の具 体 名 を表示 して確 認す

るよ うに な って い る。 なお、実 際 のサ ー ビスに あた って は種 々の説 明文 や確認 の手順 はユ

ー ザの 習熟度 に応 じて 省略 出来 るよ うにす る必 要 があ ろ う
。本 報告 書 で は、初 心 者 向 けを

対象 と して対 話 例 の説 明 をす る ことに して いる。

メニ ューL-1の 出力 例 を図3.2.4-1bに 示す。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-1)

:[大 学 、 学 部 、 学 科]名 あ る い は学 科 コー ドDNCを 指 定 して 指 定

学 科 の 構 成 講 座 名 を 知 る

大学 名:大 阪大 学

学部 名:工 学部

学科 名:電 気工学 科

講座 数:9

構 成 講座 名:
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電 力工学 講座

制御 工学 講座

電気 工学 基礎 論講 座

電 気材料 工学 講座

電 気物性 工学 講座

組 織工学 講座

一 般電 気工 学講座

超 伝導 エ レク トロニ ク ス研究 セ ンター

レーザー核 融合研 究 セ ンター

出 典:大 阪 大学二大 学 院工学 研究 科_履 修案 内

出版年 月:1991年 度

図3.2.4-1b出 力 例

メ ニ ューL-2が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す 。:

講座 案 内サ ー ビスメニ ュー(L-2)

:講 座 名 を与 えて そ の講 座 を持 つ[大 学,学 部.学 科]名 ご・学 科名 と講

座 名を与 えてそ の学科 講座 を持 つ[大 学,学 部]名 、 また ぽ学 部 名'

学科 名 お よび講座 名 を与 えて そ の学部学 科 講座 を持 つ大 学 名 を知 る

番号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

1講 座 名 を与 えて その講 座 を持 つ[大 学,学 部,学 科]名 を知 る

2学 科 名 と護摩名 を与 え て その学科 護摩 を持?[大 学,学 部]名 を知 る

3学 部 名学 科名 お よび講座 名 を与 えて そ の学 部学 科 講座 を持 つ大学 名 を知 る
》:㌻

KIDS>1

.'図3.2 ,.4r2・ サ ー ビ ス メ ニ ュr(L-?)㌧_・

講 座 名 の入 力 の 仕 方 と して 一 部 の 文 字 列 を 入 力 して 指 定 した 例 を 次 図 に 示 す。

講座 名 の入 力:番 号 を選 んで リター ン,キニ を押 して下 さい

1講 座名 リス トの表示画 面 よ りメ ニュー方式 で入 力す る

2"二 部 の文 字列及 び不確 定 文字 列('*又 は*)、・不確 定文 字(?'又 は?)を 入 力 し

て、講 座 名候補 リス トの表示 画 面 よ りメニ 三一方式 で入 力 す る

3直 接講 座 名 を入 力す る

KIDS>2

一 部 の 文 字 列 及 び 不 確 定 文 字 列(*又 は*)、 不 確 定 文 字(?又 は?)を 入 力 して

リタ ー ンキ ー を押 して 下 さい

KIDS>*電*`・'P
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講座 名候 補 に以 下 の ものがあ ります。

電力工学講座

電気工学基礎論講座

電気材料工学講座

電気物性工学講座

一般電気工学講座

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1

図3.2.4-2a講 座 名 の入 力 の 仕 方 と し て一 部 の文 字 列 を 入 力 して 指 定 した 例

講 座 名 を 入 力 した 後 の 確 認 画 面 の 例 を 図3.2.4-2bに 示 す 。

入 力 内容 の確 認

講座 名 を与 えて そ の講座 名 を持 つ[大 学,学 部,学 科]名 を知 る

講座 名:電 力工学 講 座

よ ろ しい で す か?(y/n)

z

デ ー タ の数 が3個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図3.2.4-2b確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-2の 出 力 例 を 図3.2.4-2cに 示 す 。

講座 案 内サ ー ビス メニ ュー(L-2)

:講 座 名 を与 えて その講座 を持 つ[大 学,学 部,学 科]名 、 学 科 名 と講

座 名 を与 えてそ の学 科 講座 を持 つ[大 学,学 部]名 、 また は学 部名

学 科 名 お よび講 座 名 を与 えて そ の学部学 科講 座 を持 つ大 学 名 を知 る

大学 名:大 阪大 学

学部 名:工 学部

学科 名:電 気工 学 科

講座 名:電 力工 学 講 座

出典:大 阪 大学_大 学 院工学 研究科_履 修 案内

出版 年 月:1991年 度
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大学 名:A大 学

学部 名:A学 部

学科 名:C学 科

講座 名:電 力工学 講 座

大学 名:A大 学

学部 名:C学 部

学科 名:DC学 科

講座 名:電 力工 学講 座

出典=A大 学_大 学 院工学研 究科_履 修案 内

出版 年 月:1991年 度

図3.2.4-2c出 力 例

上 の 例 か ら も分 か る よ う に、 本 シ ス テ ム で は 出 典 が 異 な る情 報 が 複 数 あ る場 合 、 出 典 毎 に

ま とめ て 表 示 す る よ う に して い る。

メ ニ ュ ーL-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。 図3.2・.4-3はL-3の メ ニ

ュー を示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-3)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ るい は講 座 コー ドLNCを 与 え て

講 座 の 構 成(教 官 数 、 教 官 者 名 リス トな ど)を 知 る

番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い

[大 学,学 部,学 科,講 座]名 を 与 え 講 座 の 構 成(教 官 数 、 教 官 者 名 リ ス ト

な ど)を 知 る

講 座 コ ー ドLNCを 与 え講 座 の 構 成(教 官 数 、 教 官 著 名 リス トな ど)を 知 る

図3.2.4-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-3)

大 学 、 学 部 、 学 科 、 講 座 名 の 入 力 の 仕 方 は先 に説 明 した の と同 様 に して 入 力 で き る の で 省

略 す る。 入 力 後 の確 認 画 面 の 例 を 図3.2.4-3aに 示 す 。

入 力内容 の確認

[大学,学 部,学 科,講 座]名 を与 えて講 座 の構成(教 官 数、教官 著 名 リス トな ど)

を知 る

大学 名:大 阪大学
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学 部 名:工 学 部

学科 名:電 気工学 科

講座 名:組 織 工学 講 座

図3.2.4-3a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-3の 出 力 例 を 図3.2.4-3bに 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-3)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ る い は講 座 コー ドLNCを 与 え て

講座 の構成(教 官 数、 教官 者名 リス トな ど)を 知 る

大学 名:大 阪 大学

学部 名:工 学 部

学科名:電 気工学科

講座名:組 織工学講座

教 官 者 名:鈴 木幹,朴 柄 植

講 座 概要:本 講座 で は、 システ ム工 学 およ び社会工学 に関 す る研究

と教 育 を 行 って い る。 と くに、 エ ネ ル ギ ー シス テ ム の 分

析、 モデ ル ビルデ ィング、 評価 、最 適化 や総 合地 域 開発

計 画 な どの研究 を行 って い る。

出典:大 阪 大学_大 学 院工学 研究 科_履 修案 内

出 版 年 月:1991年 度

図3.2.4-3b出 力 例

メ ニ ュ ーL-4が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-4)

:研 究 者 名 を与 え て、所 属 の講座 情報(大 学,学 部,学 科,講 座 名,

講座 の構成)を 知 る

研究 著 名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

1一 部 の文字 列 及 び不確定 文字 列(*又 は*)、 不確 定文 字(?又 は?)を 入 力 し

て、 研 究者 名候 補 リス トの表 示 画面 よ りメニュー方式 で入 力す る

2直 接研究者名を入力す る

KIDS>1 一
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図3.2.4-4講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-4)

メ ニ ューL-4に お い て 、1番 を 選 択 した と きの 対 話 例 を 次 ぎ に示 す 。

一 部 の文字 列 及 び不 確定 文字 列(*又 は*)、 不 確定 文字(?又 は『)を入 力 して

リタ ー ンキ ー を押 して 下 さい

KIDS>*suzu*

研 究 著 名 候 補 に 以 下 の もの が あ り ます 。

鈴 木 絆

鈴 木 裕 次

鈴 木 孝 司

鈴 木 勇 二

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1

図3.2.4-4a不 確 定 文 字 列(*)を 用 い て 研 究 者 名 を 入 力 す る例

上 の例 か ら も分 か る よ う に、 本 シ ス テ ム で は研 究 者 名 に っ い て は ロ ー マ 字 で も登 録 す る こ

と に して い る の で 、 呼 び 方 の 一 部 か らで も該 当 研 究 者 の特 定 が 可 能 な こ と が 分 か る。

確 認 画 面 例 を 図3.2.4-4bに 示 す 。

入力 内容 の確 認

研究 者 名を与 えて、所 属 の講 座情 報(大 学,学 部,学 科,講 座 の構成)を 知 る

研究 者 名:鈴 木脾

よ ろ しいです か?(y/n)

デー タの 数 が1個 あ ります。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ます か?(y/n)

図3'.'2.4-4b確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-4の 出 力 例 を 図3.2.4-4cに 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(L-4).

:研 究 者 名 を 与 え て 、 所 属 の 講 座 情 報(大 学,学 部,学 科,講 座 名,

講 座 の構 成)を 知 る

研 究 者 名:鈴 木 絆
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大学 名:大 阪大学

学 部 名:工 学部

学 科 名:電 気工 学科

講 座 名:組 織工 学講 座

教 官者 名:鈴 木 絆 朴柄 植

講 座概 要:本 講 座 で は、 シス テム工学 お よび社会工学 に関 す る研究

と教 育 を行 って い る。 と くに、 エ ネルギー シス テム の分

析 、 モデ ル ビル デ ィング、評 価、 最適化 や総 合 地域 開発

計 画 な どの研究 を行 って い る。

出典:大 阪大 学_大 学 院工学 研 究科_履 修案 内

出版 年 月:1991年 度

3.2.4-4cメ ニ ュ ーL-4の 出 力 例

メ ニ ュ ーL-5が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に 示 す 。 図3.2.4-5にL-5の メ ニ ュ

ー を 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L--5)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ る い は 講 座 コー ドLNCを 与 え て

講 座 の研 究 テー マ を知 る

番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を押 して 下 さ い

1[大 学,学 部,学 科,講 座]名 を 与 え て 講 座 の研 究 テ ー マ を 知 る

2講 座 コ ー ドLNCを 与 え て 講 座 の研 究 テ ー マ を 知 る

KIDS>2 一

ノ
図3.2.4㌔ ∠5サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-5)

講 座 コー ドLNCの 入 力 例 と講 座 コー ドを 入 力 した 後 の 確 認 画 面 例 を 図3.2.4一

示 す 。 講 座 コ ー ドLNCは 後 で 説 明 す る よ う に メ ニ ュ ーL-8で 求 め ら れ る コー ド

る 。

講 座 コー ド(LNC)を 入 力 して 下 さ い

KIDS>lnOO12 -06

入力内容の確認

講 座 コー ドLNCを 与 え て 講 座 の研 究 テ ー マ を知 る

講 座 コー ド(LNC):1nOO12」6

大 学 名=大 阪 大学

学 部 名:工 学部

学 科 名:電 気 工学科
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講座名:組 織工学講座

(y/n)

図3.2.4-5a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-5の 出 力 例 を 図3.2.4-5bに 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-5)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ るい は講 座 コー ドLNCを 与 え て

講 座 の 研 究 テ ー マ を 知 る

大学 名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気 工学科

講 座 名:組 織 工学講 座

研究 テーマ:地 域情 報 デ ー タベー ス と画像処 理 システ ムの開発

社会 ・経 済 ・モ デ ルの開発 およ び診断

CO2循 環型 エ ネル ギー システムの設計 と評 価

出典:大 阪 大学_大 学 院工学 研究 科_履 修案 内

出版 年 月:1991年 度

図3.2.4-5b出 力 例

メ ニ ュ ーL-6が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に 示 す 。 図3.2.4-6は サ ー ビ ス メ ニ ュ

ー(L-6)を 示 す
。

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-6)

:研 究 テ ー マ の キ ー ワー ドを 与 え て 研 究 講 座 名 を 知 る

キ ー ワー ド(KWD)の 入 力:

キ ー ワー ドは 複 数 個 入 力 出 来 ます 。 同 時 に含 む と き は(&ま た は&)を 、

か 一 方 の み で よ けれ ば(+ま た は+)を 用 い て下 さい 。 カ ッ コOで く く

複 雑 な演 算 も で き ま す 。

入 力 例

:KWDI&KWD2

:KWD1十KWD2

(KWD1&KWD2)十KWD3

4(KWD1十KWD2)&KWD3な ど

カ ッ コ、 演 算 子 、 キ ー ワ ー ドは何 個 で も入 力 で き ま す 。
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キ ー ワ ー ドを 入 力 して 下 さ い

KIDS>エ ネ ル ギ ー&(地 球 環 境+再 利 用+循 環 型)&組 織

図3.2.4-6講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-6)

図3.2.4-6で キ ー ワ ー ドを 入 力 後 、 そ の キ ー ワ ー ド に 同 義 語 が あ れ ば 図3.2.4-6

aに 示 す よ う に 同 義 語 の 登 録 を 行 う。

入 力 内 容 の確 認

研 究 テ ー マ の キ ー ワ ー ドを 与 え て研 究 講 座 名 を知 る

キ ー ワ ー ド:エ ネ ル ギ ー&(地 球 環 境+再 利 用+循 環 型)&組 織

よ ろ しい で す か?

x

再 利 用 の 同 義 語 と して

リサ イ ク ル

が登 録 さ れ て い ます 。 こ れ も キ ー ワー ドと して 採 用 し ま す か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リタ ー ン キ ー を 押 して くだ さ い(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区 切 って 入 力 し て 下 さい)

採 用 しな い 場 合 は そ の ま ま リタ ー ンキ ー を押 して下 さ い。

組 織 の 同 義 語 と して

シ ス テ ム

2体 系

が 登 録 され て い ま す 。 これ も キ ー ワ ー ドと して 採 用 し ます か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リター ンキ ー を 押 して くだ さ い(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ン マ(,)で 区 切 って 入 力 して 下 さ い)

採 用 しな い場 合 は そ の ま ま リタ ー ン キ ー を 押 して 下 さ い。

デ ー タ の数 が1個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?

図3.2.4-6aキ ー ワ ー ドの 入 力 お よ び 同 義 語 の登 録 例

上 の例 か ら も分 か る よ うに 、 本 シ ス テ ムで はPrologの 強 力 な 文 字 列 操 作 能 力 を 活 用

して 、 複 雑 な 論 理 式 も解 釈 可 能 とな って い る。 ま た、 知 識 ベ ー ス と して 同 義 語 辞 書 も持 つ
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て い る の で、 検 索 もれ が 生 じに くい こ と も分 か る。

キ ー ワー ドの 入 力 ま た は 同義 語 を 登 録 した後 の 出 力 例 を 図3.2.4-6bに 示 す 。

講座 案 内サ ー ビスメニ ュー(L-6)

:研 究 テー マのキ ー ワー ドを与 えて研究 講 座名 を知 る

大 学 名:大 阪大学

学 部 名:工 学部

学 科 名:電 気工 学科

講座 名:組 織工 学講 座

研究 テーマ:CO2循 環型 エ ネルギー システ ムの設計 と評 価

出典:大 阪 大学_大 学院 工学 研究 科_履 修案 内

出版 年月:1991年 度

図3.2.4-6bメ ニ ュ ーL-6の 出 力 例

メ ニ ューL-7が 選 ば れ た と き の 対 話 例 は学 部 案 内 サ ー ビス メ ニ ューF-4の 場 合 と同

様 な の で 省 略 す る。

メ ニ ュ ーL-8が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 以 下 に示 す 。 図3.2.4-7は 講 座 案 内 サ ー

ビ ス メ ニ ュー(L-8)お よ び 学 科 コ ー ド(DNC)の 入 力 例 を 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-8)

:学 科 コー ドDNCを 与 え て 所 属 講 座 の本 シ ス テ ム に お け る登 録

講 座 コー ド名(LNC)を 知 る

学 科 コー ド(DNC)を 入 力 して 下 さ い

KIDS>dnOO2308

図3.2.4-7講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-8)お よ び 学 科 コー ド(DNC)の

入 力 例

図3.2.4-7aは こ の時 の 確 認 画 面 例 を示 す 。

入 力 内容 の 確 認

学 科 コー ド(DNC)を 与 え て 所 属 講 座 の本 シ ス テ ム に お け る登 録 コー ド(L

NC)を 知 る

学 科 コー ド:dnOO23_08

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部
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学科名:電 気工学科

よ ろ しい で す か?(y/n)

図3.2.4-7a確 認 画 面 例

図3.2。4-7bに 出 力 例 を 示 す 。

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-8)

:学 科 コ ー ドDNCを 与 え て 所 属 講 座 の 本 シ ス テ ム に お け る 登 録

講 座 コ ー ド名(LNC)を 知 る

学 科 コ ー ド:dnOO23_08

大 学 名:大 阪 大学

学 部 名:工 学 部

学科名:電 気工学科

講座 名 と登 録 講座 コ ー ド(LNC):

電 力 工 学 講 座(lnOO12_01)

制 御 工 学 講 座(lnOO12_02)

電 気 工 学 基 礎 論 講 座(lnOO12_03)

電 気 材 料 工 学 講 座(1nOO12_04)

電 気物 性 工学 講座(1nOO12」5)

組 織 工 学 講 座(lnOO12_06)

一 般 電 気 工 学 講 座(lnOO12 _07)

超 伝 導 エ レ ク トロ ニ ク ス研 究 セ ン タ ー(1nOO12_08)

レ ー ザ ー 核 融 合 研 究 セ ン タ ー(lnOO12 _09)

図3.2.4-7b出 力 例

求 め られ た 講 座 コー ドLNCは 、 メ ニ ュ ーL-5の 対 話 例 で も示 した よ う に 大 学 ・

・学 科 ・講 座 名 の指定 を一度 で指定 す るのに利用 され る。

一77一



3.3人(研 究 者)の 属 性 案 内

図3.1-2の 逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て5を 入 力 す る と 図3.3-1

の研 究 者 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー 画 面(R)に な り、 これ よ り各 研 究 者 案 内 の サ ー ビ ス(R

-1)か ら(R-8)ま で を選 択 す る こ とが で き る。

研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(R)

現 在 の研 究 者 案 内 の サ ー ビ ス内 容 は 次 の 通 りで す 。

番 号 で 選 ん で リター ンキ ー を 押 して 下 さ い!

1あ る大学(学 部,学 科)に 属 す る研 究 者 の研 究者 所属情 報(大 学,学 部,

学科,講 座名,地 位)の リス トア ップ

2研 究 者 名を与 えて、 その研 究者 の研 究 者所 属情報(大 学,学 部,学 科,

講座 名,地 位)を 知 る

3あ る地位 と研 究者 名 の一 部 を 与 えて、 該 当す る研究者 のす べて の リス ト

ア ップ

4府 県名 あ るい は市 町村 名(研 究機 関地 ベー ス)と 研究 著 名 の一 部 を与 え

て、 該 当す るの研 究者 のす べ て の リス トア ップ

5研 究 著 名 を与 えて、 そ の研 究 者 の連 絡 先 情報 を知 る

6研 究 者 名 を与 えて、 そ の研 究 者 の担 当研 究 テー マを知 る

7研 究 テー マの キー ワー ドを与 えて、研 究 テーマ と研 究者 名 を知 る

「参考 」

8あ る大 学(学 部,学 科)に 属 す るあ る地 位 の研 究者 のす べて の リス トア

ップ

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

i(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

0終 了

KIDS>

図3.3-1研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(R)

メ ニ ューR-1か らR-8ま で の研 究 者 案 内 サ ー ビス を 受 け る場 合 、3.2節 で 述 べ た

場 合 と 同 じよ うに して 対 話 形 式 で サ ー ビス を 受 け る こ と が で き る の で 、 対 話 例 に っ い て は

省 略 す る。

本 シス テ ム に よ り、 人(研 究 者)の 属 性 に っ い て ど の よ うな 案 内 が 受 け られ る か の 具 体

例 に っ い て は4.3節 に 示 す 一 括 メ ニ ュ ー 方 式 に よ る案 内 サ ー ビ ス例 を 参 考 に され た い 。
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3.4学 習 ・ 研 究 分 野 案 内

図3.1-2の 逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 の メ イ ンメ ニ ュ ー に お い て6、7、8を 選 択 す る と、

そ れ ぞ れ 図3.4-1か ら図3.4-3に 示 す 科 目履 修 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S)、 学 位

論 文 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT)お よ び専 門 分 野(文 献)案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF)

が 表 示 され 、 各 種 の 案 内 サ ー ビ スを受 け るす る こ とが で き る。 こ れ らの 案 内 サ ー ビス を 受

け る場 合 も、3.2節 で 述 べ た 場 合 と同 じよ う に して 逐 次 対 話 形 式 で メ ニ ュ ー に示 した サ

ー ビ ス を受 け る こ とが で き る の で、 こ れ らの 対 話 例 に っ い て も省 略 す る こ と に した 。

科 目履 修 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S)

現在 の科 目履 修 案 内 のサ ー ビス内容 は次 の通 りです。

番号 で選 ん で リター ンキ ー を押 して下 さい!

1[大 学,学 部,学 科]名 あ るいは学 科 コー ドDNCを 指定 して、科 目履修 案

内情 報(科 目名、必 修選 択 の別、単位 数、 対象 年 次、授 業学期)を 知 る

2[大 学,学 部,学 科]あ るい は学科 コー ドDNCを 指 定 して、必修 科 目(あ

るい は第n選 択 、n=1～3)の 科 目名 、単位 数 、対象 年次、 授 業学 期

を知 る

3[大 学,学 部,学 科]名 あ るいは学 科 コー ドDNCお よび科 目を与 えて講 義

要 目情報(担 当教 官名 、講義 概要)を 知 る

4教 官 名 を与 え て担 当科 目名 を知 る

5講 義 概要 に関 す るキ ー ワー ドを与 えて、 該 当す る講義要 目情 報(担 当教

官 名、講 義概 要)を 知 る

「参 考 」

6科 目名 を与 え て、 どの大学,学 部,学 科 で どの よ うに教 え られ て い るか

を知 る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

i(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

0終 了

KIDS>

図3.4-1科 目 履 修 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S)

学 位 論 文 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT)

現在 の学位 論 文案 内 のサー ビス内容 は次 の通 りで す。
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番 号 で 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さい!

1著 者 名 を与 えて学位 論文 情 報(著 者 、題 目、大 学 ・学部 名、授 与年 月 お

よび論文 の章題)を 知 る

2大 学 名、学 部 名 を与 えて、 そ の機 関 にお いて授 与 された学 位論 文情 報 を

知 る

3年 度(西 暦年)お よび大学 名 、学 部名 を指定 して、 そ の年 にお いて授与

され た学位論 文情報 を知 る

4キ ー ワー ドを与 えて、 キー ワー ドを題 目、 目次 の章題 に含 む学位 論文情

報 を知 る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

i(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

0終 了

KIDS>

図3.4-2学 位 論 文 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(DT)

専 門 分 野(文 献)案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(SF)

現在 の専門 分野(文 献)案 内 の サー ビス内容 は次 の通 りです。

番 号 で選 んで リター ンキー を押 して下 さい!

1キ ー ワー ドリス トの 中 の一 部 の文 字列 また は題 目中 の任意 の文字 列 を与

えて、 該 当文 献 を確定 し、 そ の文 献情 報、 当該文 献 に対 す るキ ー ワー ド

コメ ン ト ・覚 え書 き文 等 を出力 す る

2文 献 に対す る題 目、 キ ー ワー ド、 コメ ン ト・覚 え書 き文 の中 の部分 文字

列 を与 えて、該 当文献 を確定 し、 その文献情 報 を 出力す る と と もに、 当

該文 献 に対 す るキー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全 文 を 出力 す る

3著 者 名(共 著 者複数 可)を 与 えて発 表文 献情報 を出力 す ると と もに、 当

該文 献 に対す るキー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全 文 を出力 す る

4あ る著者(共 著者複 数 可)の あ る機 関 へ の発表 文 献 を出 力す る とと もに

当該文 献 に対 す るキー ワー ド、 コメ ン ト・覚 え書 き文 の全文 を出力 す る

5あ る著 者(共 著者 複数 可)が あ る年 か らあ る年(西 暦 年)ま で に発 表 し

た文献 を出力す る とと もに、 当該 文献 に対 す る キー ワー ド、 コメ ン ト ・

覚 え書 き文 の全 文 を出 力す る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

i(1)イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ
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0 終了

KIDS>

図3.4-3専 門 分 野(文 献)案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(SF)

本 シ ス テ ム に よ り、 大 学 で の 講 義 科 目や 文 献 に つ い て ど の よ う な 案 内 サ ー ビ スが 受 け ら

れ る か の 具 体 例 につ い て は4.4節 に示 す 一 括 メ ニ ュ ー一方 式 に よ る案 内 サ ー ビ ス例 を 参 考

に され た い。
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3.5ユ ー ザ に よ る 直 接 書 き 込 み 機 能

ユ ー ザ は シ ス テ ム が 持 って い な い 種 々 の知 識 を 有 して い る。 こ の知 識 を シ ス テ ム に移 植

す る と、 シ ス テ ム は よ り イ ン テ リ ジェ ン トな シ ス テ ム に成 長 して い くこ とが 出 来 る。 例 え

ば 、 研 究 者 は 自分 の 専 門 分 野 に お け る専 門 術 語 に 精 通 して お り、 あ る専 門 術 語 の 同 義 語 と

な る術 語 も よ く知 って い る。 ま た 、 日 本 語 の 論 文 とい え ど もキ ー ワー ドは 英 語 が 用 い られ

て い る学 会 誌 は 多 い が 、 専 門 分 野 外 の 人 に と っ て 英 語 の 専 門 術 語 は よ く分 か らな い場 合 が

しば しば あ る。 した が って 、 日本 語 の キ ー ワー ドで 入 力 して 文 献 を検 索 す る場 合 、 該 当 文

献 が ヒ ッ トせ ず 、 検 索 もれ とな る恐 れ も あ る。

本 シ ス テ ム で は、 この よ うな 理 由 か ら専 門 用 語 の 同 義 語 辞 書 お よ び 和 英 同 義 語 辞 書 を備

え る こ と と した の は 、2.5.4節 で 述 べ た と お りで あ る。 しか し、 既 存 の 同 義 語 辞 書 や専

門 用 語 和 英 辞 書 で は 、 不 十 分 な 場 合 も多 い。 この た め 、 研 究 者 に よ り専 門 用 語 の 同 義 語 や

英 語 の 科 学 技 術 用 専 門 術 語 に 対 応 す る 日本 語 の 術 語 を 直 接 入 力 して も ら う こ とが で き れ ば 、

シ ステ ム は よ り イ ン テ リ ジ ェ ン トと な り、 本 シ ス テ ム の有 用 性 は よ り高 ま る もの と考 え ら

れ る。

さ ら に、 既 存 の文 献 検 索 で は文 献 が 発 表 され て か ら、 文 献 検 索 サ ー ビ ス で 文 献 が 検 索 出'

来 る まで に は、 時 間 遅 れ もあ る。 しか し、 文 献 発 表 者 が オ ン ラ イ ンで 直 接 書 き込 む こ とが

で き る と こ の 時 間遅 れ は少 な くて 済 む。 ま た 、 文 献 の 紹 介 も本 人 が 直 接 す る方 が 誤 り も少

な い と考 え られ る。 そ こで 、 本 シ ス テ ム で は異 分 野 の 文 献 を 紹 介 す る研 究 者 が オ ン ライ ン

で 直 接 書 き込 む こ と が で き る機 能 も付 加 す る こ とに した。

この よ うに 、 オ ン ラ イ ンで 直 接 書 き込 む こ と の機 能 に 対 す る必 要 性 は 高 い と考 え られ る

が 、 こ こで は と り あ え ず 、 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム の 構 築 に 当 た って 実 現 した 、 文 献 を

紹 介 す る研 究 者 が オ ン ライ ンで 直 接 書 き込 む こ とが で き る機 能 に っ い て 説 明 す る。

以 下 の 図3.5-1は 、 本 シ ス テ ム に お い て どの よ う に文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ド

へ 入 る か の 入 り方 を 説 明 した 図 で あ る。 図3 .5-1は3.4節 で示 した 専 門 分 野(文 献)

案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(SF)と 同 じで あ る。 この メ ニ ュ ー 画 面 に お い て 、 図 に示 す よ う

に"ronbuninput"と 入 力 す る と、 文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドへ 入 る た め の パ ス ワ

ー ドの入 力 を 要 求 さ れ 、 パ ス ワー ドが 正 し い と、 図3.5-2に 示 す 文 献 デ ー タ 入 力(変 更)

モ ー ドの メ ニ ュ ー 画 面 が表 示 され る。 これ は、 文 献 登 録 の許 さ れ た 人 の み が 登 録 出 来 る よ

うに す るた め で あ る。

専 門 分 野(文 献)案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF)

現 在 の専門 分野(文 献)案 内の サー ビス内容 は次 の通 りです。

番号 で選 んで リター ンキー を押 して下 さい!

1キ ー ワ ー ド リ ス トの 中 の 一 部 の文 字 列 ま た は題 目 中 の任 意 の 文 字 列 を 与

え て 、 該 当 文 献 を 確 定 し、 そ の文 献 情 報 、 当 該 文 献 に対 す るキ ー ワー ド
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コメ ン ト・覚 え書 き文 等 を出 力す る

文 献 に対 す る題 目、 キー ワー ド、 コメ ン ト・覚 え書 き文 の中 の部 分文字

列 を 与 えて、 該 当文献 を確 定 し、 その文献情 報 を 出力す る とと もに、 当

該 文献 に対 す るキー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力 す る

著 者 名(共 著 者複 数可)を 与 えて発表 文献情 報 を 出力す ると と もに、 当

該 文献 に対 す るキー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力 す る

あ る著 者(共 著者 複数 可)の あ る機関 へ の発 表文 献 を出 力す る とと もに

当該 文 献 に対 す るキ ー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全 文 を 出力す る

あ る著 者(共 著者複 数 可)が あ る年 か らあ る年(西 暦年)ま で に発 表 し

た文 献 を出力 す ると と もに、 当該 文献 に対す るキー ワー ド、 コ メン ト ・

覚 え書 き文 の全文 を出 力す る

m(M)メ イ ン メ ニ ュ ー へ

(1)イ ニ シ ャ ル メ ー ユ ー へ

終 了

図3.5-1文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドへ の 入 り方

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

文 献 デ ー タ 入 力(変 更)モ ー ド

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

番 号 を選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い!

1デ ー タの新規 登 録

2既 存 の デー タ の修正変 更

3既 存 デ ー タの削 除

0入 力 モ ー ドの 終 了

INPUTMODE>1『一 一

図3.5-2文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドの メ ニ ュ ー 画 面

図3.5-2の メ ニ ュ ー 画 面 に お い て 、 デ ー タの 新 規 登 録 を す る場 合 は 数 字 の1を

す る と、 図3。5-3に 示 す よ うに 、 ま ず 著 者 名 の入 力 が 要 求 され 、 入 力 が 終 わ る と

確認 が行 わ れ る

著者 名 を入 力 して下 さい。 た だ し著 者名 は一 人ず っ入 力 して下 さい。

INPUTMODE>Y.Oda一

ま だ 著 者 名 の入 力 を 行 な い ます か?(y/n)

エ
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著 者 名 を 入 力 して 下 さ い。 た だ し著 者 名 は 一 人 ず つ入 力 して 下 さい 。

INPUTMODE>P.S.Pak

まだ 著 者 名 の 入 力 を 行 な い ま す か?(y/n)

入 力 内 容 の 確 認

著 者 名 数:2

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

よ ろ しい で す か?(y/n)

図3.5-3文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る著 者 名 の入 力 と確 認 画 面 例

図3.5-3に も示 す よ うに 、 著 者 名 数 は 不 定 な の で 著 者 の 入 力 は一 人 ず っ 行 な わ れ る。

同 様 に 、 下 の 図3.5-4に 示 す よ う に、 文 献 デ ー タ の 各 項 目 の 入 力 と入 力 内 容 が 正 しい

か 確 認 が 行 わ れ る。

文 献 題 目 を 入 力 して 下 さい 。

INPUTMODE>kidsdatabase

入 力 内 容 の 確 認

文 献 題 目:kidsdatabase

よ ろ しい で す か?(y/n)

工

発 表 機 関 を 入 力 して 下 さい 。

INPUTMODE>シ ス テ ム制 御 情 報 学 会

入力 内容 の確 認

発表 機 関:シ ステ ム制 御情 報学 会

よろ しいで す か?(y/n)

工

巻 号 ペ ー ジ を 入 力 して 下 さ い 。

INPUTMODE>Vo1.4No.3123
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巻 号 ペ ー ジ:Vo1。4No.3PP123/126

よ ろ し い で す か?(y/n)

工

発 表 され た 年(西 暦)を 入 力 して 下 さ い。

INPUTMODE>1993

発 表 され た 月 を入 力 して 下 さ い。

INPUTMODE>4

入 力 内 容 の 確 認

発 表 年 月:1993年4月

よ ろ しい で す か?(y/n)

ど

図3.5-4文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る各 項 目 の入 力 と 確 認 画 面 例

図3.5-5は 、 キ ー ワ ー ドの入 力 例 を 示 す 。

キ ー ワー ドを 入 力 して 下 さ い。

た だ しキ ー ワ ー ドは 一 個 ず つ 入 力 して 下 さい 。

INPUTMODE>デ ー タ ベ ー ス

ま だ キ ー ワー ドの入 力 を行 な い ます か?(y/n)

x

キ ー ワー ドを入 力 して 下 さ い。

た だ しキ ー ワー ドは 一 個 ず つ 入 力 して 下 さ い。

INPUTMODE>フoロ ロ グ

ま だ ヰ ー ワ ー ドの 入 力 を 行 な い ます か?(y/n)

x

キ ー ワー ドを 入 力 して 下 さ い。

た だ しキ ー ワー ドは 一 個 ず っ 入 力 して 下 さ い 。

INPUT _MODE>学 際 的 研 究

ま だ キ ー ワ ー ドの 入 力 を 行 な い ま す か?(y/n)

旦

入 力 内 容 の 確 認

キ ー ワー ド数:3
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キ ー ワ ー ド リ ス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究

よ ろ しい で す か?(y/n)

工

図3.5-5文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る キ ー ワ ー ドの 入 力 と確 認 画 面 例

図3.5-5に も示 す よ うに 、 キ ー ワ ー ドの 個 数 は 著 者 名 数 と 同 じ く不 定 な の で キ ー ワー

ドの入 力 も一 つ ず つ 行 わ れ る。 キ ー ワ ー ドの 入 力 が 終 わ る と、 シ ス テ ム は文 献 の 注 釈 の入

力 を行 な う か ど うか を 問 うて く る。 こ れ は、 文 献 の注 釈 の 入 力 が な い 場 合 も あ るか らで あ

る。 入 力 しな い場 合 は、 直 ち に次 の 図3.5-7の 画 面 に移 る。

文 献 の 注 釈 の入 力 を行 な い ます か?

よ ろ しい で す か?(y/n)

工

文 献 の 注 釈 を 入 力 して 下 さ い 。

INPUTMODE>dtr・'}II'の ニ ー ズ が ま っ て い る。 論 で は 、
カ

た め に必 と な る 々 な 知 一 ・ を 六 に 、で き る イ ン テ リ ジ ェ ン トな オ リ エ

テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ を した ロ に っ い て 生 し

い る。

入力内容の確認

文 献 の注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズ が 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に 必 要 と な る様 々 な 知 識 ・情 報

を容 易 に検 索 で き る イ ン テ リ ジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ を構 築

した 結 果 に つ い て 報 告 して い る。

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

図3.5-6文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る文 献 注 釈 の入 力 と 確 認 画 面 例

図3.5-7は 、 文 献 デ ー タ入 力 の 終 わ った と き の 確 認 画 面 例 を 示 す 。 デ ー タ 入 力 の正 し

い と き は 登 録 が 行 わ れ る。 な お、 一 部 の み が 誤 っ て い る と き に は 、 一 旦 登 録 して 、 す ぐ後

で 誤 って い る項 目 の み を修 正 した 方 が 効 率 的 と な るの が 一 般 的 で あ ろ う。

あ なた の入 力 した文 献 デー タの各 項 目は以下 のよ うに な って い ます。

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:kidsdatabase

発 表 機 関:シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:Vol.4No.3PP123/126

発 表 年 月:1993年4月

キ ー ワ ー ド リ ス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究
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文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズ が 高 ま って い る。 本 論 文 で

は 、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な 知 識 ・情 報

を 容 易 に検 索 で き る イ ンテ リ ジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した結 果 に つ い て 報 告 して い る。

文 献 デ ー タ の 登 録 を 行 な い ま す か?

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

文献 デー タの更 新 を行 ない ます。

文 献 デ ー タ の 更 新 が 終 り ま した。

図3.5-7文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る文 献 登 録 例

文 献 デ ー タ 入 力(変 更)モ ー ドに お いて 文 献 登 録 デ ー タ を 行 った と き は、 確 認 画 面 が 出 力 さ

れ 、 本 シ ス テ ム に お け る こ の デ ー タ の デ ー タ コ ー ドが 出 力 され る。 図3.5-8は この 確

認 画 面 例 を 示 す 。

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:kidsdatabase

発 表 機 関:シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.4No.3PP123/126

発 表 年 月:1993年4月

キ ー ワー ド リス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ ,学 際 的 研 究

文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズ が 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な 知 識 ・情 報

を 容 易 に検 索 で き る イ ンテ リ ジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した 結 果 に つ い て 報 告 して い る。

こ の デ ー タ の デ ー タ コ ー ドはpd9303 _0087と な っ て い ま す 。

デ ー タ コ ー ドは 今 後 、 この デ ー タ を 修 正 変 更 、 削 除 す る に あ た り必 要 で す 。

忘 れ な い よ うに お願 い しま す 。

図3.5-8文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お け る文 献 登 録 デ ー タ の 確 認 画 面 例

以 下 で は、登 録 した文 献 デー タに誤 りが あ った り して、後 で内容 を修 正 した い時 の対話

例 を示 す。
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図3.5-9は 、 文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドの メ ニ ュ ー 画 面 と既 存 の デ ー タ の 修 正 変

更 モ ー ドへ の 入 り方 を 示 した 図 で あ る。

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

文 献 デ ー タ 入 力(変 更)モ ー ド

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い!

デ ー タ の新 規 登 録

既 存 の デ ー タ の修 正 変 更

既 存 デ ー タ の 削 除

図3.5-9文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドの メ ニ ュー 画 面 と

既 存 の デ ー タ の 修 正 変 更 モ ー ドへ の 入 り方

図3.5-9の 文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドの メ ニ ュ ー一画 面 に お い て 、 数 字2を 入 力 す る

と、 既 存 の 文 献 デ ー タ の修 正 変 更 モ ー ドへ 入 る。 図3.5-10に 示 す よ う に、 修 正 変 更

を 行 な い た い 文 献 デ ー タ の指 定 は デ ー タ コ ー ドを 入 力 す る よ うに な っ て い る。

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:kidsdatabase

発 表 機 関:シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.4No.3PP123/126

発 表 年 月:1993年4月 ・

キ ー ワ ー ド リス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究

文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズが 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な知 識 ・情 報

を容 易 に 検 索 で き る イ ン テ リ ジ ェ ン トな オ リエ ンテ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した 結 果 に つ い て 報 告 して い る。

図3.5-10修 正 変 更 を行 な い た い デ ー タ の 指 定 例 と確 認 画 面 例

図3.5-11は 文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お い て 、 修 正 変 更(追 加)し た い項 目 の指

定 メ ニ ュ ー 画 面 を 示 す 。 この 画 面 に お い て 、 ユ ー ザ は 修 正 変 更(追 加)し た い項 目 を 指 定 す

れ ば よ い。
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修正 変 更(追 加)し た い項 目を指定 して下 さい。

著 者 名

文 献題 目

発 表 機 関

4巻 号 ペ ー ジ

発 表 年 月

キ ー ワ ー ド リス ト

文 献 の注 釈

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

(複 数 可 、 複 数 入 力 の と き は コ ン マ(,)で 区 切 って 入 力 して 下 さ い)

図3.5-11文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お い て

修 正 変 更(追 加)し た い 項 目 の 指 定 メ ニ ュ ー 画 面

図3.5-12は 、 図3.5-11の 修 正 変 更(追 加)し た い 項 目 の指 定 メ ニ ュー 画 面 に お い

て2と4を 指 定 した と きの 、 修 正 変 更(追 加)す る項 目の 入 力 例 と確 認 画 面 例 を 示 す 。

修正 変 更(追 加)す る項 目の確 認

文 献 題 目

巻 号 ペー ジ

よ ろ しい で す か?

ど

文 献 題 目 を 入 力 して 下 さ い。

INPUTMODE>の た め の 知 的 オ リエ ン テー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

プ ロ トタ イ プ開 発

入力内容の確認

文 献 題 目:異 分 野 研 究 の た め の知 的 オ リエ ン テー シ ョ ン ・デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ開 発

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

巻 号 ペ ー ジ を 入 力 して 下 さ い 。

INPUT_MODE>Vo1.6No.4pp124/126

巻 号 ペ ー ジ:Vol.6No.4PP124/126
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一
図3.5-12修 正変 更(追 加)す る項 目の入 力 と確 認 画面 例

図3.5-13は 、 入 力 した 文 献 デ ー タ の各 項 目 の 確 認 画 面 例 と更 新 例 を 示 す 。

あなた の入 力 した文献 デー タの各項 目 は以 下 の よ うに な って い ます。

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ開 発

発 表 機 関:シ ス テ ム制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.6No.4pp124/126

発 表 年 月:1993年4月

キ ー ワ ー ド リ ス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究

文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズが 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な 知 識 ・情 報

を容 易 に検 索 で き る イ ン テ リ ジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した 結 果 に っ い て 報 告 して い る。

文 献 デ ー タ の 登 録 を 行 な い ま す か?

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

文 献 デ ー タ の 更 新 を 行 な い ま す 。 しば ら くお 待 ち下 さ い。

文 献 デ ー タ の 更 新 が 終 り ま し た 。 一ーーー－hitanykey-一 一ー一

図3.5-13入 力 した文献 デー タの各 項 目の確認 画面 例 と更新 例

文 献 デ ー タ 入 力(変 更)モ ー ドに お い て デ ー タ の 更 新 を 行 った と き は、 確 認 画 面 が 出 力 され 、

本 シ ス テ ム に お け る この 更 新 デ ー タ の デ ー タ コ ー ド(登 録 時 の デ ー タ コ ー ドと同 じ)が 出

力 され る。 図3.5-14は この 確 認 画 面 例 を示 す 。

*******更 新 デ ー タ の 確 認*******

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ン テー シ ョ ン ・デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ開 発

発 表 機 関:シ ス テ ム制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:Vol.6No.4PP124/126

発 表 年 月:1993年4月

キ ー ワ ー ド リス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究

文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズが 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な 知 識 ・情 報

を容 易 に 検 索 で き る イ ンテ リ ジ ェ ン トな オ リエ ンテ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した結 果 に つ い て 報 告 して い る。
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こ の デ ー タ の デ ー タ コ ー ドはpd9303 _0087と な っ て い ま す 。

デ ー タ コー ドは今 後 、 この デ ー タ を 修 正 変 更 、 削 除 す る に あ た り必 要 で す 。

忘 れ な い よ う に お 願 い します 。

図3.5-14更 新 デ ー タ の 確 認 画 面 例

以 下 で は、 登 録 した 文 献 デ ー タ に誤 りが あ った り、 あ る い は 何 らか の 理 由 に よ り、 後 で

削 除 し た い 時 の対 話 例 を示 す 。

図3.5-15は 、 文 献 デ ー タ 入 力(変 更)モ ー ドの メ ニ ュ ー 画 面 と既 存 の デ ー タ の 削 除

モ ー ドへ の 入 り方 を 示 した 図 で あ る。

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ド

%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

番 号 を選 ん で リタ ー ン キ ー を 押 して 下 さい!

デ ー タ の 新 規 登 録

既 存 の デ ー タ の 修 正 変 更

既 存 デ ー タ の 削 除

図3.5-15文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドに お い て

既 存 デ ー タ の 削 除 モ ー ドへ の 入 り方

図3.5-16は 、 削 除 した い 文 献 デ ー タ の 指 定 法 と入 力 既 存 文 献 デ ー タ の 削 除 例 を 示 し

た 図 で あ る。 同 図 に示 す よ う に、 削 除 した い文 献 デ ー タ の指 定 に は デ ー タ コー ドを 入 力 す

る。 本 シ ス テ ムで は 、 削 除 す る デ ー タ の 内 容 の 確 認 を 行 った 後 、 さ ら に も う一 度 念 を 押 し

た後 、 デ ー タ を 削 除 す る よ うに な って い る。

著 者 名:Y.Oda,P.S.Pak

文 献 題 目:異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ 開 発

発 表 機 関:シ ス テ ム制 御 情 報 学 会

巻 号 ペ ー ジ:VoL6No.4PP124/126
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発 表 年 月:1993年4月

キ ー ワ ー ド リス ト:デ ー タ ベ ー ス,プ ロ ロ グ,学 際 的 研 究

文 献 の 注 釈:異 分 野 研 究 ・学 習 の ニ ー ズが 高 ま って い る。 本 論 文 で

は、 異 分 野 研 究 の た め に必 要 と な る様 々 な知 識 ・情 報

を 容 易 に 検 索 で き る イ ンテ リジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー

シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ を 構 築

した結 果 に つ い て 報 告 して い る。

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

－ 度 削 除 し ます と この デ ー タ の 復 帰 は出 来 ま せ ん 。

よ ろ し い で す か?(y/n)

x

文 献 デー タ の削除 お よび更新 を行 な います。 しば ら くお待 ち下 さい。

文 献 デ ー タ の 削 除 お よ び 更 新 が 終 り ま した 。 一ーーー－hitanykey-一 ーー一

図3.5-16文 献 デ ー タ入 力(変 更)モ ー ドにお け る既 存 デー タの削除 例

同義 語辞 書 お よび科学技 術 用英 和辞 書 の一層 の充 実 のた め には、 ユ ーザ に よ る直接 書 き

込 みの機能 を持 たせ る こと も同様 に必 要 で あ る と考 え られ るが 、 これ にっ いて は今後 に残

された課 題 とす る。
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第4章 括対話方式による案内サービス例

本章 で は、 開発 され た システ ムの中 の一括対 話方式 を用 いて 、各 種 の情報案 内 を受 けた

例 につ いて説 明す る。

4.■ 初 期 メ ニ ュ ー と メ イ ン メ ニ ュ ー

図4.1-1は 本 シ ス テ ム が 立 ち上 が った と き の初 期 メ ニ ュ ー を示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

サ ー ビス の 仕 方 に は 次 の3通 りが あ り ます 。 番 号 を 選 ん で リタ ー ンキ ー を押 し

て下 さ い!

逐次 メニュー 方式

(知 りたい こ とを メニ ュー方 式 で逐 次指定 して い く方式)

一 括対 話方 式

(知 りた い こ とを ま とめて 指定す る方式)

自然言 語(日 本語)に よ る対 話方式

図4.1-1初 期 メ ニ ュ ー

先 に も述 べ た よ うに、 図4.1-1の 初 期 メ ニ ュ ー に お い て 、 「3自 然 言 語(日 本 語)

に よ る対 話 方 式 」 は 今 後 の 開 発 予 定 の対 話 方 式 で あ り、 ま だ 開 発 さ れ て い な い。 「逐 次 メ

ニ ュー 方 式 」 と 「一 括 対 話 方 式 」 が 開 発 され て い る。

図4.1-2は 一 括 対 話 方 式 を選 ん だ と きの メ イ ン メ ニ ュ ー を 示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

一括対話方式

ア ル フ ァベ ッ トを 入 力 して リ タ ー ンキ ー を押 し
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て 下 さ い!

知 りた い対 象

1人 の 属 性

n:勤 務 先 ・所 属 情 報,

研 究 テ ー マ な ど

研究 者姓 名,地 位(教 授、 助教 授 、講 師、 助手)

2機 関 ・組 織 の 属 性

o:大 学,学 部,学 科 名,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の 構 成,講 座 の 活

動(研 究 テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の 別),住 所 ・連 絡 先 な ど

3学 習 ・研 究分 野 の情報

k:履 修 科 目情 報

d:学 位論文

p:文 献(論 文)

i:イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ 戻 る

0:終 了

KIDS>

図4.1-2一 括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

こ の メ イ ンメ ニ ュ ー よ り、 以 下 の4.

を 受 け る こ とが で き る。

2節 か ら4.4節 に示 す よ うな 各 種 の 案 内 サ ー ビ ス

4.2機 関 ・ 組 織 の 属 性 案 内

図4.1-2の 一括 対 話方式 の メ イ ンメニ ュー におい て アル フ ァベ ッ トoを 入 力 す る と

次 の 図42-1に 示 す機関 ・組 織 の 〈属 性 〉 を知 るた めの一括 対話 方 式 メニ ューが表 示

され る。

知 りた い対 象:機 関 ・組織 の 〈属性 〉

大学,学 部,学 科,学 科定員 数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活 動(こ こで は講座 の研

究 テーマ),法 人形 態(国 公 私立 の別),住 所 連絡 先 を この順 番 で指 定 して下 さい

(不 確 定文 字列*や 不確 定文 字?の 使用 可)

(help-一 一〉入 力方 法 お よび入 力例 の説 明画 面 の出力)

KIDS>辿

図4.2-1機 関 ・組 織 の く属 性 〉 を 知 る た め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー
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図4.2-1に お い て 、"help"と 入 力 す る と 、 図4.2-2に 示 す 機 関 ・組 織 の く 属

性 〉を知 るた めの一括 対話 方式 メニュー にお け る入 力方 法 を説 明す るヘ ルプ画面 が表 示 さ

れ る 。

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活 動(こ こ で は講 座 の 研 究

テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の別),住 所 連 絡 先

を こ の順 番 で 指 定 し て下 さい!

た だ し、 知 りた い項 目 に っ い て は$を 入 力 して 下 さ い。

出 力 の必 要 の な い項 目 に っ い て は を 入 力 して 下 さ い。

学 科 の定 員 数 の 項 目 で はn以 上(あ る い は 以 下)(nは あ る正 整 数)と い う指 定 も

で き ま す 。

入 力 例:○ ○[大 学],$→ 指 定 大 学 の 学 部 を 出 力

入 力 例:○ ○[大 学],△ △[学 部],$,$

→ 指 定 大 学 学 部 の 学 科 と定 員 出 力

入 力 例:○ ○[大 学],△ △[学 部],口 口[学 科], _,$

→ 指 定 の学 科 に含 ま れ る講 座 名 を 出 力

入 力 例:○ ○[大 学],△ △[学 部],口 口[学 科],_,▽ ▽[講 座],$

→ 指 定 講 座 の構 成 を 出 力

入 力 例:$.△ △[学 部],口 口[学 科]

→ 指 定 の学 部 、 学 科 を 持 つ 大 学 名 を 出 力

入 力 例:$,$.□ □[学 科], _,,▽ ▽[講 座]

→ 指 定 の学 科 、 講 座 を 持 つ 大 学 、 学 部 名 を 出 力

入 力 例:○ ○[大 学],△ △[学 部L口 口[学 科], _,$,_,$

→ 指 定 の学 科 に 含 ま れ る全 て の講 座 名 と そ の 研 究 テ ー マ を 出 力

法 人 形 態 の 項 目 で は 国 公 私 立 の 別(国 立,公 立,私 立)を 指 定 で き ま す 。

入 力 例:○ ○[大 学]._,_._._,_,_,$

→ 指 定 大 学 の法 人 形 態 を 出 力

入 力 例:$,_,_,_,_._,_,公 立

→ 公 立 大 学 を 出 力

講 座 の 活 動 の 項 目 で はkwと い う2文 字 を入 力 す る と研 究 テ ー マ に 関 す る キ ー ワー

ド検 索 が で き ます 。

入 力 例:$,$,$,_,$,$,kw

住 所 連 絡 先 の 項 目 で は府 県 名 あ る い は府 県 市 町 村 名 が 指 定 出 来 ます 。

ー

ウ
一

伊

一例

大 阪 府 一吹 田 市

大 阪 府

入 力 例:○ ○[大 学],△ △[学 部],_,_,_,_,_,_,$

→ 指 定 大 学 学 部 の 住 所 連 絡 先 を 出 力

入 力 例:$,_,_._,_,_,_,_,○ ○ 府 一△ △ 市

→ ○ ○ 府 △ △ 市 に あ る大 学 名 と そ の 住 所 連 絡 先 を 出 力
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注)半 角 文 字 は 全 角 文 字 で もか ま い ませ ん(例:$,kw

[]は[]内 の 文 字 を 省 略 して も よ い こ とを 意 味 します 。

区 切 り記 号 の コ ンマ ∵ は句 点"、"で もか ま い ま せ ん 。

0を 入 力 す る と前 画 面 に戻 りま す

図4。2-2機 関 ・組 織 の く属 性 〉 を知 る た め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー一一に お け る

入 力 方 法 を 説 明 す る ヘ ル プ画 面

図4.2-2に 示 す よ うに 、 一 括 対 話 方 式 で は同 じ メ ニ ュー 画 面 か ら種 々 の 情 報 を知 る こ

と が 出 来 る こ とが 分 か る。 以 下 に、 い くつ か の 例 を 示 す 。

以 下 の 図4.2-3aか ら図4。2-3cに 指 定 大 学 の 構 成 学 部 を 知 る場 合 の対 話 例 を 示

す 。

知 りた い対 象:機 関 ・組 織 の く属 性 〉

大学,学 部,学 科,学 科 定員数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活動(こ こで は講座 の研

究 テー マ).法 人形 態(国 公私 立 の別),住 所連 絡先 を この順番 で指定 して下 さい

(不 確定 文 字列*や 不確 定文字?の 使用 可)

(help-一 一〉入 力方 法 お よび入力 例 の説 明 画面 の 出力)

KIDS>大 阪,$

図4.2-3a指 定 大学 の構成 学 部 を知 る場合 の入 力例

上 の例 か ら も分か るよ うに、 本対 話 方式 で はユ ーザ の入 力 の簡略 化 を 図 るた め、 あ る項

目以 下 の情報 がす べて 不要 とな る場 合、途 中 で入 力 を打 ち切 って も良 い よ うに構 成 され

てい る。

次 の図4.2-3bは 指 定大学 の構 成学 部 を知 る場 合 の確認 画面 例 を示す 。

図4.2-3b指 定 大学 の構成 学部 を知 る場 合 の確認 画 面例
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図4.2-3cに 指 定 大学 の構 成 学部 を知 る場 合 の出力 例 を示す。

出典:全 国 大学 一 覧_文 部省 高等教 育局 大学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図4.2-3c指 定 大学 の構成 学部 を知 る場 合 の出力 例

次 の図4.2-4aか ら図4.2,-4bに 指定 学科 の定 員 を知 る場 合 の対 話例 を 示す。 図

42-4aは 不 確定 文字?お よび不確定 文字 列*を 用 いた学部 と学 科 の指定 例 を 示す。

知 りた い対 象:機 関 ・組 織 の く属性 〉

大学,学 部,学 科.学 科定 員数.講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活 動(こ こで は講座 の研

究 テー マ),法 人形 態(国 公私 立 の別).住 所 連絡 先 を この順番 で指 定 して下 さ い

(不 確 定 文字 列*や 不確 定文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉入 力方法 および入 力例 の説 明 画面 の出力)

KIDS>大 阪 大 学,?学 部.*,$
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学部 名候 補 に以 下 の ものが あ ります。

工学 部

理学 部

薬 学部

医学部

法 学部

文 学部

歯 学部

番号 を入 力 して リタ ー ンキー を押 して くだ さい

KIDS>1

学 科 名候補 に以下 の ものが あ ります。

機械 工学 科

応用 化学 科

応用 精 密化学 科

応用 生 物工学 科

材料 開 発工学 科

材 料物 性工学 科

船舶 海 洋工学 科

電 気工 学科

精 密工 学科

10応 用物 理学科

11通 信工 学科

12生 産加 工工学 科

13土 木工 学科

14建 築工 学科

15電 子工 学科

16原 子 力工学 科

17産 業機 械工 学科

18環 境工 学科

19電 子制 御機 械工 学科

20情 報 システム工 学科

番号 を入 力 して リター ンキー を押 して くだ さい

KIDS>8

図4.2-4a不 確 定 文 字?お よび*を 用 いた学部 と学 科 の指 定例

上 図 に示す よ うに、一 文字 分 の不 確定 文 字?を 用 いて い るた め、経済 学 部 や人 間科学 部 の
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よ うな二文 字 以上 の学 部 は候補 か ら除外 されて お り、不 確定 文字?の 使用 に よ り候補 が絞

れ る こ とが分 か る。 これ に対 し、学 科 の指定 に用 いた不 確定 文字列*を 用 い る と、す べ て

の候 補 が提 示 され るの で記憶 が曖 昧 な ときに利用 す る と便利 で あ る。

図4.2-4bに 指定 学科 の定 員 を知 る場 合 の確認 画面例 を示 す。

入力内容の確認

大 学 名:大 阪大 学

学 部 名:工 学 部

学 科 名:電 気工 学科

学科の定員

を出力する

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

デ ー タ の 数 が1個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図4.2-4b指 定学科 の定 員 を知 る場 合 の確認 画面 例

図4.2-4cは 指定 学科 の定 員 を知 る場 合 の 出力例 を示す。

大学 名:大 阪 大学

学部 名:工 学 部

学科 名 お よ び定員 数:電 気 工学 科(45)

出典:全 国 大 学一 覧_文 部省 高等 教育 局大 学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図4.2-4c指 定 学科 の定 員 を知 る場 合 の出力 例

以下 の図4.2-5aか ら図4.2-5cに 、指 定学 科 の定員 と同 時 に指 定 講座 の構 成

(講 座 の教 官 著 名 と講 座概 要)を 知 る場 合 の対 話例 を示 す。 図4.2-5aは 項 目指 定 に

不 確 定文 字 列*を 多用 した例 を示す。 本 例 に示 す よ うに、 本 システ ムで は不確 定 文字列*

を多用 す る こ とがで きる。
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知 りた い 対 象:機 関 ・組 織 の く属 性 〉

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活 動(こ こで は講 座 の 研

究 テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の 別),住 所 連 絡 先 を この 順 番 で 指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪,工,*,$,*電*,$

学 科名 候補 に以 下 の ものが あ ります。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

機械工学科

応用化学科

応用精密化学科

応用生物工学科

材料開発工学科

材料物性工学科

船舶海洋工学科

電気工学科

精密工学科

応用物理学科

通信工学科

生産加工工学科

土木工学科

建築工学科

電子工学科

原子力工学科

産業機械工学科

環境工学科

電子制御機械工学科

情報 システム工学科

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さい

KIDS>8

講 座 名候 補 に以下 の ものが あ ります。

-
⊥

り
6

Q
∨

刀
怯

5

電力工学講座

電気工学基礎論講座

電気材料工学講座

電気物性工学講座

一般電気工学講座
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番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1

図4.2-5a項 目 指 定 に 不 確 定 文 字 列*を 多 用 した 例

図4.2-5bは この と きの 確 認 画 面 例 を 示 す 。

入力内容の確認

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

講座名:電 力工学講座

学科 の定員 講座の構成

を出力する

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

デ ー タ の 数 が1個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ま す か?(y/n)

図4.2-5b指 定学科 の定員 と同時 に指 定講 座 の構成(講 座 の教 官者 名 と

講 座概 要)を 知 る場 合 の確 認 画面例

図4.2-5cは この時 の 出力例 を示 す。

大 学 名:大 阪大学

学 部 名:工 学 部

学 科 名 お よ び定 員数:電 気 工学科(45)

講 座 名:電 力工 学講 座

教官 者 名:Ma,Ka,Ma2

講 座 概 要:this

test

isa

isatest.

.thisisa

test.this

thisisa

test.this

isatest.

出典:全 国大 学一 覧_文 部省 高等 教育 局大 学課 監修

出版 年 月:1991年 度
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出典:大 阪 大学_大 学 院工 学研 究科_履 修 案 内

出版年 月:1991年 度

図4.2-5c指 定学科 の定員 と同時 に指定 講 座 の構成(講 座 の教官 著 名 と

講 座概要)を 知 る場 合 の 出力例

上 の例 か ら も分 か るよ うに、 一括 対 話方 式 で は種 々の情 報 を組 み合 わせ て必要 な デ ー タを

一 度 に複数 個 出力 す る ことがで き る。 な お、 この とき出 典 が複 数 にな る場 合 があ り、 この

場 合 は 出典 が 上 の例 の よ うに複 数 出力 され る ことにな る。

次 の 図4.2-6aか ら図4.2-6cは 指 定 都 市 に あ る 国 立 大 学 名 を 知 る場 合 の 対 話 例

を 示 す 。 図4.2-6aは そ の 入 力 例 を 示 す 。

知 りた い対 象:機 関 ・組 織 の 〈 属 性 〉

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の 活 動(こ こ で は講 座 の 研

究 テ ー マ).法 人 形 態(国 公 私 立 の 別),住 所 連 絡 先 を こ の順 番 で 指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>$,,,,,,,国 立,大 阪 府 一*

市 町村 名候補 に以 下 の ものが あ ります。

-

⑲
ム

O
d

4

大阪市

吹田市

高槻市

枚方市

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を押 して くだ さ い

KIDS>2

図4.2-6a指 定 都 市 に あ る国 立 大 学 名 を 知 る 場 合 の入 力 例

図4.2-6bは この 時 の 確 認 画 面 例 を 示 す 。

入力内容の確認

国公私 立別:国 立

府 県 名:大 阪 府

市 町村 名:吹 田市
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図4.2-6b指 定 都 市 に あ る国 立 大 学 名 を 知 る場 合 の 確 認 画 面 例

図4.2-6cは こ の 時 の 出 力 例 を示 す 。

国公 私立 別:国 立

大学 名:大 阪大学

住 所 連 絡 先:〒565大 阪 府 吹 田市 山 田 丘1-1

TelO6-877-5

出典:全 国大 学一 覧_文 部省 高等 教育 局大学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図4.2-6c指 定 都市 にあ る国立 大学 名 を知 る場 合 の出力例

図4.2-7aか ら図4.2-7cは 大学 、学 部 お よび学科定 員 数(45名 以上)を 指 定

して該 当 す る学 科 名、 国 公私立 別 お よび住所連 絡先 を知 る場 合 の対話 例 を示す。 図4.2

-7aは この時 の入 力 例 を示す。

知 りた い 対 象:機 関 ・組 織 の く 属 性 〉

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の 構 成,講 座 の 活 動(こ こで は講 座 の 研

究 テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の別),住 所 連 絡 先 を こ の順 番 で 指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 大 学,工 学 部,$,45以 上,.$,$

図4.2-7a大 学 、学 部 お よび学科 定員数(45名 以上)を 指定 して

該 当す る学科 名 、 国公私立別 およ び住 所連 絡先 を知 る場 合 の入 力例

図4.2-7bは この時 の確認 画面 例 を示す。一
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大 学 名:大 阪大学

学 部 名:工 学部

学 科 の定員:45以 上

学 科 名 国公 私立別 住所 連絡 先

を 出力す る

よろ しいです か?(y/n)

x

デー タの数 が17個 あ ります。

デー タの出力 を行 な い ます か?

図42-7b大 学、学 部 お よび学 科定 員数(45名 以上)を 指定 して該 当す る

学 科 名、 国公私 立 別 お よび住 所連 絡先 を知 る場 合 の確 認画 面例

図4.2-7cは この時 の 出力例 を示 す。

国公私立別:国 立

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

住所連絡先:〒565大 阪府吹田市山南丘2-1

TelO6-877-51

学 科 名 および定員 数:機 械 工学 科(46)

学 科 名 およ び定員 数:応 用化 学科(45)

学科 名 お よび定員 数:応 用精 密 化学 科(45)

学科 名 お よび定 員数:応 用生 物 工学 科(64)

学科 名 お よび定 員数:材 料 開発 工学 科(45)

学 科 名 および定員 数:材 料 物性 工 学科(45)

学 科 名 お よび定員 数:電 気工 学科(45)

学科 名 お よび定 員数:精 密工 学 科(45)

学科 名 お よび定 員数:応 用物 理 学科(45)
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学 科 名 お よ び定員数:通 信工 学 科(45)

学科 名 およ び定員 数:生 産 加工 工学 科(56)

学科 名 お よび定員 数:土 木 工学 科(45)

学科 名 お よび定員 数:建 築 工学 科(45)

学科 名 お よび定 員数:電 子 工 学科(45)

学 科 名 お よび定 員数:原 子力 工学 科(45)

学 科 名 お よ び定 員数:産 業機 械工 学科(45)

学 科 名 お よ び定 員数:環 境工 学科(45)

出典:全 国大 学一 覧_文 部 省高 等教 育局 大学 課監修

出版 年 月:1991年 度

図4.2-7c 大 学、学 部 およ び学 科定員 数(45名 以上)を 指定 して

該 当 す る学 科 名、 国公私立 別 お よび住 所連 絡 先 を知 る場合 の 出力例

図4.2-8aか ら図4.2-8cは 指 定 学 科 の講 座 名 を 知 る場 合 の対 話 例 を 示 す。 図4.

2-8aは この 時 の 入 力 例 を 示 す 。

知 りた い対 象:機 関 ・組 織 の く属性 〉

大 学,学 部,学 科.学 科 定員 数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活 動(こ こで は講座 の研

究 テ ーマ),法 人形 態(国 公私 立 の別),住 所連 絡先 を この順 番 で指 定 して下 さい

(不確定文字列*や 不確定文字?の 使用可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 大 学 、 工 、 電 気 工 、

図4.2-8a指 定 学 科 の講 座 名 を 知 る場 合 の 入 力 例

図4.2-8bは こ の 時 の 確 認 画 面 例 を 示 す 。

入力内容の確認

大学名:大 阪大学
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図4.2-8b指 定 学 科 の講 座 名 を 知 る場 合 の確 認 画 面 例

図4.2-8cは こ の 時 の 出 力 例 を示 す 。

大学 名:大 阪 大学

学 部名:工 学 部

学 科名:電 気 工学 科

講 座名:電 力工学 講座

講 座名:制 御 工学 講 座

講 座名:電 気 工学 基 礎論講 座

講 座 名:電 気材料 工 学講座

講 座名:電 気物性 工学 講座

講 座 名:組 織工学 講 座

講座 名:一 般電 気工 学講 座

講座 名:超 伝導 エ レ ク トロニ ク ス研究 セ ンター

講座 名:レ ーザー核 融 合研究 セ ンター

出典:大 阪 大学_大 学 院工学 研 究科_履 修案 内

出版 年月:1991年 度

106



図4.2-8c指 定学 科 の講座 名 を知 る場 合 の出力 例

図4.2-9aか ら 図4.2-9dは 指 定 講 座 の種 々 の情 報 を 知 る場 合 の 対 話 例

図4.2-9aは この 時 の 入 力 例 を 示 す 。

知 りた い対 象:機 関 ・組 織 の く属性 〉

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数.講 座 名.講 座 の 構 成.講 座 の 活 動(こ こで は講 座 の

究 テー マ),法 人形 態(国 公私立 の別),住 所 連絡 先 を この順 番 で指定 して下 さ

(不 確定 文字 列*や 不確 定 文字?の 使 用可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪,工,電 気 工 学 科,$,*,$,$,$,$

図4.2-9a指 定講 座 の種 々の情報 を知 る場 合 の入力 例

図4.2-9bは 講 座 名 候 補 の 決 定 例 を 示 す。

講 座 名候 補 に以 下 の ものが あ ります。

1電 力工学講座

2制 御工学講座

3電 気工学基礎論講座

4電 気材料工学講座

5電 気物性工学講座

6組 織工学講座

7一 般 電 気工 学講 座

8超 伝 導 エ レ ク トロニ ク ス 研 究 セ ン タ ー

9レ ー ザ ー 核 融 合 研 究 セ ン タ ー

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>6
一

図4.2-9b講 座 名 候 補 の 決 定 の例

図4.2-9cは 指定 講座 の種 々の情報 を知 る場 合 の確 認画面 例 を示 す。

入力内容の確認

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学 部

学科名:電 気工学科

講座 名:組 織工学講座

学科 の定員 講座 の構成 講座の活動 国公私立別 住所連絡先
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を出 力す る

よ ろ しい で す か?

ど

デ ー タ の 数 が1個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ま す か?

図4.2-9c指 定 講 座 の 種 々 の 情 報 を 知 る場 合 の 確 認 画 面 例

図4。2-9dは この 時 の 出 力 例 を 示 す 。

国公私 立別:国 立

大 学名:大 阪 大学

学 部名:工 学 部

学 科 名 およ び定員数:電 気主 学科(45)

住所連 絡 先:〒565大 阪府 吹 田市 山 田丘2-1

Te106-877-511

講座 名:組 織工学 講 座

教官 著 名:鈴 木脾 朴 柄植

講座 概要:本 講 座 で は、 シス テム工 学 お よ び社 会工 学 に関す る研 究

と教 育 を行 って い る。 と くに、 エ ネルギ ー システ ムの分

析 、 モデ ル ビルデ ィング、 評 価、 最適 化 や総合地 域開 発

計 画 な どの研究 を行 って い る。

研究 テー マ:地 域情 報 デー タベー ス と画 像処 理 システ ムの開発

社会 ・経 済 ・モ デル の開発 お よ び診 断

CO2循 環型 エ ネルギー システ ム の設 計 と評価

出典:大 阪大 学_大 学 院工学 研究科_履 修 案 内

出版 年 月:1991年 度

出典:全 国大学 一 覧_文 部省 高等教 育 同大 学 課監 修

出版年 月:1991年 度

図4.2-9d指 定 講 座 の 種 々 の情 報 を 知 る場 合 の 出 力 例

以 下 の 図4.2-10aか ら図4.2-10eは 大 学 学 部 を限 定 して 、 キ ー ワー ド入 力 に

よ り該 当 研 究 テ ー マ の 研 究 を 行 って い る講 座 の種 々 の 情 報 を知 る場 合 の 対 話 例 を 示 す。 図

4.2-10aは この 時 の 入 力 例 を 示 す 。
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知 り た い対 象:機 関 ・組 織 の 〈属 性 〉

大 学,学 部,学 科,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の構 成.講 座 の活 動(こ こで は 講 座 の 研

究 テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の 別),住 所 連 絡 先 を この 順 番 で 指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 大 学,工,$,$,$,$,kw

図4.2-10a 大 学学 部 を限定 して、 キー ワー ド入 力 に よ り該当研 究 テー マの研 究

を行 って い る講 座 の種 々の情報 を知 る場 合 の入力例

図4.2-10bは 、 キ ー ワー ド入 力 の説 明 画 面 を示 す 。

キ ー ワ ー ド(KWD)の 入 力:

キ ー ワー ドは 複 数 個 入 力 出 来 ます 。 同 時 に含 む と き は(&ま た は&)を 、 ど

か 一 方 の み で よ け れ ば(+ま た は+)を 用 い て 下 さい。 カ ッ コ()で く く っ

複 雑 な 演 算 も で き ま す 。

入 力 例

:KWD1&KWD2

:KWD1十KWD2

(KWDI&KWD2)十KWD3

4(KWDI十KWD2)&KWD3な ど

カ ッ コ、 演 算 子 、 キ ー ワ ー ドは何 個 で も入 力 で き ま す。

キ ー ワ ー ドを 入 力 し て 下 さ い

KIDS>CO2+シ ス テ ム

図4.2-10bキ ー ワー ド入 力 の説 明 画 面

次 の図 は入 力 の確 認 画 面例 を示 す。

入力内容の確認

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名 学科 の定員 講座名 講座の構成 講座の活動

を出力する

図4.2-10c入 力 の確 認 画 面 例
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本 シ ス テ ム で は 、 キ ー ワー ドに 同 義 語 が あ る場 合 、 そ れ もキ ー ワ ー ドと して 採 用 す るか ど

うか 確 認 す る よ うに な って い る。

次 の 図 は入 力 キ ー ワ ー ドの 同 義 語 の キ ー ワー ドと して の採 用 例 を 示 す 。

CO2の 同 義 語 と して

1二 酸 化 炭 素

2CO2

3炭 酸 ガ ス

が登 録 され て い ま す 。 これ もキ ー ワー ドと して 採 用 し ま す か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リタ ー ン キ ー を押 して くだ さV・(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区 切 って 入 力 して 下 さい)

採 用 しな い場 合 は そ の ま ま リタ ー ン キ ー を 押 して 下 さ い。

KIDS>1,2

シ ス テ ム の 同 義 語 と して

1組 織

2体 系

が 登 録 され て い ま す 。 こ れ もキ ー ワ ー ドと して 採 用 し ます か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区 切 って 入 力 し て下 さ い)

採 用 しな い 場 合 は そ の ま ま リタ ー ンキ ー を押 して 下 さ い。

KIDS>

デ ー タ の 数 が2個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ま す か?(y/n)

図4.2-10d入 力 キ ー ワー ドの 同 義 語 の登 録 例

次 の 図 は こ の 時 の 出 力 例 を 示 す 。

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学科 名 およ び定 員数:電 気工 学科(45)

講座 名:組 織工学 講 座

教官者 名:鈴 木脾,朴 柄 植

講座概 要:本 講 座 で は、 システ ム工 学 お よび社会 工 学 に関 す る研究

と教 育 を行 ってい る。 と くに、 エネ ルギー シス テムの分

析、 モデ ル ビルデ ィ ング、 評価、 最 適化 や 総合 地域 開発

計 画 な どの研究 を行 って い る。
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研 究 テ ー マ:地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス と画 像 処 理 シ ス テ ム の開 発

講座 名:組 織工 学講 座

教官 者 名:鈴 木脾 朴柄 植

講座 概要:本 講座 で は、 システ ム工学 および社 会工学 に関す る研究

と教育 を行 ってい る。 と くに、 エネル ギー システ ムの分

析、 モ デ ル ビルデ ィ ング、 評価、 最適 化 や総 合地域 開発

計画 な どの研究 を行 ってい る。

研究 テー マ:CO2循 環型 エ ネルギー システム の設 計 と評価

出典:大 阪大 学_大 学 院工 学研 究科_履 修案 内

出版 年月:1991年 度

出典:全 国大 学一 覧_文 部省 高等教 育局 大学 課監 修

出版 年月:1991年 度

図4.2-10e大 学 学 部 を 限 定 して 、 キ ー ワー ド入 力 に よ り該 当研 究 テ ー マ の

研 究 を 行 っ て い る講 座 の種 々 の 情 報 を知 る場 合 の 出 力 例

上 の 例 か ら も分 か る よ う に、 本 シ ステ ムで は知 識 ベ ー ス と して 同 義 語 辞 書 も持 っ て い る の

で 、 検 索 もれ が 生 じに くい こ と が 分 か る。

上 に示 した ほか種 々 の情報 検索 を行 うことが 出来 るが、機 関 ・組織 の く属性 〉 の一 括

対 話方 式 によ る対話 例 の説 明 は以 上 で終 わ る こ とにす る。
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4.3人(研 究 者)の 属 性 案 内

本 節 で は、 構築 した プ ロ トタイ プ ・システ ムを利 用 して一 括対 話方 式 によ り人(研 究者)

の属 性 の案 内サ ー ビスを受 けた 例 につ いて説 明す る。

図4.3-1は 図4.1-1の 初期 メ ニ ュー にお いて一括 対話方 式 を選 んだ ときの メイ

ンメニ ュー を示 す。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

一括対話方式

知 りた い こ と はな ん で す か?ア ル フ ァベ ッ トを入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 し

て 下 さ い!

知 りた い対 象

1人 の属性

n:勤 務先 ・所 属情 報,研 究 者 姓名.地 位(教 授、 助教 授 、講 師、 助手)

研究 テー マ な ど

2機 関 ・組織 の属性

o:大 学,学 部,学 科 名,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の 構 成,講 座 の 活

動(研 究 テー マ),法 人 形態(国 公私立 の別),住 所 ・連絡 先 な ど

3学 習 ・研究 分野 の情報

k:履 修 科 目情 報

d:学 位 論文

p:文 献(論 文)

i:イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ 戻 る

0:終 了

KIDS>

図4.3-1一 括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

この メ イ ン メ ニ ュー に お い て ア ル フ ァ ベ ッ トnを 入 力 す る と、 次 の 図4.3-2の 人 の 属

性 〈勤 務 先 ・所 属 情 報,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ 〉 を 知 るた め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ

ュ ー が 表 示 され る。

知 りた い対 象:人 の 属 性 く 勤 務 先 ・所 属 情 報,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ 〉

大 学,学 部,学 科,講 座 名,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ を この 順 番 に指 定 して 下 さ い
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(不 確 定文 字列*や 不確 定文 字?の 使用可)

(help-一 一〉入 力方 法 お よび入力 例 の説 明画面 の出力)

図4.3-2人 の 属 性 く 勤 務 先 ・所 属 情 報.研 究 者 姓 名.地 位,研 究 テ ー マ 〉 を

知 る た め の 一 括 対 話 方 式 メニ ュ ー 画 面

図4.3-2に お い て 、"help"と 入 力 す る と、 図4.3-3に 示 す 人 の 属 性 く 勤 務 先

・所 属 情 報 ,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ 〉 を知 る た め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー に お

け る入 力 方 法 を 説 明 す る ヘ ル プ 画 面 が 表 示 され る。

大 学,学 部,学 科,講 座 名,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ を この 順 番 に 指 定 して 下 さ い

た だ し、 知 りた い 項 目 に っ い て は$を 入 力 して 下 さい 。

出 力 の 必 要 の な い 項 目 に っ い て は_を 入 力 して 下 さ い。

研 究 者 姓 名 の項 目 で は英 語(ロ ー マ 字)で の 入 力 もで き ま す 。

地 位 の 項 目 で は 研 究 者 の 地 位(教 授,助 教 授,講 師,助 手)を 指 定 して 下 さ い。

研 究 テ ー マ の項 目 で はkwと い う2文 字 を 入 力 す る と研 究 テ ー マ に 関 す る キ ー ワ ー

ド検 索 が で き ま す 。

入 力 例:

○ ○[大 学],△ △[学 部],口 口[学 科],$,● ● 研 究 者 姓 名,$,$

→ ○ ○ 大学 ,△ △学部,口 口 学科 に属 す る●●研 究者

の所 属講 座,地 位 お よび研究 テー マ を出 力

○ ○[大 学],△ △[学 部],$,$,$,$,kw

→ 研 究 テ ー マ に 関 す る キ ー ワ ー ド検 索 を して、 ○ ○

大学 △△ 学部 に所属 す る学科,講 座,研 究者姓 名 お

よび その地 位 と研究 テー マを 出力

注)半 角 文 字 は 全 角 文 字 で もか ま い ませ ん(例:$,_,kwな ど)

[]は[]内 の文字 を省 略 して もよい ことを意 味 します。

区 切 り記 号 の コ ン マ","は 句 点"、"で も か ま い ま せ ん 。

0を 入力 す ると前 画面 に戻 ります

図4.3-3人 の 属 性 く 勤 務 先 ・所 属 情 報,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ 〉 を 知 る

た めの一括 対 話方式 メ ニ ュー にお ける入 力方 法 を説 明す るヘ ル プ画 面

図4.3-3に 示 す よ うに 、 一 括 対 話 方 式 で は 同 じメ ニ ュ ー 画 面 か ら種 々 の 情 報 を 知 る こ

と が 出 来 る こ とが 分 か る。 以 下 に、 い くっ か の 例 を示 す 。

図4.3-4aか ら図4.3-4cに 所 属 学 科 と地 位 を 指 定 して 所 属 講 座 と研 究 著 名 を 知

る場 合 の対話 例 を示 す。

知 りた い対 象:人 の 属性 く研究 者姓 名,勤 務 先 ・所 属情 報.地 位,研 究 テ ーマ 〉
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大 学,学 部,学 科,講 座 名.研 究 者 姓 名,地 位.研 究 テ ー マ を この 順 番 に指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 、 工 、 電 気 工 学 科 、$、$助 教 授

図4.3-4a所 属 学科 と地 位 を指定 して所属 講座 と研究 者名 を知 る場 合 の入 力例

図4.3-4bは この場 合 の確 認 画面例 を示 す。

入力内容の確認

大学 名:大 阪 大学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気 工学科

地位:助 教 授

講座名 研究著名

を出力する

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

デ ー タ の数 が2個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ます か?(y/n)

図43-4b所 属学科 と地位 を指定 して所 属講座 と研究者 名 を知 る場 合 の

入 力確 認画 面例

図4.3-4cに この時 の出力 例 を示す。

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気 工学 科

地位:助 教授

講座 名:組 織 工学 講座

研究 者 名:朴 柄植

出典:大 阪大 学_大 学院 工学 研究 科_履 修 案 内

出版 年 月:1991年 度

大学 名:大 阪大学
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学 部 名:工 学 部

学 科 名:電 気 工学 科

地 位:助 教 授

講座 名:電 力工学 講 座

研 究者 名:Ka

出典:大 阪大 学_大 学 院工学 研究 科_履 修 案内

出版年 月:1991年 度

図4.3-4c所 属 学科 と地 位 を指 定 して所属講 座 と研究 著 名 を知 る場 合 の

出力例

上 の例 で は、 実 際 の場 合 は出力例 は もっ と多 くな るが、 サ ンプル デー タが少 ない ため該 当

出力 は上 の よ うにな って い る。1

次 の対 話例 は、研 究 者名 の読 み方 か ら研究 者 名を確定 す ると共 に、 そ の人の種 々の属 性

を知 る場 合 の対 話例 を示 して い る。

知 り た い対 象:人 の 属 性 く 研 究 者 姓 名,勤 務 先 ・所 属 情 報,地 位,研 究 テ ー マ 〉

大 学,学 部,学 科,講 座 名,研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テー マ を こ の1順番 に 指 定 して 下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>$$$$*suzuki*$$

図4.3-5a研 究 者名 の読 み方 か ら研 究者 名を確 定 す る と共 に、

そ の人 の種 々の属性 を知 る場 合の入 力例

次 の図4.3-5bは 研究者 名 の読 み方 か ら研究 者名 を確定 す る対話 例 を示 して い る。

研究 著 名候 補 に以 下 の ものが あ ります。

鈴木絆

鈴木裕次

鈴木孝司

鈴木勇二

番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を押 して くだ さ い

KIDS>1

図4.3-5b研 究者 名の読 み方 か ら研 究者名 を確 定す る対 話例

次 の 図 は研 究 著 名 の読 み方 か ら研究 者 名を確定 す ると共 に、 そ の人 の種 々 の属 性 を知 る場
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合 の確 認 画面例 を示 す。

入力内容の確認

研 究者 名:鈴 木絆

大 学名 学 部 名 学 科 名 講座 名 地位 研究 テー マ

を出力 す る

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

デ ー タ の数 が1個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ます か?(y/n)

図4.3-5c研 究 著 名 の読 み方 か ら研究 者 名 を確 定 す る と共 に、 そ の人 の

種 々 の属 性 を知 る場 合 の確 認 画面 例

図4.3-5dは この時 の出力 例 を示 す。

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科 名:電 気工学 科

講座 名:組 織工学 講座

研究 著名:鈴 木絆

地位:教 授

研究 テーマ:地 域情 報 デー タ ベー ス と画像 処理 システ ムの開発

社会 ・経済 ・モ デル の開発 お よび診断

CO2循 環型 エネル ギー システ ムの設計 と評価

出典:大 阪 大学_大 学 院工 学研 究科_履 修 案 内

出版 年 月:1991年 度

図4.3-5d研 究者 名 の読 み方 か ら研 究者 名 を確定 す る と共 に、

そ の人 の種 々の属 性 を知 る場合 の 出力例

上 の例 か らも分 か るよ うに、 本 シス テ ムの一 括対 話方式 で は一度 の検索 に よ り多 くの情 報

を得 る ことが 出来 るよ うにな って い る。

本 シ ス テ ム で は、 知 りた い こ と を 表 す の に$マ ー ク を用 い る。 極 端 な場 合 、 ユ ー ザ の 指

定(限 定)す る情 報 が 一 つ もな い 時 、$マ ー ク の み を 多 数 入 力 して 検 索 す る こ と もで き る。
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こ の場 合 は$を 入 力 した 項 目 の す べ て を リス トア ップす る こ とに な る。 次 の対 話 例 は、 こ

の よ う な 例 を 示 して い る。 こ の対 話 例 の 目 的 の 一 つ は$の み の入 力 で も本 シ ス テ ム が 正 常

に 機 能 す る か ど うか を 確 認 す る こ とで あ る。

図4.3-6aに$の み の 入 力 例 を 示 す 。

知 り た い対 象:人 の 属 性 く 研 究 者 姓 名,勤 務 先 ・所 属 情 報,地 位.研 究 テ ー マ 〉

大 学,学 部,学 科.講 座 名.研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ を こ の順 番 に指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>$,,$,$,$

図4.3-6a$の み の入 力 例

$の み を 入 力 した 場 合 の確 認 画 面 例 を 図4.3-6bに 示 す 。

入力内容の確認

大学 名 研 究 著 名 地 位 研究 テー マ

を出 力す る

よ ろ しい で す か?(y/n)

エ

デ 一 夕 の数 が6個 あ り ま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ま す か?(y/n)

図4.3-6b$の み を 入 力 した場 合 の 確 認 画 面 例

出力 例 を次 図 に示す。

大学名:大 阪大学

研究著名:鈴 木絆

地位:教 授

研 究 テ ー マ:地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス と画 像 処 理 シ ス テ ム の 開 発

社会 ・経済 ・モ デルの開発 お よ び診 断

CO2循 環 型 エ ネ ル ギ ー シ ステ ム の 設 計 と評 価

研究 者 名:朴 柄植

地位:助 教 授

研 究 テー マ:地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス と画 像 処 理 シ ス テ ム の開 発

社会 ・経済 ・モ デルの開発 お よ び診断

CO2循 環 型 エ ネ ル ギ ー シ ステ ム の 設 計 と評 価
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研究 著 名:Ma

地位:教 授

研究 テー マ:固 体熱 発電 素子 に よ る電気 エネ ルギー の発生 とそ の応

用

電 力系 統 にお け る電 力 の伝 送、 変換 、制 御

電力系 統 の雷 事故 の様 相 解明 と対策(雷 予知 、 レーザ

ー誘電 な ど)

電力設 備 の絶 縁診 断

電力 系統 現象 解析 手 法

研 究著 名:Ka

地 位:助 教 授

研究 テーマ:固 体熱 発電 素子 に よ る電気 エネル ギー の発生 とそ の応

用

電 力系 統 におけ る電力 の伝 送、 変換 、制 御

電力系 統 の雷 事故 の様 相解 明 と対策(雷 予知 、 レーザ

ー誘電 な ど)

電力設 備 の絶縁 診 断

電力 系統現 象 解析 手法

出典:大 阪 大学_大 学院 工学 研究 科_履 修案 内

出版年 月:1991年 度

大 学 名:A大 学

研 究 者 名:Dr.Kids

地 位:教 授

研 究 テ ー マ:themeNol

themeNo2

電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生

themetesttestaaaaaaaa

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa

研 究 者 名:Mr.Sun

地 位:助 教 授

研 究 テ ー マ:themeNol

themeNo2

電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生

themetesttestaaaaaaaa
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出典:A大 学_大 学 院 工学 研究 科_履 修案 内

出版 年月:1991年 度

図4.3-6c$の み を 入 力 した 場 合 の 出 力 例

上 の 例 で は、 サ ン プ ル デ ー タ が 限 られ て い る た め 出 力 情 報 は少 な い が 、 実 際 に は膨 大 量 が

出 力 され る こ と に な る の で 、 こ の よ うな使 い方 は 注意 す る必 要 が あ る。

次 の対話例 は、特 定 の学 科 を指定 して、研 究 テーマ に関す るキ ー ワー ドを入 力 して、 該

当研 究 を行 って い る講 座 と研究 者 名、 その地 位 と研究 テー マを知 る場 合 の対 話例 を示 して

い る。

知 りた い対 象:人 の 属 性 〈 研 究 者 姓 名,勤 務 先 ・所 属 情 報,地 位,研 究 テ ー マ 〉

大 学,学 部,学 科,講 座 名.研 究 者 姓 名,地 位,研 究 テ ー マ を こ の順 番 に 指 定 して 下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪,工 学 部,電 気 工,$,$,$,kw

図4.3-7a特 定 の学科 を指 定 して、 キー ワー ド入 力 に よ り、 該 当研 究 を行 っ

て い る講座 と研 究者名∴ その地位 と研 究 テー マを知 る場 合 の入 力例

次 の図 はキー ワー ド入 力 の仕方 の説 明画面 を示 す。

キ ー ワー ド(KWD)の 入 力:

キ ー ワ ー ドは複 数 個 入 力 出 来 ます 。 同 時 に 含 む と き は(&ま た は&)を 、

どれ か 一 方 の み で よ けれ ば(+ま た は+)を 用 いて 下 さい。 カ ッ コO

で く く った 複 雑 な 演 算 もで き ます 。

入 力 例

:KWD1&KWD2

:KWD1十KWD2

(KWD1&KWD2)十KWD3

4(KWD1+KWD2)&KWD3な ど

カ ッ コ、 演 算 子 、 キ ー ワー ドは何 個 で も入 力 で き ます 。

キ ー ワー ドを 入 力 して 下 さい

KIDS>電 十組 織

図4.3-7bキ ー ワー ド入 力 の仕方 の説 明画面

下 の図 は特定 の学 科 を指 定 して、 キー ワー ド入 力 に よ り、該 当研 究 を行 って い る講座 と研

究者 名 、 その地 位 と研 究 テーマ を知 る場合 の確 認画面 例 を示す。
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入力内容の確認

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気工学科

キー ワー ド:電+組 織

講座 名 研 究者 名 地 位 研 究 テー マ を出力 す る

よ ろ しい で す か?(y/n)

x

組 織 の 同 義 語 と して

シ ス テ ム

2体 系

が 登 録 され て い ます 。 これ もキ ー ワ ー ドと して 採 用 しま す か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を押 して くだ さ い(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区 切 って 入 力 して 下 さ い)

採 用 しな い 場 合 は そ の ま ま リタ ー ンキ ー を 押 して下 さ い。

デ ー タ の 数 が14個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図4.3-7c特 定 の学科 を指 定 して、 キー ワー ド入 力 によ り、 該 当研究 を行 って いる

講座 と研究 著 名、 そ の地位 と研 究 テー マを知 る場 合 の確認 画面 例

この例 で はキ ー ワー ドに研究 テー マの 限定能 力 の ない語 をわ ざと選 び、 しか も論 理和

"+"も 用 いて い るた め
、 ここで指 定 した学科 の講座 の ほ とん どが該 当す る こ とにな る。

したが って、 実 際 には この よ うな キー ワー ド入 力 はすべ きで ない。 この対 話例 の他 の 目的

は重複 情報 量 が多 い場 合(こ こで は大学 、 学部 、学科 な ど)、 重複 情 報 が ど こまで ま とめ

られ て出 力 され るかを示 す こ とで あ る。 この場 合 の出力 例 を次 図 に示 す。

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学科 名:電 気工 学科

講 座 名:電 力工 学講座

研究者 名:Ma

地位:教 授

研究 テーマ:固 体熱 発電素 子 によ る電 気 エネル ギー の発 生 とそ の応
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用

研 究 者 名:Ma

地 位:教 授

研究 テー マ:電 力系 統 におけ る電 力 の伝送 、変換、 制 御

研究 者 名:Ma

地位:教 授

研究 テー マ:電 力系 統 の雷事 故 の様 相解 明 と対 策(雷 予知 、 レーザ

ー誘電 な ど)

研 究者 名:Ma

地 位:教 授

研 究 テーマ:電 力設 備 の絶 縁診 断

研 究者 名:Ma

地 位:教 授

研 究 テー マ:電 力 系統 現象 解析 手法

研 究 者名:Ka

地 位:助 教授

研 究 テー マ:固 体 熱 発電 素子 によ る電 気 エネ ルギー の発生 とそ の応

用

研究 著 名:Ka

地位:助 教 授

研究 テー マ:電 力系 統 におけ る電 力 の伝送 、変換、 制 御

研究 者 名:Ka

地位:助 教 授

研究 テー マ:電 力系 統 の雷事 故 の様 相解 明 と対策(雷 予 知、 レー ザ

ー誘電 な ど)

研 究者 名:Ka

地 位:助 教 授

研 究 テーマ:電 力設 備 の絶 縁診 断

研 究者 名:Ka

地 位:助 教 授

研 究 テー マ:電 力 系統 現象 解析 手 法
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出典:大 阪大学_大 学 院工 学研 究科_履 修案 内

出版 年月:1991年 慶

大学 名:大 阪大学

学 部名:工 学 部

学 科名:電 気 工学 科

講 座 名:組 織 工学 講 座

研究者 名:鈴 木 脾

地位:教 授

研究 テーマ:地 域情 報 デ ー タベー スと画像 処 理 システ ムの開発

研究 者 名:鈴 木絆

地 位:教 授

研 究 テー マ:CO2循 環 型 エ ネル ギー システム の設 計 と評価

研究者 名:朴 柄植

地位:助 教 授

研究 テー マ:地 域情 報 デ ー タベー スと画像 処理 システ ムの開発

研究 者名:朴 柄 植

地位:助 教 授

研 究 テー マ:CO2循 環 型 エ ネル ギー システ ムの設 計 と評価

出典:大 阪大 学_大 学 院工学 研 究科_履 修 案 内

出版年 月:1991年 度

図4.3-7d特 定 の学科 を指 定 して、 キー ワー ド入 力 に よ り、該 当研 究 を行 って い る

講座 と研究 者 名、 そ の地位 と研究 テー マを知 る場合 の 出力例

上 の図 に示 す よ うに、 本 システ ムで は講座 ご とにま とめて 出力す るす る よ うに した。

上 に示 した ほか種 々の情報 検 索 を行 うことが 出来 るが、 対話 例 の説明 は以 上 で終 わ る こ

とにす る。
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4.4学 習 ・研 究 分 野 案 内

4.4-■ 科 目 履 修 案 内

図4.4.1-1は 本 システムが 立 ち上が った ときの初 期 メ ニ ューを示 す。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ 一 夕 ベ ー ス シ ス テ ム

イ ニ シ ャル メ ニ ュ ー

サ ー ビス の 仕 方 に は 次 の3通 りが あ りま す。 番 号 を 選 ん で リ タ ー ンキ ー を押 し

て 下 さ い1

逐 次 メ ニ ュ ー 方 式

(知 りた い こ と を メ ニ ュ ー 方 式 で逐 次 指 定 して い く方 式)

2一 括 対 話 方 式

(知 りた い こ と を ま とめ て 指 定 す る方 式)

3自 然 言 語(日 本 語)に よ る対 話 方 式

0終 了

KIDS>2

図4.4.1-1初 期 メ ニ ュ ー 画 面

先 に も述 べ た よ うに、 図4.4.1-1の 初 期 メ ニ ュー に お い て 、 「3自 然 言 語(日 本 語)

に よ る 対 話 方 式 」 は 今 後 の開 発 予 定 の 対 話 方 式 で あ り、 ま だ 開 発 され て い な い。 「逐 次 メ

ニ ュー 方 式 」 と 「一 括 対 話 方 式 」 が 開 発 され て い る。

次 の 図4.4.1-2は 図4.4.1-1の 初 期 メ ニ ュ ー に お い て 一 括 対 話 方 式 を 選 ん だ と

き の メ イ ン メ ニ ュ ー を 示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

一 括 対 話 方 式

知 りた い こ と は な ん で す か?ア ル フ ァベ ッ トを 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 し

て 下 さ い!

知 りた い 対 象

人 の 属 性

n:勤 務 先 ・所 属 情 報,研 究 者 姓 名,地 位(教 授 、 助 教 授 、 講 師 、 助 手)
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研 究 テ ー マ な ど

2機 関 ・組 織 の 属 性

o:大 学,学 部,学 科 名,学 科 定 員 数,講 座 名,講 座 の 構 成,講 座 の 活

動(研 究 テ ー マ),法 人 形 態(国 公 私 立 の 別),住 所 ・連 絡 先 な ど

3学 習 ・研究分 野 の情報

k:履 修科 目情 報

d:学 位論 文

p:文 献(論 文)

i:イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ 戻 る

0:終 了

KIDS>

図4.4.1-2一 括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

こ の メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て ア ル フ ァベ ッ トkを 入 力 す る と、 次 の図4.4.1-3の 学

習 ・研 究 分 野 の 〈履 修 科 目情 報 〉 を知 る た め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー が 表 示 され る。

知 りたい対象:学 習 ・研究分 野 の 〈履修 科 目情 報 〉

大 学,学 部,学 科,科 目名,科 目の必修 ・選択 の別,単 位 数,学 年 学 期,教 官 名,講 義概 要

を この順番 に指定 して くだ さい!

(不 確 定 文字列*や 不確 定文 字?の 使 用可)

(help-一 一〉 入力 方法 および入力 例 の説 明画面 の出力)

KIDS>辿

図4.4.1-3学 習 ・研 究 分 野 の く 履 修 科 目情 報 〉 を知 るた め の

一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー

図4.4.1-3に お い て 、"help"と 入 力 す る と、 次 の 図4.4.1-4に 示 す 〈 履 修 科

目情 報 〉 を知 るた め の一 括 対 話 方 式 メ ニ ュー に お け る入 力 方 法 を 説 明 す る ヘ ル プ 画 面 が 表

示 さ れ る。

大 学,学 部,学 科,科 目名,科 目 の 必 修 ・選 択 の 別,単 位 数,学 年 学 期,教 官 名,講 義 概 要

を こ の 順 番 に 指 定 して くだ さ い!

た だ し、 知 りた い項 目 にっ い て は$を 入 力 して 下 さ い。

出 力 の 必 要 の な い 項 目 に っ い て は_を 入 力 して 下 さ い。(注:大 学,学 部,学 科,

科 目名 で は無 視 さ れ 、 出 力 され る)

科 目 の 必 修 ・選 択 の 別 を指 定 した と き は次 の 数 字nを 入 力 して 下 さ い。

n・0:必 修n・i(i・1-3):第n選 択n=4:そ の 他

単 位 数 を指 定 した と きは 単 位 数nを 入 力 して 下 さ い。
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学 年 学 期 を 指 定 した と き は科 目 の 授 業 の 行 な わ れ て い る学 年 学 期 を入 力 して下 さい

例12-1(第2学 年1学 期)

例23(第3学 年)

講 義 概 要 の項 目 で はkwと い う2文 字 を 入 力 す る と講 義 概 要 に 関 す る キ ー ワー ド検

索 が で き ま す。

入 力 例:

○ ○[大 学],△ △[学 部].口 口[学 科],$_,_,n,$,$

→ 指 定 の学 科 で 行 な わ れ て い る学 年nの 科 目名 、 教

官 名 お よ び講 義 概 要 を 出 力

$,$,$,○ ○ 科 目,_._t_,$,kw

→ 指 定 科 目 の講 義 概 要 に 関 す る キ ー ワー ド検 索 を し

て 、 そ の科 目 を持 つ 大 学 学 部 学 科 名 お よ び教 官 名

講 義 概 要 を 出 力

注)半 角 文 字 は全 角 文 字 で もか ま い ませ ん(例:$,_,kwな ど)

[]は[]内 の 文 字 を 省 略 して も よ い こ と を 意 味 しま す 。

区 切 り記 号 の コ ン マ ∵ は句 点"、"で もか ま い ま せ ん 。

0を 入 力 す る と前 画 面 に 戻 り ます

図4。4.1-4〈 履 修 科 目 情 報 〉 を知 る た め の一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー に お け る

入 力 方 法 を 説 明 す るヘ ル プ 画 面

上 図4.4.1-4に 示 す よ う に 、 一 括 対 話 方 式 で は 同 じ メ ニ ュ ー 画 面 か ら種 々 の 情 報 を 知

る こ とが 出 来 る。 以 下 に、 い くっ か の 例 を 示 す 。

図4.4.1-5aか ら図4.4.1-5cに 学 科 と学 年 学 期 を 指 定 して 必 修 の 科 目名 、 教

官 名 、 講 義 概 要 を知 る場 合 の対 話 例 を示 す 。 図4.4.1-5aは この 場 合 の入 力 例 を 示

す 。

知 り た い 対 象:学 習 ・研 究 分 野 の く履 修 科 目情 報 〉'

大 学,学 部,学 科,科 目名,科 目 の 必 修 ・選 択 の別,単 位 数,学 年 学 期,教 官 名,講 義 概 要

を こ の順 番 に指 定 して くだ さ い!

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 、?、 電 気 工 学 科 、$,0,,3-1,$,$

図4.4.1-5a学 科 と学 年学 期 を指 定 して必修 の科 目名、 教官 名、 講義 概 要 を

知 る場 合 の入 力例

次 の図 は不確 定 文字?を 用 いた 学部 の指定 例 を示す。

学 部 名候補 に以下 の ものが あ ります。
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番 号 を 入 力 して リタ ー ン キ ー を押 して くだ さ い

KIDS>1

図4.4.1-5b不 確定 文 字?を 用 いた学 部 の指定 例

この時 の確 認 画面例 を次 図 に示す。

入力内容の確認

大学 名:大 阪大学

学 部名:工 学 部

学 科 名:電 気工学 科

必修 ・選択 の別:必 修

学年 学期:3学 年1学 期

科目名 教官名 講義概要

を出力する

よ ろ し い で す か?(y/n)

x

デ ー タ の数 が1個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図4.4.1-5c 学科 と学 年 学期 を指 定 して必 修 の科 目名、 教 官 名、講 義概 要 を

知 る場 合 の入 力 の確 認画 面例

出力例 を次 図 に示す。

大学 名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工 学科

科 目名:電 気 工学実 験 第1部

必修 ・選 択 の別:必 修
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学年 学 期:3学 年1学 期

教官 者 名:電 気 工学 科 全 教官

講義 概 要:1.微 小 電 流 電圧 の測定

磁 化特 性 の測定4.受 動回路 素子 の定 数 測定

分布 定数 回路 の定 数 測定

7.論 理 システム の設 計

断

出典:大 阪大学_工 学 部_履 修 要 覧

出版年 月:1991年 度

図4.4.1-5d

高 電圧大 電 流 の測定

5.

トラン ジスタの特性 測定

論 理 システ ムの故障 診

学科 と学 年学 期 を指 定 して必 修 の科 目名、教 官 名、 講義 概 要 を

知 る場 合 の入力 の出力例

次 の対話 例 は あ る大 学 の あ る先生 の担 当 の科 目の情 報 を知 る場 合 の入 力例 を示 す。

知 りた い対象:学 習 ・研 究分 野 の く履修科 目情 報 〉

大 学.学 部,学 科,科 目名,科 目の必修 ・選択 の別.単 位 数,学 年学 期.教 官 名,講 義 概 要

を こ の順 番 に指定 して くだ さい1

(不 確 定 文字 列*や 不確 定文字?の 使用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪 、 工 、$,$,$,$,$,前 田*,$

図4.4.1-6aあ る大 学 の あ る先 生 の 担 当 の科 目 の 情 報 を知 る場 合 の

次 の図 は この時 の入 力 の確 認 画面 例 を示す。

入力内容の確認

大 学 名:大 阪 大学

学 部 名:工 学 部

教 官 者名:前 田肇

学科名 科目名 必修 ・選択の別 単位数 学年学期 講義概要

を出 力す る

よ ろ しい で す か?(y/n)
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デ ー タ の 数 が2個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ます か?

図4.4.1-6bあ る大学 の あ る先生 の担 当 の科 目の情報 を知 る場 合 の確認 画面 例

上 の例 で は、 入力教 官 名"前 田*"に 対 し該 当教 官 名 は"前 田肇"し かな いた め、 教

官 名候 補 の確 認 の ステ ップが省略 され て い る。 入力 内容 が"前 田肇"で よいか ど うか は、

他 の入 力内容 と同時 に確認 が行 わ れ るよ うにな って い る。

出力例 を次 の図 に示 す。

大 学 名:大 阪 大学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気 工学科

科 目名:回 路理 論2

必 修 ・選択 の別:第1選 択

単位 数:2

学年 学期:2学 年2学 期

教官 者 名:児 玉慎三 前 田肇

講義 概 要:1.過 渡現 象解 析2.線 形 回路 の入 出力 応答3.状

態方程 式 に よ る解析 と回 路 の安 定性4.回 路 解析 の諸

定理 と感 度解析

科 目名:回 路理論3

必 修 ・選 択 の別:第1選 択

単位 数:2

学年 学 期:3学 年1学 期

教 官者 名:前 田肇

講 義概 要:1.2ポ ー ト回路

数線路 の解析4.

2.受 動1ポ ー ト回路

非線 形 回路解 析

128



出典:大 阪 大学_工 学 部_履 修 要 覧

出版 年 月:1991年 度

図4.4.1-6dあ る大 学 の あ る先 生 の担 当 の科 目 の 情 報 を 知 る場 合 の 出 力 例

次 の対話 例 は、特定 学科 にお け る特定 キー ワー ドの内 容 の講 義 を行 って い る科 目 につ い

て の種 々の情 報 を知 る場 合 の対 話 例 を示す。 図4.4.1-7aは この時 の入 力例 を示す

知 り た い対 象:学 習 ・研 究 分 野 の く履 修 科 目情 報 〉

大 学.学 部,学 科,科 目名,科 目 の 必 修 ・選 択 の別,単 位 数,学 年 学 期,教 官 名,講 義 概 要

を こ の 順 番 に 指 定 して くだ さ い!

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>大 阪,工,電 気 工 学 科,$,$,$,$,$,kw

図4.4.1-7a特 定 学 科 に お け る特 定 キ ー ワー ドの 内 容 の 講 義 を行 って い る

科 目 に つ い て の種 々 の 情 報 を知 る場 合 の 入 力 例

キ ー ワ ー ドの 入 力 例 を 次 図 に示 す 。

キ ー ワ ー ド(KWD)の 入 力:

キ ー ワー ドは複 数 個 入 力 出 来 ます 。 同 時 に 含 む と き は(&ま た は&)を 、

どれ か 一 方 の み で よ け れ ば(+ま た は+)を 用 い て 下 さ い。 カ ッ コ()

く く った 複 雑 な 演 算 もで き ま す 。

入力例

1:KWD1&KWD2

2:KWD1十KWD2

3:(KWDI&KWD2)十KWD3

4:(KWDI+KWD2)&KWD3な ど

カ ッコ、 演 算 子 、 キ ー ワー ドは 何 個 で も入 力 で き ま す 。

キ ー ワー ドを入 力 して下 さい

KIDS>電一

図4.4.1-7bキ ー ワー ドの入 力 法 の説 明 と入 力 例

次 の図 は この時 の確認 画面 例 を示 す。

'

入力内容の確認

大 学 名:大 阪大 学

学 部 名:工 学部
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学 科名:電 気 工学 科

キー ワー ド:電

科目名 必修 ・選択の別 単位数 学年学期 教官名 講義概要 を出力する

よ ろ しい で す か?

x

デ ー タ の数 が8個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図4.4.1-7c特 定学 科 に お ける特 定 キ ー ワー ドの内容 の講 義 を行 って い る

科 目につ いて の種 々 の情報 を知 る場 合 の入力 の確 認 画面 例

この例 で はキー ワー ドに研 究 テ ーマ の限定能 力 の ない語 をわ ざ と選 ん で い るた め、 こ こで

指 定 した電気 工学 科 の講義 の ほ とん どが該 当す る ことに な る。 した が って、実 際 には この

よ うな キー ワー ド入 力 はすべ きでな い。 この対 話例 の 目的 の一 つ は重 複情 報量 が 多 い場合

(こ こで は大 学、 学部 、学 科 な ど)、 重 複情 報 が どこまで ま とめ られ て 出力 され るか を示

す ことで あ る。 次 の図 は この時 の出力例 を示 す。

大学 名:大 阪大 学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気 工学科

科 目名:電 磁理 論1

必修 ・選択 の別:第1選 択

単位 数:2

学年 学期:2学 年1学 期

教官 者名:塩 沢俊之 藤岡 弘

講義 概要:1.ベ ク トル解析2.巨 視 的電 磁理 論 の基礎

クス ウェル の方程 式 とその一般 的 性質

科 目名:電 磁 理論2

必修 ・選択 の別:第1選 択

単位 数:2

学年 学期:2学 年2学 期

教官 者名:塩 沢 俊之 藤岡 弘

講義 概要:1.静 電 界2.静 磁 界

科 目名:電 磁理 論3
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必 修 ・選択 の別:第1選 択

単 位数:2

学年 学 期:3学 年1学 期

教官 著 名:塩 沢俊之,藤 岡弘

講 義 概 要:1.電 磁 エ ネ ル ギ ー 及 び 電 力2.時 間 的 に変 化 す る電

磁 界3.回 路 理 論 の電 磁気学 的基 礎

「

科 目名:電 磁理 論演 習

必修 ・選 択 の別:第1選 択

単 位 数:1

学 年学 期:3学 年1学 期

教 官 者名:田 口常 正

講 義概 要:電 磁理 論1、2、 3の 内容 に準拠 して行 な う

科 目 名:電 子 回 路2

必 修 ・選 択 の別:第1選 択

単 位 数:2

学 年 学 期:3学 年2学 期

教 官 者 名:小 牧 省 三

講 義 概 要:1.集 積 回 路(IC)

ク ロ コ ン ピュ 一 夕4.

2.デ ィ ジ タ ル 回 路3.マ イ

整 流 回路5.電 源 回 路

科 目名:電 気 工学 実 験 第1部

必 修 ・選択 の別:必 修

単 位数:2

学 年学 期:3学 年1学 期

教 官者 名:電 気 工 学 科全 教官

講義 概 要:1.微 小 電流 電圧 の測定2.高 電圧大 電 流 の測定3

.磁 化特 性 の測定4.受 動 回路 素子 の定 数測定5.

分布 定数 回路 の定 数測定6.ト ラ ンジス タの特 性 測定

7.論 理 システ ムの設 計8.論 理 シス テムの故 障診

断'

科 目名:電 気 工学 実 験 第2部

必 修 ・選択 の別:必 修

単 位数:2

学年 学 期:3学 年2学 期

教官 著 名:電 気工学 科 全 教官

講義 概要:1.回 転 電 気 機器2.進 行 波伝搬 特性3.電 気 式 サ

ー ボ機構4 .演 算 増幅 器5.p-n接 合 の製 作 と特

性6.半 導体 ダ イオー ド光電 特性7.気 体放 電8
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超伝導臨界点の特性測定実験

科 目名:電 気工学 実験 第3部

必 修 ・選択 の別:必 修

単 位数:2

学 年学 期:4学 年1学 期

教 官 者名:電 気 工学 科全教 官

講 義 概要:1.衝 撃 電圧 試験2.サ イ リスタ3.半 導 体接 合 レ

ーザ ーの発振 特性4 .レ ー ザー を用 いた光学 実 験

半導 体発 光 ダイ オー ドとル ミネ ッセ ンスの測定6.

制御 系 の機 構7.変 調 回路8.マ イ ク ロ波 イ ン ピー

ダ ンスの測定9.電 子線 回折 に よる結 晶格 子定 数 の 測

定

出典:大 阪大学_工 学 部_履 修 要 覧

出版 年月:1991年 度

図4.4.1-7d特 定 学 科 に お け る特 定 キ ー ワ ー ドの 内 容 の 講 義 を 行 っ て い る

科 目 に つ い て の種 々 の 情 報 を 知 る場 合 の 出 力 例

上 の 図 に示 す よ う に、 本 シ ス テ ム で は 大 学 ・学 部 ・学 科 で ま と め て 出 力 す る よ う に した 。

上 に示 した ほか種 々 の情 報検 索 を行 うことが 出来 るが、対 話例 の説 明 は以 上 で終 わ る こ

とにす る。

132一



4.4.2学 位 論 文 案 内

図4.1-2に 示 す 一 括 対 話 方 式 を選 ん だ と き の メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て 、 ア ル フ ァベ

ッ トdを 入 力 す る と、 次 の 図4.4.2-1の 学 習 ・研 究 分 野 の く 学 位 論 文 〉情 報 を 知 る

た め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ る。

知 りた い対 象:学 習 ・研究分 野 の情報 〈学 位 論文 〉

著者 名,学 位 論 文題 目,大 学 名,学 部 名,授 与年 月,論 文 の章 題節 題

を この順 番 に指 定 して下 さい

(不 確定 文 字列*や 不確定 文字?の 使 用可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>h虫

図4.4.2-1〈 学 位 論 文 〉情 報 を知 るた め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュー

図4.4.2-1に お い て 、"help"と 入 力 す る と 、 次 の 図4.4.2-2に 示 す く 学 位 論

文 〉情報 を知 るた め の一括 対話 方式 メニ ュー で の入 力方法 を説 明す るヘ ル プ画面 が表示 さ

れ る 。

著 者 名.学 位 論 文題 目,大 学 名,学 部 名,授 与年 月,論 文 の章 題節 題

を この順 番 に指定 して下 さい

た だ し、 知 りた い 項 目 に っ い て は$を 入 力 して 下 さ い。

出力 の必 要 の ない項 目にっい て は_を 入 力 して下 さい。

授与 年 月 の項 目で は論 文 の授 与 され た年(西 暦)を 入力 して下 さい。

例11985(1985年 に授 与 さ れ た 論 文)

例21985-1990(1985年 か ら1990年 の 間 に授 与 され た 論 文)

例31985-(1985年 以 降 に 授 与 され た 論 文)

例4-1985(1985年 以 前 に 授 与 され た 論 文)

例51985.1987(1985年 と1987年 に 授 与 さ れ た 論 文,。 を 追 加 し て い け ば

何年度分でも指定可)

入 力例:

○ ○ 著 者,$,$,_,$,$

→ ○○ 著者 が授 与 された学 位論 文 の題 目,大 学 名,授

与年 月,論 文 の章 題節 題 を知 る。

$,$,△ △ 大 学,口 口 学 部,1990

→ △△ 大学 ,口 口 学部 で1990年 に授与 され た著者 お よ

び学 位論 文 の題 目を 出力。
、

各項 目を最 後 まで入 力 した後、;kw1と い う4文 字 を入 力す る と 学 位論 文 題 目に対

す る キ ー ワー ド検 索 、;kw2と い う4文 字 を入 力 す る と 題 目 と論 文 の 章 題 節 題 に 対

す る キ ー ワー ド検 索 が で き ま す 。

入 力例:

$,$,△ △ 大 学,_,1985-1989,$;kw2

注)半 角 文 字 は 全 角 文 字 で もか ま い ませ ん(例:$,_,kwな ど)
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[]は[]内 の文 字 を 省 略 して もよ い こ とを 意 味 し ます 。

区 切 り記 号 の コ ンマ"∵ は句 点"、"で もか ま い ませ ん 。

0を 入 力 す る と前 画 面 に戻 り ます

図4.4.2-2〈 学 位 論 文 〉情 報 を 知 るた め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュー で の

入 力 方 法 を説 明 す る ヘ ル プ画 面

本 メ ニ ュ ー か ら、 〈学 位 論 文 〉 に っ い て種 々 の 情 報 を 知 る こ とが で き る。 た だ し、 サ ー ビ

スの 受 け方 に っ いて は 次 の 専 門 分 野(文 献)案 内 情 報 サ ー ビ ス を受 け る場 合 と ほ ぼ 同 様 な

の で 、 省 略 す る。

4.4.3専 門 分 野(文 献)案 内

図4.1-2に 示 す 一 括 対 話 方 式 を 選 ん だ と き の メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て、 ア ル フ ァベ

ッ トpを 入 力 す る と、 次 の 図4.4.3-1の 学 習 ・研 究 分 野 の く文 献 〉情 報 を知 るた め

の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー が 表 示 され る。

知 り た い 対 象:学 習 ・研 究 分 野 の 情 報 〈文 献 〉

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワー ドリ ス ト,文 献 の 注 釈

を こ の順 番 に指 定 して下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>塾

図4.4.3-1〈 文 献 〉情 報 を知 るた め の一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー

図4.4.3-1に お い て 、"help"と 入 力 す る と、 次 の 図4.4.3-2に 示 す く 文 献 〉

情 報 を 知 る た め の一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー で の入 力 方 法 を 説 明 す る ヘ ル プ 画 面 が 表 示 され る 。

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワ ー ド リス ト,文 献 の 注 釈

を こ の順 番 に指 定 して 下 さい

た だ し、 知 りた い項 目 にっ い て は$を 入 力 して 下 さ い。

出 力 の 必 要 の な い項 目 に つ い て は を入 力 して 下 さ い。

著 者 名 の 項 目で は英 語(ロ ー マ 字)で の 入 力 もで き ま す 。

発 表 年 月 の項 目 で は 文 献 の発 表 さ れ た年(西 暦)を 入 力 して 下 さ い。

1

2

3

4

5

伊

伊

伊

伊

伊

1985(1985年 に 発 表 され た文 献)

1985-1990(1985年 か ら1990年 の 間 に発 表 され た 文 献)

1985-(1985年 以 降 に 発 表 さ れ た 文 献)

-1985(1985年 以 前 に 発 表 さ れ た 文 献)

1985.1987(1985年 と1987年 に 発 表 され た 文 献,

.を 追 加 して い け ば何 年 度 分 で も指 定 可)
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入 力 例:

○ ○ 著 者,$,△ △ 学 会,$,$

→ ○ ○ 著 者 が△ △ 学 会 に発 表 した 文 献 の 題 目 ,巻 号

ペ ー ジ ,発 表 年 月 を知 る。

○ ○ 著 者,$,$,_,1985-1989

→ ○ ○ 著 者 が1985年 か ら1989年 の 間 に発 表 した 文 献

の 題 目 お よ び発 表 機 関 を 出 力 。

○ ○ 著 者,$,_,_t1990,$,$

→ ○ ○ 著 者 が1990年 に 発 表 した 文 献 の 題 目 ,キ ー ワ

ー ド リス トお よ び文 献 の 注 釈 を 出 力
。

各 項 目 を 最 後 まで 入 力 した後 、;kwlと い う4文 字 を 入 力 す る と 文 献 題 目 に対 す る

キ ー ワー ド検 索 、;kw2と い う4文 字 を 入 力 す る と 題 目 と キ ー ワー ド リス トに対 す

る キ ー ワ ー ド検 索 、;kw3と い う4文 字 を入 力 す る と 文 献 題 目 ,キ ー ワー ドリス ト.

文 献 の 注 釈 に対 す る キ ー ワー ド検 索 が で き ます 。

入 力 例:

00著 者,$,$,$,1985-1989,$,$;kw1

00著 者,$,△ △ 機 関,_,1980-,$,$;kw3

注)半 角 文 字 は全 角 文 字 で もか ま い ま せ ん(例:$, _,kwな ど)

[]は[]内 の 文 字 を 省 略 して もよ い こ と を意 味 し ます 。

区 切 り記 号 の コ ン マ ∵ は句 点"、"で もか ま い ま せ ん。

0を 入 力 す る ど前 画 面 に戻 り ます

図4.4.3-2〈 文 献 〉情 報 を 知 るた め の一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー で の

入 力 方 法 を 説 明 す るヘ ル プ 画 面

本 メ ニ ュー か ら、 〈文 献 〉 に っ い て 種 々 の情 報 を知 る こ と が で き る。

以 下 の 図4.4.3-3aか ら 図4.4.3-3eは 研 究 者 の 姓 名 の性 の 読 み しか 分 か らず 、

そ こで ロー マ字 を入 力 す る こ と に よ りそ の人 の あ る年 の 発 表 文 献 題 目、 発 表 機 関 、 巻 号 ペ

ー ジ を 知 る場 合 の対 話 例 を 示 す 。

図4.4.3-3aは こ の と き の 入 力 例 を 示 す 。

知 りた い対 象:学 習 ・研 究 分 野 の情 報 く文 献 〉

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワー ド リ ス ト,文 献 の 注 釈

を こ の順 番 に指 定 して 下 さ い

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>*nakarnura*$$$1989一

図4.4.3-3a 研究者 の ロー マ字入 力 によ りそ の人 のあ る年 の発表 文献 題 目、

発 表機 関、 巻号 ペー ジを知 る場 合 の入力 例
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著 者 名 が 入 力 され 同 一 名 が デ ー タ ベ ー ス内 に複 数 あ る場 合 、 該 当 著 者 名 候 補 一 覧 が 表 示 さ

れ 、 ユ ー ザ の 知 り た い 著 者 が 誰 で あ るか を 問 い 直 す よ う に な って い る。 この 時 の 対 話 例 を

次 の 図 に示 す 。 な お、 ロー マ字 入 力 に 対 して 、 該 当 す る著 者 が本 シ ス テ ム の デ ー タ ベ ー ス

内 に一 人 もい な い 時 は"著 者 名 候 補 は あ り ま せ ん"と い う メ ッセ ー ジ が 表 示 さ れ て、 図

4.4。3-1の く文 献 〉情 報 を知 るた め の 一 括 対 話 方 式 メ ニ ュ ー に戻 る こ とは い うま で も

な い 。

中村剛也

中村健一

番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>2

図4.4.3-3b著 者 名 の 確 定 例

著 者 が確 定 した 場 合 、 英 文 の文 献 の検 索 も必 要 か ど う か 、 本 シ ス テ ムで は 問 うよ う に な っ

て い る。 本 シ ス テ ム で は、1.6節 で も述 べ た よ うに原 デ ー タ を な る だ け そ の ま ま デ ー タ

ベ ー ス化 す る こ と を原 則 と して い る。 英 語 の著 者 名 の 表 示 法 と して は学 会 に よ っ て 異 な る

の で 、 著 者 を 表 す キ ー ワー ドと して は種 々 の ス タ イ ル に 合 致 させ る必 要 が あ る。 本 シ ス テ

ム で は、 こ の た め英 文 表 示 法 と して ど の よ うな ス タ イ ル を 採 用 す る か 、 ユ ー ザ に 確 認 さ せ

る こ と に して い る。 上 の 入 力 例 の 時 の対 話 例 を以 下 に 示 す 。

中村 健一 の英文表 示候 補 に以 下 の ものが あ ります。

採用 す る場 合 はその番号 を入 力 して下 さい。

(複数 可,複 数 入力 の ときは コ ンマ(,)で 区切 って入 力 して 下 さい)

採用 しな い場 合 は番号 の入 力 で、 そ の まま リター ンキ ー を押 して下 さ い。

K.Nakamura

Nakamura,K

KenichiNakamura

NakamuraKenichi

番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>1,2,3

図4.4.3-3c著 者 名 の 英 文 表 示 候 補 の 選 択 画 面 例
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上 に示 した手 順 は、 も しす べて の著 者 名 の姓 名 にっ いて読 み方 が 分 か って い るな らば シス

テ ムに 自動 的 に この手 順 を取 らす こ とによ って 省略す るこ とが出 来 る。 しか し、 原 デー タ

か らは必 ず しも著者 名 のフル ネー ムが分 か ると は限 らな いので、 ユー ザ に確 認 させ る手順

が必要 とな る。 システ ムの著 者名 辞書 に フル ネ ームや ロー マ字 著 者 名 が な い場 合 は表示 さ

れ る英 文 の スタ イル が少 な くな るこ とに注 意 されたい。 次 の図 は この時 の入が 内容 の確認

画面例 を示 す。

入力内容の確認

著 者 名:中 村 健 一

採 用 英 文 表 示 名 －K.Nakamura,

発 表 年 月:1989年 以 降

文献 題 目 発 表機 関 巻号 ペー ジ

を 出力 す る

よ ろ しい で す か?

エ

デ 一 夕 の数 が6個 あ り ます 。

デ ー タ の 出 力 を行 な い ま す か?(y/n)

図4.4.3-3d入 力 の確 認 画 面 例

図4.4.3-3eは こ の 時 の 出 力 画 面 例 を 示 す 。

著 者 名:P.S.Pak,K.Nakamura,Y.Suzuki

文 献 題 目:ClosedDualFluidGasTurbinePowerPlanピwithout

EmissionofCO2intotheAtmosphere

発 表 機 関:ProceedingsofIFAC/IFORS/IAEEInternationalSympo

siumonEnergySystems,ManagementandEconomics

巻 号 ペ ー ジ:PP.249/254

発 表 年 月:1989年10月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 脾

文 献 題 目:ガ ス タ ー ビ ン コ ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム の 各 種 高 効 率

化 手 法 の エ ク セ ル ギ ー 評 価

発 表 機 関:電 気 学 会 論 文 誌C

巻 号 ペ ー ジ:Vol.109,No.12,PP.877/884

発 表 年 月:1989年12月
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著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 絆

文 献 題 目:二 酸 化 炭 素 回収 石 炭 ガ ス利 用 高 効 率 発 電 シ ス テ ム

発 表 機 関:電 気 学 会 論 文 誌B

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.110,No.2,PP.155/162

発 表 年 月:1990年2月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 絆

文 献 題 目:地 域 冷 暖 房 用 コー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ ス テ ム の エ ク セ ル

ギ ー 評 価

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.12,No.1,PP.92/98

発 表 年 月:1991年1月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 絆

文 献 題 目:都 市 ご み ク リー ン化 処 理 利 用 高 効 率 地 域 冷 暖 房 用CGS

の評 価

発 表 機 関:電 気 学 会 論 文 誌B

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.111,No.6,PP.651/660

発 表 年 月:1991年6月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 絆

文 献 題 目:CO2回 収 メ タ ノ ー ル焚 火 力 発 電 シ ス テ ム の特 性

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.14,No.1,PP.72/77

発 表 年 月:1993年1月

図4.4.3-3e 研究 者 の ロー マ字 入 力 に よ りそ の人 のあ る年 の発表 文献 題 目、

発表 機関 、巻 号 ペ ー ジを知 る場 合 の出 力例

以 下 の 図4.4.3-4aか ら図4。43-4dは あ る研 究 者 の あ る学 会 誌 へ の 発 表 論 文

を知 る場 合 の 対 話 例 を 示 す 。 図4.4.3-4aは この 時 の 入 力 例 を 示 す 。

知 りた い対 象:学 習 ・研 究 分 野 の情 報 〈 文 献 〉

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワー ド リス ト,文 献 の 注 釈

を この 順 番 に 指 定 して 下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び 入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>鈴 木 絆,$,エ ネ ル ギ ー ・資 源,$,$

図4.4.3-4aあ る研 究 者 の あ る学 会 誌 へ の 発 表 論 文 を 知 る場 合 の 入 力 例
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こ の例 の 場 合 、 図4.4.3-3aの 場 合 と異 な り著 者 は一 人 に確 定 さ れ た の で 、 直 ち に英

文 表 示 候 補 の 選 択 の 手 順 に進 む。

鈴 木 腓 の 英 文 表 示 候 補 に以 下 の もの が あ り ま す 。

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を入 力 して 下 さ い。

(複 数 可.複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区 切 って 入 力 して下 さ い)

採 用 しな い 場 合 は番 号 の 入 力 で 、 そ の ま ま リタ ー ンキ ー を 押 して 下 さ い 。

1Y.Suzuki

2Suzuki,Y

3YutakaSuzuki

4SuzukiYutaka

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を押 して くだ さ い

KIDS>

図4.4.3-4b著 者 名 の英文 表示 候補 の選択 画面 例

この例 の場 合 、発 表機 関 は 「エ ネルギ ー ・資 源」 なの で英 文表 示 名 は不 必 要 と思 わ れ るか

もしれ な いが 、最近 多 くの学会 で は英 文 論文 の掲載 を行 って い るので、 この手 順 は必 要 と

な るの で、 す べ ての発 表 機関 に対 して この手順 を取 る ことに した。 上 の例 で は、 どの英文

表示 ス タイ ル も採 用 して いない ので、検 索時 間 が短 縮 され る。 この時 の入 力 内容 の確 認画

面例 を次 に示 す。

入力内容の確認

著者 名:鈴 木絆

発 表機 関:エ ネ ルギ ー ・資源

文 献題 目 巻号 ペー ジ 発表年 月

を出 力す る

よ ろ しい で す か?(y/n)

エ

デ 一 夕 の 数 が6個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ます か?(y/n)

図4.4.3-4cあ る研究 者 のあ る学 会誌 へ の発表論 文 を知 る場 合 の

入力 内容 の確 認画面 例
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この時 の出力 例 を次 に示す。

著者 名:朴 柄植,笠 井和也,鈴 木 脾

文献 題 目:タ ウ ンハ ウスにお け る太 陽熱 冷 暖房給 湯 システ ムの シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vol.4,No.1,PP.67/73

発 表 年 月:1983年1月

著 者 名:鈴 木 絆,朴 柄 植,金 寛,辻 毅 一 郎

文 献 題 目:業 務 商 業 地 区 に お け る エ ネ ル ギ ー 需 要 の実 態 と省 エ ネ ル

ギ ー 対 策

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vol.6,No.4,PP.418/425

発 表 年 月:1985年7月

著 者 名:辻 毅 一 郎,朴 柄 植,鈴 木 絆

文 献 題 目:階 層 分 析 法 に よ る高 層 集 合 住 宅 用 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の

評 価

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vol.6,No.6,PP.603/610'

発 表 年 月:1985年11月

著 者 名:朴 柄 植,鈴 木 絆

文 献 題 目:廃 棄 物 再 生 低 カ ロ リー ガ ス利 用 高 効 率 ガ ス タ ー ビ ンCG

Sと そ の 低NOx燃 焼 性

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.8,No.1,PP.92/98

発 表 年 月:1987年1月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木1絆

文 献 題 目:地 域 冷 暖 房 用 コー ジ ェ ネ レー シ ョ ン シス テ ム の エ ク セ ル

ギ ー 評 価

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vol.12,No.1,PP.92/98

発 表 年 月:1991年1月

著 者 名:朴 柄 植,中 村 健 一,鈴 木 絆

文 献 題 目:CO2回 収 メ タ ノ ー ル 焚 火 力 発 電 シ ス テ ム の 特 性

発 表 機 関:エ ネ ル ギ ー ・資 源

巻 号 ペ ー ジ:Vol.14,No.1,PP.72/77
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一
図4.4.3-4dあ る研究 者 の ある学 会誌 へ の発 表論 文 を知 る場 合 の出力 例

以 下 の図4.4.3-5aか ら図4.4.3-5dは 、 あ る研究 者 の あ る国際学 会 で の発 表

論 文 を知 る場 合 の対 話 例 を示す。 国際学 会 には、種 々 の種 類 が あ り、 た とえ同一 の学 会 で

あ って も種 々の種 類 の 国際学会 を テーマ に分 けて開催す る場 合 も多 い。 そ のた め、 国際学

会 の正 式 な名 称 を覚 え て い る場 合 は少 な くない ので、曖 昧 な記憶 か ら検 索す る こ とがで き

る と、 た いへん 便利 で あ る。 本 シ ステ ムでは、 不確定文 字列*を 利 用 出来 るので、 これ を

容 易 に実現 出来 る。 次 の 図は、入 力例 を示 す。

知 りた い 対 象:学 習 ・研 究 分 野 の 情 報 〈 文 献 〉

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワー ド リス ト,文 献 の 注 釈

を こ の順 番 に指 定 し て下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>*辻*,$,*IFAC*,$,$,$,$

図4.4.3-5aあ る研 究者 のあ る国際 学 会で の発 表論 文 を知 る場 合 の入 力例

上 の入 力例 に対 して、 サ ンプルデ ー タで は該 当 著者 が一 人 に確定 され る と、下 の 図 に示 す

よ うに著者 名候 補 の一 覧表 示 は な く、著者 の英 文表示 ス タイル の選 択 の手 順 に進 む。 これ

に対 し、 国際学 会 名"*IFAC*"に 対 して は下 の図 に示 す よ うに多 くの候 補 が表 示 され

て い る 。

辻毅 一郎 の英 文表 示 候補 に以 下 の ものがあ ります。

採用 す る場 合 は その番 号 を入 力 して下 さい。

(複数可,複 数入 力 の ときは コ ンマ(,)で 区切 って入 力 して下 さい)

採 用 しない場 合 は番号 の入 力 で、 そ のま ま リター ンキ ー を押 して下 さい。

K.Tsuji

Tsuji,K

KiichiroTsuji

TsujiI(iichiro

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さい

KIDS>1,2,3
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1

リ
ム

3

」
伎

【
U

ρ
0

ワ
ー

0
0

PreprintsofIFACSympo.onEnvironmentalSystemsPlanning,Designand

Control

PreprintsofIFAC7thWorldCongress

PreprintsofIFAC8thWorldCongress
`
PreprintsofIFACgthWorldCongress

5thIFAC/IFORSConf.onDynamicModelingandControlofNationalEcono

mles

ProceedingsofIFACWorkshoponModeling,DecisionandGame

P・ ・ceedi・g・ ・f4thlFAC/IFORSSy・p・ ・i・m・nL・ ・g・Scal・S
.y・t・m・

ProceedingsofIFAC/IFORS/IAEEInternationalSymposiumonEnergySyste

ms,ManagementandEconomics

番 号 を 入 力 して リタ ー ンキ ー を 押 して くだ さ い

KIDS>4

図4.4.3-5b著 者 名 の英 文表 示候補 の選 択 と国際学会 名 の候 補 の選 択 例

次 の図 は、 この時 の入 力例 の確 認画 面例 を示 す。

入力内容の確認

著 者 名:辻 毅 一 郎

採 用 英 文 表 示 名 －K.Tsuji,Tsuji,K,KiichiroTsuji

発 表 機 関:PreprintsofIFACgthWorldCongress

文 献題 目 巻 号 ペー ジ 発 表年 月 キー ワー ドリス ト 文 献 の注 釈

を出 力す る

よ ろ し い で す か?(y/n)

1

デ ー タ の数 が1個 あ りま す 。

デ ー タ の 出 力 を 行 な い ま す か?(y/n)

図4.4.3-5cあ る研 究 者 のあ る国際学 会 で の発表 論文 を知 る場 合 の入 力 内容 の

確 認 画面 例

出力例 を次 の図 に示す。

著 者 名:Y.Suzuki,P.S.Pak,G.Kim,K.Tsuji

文 献 題 目:LongRangeElectricDemandForecastsforOsakaCit

ybyModelingSocio-EconomicStructuralChanges
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発 表 機 関:PreprintsofIFACgthWorldCongress

巻 号 ペ ー ジ:Vol.4,pp.211/216

発 表 年 月:1984年7月

キ ー ワ ー ド リ ス ト:Modeling,prediction,systemanalysis,sta

tistics,energycontrol,urbansystems

文 献 の 注 釈:家 庭 、 商 業 、 産 業 、 そ の 他 の4っ の セ ク タ ー 別 に 、 各

セ ク タ ー の 需 要 パ タ ー ン の 違 い を 考 慮 して 用 途 別 の 将

来 の 電 力 需 要 を 予 測 す る モ デ ル を 開 発 し て い る 。 大 阪

市 に つ い て2005年 ま で の 予 測 を 行 っ て い る。

図4.4.3-5dあ る研 究 者 のあ る国際学 会 での発表 論文 を知 る場 合 の出力 例

以 下 の 図4.4.3-6aか ら図4.4.3-6dに 、 発 表 年 度 を 限 って あ る研 究 者 の あ る

テ ー マ に関 す る発 表 論 文 に 関 す る種 々 の 情 報 を キ ー ワー ド検 索 に よ って 知 る場 合 の対 話 例

に つ い て 示 す 。 図4.4.3-6aに こ の 時 の入 力 例 を 示 す 。

知 りた い 対 象:学 習 ・研 究 分 野 の 情 報 く 文 献 〉

著 者 名,文 献 題 目,発 表 機 関,巻 号 ペ ー ジ,発 表 年 月,キ ー ワー ド リス ト,文 献 の 注 釈

を こ の順 番 に指 定 して 下 さい

(不 確 定 文 字 列*や 不 確 定 文 字?の 使 用 可)

(help-一 一〉 入 力 方 法 お よ び入 力 例 の 説 明 画 面 の 出 力)

KIDS>y.suzuki,$,$,.1989-1991,$,$:kw3

図4.4.3-6a発 表 年 度 を 限 って あ る研 究 者 の あ る テー マ に 関 す る発 表 論 文 に

関 す る種 々 の情 報 を キ ー ワ ー ド検 索 に よ っ て 知 る場 合 の 入 力 例

本 シ ス テ ム で は 、 小 文 字 と大 文 字 の 区 別 を 行 わ な い機 能 を持 た せ て い る の で 、"y.suzuk

i"を"Y.Suzuki"と 認 識 出 来 る。 ロー マ字 入 力 で は 、 同 音 異 字 の 著 者 が 複 数 該 当 す る

と き は 図4.4.3-3bの 場 合 と同 様 に著 者 名 の 確 定 の ス テ ッ プ が 必 要 とな る。 しか し、

該 当 著 者 が 一 人 だ け の 時 は 、 この ス テ ップ は省 略 され て 、 著 者 の 英 文 表 示 ス タ イ ル の 選 択

の 手 順 に進 む 。 本 シ ス テ ム で は 、 著 者 名 に 関 して 日本 語 表 示 を 基 準 と して い る の で、 次 の

図 に示 す よ うに 著 者 名 の 日本 語 を表 示 して 、 そ の英 文 表 示 ス タ イ ル と して どれ を 採 用 す る

か を尋 ね て く る。

鈴木 脾 の英 文 表示 候 補 に以 下 の ものが あ ります。

採 用 す る場 合 はそ の番号 を入 力 して下 さい。

(複 数可,複 数 入 力 の ときは コ ンマ(,)で 区切 って入 力 して下 さい)

採用 しない場 合 は番 号 の入力 で、 そ の まま リター ンキー を押 して下 さい。
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Y.Suzuki

Suzuki,Y

YutakaSuzuki

SuzukiYutaka

番 号 を 入 力 して リ タ ー ン キ ー を 押 し て く だ さ い

1(IDS>1,2,3

図4.4.3-6b著 者 名 の英 文 表 示 候 補 の 選 択 画 面 例

上 の 図 に お い て 、"y.suzuki"の 入 力 に対 す る 日本 語 表 示 が ユ ー ザ の意 図 す る人 と異 な

る場 合 は 、"ESC"あ る い は"esc"と 入 力 す れ ば よ い。 あ る い は、 リター ンキ ー を

何 度 か 押 して 入 力 確 認 画 面 が 表 示 され た 時 点 で"n"を 入 力 す れ ば よ い 。 な お 、 これ は

図4.4.3-3bの 著 者 名 候 補 の 選 択 の と きや 図4.4.3-5bの 著 者 名 の英 文 表 示 候 補

の 選 択 の と き も同 じで あ る。

次 の 図 は、 文 献 内 容 に 関 す る キ ー ワ ー ド入 力 の説 明 画 面 と入 力 例 を示 す 。

キ ー ワー ド(KWD)の 入 力:

キ ー ワー ドは複 数 個 入 力 出 来 ま す 。 同 時 に 含 む と き は(&ま た は&)を 、

か 一 方 の み で よ け れ ば(+ま た は+)を 用 い て 下 さ い。 カ ッ コ()で く く

複 雑 な 演 算 もで き ます 。

入 力 例

:KWD1&KWD2

:KWD1十KWD2

(KWD1&KWD2)十KWD3

4(KWD1+KWD2)&KWD3な ど

カ ッ コ、 演 算 子 、 キ ー ワ ー ドは何 個 で も入 力 で き ま す 。

キ ー ワ ー ドを 入 力 し て 下 さ い

KIDS>oursmode1+agingofpopulation

図4.4.3-6cキ ー ワ ー ド入 力 の 説 明 画 面 と入 力 例

次 の 図 は こ の 時 の入 力 内 容 の 確 認 画 面 例 を 示 す 。

入力内容の確認

著 者 名:鈴 木 絆

登 録 同 義 名 －Y.Suzuki,Suzuki,Y,YutakaSuzuki

発 表 年 月:1989年 か ら1991年

キ ー ワ ー ド:oursmodel+agingofpopulation
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(文 献 題 目 キ ー ワ ー ド リス ト 文 献 の 注 釈 に対 して 検 索)

文 献題 目 発 表 機 関 キー ワー ドリス ト 文献 の注釈

を出 力す る

よ ろ しい で す か?

エ

図4.4.3-6d発 表 年 度 を 限 って あ る研 究 者 の あ る テ ー マ に関 す る発 表 文 献 に

関 す る種 々 の 情 報 を キ ー ワー ド検 索 に よ って 知 る場 合 の 入 力 内 容 の 確 認 画 面 例

次 の 図 は入 力 キ ー ワー ドの 同義 語 の キ ー ワー ドと して の 採 用 例 を 示 す 。

oursmode1の 同 義 語 と して

OURSモ デ ル

2大 阪 大 学 地 域 シ ミュ レー シ ョ ンモ デ ル

が登 録 され て い ます 。 これ もキ ー ワー ドと して 採 用 しま す か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を 入 力 して リター ン キ ー を 押 して くだ さ い(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ン マ(,)で 区 切 って 入 力 して 下 さ い)

採 用 しな い場 合 は そ の ま ま リ ター ン キ ー を押 して下 さ い。

agingofpopulationの 同義 語 と して

1人 口高 齢 化

が 登 録 さ れ て い ま す 。 これ も キ ー ワ ー ドと して 採 用 し ます か?

採 用 す る場 合 は そ の 番 号 を入 力 して リタ ー ンキ ー を押 して くだ さい(複 数 可 、

複 数 入 力 の と き は コ ンマ(,)で 区切 って 入 力 して 下 さ い)

採 用 しな い 場 合 は そ の ま ま リタ ー ンキ ー を押 して 下 さ い。

デー タの数 が4個 あ ります。

デー タの出 力 を行 ない ますか?

図4.4.3-6e入 力 キ ー ワー ドの同 義 語 の採 用 例

本 例 で は、 か な り特 殊 な キ ー ワ ー ド"oursmodel"を 用 い て 検 索 して い る。 この よ う な

特 殊 な キ ー ワー ドの 同 義 語 の 提 示 が現 実 に行 わ れ るた め に は、 研 究 者 に よ る同義 語 の 登 録

の助 力 を得 る 必 要 が あ ろ う。 さ らに 、 キ ー ワー ドに よ る検 索 例 か ら シ ス テ ム が 自 動 的 に学

習 す る 機 能 を 持 た せ る こ とを 考 え るべ きで あ ろ う。 特 殊 な キ ー ワー ドに よ る検 索 は、 シ ス

テ ム よ りの 同 義 語 の提 示 は 行 わ れ な い の が 普 通 で あ る。 こ の た め 、 図4.4.3-6cの キ
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一 ワー ド入 力 の説 明画面 に示 す よ うに、通常 ユー ザが 同義語 と思 う単語(ワ ー ド)を 論理

和"+"を 用 いて入 力 してや る必要 が あ る。

次 の図 は出力 例 を示 す。

著 者 名:Y.Suzuki,P.S.Pak,G.Kim

文 献 題 目:ImpactAnalysesofConstructionoftheKansaiInte

rnationalAirport

発 表 機 関:J.ofUrbanPlaningandDevelopment

発 表 年 月:1989年5月

キ ー ワ ー ド リ ス ト:ImpactAnalyses,socioeconomicimpact,reg

ionalmacroeconometricmodel,inputoutpu

tmodel,OURSmode1,zone,simulationmode

l

文 献 の 注 釈:関 西 国 際 空 港 建 設 の 社 会 経 済 的 影 響 を 関 西 地 域 全 体 だ

け で な く、 空 港 周 辺 地 域 に つ い て も 分 析 し て い る 。 空

港 建 設 投 資 と 新 規 雇 用 創 出 の 地 域 全 体 へ の マ ク ロ な 影

響 を マ ク ロ経 済 モ デ ル 、 産 業 連 関 モ デ ル を 用 い て 推 定

し、 そ の 結 果 を 多 地 域 社 会 経 済 シ ミュ レ ー シ ョ ン の 外

生 変 数 と し て 与 え 、 各 地 域 の 基 本 的 な 社 会 経 済 変 数 の

変 化 を 予 測 して い る 。

著 者 名:P.S.Pak,G.Kim,Y.Suzuki

文 献 題 目:MultizonalModelofIndustrialActivitiesBasedon

JourneyTimeMode1

発 表 機 関:J.ofUrbanPlanningandDevelopment

発 表 年 月:1990年12月

半 ー ワ ー ド リ ス ト:Locationmodel,MultizonalModel ,Journey

TimeMode1,0URSmode1,potential,finalt

est

文 献 の 注 釈:地 域 を 細 か く分 割 し た ゾ ー ン毎 の 産 業 活 動 を 予 測 す る

た め 、 ゾ ー ン間 の 相 互 関 係 を 時 間 距 離 の ほ ぼ2乗 に 逆

比 例 す る ポ テ ン シ ャ ル 関 数 を 導 入 し て 線 形 の 産 業 立 地

関 数 を つ く り、 そ の パ ラ メ ー タ を 地 域 社 会 経 済 統 計 デ

ー タ に フ ィ ッ トす る よ う定 め
、 モ デ ル を 構 築 し て い る

。 フ ァ イ ナ ル テ ス トを 行 っ て モ デ ル の 説 明 力 を 確 か め

て い る。

著 者 名:金 寛,濱 野 公 一,朴 柄 植,鈴 木 絆

文 献 題 目:PC利 用 総 合 地 域 社 会 経 済 シ ミュ レー シ ョ ン モ デ ル ・シ

ス テ ム
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発 表 機 関:シ ミュ レー シ ョ ン

発 表 年 月:1990年12月

キ ー ワー ド リス ト:PC,総 合 地 域 社 会 経 済 シ ミュ レー シ ョ ン モ デ

ル,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ,OURSモ デ ル

文 献 の 注 釈:近 畿 地 域 総 合 社 会 経 済 シ ミュ レ ー シ ョ ンモ デ ル を パ ー

ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ に移 植 し、 ユ ー ザ ー フ レ ン ド リー

な さま ざ ま な 機 能 を 実 現 して い る。 具 体 的 な 応 用 例 も

示 して い る。

著 者 名:金 寛,濱 野 公 一,朴 柄 植,鈴 木絆

文 献 題 目:大 都 市 に お け る人 口高 齢化 の分析 一大阪市 を例 と して 一

発 表 機 関:計 画行政

発 表 年 月:1990年6月

半 ー ワー ドリス ト:人 口高 齢化,住 宅建設,OURSモ デ ル,大 阪

市,超 長期 予 測,老 年人 口比率

文 献 の注釈:大 阪市 を対象 と して、 人 口な らび に人 口高齢 化 の進 行

の度 合 い につい て40年 を越 え る超 長期 の予 測 を行 っ

てい る。 また、人 口の減少 や高齢化 の対 策 と して、積

極 的 な住 宅建設 を行 う対策 を取 った場合 の効 果 に っい

て も分 析 してい る。

図4.4.3-6f 発表 年度 を限 ってあ る研究者 の あ るテー マ に関す る発表論 文 に

関 す る種 々の情 報 をキー ワー ド検 索 に よ って知 る場合 の出力 例

上 に示 した ほか種 々 の情 報検 索 を行 うことが 出来 るが 、 〈文献 〉 に関 す る種 々 の情報 検

索 の一 括対 話 方式 に よ る対 話例 の説 明 は以上 で終 わ る ことにす る。

な お、現 在 著著 名 に関 して 、例 え ば著者Aと 著者Bの 共著 の論 文 の み を知 りた い、 な ど

の論 理 演算(著 者A&著 者B)を 行 う機能 は付 加 されて いな いが、 これ は著者 名 の箇所 に

直接 論理 演 算式(今 の場 合 は"著 者A&著 者B")を 入 力 す る ことによ り検索 す る こ

とを可能 とす る ことは容易 と考 え られ るので、 この機 能 は早急 に組 み込 む予定 で あ る。
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第5章 今後の課題 と方針

5.■ サ ー ビ ス す る 情 報 の 種 類 と 収 集 範 囲

本 研究 で提 案 した知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベ ー ス システ ムでサ ー ビスす る予定

のデ ー タ ・情 報 の種類 を列 挙 す る と次 のよ うにな る。

(a)大 学 ・学 部 ・学科 お よび大学 院大 学 ・研究 科 ・専 攻 に関 す る情 報。

(b)各 大学 ・学部 の履修 要覧 に記 載 の情報

(c)各 大学 院 ・研 究 科 の履修 案 内 に記載 の講 義 ・講座 お よび研究 者情報

(d)各 大学 の学 位授 与情 報 と博 士論 文

(e)文 献情 報紹 介者 、 研究者 へ の ア ンケー トあ るい は イ ンタ ビューな どに よ る論 文発 表

情報

(f)キ ー ワー ドに よ る検索 に お ける同義語 の検 索 もれ を防 ぐた め、 専門 分野 に も対 処可

能 な同義 語辞 書(キ ー ワー ドは英 語化 され て い る もの もあ るので、 科学 技 術用 英和

辞書 も必 要)。

システムの有 用性 の向上 の観 点 か らはデー タの収 集 の範 囲 は広 けれ ば広 い ほ ど望 ま しい。

しか し、 システムの構 築 ・運営 の経済 性 の観 点 か らは収 集 範 囲 はで きるだ け少 な い方 が望

ま しい。 そ こで、 この トレー ドオ フを考慮 して 、 上記 デ ー タ ・情報 の収 集範 囲 の 目標 と し

て 当面 次 の よ うにす る こと と した。

(1)(a)の 大 学 ・学 部 ・学 科 お よび大 学院大 学 ・研究 科 ・専攻 に関す る情報 、(b)の 各大

学 ・学部 の履修 要覧 に記載 の情 報 お よび(c)の 各 大 学院 ・研 究 科 の履 修案 内 に記 載 の情報

につ いて は、 京都、 大 阪 お よび奈 良 に立地す る理 工 系 の学部 ・研 究科 を有 す る大 学 お よび

大学 院 の デー タをデー タ収 集 の対 象 とす る。 た だ し、実 際 のデー タ収集 にあた って は優先

順 位 につ いて、 さ らに検討 す る必 要 が あ る。

(2)(d)の 各大 学 の学 位授 与情 報 と博 士論文 につ いて は、 理工 系 の学 位 論文 に関 し最新

年 よ り順次 未来 お よび過 去 に さか の ぼ って収集 して、 デー タ ベー ス化 す るこ とが基 本 と考

え られ る。 た だ し、文 部 省 の大 学共 同利 用機 関 で あ る学 術情 報 セ ンター で は、 学 位取 得著

名 や論文 題 目名 な どか な り限 られ た情 報 しか提 供 出来 な い(タ イ トルのみ で アブ ス トラク

トや章 題 や目次 な どの学位 論文 の内容 を示 す情 報 が ない)が 学 位 論文検 索 のサ ー ビスが行

われ て きてお り、 今年 よ り民 間 企業 の研究 者 で も、所 属 の学 会 を通 じて検索 サー ビスを受

け る ことが可能 に な った。 この た め、本 システ ムで も この サー ビスを行 うか ど うか にっ い
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て は 、 そ の ニ ー ズ の 強 さ お よ び デ ー タ ベ ー スサ ー ビス化 の コ ス トを 考 慮 しな が ら さ ら に検

討 す る必 要 が あ ろ う。

(3)(e)の 研 究 者 へ の ア ンケ ー トあ る い は イ ン タ ビュ ー に よ る 論 文 発 表 情 報 に つ い て は

京 都 大 学 お よ び 大 阪 大 学 の 工 学 部 の 所 属 の 研 究 者 に よ る発 表 論 文 、 講 習 会 資 料 、 解 説 、 展

望 、 講 義 記 事 な どを 対 象 と して 収 集 し、 順 次 対 象 を拡 大 して い く こ とが 考 え られ る。 た だ

し、 そ の協 力 体 制 を ど の よ うに 構 築 す るか に っ い て検 討 す る必 要 が あ る。 一 つ の 方 法 は、

本 社 け い はん な の ワ ー ク シ ョ ップ の も と に組 織 され る ス ペ シ ャ ル ・イ ン タ レ ス ト ・グル ー

プ(SIG)の 情 報 交 換 手 段 と して の利 用 を まず 行 い、 そ の 成 果 を 蓄 積 し、 デ ー タ ベ ー ス

化 し、 将 来 に デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ スを 行 う こ と も考 え られ る。

な お 、 収 集 した 情 報 を も と に デ ー タ ベ ー ス化 し、 デ ー タ ベ ー ス検 索 サ ー ビス を 提 供 す る

に あ た って は 、 各 情 報 の入 手 体 制 の確 立 の ほ か に、 デ ー タ の 著 作 権 の 問 題 に つ い て も十 分

検 討 す る必 要 が あ る こ と は特 に指 摘 す る ま で も な い。

(4)(f)の 同 義 語 辞 書 お よ び 科 学 技 術 用 英 和 辞 書 にっ い て は、 と りあ え ず こ れ ま で に開

発 され て い る も の を 購 入 して 、 これ を 編 集 して 利 用 す る予 定 で あ る。

5.2自 然 言 語(日 本 語)に よ る 対 話 方 式

の 開 発

本 シ ステムで採 用 した メニ ュー方式 によ るデ ー タベー スの利用 は初心 者 で もデ ー タベー

スを容 易 に利 用 で きる とい う利点 が あ る反面 、2回 目以 降 の検索 の時 は メニ ュー の階層 を

た どるのが面 倒 で あ った り、 人 に よ って は思 考 に合 わな い部分 が あ った りす る。 この た め、

本 システ ムで は、 メニ ューを横断 的 ・垂直 的 に一括 して た ど って検 索 を行 うことの出 来 る

一括対 話 方式 に よ る対 話型案 内方 式 も構築 し、 提供 可能 な情報 の中 の各 項 目を任 意 に組 み

合 わせ た情報 をハ イ ス ピー ドで 検索 で きるこ とを可能 と した。 しか し、 この方法 で は検 索

を行 う際 に情 報 の各 項 目の順序 が規 定 され る とい う難 点 が あ る。 実際 には、 情報 検索 を受

けた い人 が 自由 な発想 によ って、 まるで人 に尋 ね てい る よ うな感 じで検索 す る ことを可能

'
とす べ きで あ ろ う。

人 間 の思 考 に近 い 自然 言語 的 な対話 によ る検索 を可能 とす る検 索 システ ムを構築 す るこ

とが必 要 にな るが、 これ は、 今 回開発 した一 括対 話方式 に よる対話 型案 内方 式.をもとにす

る と、比 較 的容易 に開発 出 来 る もの と考 え られ る。 これ にっ いて は今後 の課 題 とす る。

5.3 ユ ー ザ サ ー ビ ス 機 能 の 強 化
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(1)ユ ー ザ に よ る直 接 書 き込 み機 能 の 強 化

本 シ ス テ ム の文 献 案 内 に お い て は 、 最 新 デ ー タへ の ア ク セ スが 可 能 と な る よ う に す るた

め 、 文 献 情 報 の紹 介 者 が デ ー タ を 直 接 書 き込 む こ とを 可 能 と して い る。 と こ ろ で 、 本 シ ス

テ ム に お い て は、 同 義 語 辞 書 フ ァ イ ル お よ び 科 学 技 術 用 英 和 辞 書 フ ァ イ ル が 備 え られ て お

り、 そ の 内容 が情 報 検 索 に 活 用 され る 構 成 と な って い る が 、 同 義 語 辞 書 お よ び 科 学 技 術 用

英 和 辞 書 フ ァイ ル の一 層 の 充 実 の た め に は 、 ユ ー ザ に よ る直 接 書 き込 み 機 能 を 持 た せ る こ

と も同 様 に 必 要 に な る と考 え ら れ る。

(2)ヘ ル プ機 能 の充 実

構 築 した 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム で は、 最 小 限 の ヘ ル プ 機 能 は有 して い るが 、 オ ン ラ

イ ン ・マ ニ ュ ア ル や オ ン ライ ンの 検 索 例 表 示 の 提 供 サ ー ビ ス な ど、 ヘ ル プ機 能 を さ ら に充

実 させ る必 要 が あ る。 本 報 告 書 の 第3章 お よ び 第4章 で 示 した 対 話 例 は 本 シ ス テ ム の 詳 し

い対 話 の 仕 方 の説 明 と して オ ン ラ イ ン ・マ ニ ュ ア ル の 一 つ と して 組 み 込 む予 定 で あ る。

(3)そ の他 の ユ ー ザ サ ー ビ ス機 能 の 強 化

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムで は 、 現 在 の と こ ろ 他 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス と の リ ン ク は 考

え て い な い。 しか し、 将 来 的 に はJICST(日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー)や 学 術 情 報 セ ンタ

ー の デ ー タ ベ ー ス等 、 他 の デ ー タ ベ ー ス シス テ ム へ の ゲ ー トウ ェ イ ・サ ー ビ ス も必 要 と な

ろ う。 こ の た め に は、 デ ー タ コ ンバ ー ジ ョ ンが 必 要 と な る が 、Prologで シ ス テ ム を 組 む の

で 容 易 に対 応 で き る と考 え られ るが 、 これ は 今 後 の 課 題 とす る。

ま た 、 検 索 さ れ た 情 報(学 位 論 文 、 論 文 等)に っ い て オ ン ラ イ ンで の 発 注 シ ス テ ム を組

み 込 む と ユ ー ザ に は便 利 で あ る と考 え られ るが 、 これ も今 後 に残 され た 課 題 とす る。

5.4デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス の 実 施 に

向 ζナ て

異 分 野 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 本 格 的 サ ー ビ ス

の 実 施 と して は 、 本 社 ㈱ け い は ん な の 提 供 して い る情 報 ネ ッ トワ ー クサ ー ビ ス 「け い は ん

な ネ ッ ト」 を通 じて行 う こ とを 予 定 して い る。 サ ー ビ スす るデ ー タ ・情 報 と して は5.1

節 で 述 べ た(a)か ら(f)ま で が 考 え られ る が 、 最 初 は この 中 の(a)大 学 ・学 部 ・学 科 お

よ び大 学 院 大 学 ・研 究 科 ・専 攻 に 関 す る 情 報 、(b)各 大 学 ・学 部 の 履 修 要 覧 に記 載 の情 報 、

(c)各 大 学 院 ・研 究 科 の履 修 案 内 に 記 載 の講 義 ・講 座 お よ び研 究 者 情 報 の 中 で 、 大 学 と学

部 を 限 って 行 う こ とが 経 済 性 の点 か ら は 得 策 と思 わ れ る。

サ ー ビ ス実 施 の た め に は、 本 格 的 シ ス テ ムを 構 築 す る こ と が 必 要 と な るが 、 そ の た め に
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は商 業 化 に 向 け て シ ス テ ム の使 い易 さ を 一 層 洗 練 す る必 要 が あ る 。 こ の た め 、 既 に 構 築 さ

れ て い る プ ロ トタ イ プ ・シス テ ム を 利 用 して試 験 的 な オ ン ラ イ ンサ ー ビ ス を 行 い 、 本 委 員

会 の 委 員 に よ る存 在 し得 るか も知 れ な い バ グ取 りを 行 う ほ か 、 シ ス テ ム の操 作 性 を よ り向

上 させ る た め の意 見 を 収 集 す る必 要 が あ る と考 え られ る。

さ ら に、 本 シ ス テ ム は サ ン ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン上 に ス タ ン ドア ロー ンで 構 築 さ れ て い る

が 、 これ を け い は ん な ネ ッ ト上 で稼 働 出 来 る よ う に移 植 す る必 要 もあ る。 ま た、 デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の維 持 ・管 理 ・更 新 を 行 う こ と は、 コ ス ト的 に もマ ンパ ワー 的 に も多 大 の 負

担 が か か る。 こ の た め 、 こ れ を サ ポー トす る機 能 を 強 化 す る こ と も重 要 な課 題 と な る。 こ

れ ら は 、 今 後 に残 され た 課 題 で あ る。
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第6章 おわ りに

本 研 究 の 目 的 は、 異 分 野 学 習 あ る い は研 究 を 行 う に 当 た って 重 要 と な る知 識 ・情 報 ・ノ

ウハ ウを 効 率 的 に入 手 で き る よ うな 、 高 度 に イ ン テ リジ ェ ン トな オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ

ー タ ベ ー ス シ ス テ ムの プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム を 構 築 し、 そ の稼 動 性 を確 証 す る と と も に、

本 格 シ ス テ ム の実 現 に 向 け、 利 用 上 の 問題 点 、 操 作 性 、 サ ー ビス 内 容 等 につ き、 検 討 ・修

正 を 行 う こ と に あ る。

本 研 究 に お い て 行 っ た調 査 研 究 内 容 お よ び 得 られ た 成 果 を ま と め る と以 下 の通 り とな る。

6.1構 築 した プ ロ トタ イ プ シス テ ム の 概 要

(1)提 供 デ ー タ ・情 報

異 分 野 学 習 あ る い は研 究 を行 うに 当 た って 重 要 とな る知 識 ・情 報 ・ノ ウ ハ ウ の 提 供 サ ー

ビ スを 行 う知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の実 現 に は 種 々 の デ ー タ ・情

報 が必 要 と な る。 シ ス テ ム の 有 用 性 の 向 上 の 観 点 か ら は デ ー タ の 収 集 の 範 囲 は 広 け れ ば広

い ほ ど望 ま しい。 しか し、 シス テ ム の 構 築 ・運 営 の経 済 性 の観 点 か ら は収 集 範 囲 は で きる

だ け少 な い 方 が 望 ま しい。 そ こで 、 こ の ドレー ドオ フ を 考 慮 して 、 本 シ ス テ ム が 提 供 す べ

き デ ー タ ・情 報 の 当 面 の 目標 を 次 の よ うに す る こ と に し た。

(a)大 学 ・学 部 ・学 科 お よ び 大 学 院 大 学 ・研 究 科 ・専 攻 に 関 す る情 報 。

(b)各 大 学 ・学 部 の 履 修 要 覧 に記 載 の 情 報

(c)各 大 学 院 ・研 究 科 の 履 修 案 内 に記 載 の 講 義 ・講 座 お よ び研 究 者 情 報

(d)各 大 学 の 学 位 授 与 情 報 と博 士 論 文

(e)文 献 情 報 紹 介 者 、 研 究 者 へ の ア ン ケ ー トあ る い は イ ン タ ビ ュ ー な ど に よ る論 文 発 表

情 報

(f)キ ー ワー ドに よ る検 索 に お け る 同 義 語 の検 索 もれ を 防 ぐた め 、 専 門 分 野 に も対 処 可

能 な 同 義 語 辞 書(キ ー ワ ー ドは 英 語 化 され て い る もの もあ る の で 、 科 学 技 術 用 英 和

辞 書 も必 要)。

(2)デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ス テ ム の 開 発 言 語 と ス キ ー マ

異 分 野 学 習 あ る い は 研 究 の た め の 知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は第

1章 お よ び2.1節 で 述 べ た よ う に これ まで に前 例 の な い デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と な る。

そ こで 、 昨 年 の調 査 研 究 で 明 らか に した 知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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の各 種 案 内 サ ー ビス の イ メー ジを 基 に、 ワー ク ス テー シ ョ ン上 に プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム

を構 築 す る こ と に した 。

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の構 築 に あ た って は知 識 工 学 的 手 法 の適 用 の 容 易 さを 考 慮 して 、

シ ス テ ム の 構 築 言 語 と して2.2節 で述 べ た よ うにPrologを 用 い る こ と に した。 対 象 デ ー

タ の 構 造 が 多 種 多 様 な 構 造 を持 つ こ と につ い て は2.3節 で 述 べ た と お りで あ る。2.4節

で は、 対 象 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 で き る こ と を 述 べ た 。 ま た 、Prologの

不 定 長 の リス ト機 能 を 利 用 す る こ と に よ り、 複 雑 な構 造 を持 つ デ ー タで も そ の ま ま に 近 い

形 で 容 易 に デ ー タ ベ ー ス化 出 来 る こ と を示 した 。2.5節 で は 各 プ ロ ロ グ デ ー タ を 基 礎 デ

ー タ と して 、 これ らの デ ー タを 直 接 に 、 あ るい は これ ら の デ ー タ を組 合 わ せ て 利 用 す る こ

と に よ り、 種 々 の デ ー タ 検 索 を容 易 に 行 う こ と を 可 能 とす る新 しい 内 部 デ ー タ を 、Prolo

gの 定 義 機 能 を用 い て 生 成 ・利 用 で き る こ と を 明 らか に した。 ま た 、 収 集 され た デ ー タ は

す べ て そ の ま ま知 識 ベ ー ス と して 利 用 可 能 な 形 態 と な る の で 、 単 独 に利 用 可 能 な だ け で な

く、 検 索 の必 要 に 応 じて シ ス テ ム が種 々 の デ ー タ を 有 機 的 に組 み 合 わ せ て ユ ー ザ ー の 必 要

とす る デ ー タ を作 り出 す こ とが 可 能 と な るの で 、 シ ス テ ムが 記 憶 す べ き デ ー タ量 は 著 し く

少 な くて 済 む とい う利 点 を 持 つ こ とを 述 べ た 。 こ の ほ か 、 単 独 の デ ー タで は 提 供 不 可 能 な

高 度 な 内 容 の情 報 を ユ ー ザ ー が 必 要 と す る場 合 で も、 シ ス テ ム が 種 々 の デ ー タ を 組 み 合 わ

せ て 加 工 す る こ と に よ り作 り出 して 、 提 供 で き る と い う特 徴 を 持 た す こ とが 可 能 と な る こ

と も明 らか に した 。

(3)逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 に よ る案 内 サ ー ビス シ ス テ ム の 開 発

従 来 の デ ー タ ベ ー ス の コ マ ン ドや キ ー ワー ドに よ る デ ー タ の検 索 は検 索 の 効 率 は高 い も

の の 、 初 心 者 に は必 ず し も便 利 と は言 え な い側 面 を持 っ て い る。 本 シス テ ム で は 、 デ ー タ

ベ ー ス の 性 格 上 ユ ー ザ は 利 用 が 始 め て で デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 利 用 法 を知 らな い 場 合 が 多

い と予 想 され る。 こ の た め、 本 シ ス テ ム の初 め て の 利 用 者 で も本 シ ス テ ム の機 能 を 十 分 に

使 い こ な せ る よ う に、 知 識 工 学 的 手 法 を適 用 して 、 シ ス テ ム利 用 に関 す る ノ ウ ハ ウ 的 知 識

の デ 一 夕 ベ ー ズ化 を 図 っ た ユ ー ザ フ レ ン ドリー な シ ス テ ム を実 現 す る こ とに した 。 ま ず 、

初 心 者 向 け の検 索 方 式 と して 、 逐 次 対 話 型 の メ ニ ュ ー 方 式 に よ る デ ー タ ベ ー ス利 用 に よ り、

初 め て の 人 で も必 要 とす る デ ー タ を 容 易 に検 索 で き る シ ス テ ム とす るた め の 種 々 の 創 意 工

夫 を こ ら した 検 索 方 式 を 開 発 した。 本 シス テ ム で は 階 層 的 に順 次 提 示 され る各.メ ニ ュ ー 画

面 に お い て 、 検 索 支 援 関 連 情 報 を 知 識 ベ ー ス化 した 知 識 ベ ー ス に基 づ い て 、 必 要 と考 え ら

れ る情 報 が 一 覧 表 示 さ れ る よ うに な って い るの で 、 キ ー ワー ドに よ る検 索 を除 い て 、 基 本

的 に は シ ス テ ム の メ ッセ ー ジ に従 って 該 当 の数 字 を 入 力 して い け ば 希 望 の情 報 を 知 る こ と
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が で き る。

構 築 した逐 次 メニ ュー方式 のデ ー タ案 内サ ー ビス シス テム は以 下 の とお りで あ る。

(a)大 学 構成学 部名 や学 科名 、学 科 定員 数 な どを紹 介す る大 学 ・学部 ・学 科案 内 サ ー ビス

(b)各 大 学 の講座 の研 究 スタ ッフ、 研究 分野 お よび現在 進行 中 の研究 テー マ につ い て紹 介

す るだ けで な く、 研 究 テー マ にっ いて のキ ー ワー ドに よる講 座 の逆検 索 も行 うことが

出来 るよ うな大学 の講座 案 内 サー ビス システ ム

(c)第 一 線 で研究 して い る大 学 の助 手 を含 む研 究者 、学 者 の所属 、 地位 、研究 テー マ な ど

の紹 介 を行 うことので きる よ うな研 究者案 内 サー ビス シス テム

(d)大 学 、学科 な どを指 定 す る と、 その学 科 に おけ る授 業科 目名、必 要 単位 数、 授業 内容

の概 要 な どを紹介 す る科 目履 修 案 内サ ー ビスシステ ム

(e)著 者 名、学 位論文 名 およ びそ の 目次 に使 わ れて い る術語 を全 て キー ワー ドの対 象 とす

る こ とが出来 るよ うな学 位 論文 案 内サ ー ビス システ ム

(f)各 研究者 によ る各 自の専門 分野 にお け る発 表 論文 群 な どの文献 紹介 を行 うこ との で き

る専門分 野(文 献)案 内 サー ビス システ ム

(4)一 括対 言責方式 に よる案 内サ ー ビス システムの開 発

本 システムで採用 した メニュー方 式 によ るデ ー タベー スの利 用 は初心 者 で もデ ー タベ ー

スを容 易 に利 用 で きる とい う利 点 が あ る反面 、2回 目以 降 の検 索 の時 は メニ ュー一の階層 を

た どる のが面 倒 であ った り、人 に よ って は思考 に合 わな い部分 が あ った りす る。 また、 あ

らか じめ想定 したデー タの検索 しか 出来 ない とい う短 所 もあ る。 このた め、本 システ ムで

は、 メニ ュー を横断 的 ・垂 直 的 に一 括 してた ど って検 索 を行 う こ との出来 る一 括対 話 方式

に よる対話型 案 内方 式 も開 発 し、提 供 可能 な情 報 の中の 各項 目を任意 に組 み合 わ せ た情 報

を簡単 に検索 で きる ことを可能 と した。

構築 した一 括対 話方 式 に よ る案 内 サ ー ビス システム は、機 関 ・組織 の属 性案 内 、人(研

究 者)の 属性 案 内 およ び学 習 ・研 究分 野案 内 の3種 類 の シス テムで あ り、 学 習 ・研究 分野

案 内 は さらに科 目履修 案 内、学 位 論文 案 内お よび専 門分 野(文 献)案 内 の3種 類 の システ

ム に分 かれて い る。

図6-1に 本 システ ムの各種 案 内 サ ー ビスの概 略 図 を示す。
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図6-1本 シ ス テ ム の 各 種 案 内 サ ー ビス の概 略 図

図6-2に 開 発 した 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ステ ム の 構 成 を 示 す 。 図 に 示 す よ うに 、 本 シ ス

テ ム で は、 イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー(初 期 メ ニ ュ ー)か ら逐 次 メ ニ ュ ー 方 式 あ る い は 一 括 対 話

方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー に ジ ャ ン プ し、 こ こか ら各 種 の 案 内 サ ー ビ ス を受 け る よ う に構 成 さ

れ て い る。
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図6-2開 発 した 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム の構 成

各 種 の 案 内 サ ー ビ スを 受 け る に 当 た っ て は、 種 々 の支 援 を シ ス テ ム よ り受 け れ る よ うに 、

シ ス テ ム 内 に は種 々 の知 識 ベ ー スが 構 築 さ れ て お り、 必 要 に 応 じて 随 時 参 照 され る よ う に

な って い る。 構 築 さ れ た 知 識 ベ ー ス は 、 府 県 名 に関 す る知 識 ベ ー ス、 市 町 村 名 に 関 す る知
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識 ベー ス、地 位 に関 す る知識 ベー ス、 著者 の英文 表示 の知識 ベー ス、 専 門用 語 同義語 お よ

び和 英 同義 語 の知識 ベ ー スの5種 類 で あ る。

6.2イ ンテ リジェ ン ト機 能

本 シ ステム に組 み込 まれ た イ ンテ リジェ ン トな機能 は以 下 の と お りとな る。

(a)収 集 され たデ ー タ はす べて そ のま ま知識 ベ ー スと して利 用可 能 な形態 とな るので、単

独 で も多様 な利 用 が可 能 とな る。 さらに、 ユー ザの要求 す る情報 を種 々の デー タを組 み合

わ せて有 機 的 に新 た に生成 し、提 供す る こと も可能 とな る。 必要 とな る組 み合 わ せデ ー タ

は要 求 された と きに生 成 され るの で、 デー タ と して記憶 して おか ねば な らな い情報 は顕 著

に節 約 され、 記憶容 量 がわず かで済 む。 このほか、単独 のデ ー タで は提 供 不可 能 な高度 な

内容 の情報 をユ ーザ ー が必 要 と して い る場合 で も、 システ ムが種 々 のデ ー タを組 み合 わ せ

て加工 す る こ とに よ り作 り出 して、提供 で きる とい う特徴 を持 た す ことが可能 とな.った。

短 所 と して は、生 成 に時間 を要 す るので、情報 検索 の応 答性 が悪 くな る欠 点 が あ る。 た だ

し、 プ ログ ラムの構 築 が簡単 で デー タの保守 ・更新 が容 易 とな る利点 が あ る。

(b)不 確 定文 字?や 不 確定文 字列*を 使用 す る ことが で きるので、 人名 や 国際学 会 名 な ど

曖昧 な情報 、曖 昧 な記 憶 しか な い場 合 に も容易 に情報検 索 す る こ とが で き る。 また、正 確

な情 報 を有 して い る場 合 に は、 入力 の省 力化が 図れ る。

(c)複 雑 な論 理式 を そ の まま解 釈 出来 るので、 高度 な論理 式 を用 いて 、効 率 よ く必要情 報

を検索 出来 る。

(d)知 識 ベー スと して 専門用語 の同義 語辞書 お よび和英 同義 語辞 書 を持 ち、 同義 語 を ユー

ザ に提 示 し、 使用 す るか ど うか確 認す るよ うに な って い るので 、 キー ワー ド検索 時 に検 索

もれが 生 じに くい。

(e)知 識 ベー ス と して 著者 名 の英文表 示辞書 を持 ってい るの で、 日本語 の著者 名 か ら英 文

の文献 も検 索 出来 る。

(f)知 識 べー ズ と して、 府県 名 や市町村 名 に関 す る辞 書 や人 の地 位 に関 す る辞書 を有 して

'
い るの で、利 用 が便利 とな る。

(g)一 括 対話 方式 で は、"大 学"、"学 部"、"学 科"な ど、 システ ムが 判定 出来 る

語 句 は、 ユー ザが入 力 しな くて も、 システ ムが 自動的 に判定 す るよ うに な って い る。 また 、

不必 要 な項 目 につ いて は、 入力 を打 ち切 って も システ ムが不 要 で あ る と判定 出来 るよ うに

な って い る。 これ らの機能 はユ ーザ に余計 な負担 を か けな いた め、 ユー ザが スマ ー トに本

システ ムを使 い こなす ことを可 能 とす る。
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6.3逐 次 メ ニ ュー 方 式 お よ び 一 括 対 話 方 式 に よ る案 内 サ ー ビ ス例

3章 お よ び4章 で は 、 構 築 した 逐 次 メ ニ ュー 方 式 お よ び 一 括 対 話 方 式 に よ る案 内 サ ー ビ

ス シス テ ム を 利 用 して 、 実 際 に ど の よ うに して 、 ど の よ う な サ ー ビス を 受 け られ る か に っ

い て 、 具 体 的 な案 内 サ ー ビ ス例 を 取 り上 げ 説 明 した 。

図6-3に 本 案 内 サ ー ビ ス シ ス テ ム の逐 次 メ ニ ュー 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー を 示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

現 在 の イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム の

サ ー ビ ス内 容 は次 の 通 りで す 。 番 号 で 選 ん で リタ ー ン キ ー を押 して 下 さ い!

大学案内

学部案内

学科案内

講座案内

(u)

(F)

(D)

(L)

人 の 属 性 案 内

学習 ・研究 分 野案 内

科 目履 修案 内(S)

学 位論 文案 内(DT)

専 門分野(文 献)案 内

大学院案内

大学院研究科案内

大学院専攻案内

16大 学 院科 目履 修案 内

(SF)

イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ

終 了

(GU)

(GF)

(GD)

図6-3本 案 内 サ ー ビス シ ス テ ム に お け る逐 次 メ ニ ュ ー方 式 の メ イ ン メ ニ ュー

図6-4は 本 案 内 サ ー ビ ス シス テ ム の 一 括 対 話 方 式 の メ イ ンメ ニ ュー を 示 す 。

異 分 野 研 究 の た め の

イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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知 りた い こ と は な ん で す か?

て 下 さい!

知 りた い 対 象

人 の 属 性

n:勤 務 先 ・所 属 情 報,研 究 者 姓 名,地 位(教 授 、 助 教 授 、 講 師 、 助 手)

研 究 テ ー マ な ど

機関 ・組 織 の属 性

o:大 学,学 部,学 科 名,学 科定 員数,講 座 名,講 座 の構 成,講 座 の活

動(研 究 テー マ)法 人形態(国 公私立 の別)住 所 ・連 絡 先 な ど

学 習 ・研 究分 野 の情報

k:履 修 科 目情 報

d:学 位 論文

p:文 献(論 文)

i:イ ニ シ ャ ル メ ニ ュ ー へ 戻 る

0:終 了

図6-4本 案 内 サ ー ビ ス シ ス テ ム に お け る一 括 対 話 方 式 の メ イ ン メ ニ ュ ー

第3章 お よ び 第4章 で 示 した よ うに 、 図6-3お よ び 図6-4の メ イ ン メ ニ ュ ー よ り、 種

々 の デ ー タ ベ ー ス検 索 サ ー ビス を 受 け る こ とが 出 来 る。 本 シ ス テ ム で は シ ス テ ム 自体 が イ

ンテ リ ジ ェ ン トな 機 能 を 有 して い る の で、 初 心 者 に もデ ー タ ベ ー ス の 熟 練 者 に も高 度 な 検

索 方 式 を ス マ ー トに利 用 出 来 る こ とを 具 体 例 で 示 した。

6.4今 後 の 課題 と方 針

本 研 究 の今 後 に残 された課題 と方 針 を述 べ る と次 のよ うにな る。

(1)デ ー タの入 手体 制 の確立 と著 作権 の問題

必 要情 報 を収集 して デー タ ベー ス化 し、 デー タベー ス検 索 サ ー ビスを提 供 す るにあた

って は、 各情 報 の入 手 体制 の確 立 の ほか に、 デー タの著 作権 の問題 にっ いて も十分検 討 す

る必要 が あ る。

(2)自 然言 語(日 本 語)に よ る対話 方 式 の開発

本 シ ステム で は、 メ ニュー を横断 的 ・垂直 的 に一括 して た ど って検 索 を行 うこ との 出来

る一括 対 話方 式 によ る対 話型 案 内方式 も検 索方 式 と して構 築 し、 提供 可 能 な情報 の中 の各
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項 目を 任 意 に 組 み 合 わ せ た 情 報 を ハ イ ス ピー ドで 検 索 で き る こ と を 可 能 と した 。 しか し、

この 方 法 で は 検 索 を 行 う際 に情 報 の 各 項 目 の 入 力 の順 序 が 規 定 され る と い う難 点 が あ る。

実 際 に は 、 情 報 検 索 を 受 けた い 人 が 自 由 な発 想 に よ って 、 ま る で 人 に 尋 ね て い る よ うな 感

じで 検 索 項 目 の入 力 の 順 序 に は制 約 され ず に 検 索 す る こ と を可 能 とす べ きで あ ろ う。 人 間

の 思 考 に近 い 自然 言 語 的 な 対 話 に よ る 検 索 を 可 能 とす る 日本 語 検 索 シ ス テ ム を構 築 す る こ

とが 必 要 に な る と考 え られ る。

(3)ユ ー ザ サ ー ビ ス機 能 の 強 化

(a)ユ ー ザ に よ る 直 接 書 き込 み 機 能 の 強 化 本 シス テ ム の 文 献 案 内 に お い て は 、 最 新 デ

ー タ へ の ア ク セ ス が 可 能 とな る よ うに す るた め 、 文 献 情 報 の紹 介 者 が デ ー タ を 直 接 書 き込

む こ と を可 能 と した。 本 シ ス テ ム に お い て は 、 同義 語 辞 書 フ ァイ ル お よ び 科 学 技 術 用 英 和

辞 書 フ ァ イ ル が 備 え られ て お り、 そ の 内容 が 情 報 検 索 に活 用 され る構 成 と な っ て い る が 、

同 義 語 辞 書 お よ び科 学 技 術 用 英 和 辞 書 フ ァイ ル の 一 層 の 充 実 の た め に は 、 ユ ー ザ に よ る直

接 書 き込 み 機 能 を 持 た せ る こ と も同 様 に 必 要 に な る と考 え られ る。

(b)ヘ ル プ機 能 の 充 実 構 築 した 本 プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ムで は、 最 小 限 の ヘ ル プ 機 能

は 有 して い るが 、 オ ン ラ イ ン ・マ ニ ュ ア ル や オ ン ラ イ ンの 検 索 例 表 示 の 提 供 サ ー ビ スな ど、

ヘ ル プ機 能 を さ らに充 実 さ せ る必 要 が あ るg本 報 告 書 の 第3章 お よ び第4章 で 示 した 対 話

例 を本 シ ステ ム の 詳 しい 対 話 の仕 方 の 説 明 と して オ ン ラ イ ン ・マ ニ ュ ア ル の 一 つ と して 組

み 込 む 方 針 で あ る。

(c)そ の 他 の ユ ー ザ サ ー ビス機 能 の 強 化 本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は、 現 在 の と こ ろ

他 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス と の リ ン ク は 考 え て い な い。 しか し、 将 来 的 に はJICST(日 本

科 学 技 術 情 報 セ ン ター)や 学 術 情 報 セ ン タ ー の デ ー タ ベ ー ス等 、 他 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ

ム へ の ゲ ー トウ ェ イ ・サ ー ビ ス も必 要 と な ろ う。 この た め に は 、 デ ー タ コ ンバ ー ジ ョ ンが

必 要 とな る が 、Prologで シ ス テ ム を 組 む の で 容 易 に対 応 で き る と考 え られ る が 、 こ れ は 今

後 に残 され た 課 題 とす る。

ま た 、 検 索 され た 情 報(学 位 論 文 、 論 文 等)に つ い て オ ン ラ イ ンで の 発 注 シ ス テ ム を 組

み 込 む と ユ ー ザ に は便 利 で あ る と考 え られ る が 、 これ も今 後 に残 され た 課 題 と した。

(4)今 後 の 方 針

異 分 野 研 究 の た め の知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 本 格 的 サ ー ビ ス

の 実 施 と して は、 本 社 ㈱ け い は ん な の提 供 して い る情 報 ネ ッ トワー クサ ー ビ ス 「け い は ん

な ネ ッ ト」 を 通 じて 行 う こ と を 予 定 して い る。 サ ー ビス す る デ ータ ・情 報 と して は6.1

節 で 挙 げ た(a)か ら(f)ま で が考 え られ る が 、 最 初 は こ の 中 の(a)大 学 ・学 部 ・学 科 お
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よ び大 学 院 大 学 ・研 究 科 ・専 攻 に 関 す る情 報 、(b)各 大 学 ・学 部 の 履 修 要 覧 に記 載 の情 報 、

(c)各 大 学 院 ・研 究 科 の履 修 案 内 に記 載 の 講 義 ・講 座 お よ び研 究 者 情 報 の 中 で 、 大 学 と学

部 を 限 って 行 う こ と が 経 済 性 の点 か ら は得 策 と思 わ れ る。

サ ー ビス実 施 の た め に は 、 本 格 的 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と が必 要 と な るが 、 そ の た め に

は 商業 化 に 向 け て シ ス テ ム の使 い 易 さ を一 層 洗 練 す る必 要 が あ る。 こ の た め、 既 に構 築 さ

れ て い る プ ロ トタ イ プ ・シ ス テ ム を利 用 して 試 験 的 な オ ン ライ ン サ ー ビ ス を行 い 、 本 委 員

会 の 委 員 に よ る存 在 し得 るか も知 れ な い バ グ取 りを行 う ほか 、 シ ス テ ム の 操 作 性 を よ り向

上 させ る た め の 意 見 を 収 集 す る必 要 が あ る と考 え られ る。

さ ら に、 本 シ ス テ ム は サ ン ワー ク ス テ ー シ ョ ン上 に ス タ ン ドア ロー ンで 構 築 さ れ て い る

が 、 これ を け い は ん な ネ ッ ト上 で 稼 働 出 来 る よ う に移 植 す る必 要 も あ る。 ま た 、 デ ー タ ベ

ー ス シ ス テ ム の維 持 ・管 理 ・更 新 を 行 う こ と は 、 コ ス ト的 に もマ ンパ ワー 的 に も 多 大 の 負

担 が か か る。 こ の た め 、 こ れ を サ ポー トす る機 能 を強 化 す る こ と も重 要 な 課 題 と な る。 こ

れ ら も、 今 後 に残 され た 課 題 で あ る。

6.5お わ り に

本 研 究 に お い て 行 った 調 査 研 究 内 容 お よ び得 られ た 成 果 よ り、(a)異 分 野 学 習 あ る い は

研 究 を 行 う に 当 た って 重 要 と な る知 識 ・情 報 ・ノ ウハ ウの 提 供 サ ー ビ ス を 行 う知 的 オ リエ

ン テー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の サ ー ビ スの 内 容 や 有 用 性 を 明 らか に す る こ とが 出

来 た 。(b)本 提 案 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 本 格 的 シ ス テ ム の 実 現 の 基 と な る プ ロ トタ イ プ

システ ムが完 成 され た。(c)プ ロ トタ イプ ・システム構 築 の過程 で、 本 システ ムの操作 性 、

サー ビス内容 等 に多 くの修正 を加 え る とと もに、 改善 を図 るこ とが 出来 た。

今後 予想 され る効 果 を列挙 す ると以下 の とお りで あ る。 デー タ ベー スサ ー ビス実 施 に向

けた本 格 的 システ ムを構 築す る と、委託 者 の提 供 して い る情 報 ネ ッ トワー クサ ー ビ 「けい

はん な ネ ッ ト」 で、実 際 のサー ビス化 を行 うこ とが 出来 るよ うに な る。 また、 本 提案 シ ス

テムが本 格 的1ご構 築 され、 デー タ案内 サ ー ビスが実施 された場 合(1)大 学 と企 業 の研 究者

相 互 の交 流 が促進 され る。(2)大 学 や公 的 な各種 研 究機 関 で研 究 してい る研 究者 に も有 用

な デー タベー ス システ ム とな り、我 国 の先 端技 術 の一 層 の開発 に貢 献 す る ことが 出 来 る よ

うにな る。(3)生 涯 学 習 を行 う上 で有用 な指針 を提 供 で き る システム と して利用 で きる。

(4)大 学 へ進学 す る高 校生 の合理 的 な大 学選択 のため の重要 な情 報 を与 え る こと も出来 、

国 際 ネ ッ トワー クで利 用 で きる よ うにす る と、 海外 で、 我 国へ の留学 生 が留 学先 の大学 や

研究 室 を選 定 す るの に利用 で きるので、 国際 的 な情 報化 へ多 大 な貢献 が 出来 る こ とにな る。
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付 録 サ ン プ ル デ ー タ 補 足

本 文 第3章 お よび第4章 で示 した対 話例 は、サ ンプルデー タを基 に して行 われ た もので あ る。 ここ

では 、参考 の ため本 文で は省 略 した サ ンプル デー タを示 す こ とに した。以 下 は 、本文 で は省略 したサ

ンプ ルデー タを示す 。

1履 修 案 内 デ ー タ

risyuannai _data(sd9202_OOOI,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析1,s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0002,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析2,s1,4,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0003,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析3,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OOO4,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析 演 習,s1,1,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OOO5,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論1,s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0006,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論2,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OOO7,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論3,s1,2,3,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0008,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論 演 習,s1,1,3,1,scOO10,1991) .

risyuannaLdata(sd9202 _OOO9,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論1.sl,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0010,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論2,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OOII,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論3,sl,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OO12,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論 演 習,s1,1,2,2iscOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_OO13,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 子 回 路1,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OO14,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 子 回 路2,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202 _0015,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,演 算 工 学,s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OO16,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,量 子 力 学1,s1,2,2,1,scOO10,1991) .

risyuannai _data(sd9202 _OO17,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,量 子 力 学2,sl,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0018,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,物 性 論1,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_OO19,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,物 性 論2,sl,2,3,2,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0020,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,半 導 体 工 学,sl,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0021,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,気 体 電 子 工 学,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0022,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 プ ラ ズ マ 工 学1,s1,2,3,2,scOO10,

1991).

risyuannai _data(sd9202_0023,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス,s1,2,3,2,scOOI

O,1991).

risyuannai _data(sd9202 _0024,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス,s1,2,3,2,scO

O10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0025,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 機 器,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0026,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 工 学1,sl,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0027,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 工 学2,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0028,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,制 御 工 学1,s1,2,3,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0029,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,制 御 工 学2,s1,2,3,2,scOO10,1991) .

risyuannai _data(sd9202_0030,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,計 算 機 ソ フ ト ウ ェ ア1,sl,2,2,2,scOOI

O,1991).

risyuannai _data(sd9202_0031,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,計 算 機 ソ フ ト ウ ェ ア2,s1,2,3,1,scOOI

O,1991).

risyuannai _data(sd9202_0032,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,情 報 処 理 演 習1,s1,1,2,2,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0033,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,情 報 処 理 演 習2,s1,1,3,1,scOO10 ,1991).
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risyuannai -data(sd9202_0034,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,通 信 工 学 基 礎 論,s1,2,2,2.scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0035,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 計 測,s2,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0036,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 力 系 統 工 学,s2,2,4,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0037,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,高 電 圧 工 学,s2,2,4,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0038,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 プ ラ ズ マ 工 学2,s2,2,4,1,scOO10,

1991).

risyuannai-data(sd9202_0039,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,分 子 電 子 材 料,s2,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0040,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,照 明 工 学,s2,2,4,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_0041,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 法 規s2,2,4,1,seOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_0042,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 機 械 設 計 製 図,s2,2,3,2,scOO10,19

91).

risyuannai _data(sd9202_0043,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,確 率 統 計,s2,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0044,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,解 析 力 学,s2,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0045,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 値 解 析,s2,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0046,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,物 理 数 学,s2,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0047,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科;電 磁 波 工 学1,s2,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0048,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,情 報 処 理 工 学,s2,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0049,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 工 学,s2,2,3,2,scOO1

0,1991).

risyuannai_data(sd9202_0050,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,シ ス テ ム 工 学,s2,2,4,1,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202-0051,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 子 機 器,s2,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0052,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,特 別 講 義,s2,2,4,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0053,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第1部,ne,2,3,1,scOO10,

1991).

risyuannai_data(sd9202_0054,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第2部,ne,2,3,2,scOO10,

1991).

risyuannaLdata(sd9202」055,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第3部,ne,2,4,1,scOOIO,

1991).

risyuannai _data(sd9202_0056,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,特 別 研 究,ne,10,4,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0056,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,特 別 研 究,ne,10,4,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目1,s4,1,2,2,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202-0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目1,s4,1,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目1,s4,1,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目1,s4,1,4,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目1,s4,1,4,'2.scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目2,s4,1,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目2,s4,1,3,1,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目2,s4,1,3,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目2,s4.1,4,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目2,s4,1,4,2,scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目3,s4,1,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202-0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目3,s4,1,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目3,s4,1,3,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目3,s4,1,4,1,scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_0057,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,総 合 科 目3,s4,1,4,2,scOO10,1991).
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risyuannai _data(sd9202_1001,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,数 学 解 析1,sl,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1002,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,数 学 解 析2,s1,4,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1003,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,数 学 解 析3,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1004,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,数 学 解 析 演 習,s1,1,3,1,scOO10.1991).

risyuannai _data(sd9202_1005,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 磁 理 論1,sl,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202」006,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 磁 理 論2,s1,2,2,2,scOOIO,1991).

risyuannai..data(sd9202_1007,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 磁 理 論3,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202 _1008,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 磁 理 論 演 習,s1,1,3,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_1009,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,回 路 理 論1,sl,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_1010,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,回 路 理 論2,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1011,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,回 路 理 論3,s1,2,3,1,scOOIO,1991)。

risyuannai _data(sd9202_1012,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,回 路 理 論 演 習,s1,1,2,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_1013,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 子 回 路1,s1,2,3,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_1014,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,電 子 回 路2,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1015,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,演 算 工 学,s1,2,2,1,scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_1016,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,量 子 力 学1.s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai -data(sd9202_1017,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,量 子 力 学2,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_1018,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,物 性 論1,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_1019,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,物 性 論2,s1,2,3,2.scOOIO,1991).

risyuannai-data(sd9202」020,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,半 導 体 工 学,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202」021,大 阪 大 学,工 学 部,通 信 工 学 科,気 体 電 子 工 学,sl,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2001,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,数 学 解 析1.s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2002,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,数 学 解 析2,s1,4,2,2,scOO10,1991).

risyuannaLdata(sd9202_2003,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,数 学 解 析3,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2004,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,数 学 解 析 演 習,sl,1,3,1,scOOIO,1991).

risyuannaLdata(sd9202 _2005,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 磁 理 論1,s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2006,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 磁 理 論2,s1,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_2007,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 磁 理 論3,s1,2,3,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_2008,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 磁 理 論 演 習,sl,1,3,1,scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_2009,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,回 路 理 論1,s1,2,2,1,scOOIO,1991).

risyuannai _data(sd9202_2010,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,回 路 理 論2,sl,2,2,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_2011,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,回 路 理 論3,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2012,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,回 路 理 論 演 習,s1,1,2,2.scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2013,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 子 回 路1,s1,2,3,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2014,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,電 子 回 路2,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai_data(sd9202_2015,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,演 算 工 学,s1,2,2,1,scOOIO,1991).

risyuannai_data(sd9202_2016,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,量 子 力 学1,s1,2,2,1,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202-2017,大 阪 大 学.工 学 部,電 子 工 学 科,量 子 力 学2,s1.2,2.2,scOO!0,1991).

risyuannai_data(sd9202_2018,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,物 性 論1.s1,2,3,1,scOO10.1991).

risyuannai-data(sd9202_2019,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,物 性 論2,sl,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202_2020,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,半 導 体 工 学,s1,2,3,2,scOO10,1991).

risyuannai _data(sd9202-2021,大 阪 大 学,工 学 部,電 子 工 学 科,気 体 電 子 工 学,s1,2,2,2,scOO10,1991).
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2講 義 要 目 デ ー タ

kougiyoumoku _data(ls9202_0001,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析1,1,[山 本 稔],['1.常 微 分

方 程 式 と求 積 法2.線 形 微 分 方 程 式 と演 算 子 法3.微 分 方 程 式 の級 数 解 法4.境 界 値 問 題 と ス

ツ ル ム リウ ヴ ィル 型 方 程 式 、特 殊 関 数5.フ ー リエ級 数 と偏 微 分 方 程 式 の 境 界 値 問 題','6.フ ー リ

エ変 換 と偏 微 分 方 程 式7.ラ プ ラ ス変 換 、逆 変 換 とそ の応 用8.複 素 関 数 と正 則 関 数9.複 素

積 分 、 特 異 点 、留 数 とそ の応 用'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_0002,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析2,1,[山 本 稔],['1.常 微 分

方 程 式 と求 積 法2.線 形 微 分 方 程 式 と演 算 子 法3.微 分 方 程 式 の級 数 解 法4.境 界 値 問 題 と ス

ッ ル ム リウ ヴ ィル 型 方 程 式 、 特 殊 関 数5.フ ー リエ 級 数 と偏 微 分 方 程 式 の 境 界 値 問 題','6.フ ー リ

エ変 換 と偏 微 分 方 程 式7.ラ プ ラ ス変 換 、逆 変 換 と そ の 応 用8.複 素 関 数 と正 則 関 数9.複 素

積 分 、特 異 点 、留 数 とそ の応 用'LscOO10,1991).

kougiyoumoku_data(ls9202 _0003,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析3,1,[山 本 稔],['1.常 微 分

方 程 式 と求 積 法2.線 形 微 分 方 程 式 と演 算 子 法3.微 分 方 程 式 の 級 数 解 法4.境 界 値 問 題 と ス

ッ ル ム リウ ヴ ィル 型 方 程 式 、特 殊 関 数5.フ ー リエ級 数 と偏 微 分 方 程 式 の 境 界 値 問 題 ∵6.フ ー リ

エ変 換 と偏 微 分 方 程 式7.ラ プ ラ ス変 換 、逆 変 換 と そ の 応 用8.複 素 関 数 と正 則 関 数9.複 素

積 分 、特 異 点 、 留 数 と そ の 応 用'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0004,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,数 学 解 析 演 習,1,[伊 藤 利 道],['1.常

微 分 方 程 式2.抽 象 代 数 、線 形 代 数3.確 率 統 計4.フ ー リエ 級 数 、 フー リエ積 分 、 ラ プ ラ ス

変 換5.特 殊 関 数],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0005,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論1,2,[塩 沢 俊 之,藤 岡 弘],['

1.ベ ク トル 解 析2.巨 視 的 電 磁 理 論 の 基 礎3.マ ク ス ウ ェル の 方 程 式 と そ の 一 般 的 性 質'],scO

O10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0006,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論2,2,[塩 沢 俊 之,藤 岡 弘],['

1.静 電 界2.静 磁 界3.電 磁 界 と物 質'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0007,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論3,2,[塩 沢 俊 之,藤 岡 弘],['

1.電 磁 エ ネ ル ギ ー 及 び 電 力2.時 間 的 に 変 化 す る電 磁 界3.回 路 理 論 の電 磁 気 学 的基 礎],scO

O10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0008,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 磁 理 論 演 習,1,[田 口 常 正],['電 磁 理

論1、2、3の 内 容 に準 拠 して 行 な う'],scOO10,1991).

kougiyournoku _data(ls9202_0009,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論1,2,[白 川 功,熊 谷 貞 俊],['

1.回 路 素 子 と回 路 網2.回 路 解 析 と基 礎 一 時 間 域 解 析 と周 波 数 域 解 析3.周 波 数 域 解 析 に お け

る フ ェー ザ 表 示 法4.回 路 方 程 式 の 導 出 に 関 す る グ ラ フ理 論 的 手 法5.回 路 解 析 に 付 随 す る諸 定

理'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_OOIO,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論2,2,[児 玉 慎 三,前 田 肇],['

1.過 渡 現 象 解 析2.線 形 回 路 の 入 出 力 応 答3.状 態 方 程 式 に よ る解 析 と回 路 の 安 定 性4.回

路 解 析 の 諸 定 理 と感 度 解 析'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0011,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論3,1,[前 田 肇],['1.2ポ ー

ト回 路2.受 動1ポ ー ト回 路3.分 布 定 数 線 路 の 解 析4.非 線 形 回 路 解 析'],scOOIO,1991),

kougiyoumoku _data(ls9202_0012,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,回 路 理 論 演 習,4,[河 崎 善 一 郎,馬 場 口

置,楢 原 敏 明,朴 柄 植],['1.直 流 回 路2.交 流 回 路3.回 路 方 程 式4.各 種 の定 理5.イ ン

ピー ダ ンス マ ト リ ッ ク ス6.回 路 網 合成7.四 端 子 回 路 網8.多 端 子 回 路 網9.ラ プ ラ ス変

換10.共 振 回 路'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_0013,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 子 回 路1,1,[小 牧 省 三],['1.ダ イ

オ ー ド2.ト ラ ン ジ ス タ3.増 幅 回 路4.多 段 増 幅 と帰 還5.発 振 回 路'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_0014,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 子 回 路2,1,[小 牧 省 三],['1.集 積
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回 路(IC)2.デ ィ ジ タ ル 回 路3.マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ4.整 流 回路5.電 源 回 路'],s

cOO10,1991)。

kougiyoumoku _data(ls9202」015,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,演 算 工 学,2,[寺 田 浩 詔,白 川 功],['1.

論 理 数 学2.論 理 関 数 と論 理 回 路3.順 序 回 路4.計 算 機 ア ー キ テ ク チ ァ'],scOO10,1991).

kougiyoumoku_data(1s9202」053,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第1部,1,[電 気 工 学 科 全

教 官],['1.微 小 電 流 電 圧 の 測 定2.高 電 圧 大 電 流 の 測 定3.磁 化 特 性 の測 定4.受 動 回 路 素

子 の定 数 測 定5.分 布 定 数 回 路 の 定 数 測 定6.ト ラ ン ジ ス タの 特 性 測 定7.論 理 シ ス テ ム の 設

計8.論 理 シ ス テ ムの 故 障 診 断'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_0054,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第2部,1,[電 気 工 学 科 全

教 官],['1.回 転 電 気 機 器2.進 行 波 伝 搬 特 性3.電 気 式 サ ー ボ機 構4.演 算 増 幅 器5.p

-n接 合 の製 作 と特 性6
.半 導 体 ダ イ オ ー ド光 電 特 性7.気 体 放 電8.超 伝 導 臨 界 点 の 特 性 測

定 実 験'],scOO10,1991).

kougiyoumoku _data(1s9202_0055,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,電 気 工 学 実 験 第3部,1,[電 気 工 学 科 全

教 官],['1.衝 撃 電 圧 試 験2.サ イ リス タ3.半 導 体 接 合 レー ザ ー の発 振 特 性4.レ ー ザ ー を

用 い た 光 学 実 験5.半 導 体 発 光 ダ イ オ ー ドとル ミネ ッセ ン ス の 測 定6.制 御 系 の機 構7.変 調

回 路8.マ イ ク ロ波 イ ン ピー ダ ン ス の 測 定9.電 子 線 回 折 に よ る結 晶 格 子 定 数 の 測 定'],scOO10,

1991).

kougiyoumoku _data(ls9202_0056,大 阪 大 学,工 学 部,電 気 工 学 科,特 別 研 究,none,[none],[none],scOO1

0,1991).

3論 文 デ ・一ータ

ronbun _data(pd9302_0001.[鈴 木 絆 ∵ 朴 柄 植 ∵ 藤 井 克 彦'],'新 し い サ ン プ リ ン グ 方 式DLSの 設 計

'
,['電 気 学 会 誌'],['Vol.9∵No.11','pp.2335/2343'],[1970,11],[イ ン パ ル ス 応 答,演 算 増 幅 器,ク ロ

ッ ク,遅 延 素 子,打 ち 切 り 誤 差]).

ronbun _data(pd9302_OOO2,['朴 柄 植','鈴 木 脾','藤 井 克 彦'],'最 適 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 系 の 比 較 一 状

態 変 数 が 直 接 観 測 さ れ な い 場 合',['計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'],['Vol.7','No.5∵pp.393/400'],

[1971,10],['感 度 係 数','オ ブ ザ ー バ ー','最 適 制 御 ∵ 制 御 系 設 計','プ ロ セ ス 制 御']).

ronbun _data(pd9302_0003,['鈴 木 絆','朴 柄 植','藤 井 克 彦'],'ハ イ ブ リ ッ ド式 擬 似 正 規 性 白 色 信 号 発

生 装 置 の 試 作',['シ ス テ ム と 制 御],['Vol.16','No.4','pp.569/574'],[1972,4],['m系 列 信 号','正

規 性 白 色 信 号','白 色 性 検 定','自 己 相 関 関 数,'駕 二 乗 検 定']).

ronbun -data(pd9302_OOO4,['朴 柄 植','鈴 木 件','藤 井 克 彦'],'多 変 数 線 形 最 適 サ ー ボ 系 の 設 計',['計

測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'],['Vol.8','No.5','pp.568/575'],[1972,10],['多 項 式 関 数 ∵2次 形 式 評

価 関 数','追 従 系','最 適 制 御,'状 態 変 数 ブ イ ー ドバ ッ ク']).

ronbun _data(pd9302_0005,['Y.Suzuki','P.S.Pak','K.Fujii'],'PseudoGaussianNoiseGenerator

ofHybridType',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vol.22∵No.1076∵pp.623/633'].[1972,10],['m

系 列 信 号 ∵ 正 規 性 ノ イ ズ','白 色 性 信 号','自 己 相 関 関 数,'x二 乗 検 定']).

ronbun _data(pd9302_0006,['朴 柄 植','鈴 木 絆','藤 井 克 彦'],'積 分 形 コ ン ト ロ ー ラ を 持 つ 多 変 数 最 適

追 従 系 の 設 計',['計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'],['Vol.10','No.1∵pp.1/5'],[1974,2],['サ ー ボ 系',

'レ ギ
ュ レ ー タ 問 題 ∵ フ ィ ー ド フ ォ ー ワ ー ド','定 状 誤 差','オ ブ ザ ー バ']).

ronbun _data(pd9302_0007,['Y.Suzukゴ,'P.S.Pak'],'SynthesisofMultivariableFeedforward-F

eedbackControlSystembyUsingOptimalControlTheory',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vol.2

4','No.1170∵pp.141/152'],[1974,2],['サ ー ボ 系 ∵ レ ギ ュ レ ー タ 問 題','フ ィ ー ド フ ォ ー ワ ー ド' ,

'定 状 誤 差'

,'オ ブ ザ ー バ']).

ronbun _data(pd9302_0008,['朴 柄 植','鈴 木 絆','吉 村 達 郎'],'逆 周 波 数 応 答 に 基 づ く 多 変 数 フ ィ ー ド

バ ッ ク 制 御 系 の 設 計' ,['電 気 学 会 論 文 誌C'],['Vol.95','No.5','pp.123/129'],[1975,5],['逆 ナ イ
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キ ス ト法 ∵ 逆 ニ コ ル ズ 線 図 ∵ プ ロ セ ス 制 御 ∵ ボ ー ド線 図']).

ronbun _data(pd9302_OOO9,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'入 力 径 路 に む だ 時 間 を 持 つ 多 変 数 最 適 追 従 系 の 設 計

'
,['計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'],['Vo1.11∵No.5∵pp.573/578'],[1975,10],['積 分 形 コ ン ト ロ ー

ラ ∵ サ ー ボ 系','フ ィ ー ドフ ォ ワ ー ド ・ フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 系']).

ronbun_data(pd9302_OOIO,['Y.Suzuki','P.S.Pak','Y.Uchida'],'SimulationofSuper-CriticalOn

ce-ThroughBoiler',['ProceedingofSurnrnerComputerSimulationConf.'],[PP.343/352'],[1977,

7],['超 臨 界 圧 星 流 ボ イ ラ','数 学 モ デ ル ∵ 操 業 デ ー ダtt伝 達 関 数 モ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0011,['Y.Suzuki','P.S.Pak','T.Shikata','K.Ito','T.Murakami'],'AModelt

oSupPortDecisionMakingforEnergySystemsofaMetropolitanArea',['PreprintsofIFACS

ympo.onEnvironmentalSystemsPlanning,DesignandContror],['pp.317/324'],[1977,8].['エ

ネ ル ギ ー シ ス テ ム','多 目 的 関 数,'線 形 計 画','エ ネ ル ギ ー 需 給 モ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0012,['鈴 木 絆','朴 柄 植','内 田 義 久'],'超 臨 界 圧 貫 流 ボ イ ラ の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン',['電 気 学 会 論 文 誌C'],['Vo1.98','No.6','pp.189/196'],[1978,6],['超 臨 界 圧 星 流 ボ イ ラ ∵ 数

学 モ デ ル ∵ 操 業 デ ー ダ,'伝 達 関 数 モ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0013,['Y.Suzuki','T.Ono','N.Adachピ,'K.Shojゴ,'K.Ito','S・Tsujio'"P・S・P

ak'.'H.Kamitani'],'APIanningModelforWaterSupplyandTreatmentManagementsLinkedwith

an、IntegratedRegionalDevelopmentModer,['PreprintsofIFAC7thWorldCongress']・['PP・1

461/1468'],[1978,6],['Watersupply','Sewagetreatment','Multiobjectiveplanningmoder]).

ronbun _data(pd9302_0014,['Y.Suzukitt'P.S.Pak','K∴Tsuji','F.Yamada','T.Murakami','K.Hirose',

'Y
.Noto'],'ALandUseModelforSupPortingRedeveloprnentDecisionsintheOsakaMetropolit

anArea',['PreprintsofIFAC7thWorldCongress'],['pp.801/808'],[1978,6],['Landuse','Mes

hdata','Locationmoder,'グ リ ッ ド デ ー ダ,'土 地 利 用 モ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0015,['Y.Suzukピ,'P.S.Pak㌧,'K.Tsuji'],'AGridDataBasedIntegratedUrb

`anModel'
,['ProceedingsofSumlnerComputerSimulationConf.'],['pp.702/709'],[1978,7],['グ

リ ッ ドデ ー ダ,'総 合 モ デ ル'.'社 会 経 済 ∵ 環 境']).

ronbun_data(pd9302_0016,['Y.Suzuki','P.S。Pak'],●RegionalSocio-EconomicActivityAllocat

ionModel-OsakaAreaSimulationStudy(OASIS)一',['ProceedingsofInter.Conf.onCybern

eticsandSociety'],['pp.465/470'],[1978,11],['社 会 経 済 ∵ 立 地 モ デ ル','多 重 回 帰 分 析 ∵ ポ テ

ン シ ャ ル ∵ 時 間 距 離]).

ronbun_data(pd9302_0017,['K.Ito','P.S.Pak','Y。Suzukゴ],'AWaterTreatmentPlanningModel-o

faRiverBasinConsideringtheReuseofHighlyTreatedWasteWater',['lnt.J・Environment

alStudies'],['Vol.14∵pp.13/26'],[1979,1],['水 処 理 計 画 問 題,'下 水 処 理 ∵3次 処 理 ∵ 水 の リ

サ イ ク ル']).

ronbun _data(pd9302_0018,['Y.Suzuki','P.S.Pak','K.Ito','T.Murakami'],'AModeltoSupportDe

cisionMakingfortheEnergySysternsofaMetropolitanArea',['Int.J・SystemsSci・']・['Vo

1.10','No.2∵pp.145/159'],[1979,2],['エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム','数 理 計 画 問 題 ∵ パ レ ー ト最 適 解',

'線 形 計 画 ∵ パ ラ メ ト リ
ッ ク ・ ア ル ゴ リ ズ ム'])。

ronbun_data(pd9302_OO19,['鈴 木 絆','朴 柄 植','伊 東 弘 一'],'大 都 市 に お け る エ ネ ル ギ ー 需 要 予 測 と

最 適 供 給 計 画 モ デ ル',['電 気 学 会 論 文 誌C'],['Vol.99','No.6∵pp.129/136'].[1979,6],['エ ネ ル

ギ ー シ ス テ ム','エ ネ ル ギ ー 需 要 予 測 ∵ エ ネ ル ギ ー 需 給 バ ラ ン ズ]).

ronbun _data(pd9302_0020,「 朴 柄 植','鈴 木 脾','加 藤 啓 之'],'大 都 市 に お け るOD別 交 通 手 段 分 担 率

決 定 モ デ ル',['都 市 計 画 別 冊'],['No.14∵pp.211/216'],[1979,11],r判 別 関 数 法 ∵ 交 通 手 段 ∵ パ

ー ソ ン ト リ ッ プ ∵ 重 回 帰 分 析 ∵ 交 通 施 設 制 約']).

ronbun_data(pd9302_0021,[鈴 木 幹','朴 柄 植'],'大 阪 地 域 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ス タ デ ィ ・ プ ロ ジ ェ ク

ト(OASISプ ロ ジ ェ ク ト)',['計 画 行 政'],['No.3','pp.78/88'],[1979,11].['市 区 町 村 モ デ ル',
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'総 合 モ デ ル ∵ 常 住 人 口'
,'産 業 立 地']).

ronbun _data(pd9302_0022,['Y.Suzukゴ,'P.S.Pak','Y.Uchida'],'SimulationofaSupercritica10

nce-ThroughBoile',[Simulation'],['Vol.33','No.6','pp.181/193'],[1979,12],['digitalsirnul

ation','fluidflow','heatflow∵'powerplantengineering'.'systemanalysis']).

ronbun _data(pd9302_0023,['朴 柄 植','鈴 木 絆','仲 渡 淳'],'市 区 町 村 別 年 齢 階 級 別 人 口 移 住 構 造 の 分

析 と そ の 応 用 一 大 阪 府 を 例 と し て 一',['都 市 計 画'],['No.113','pp.31/36'],[1980,12],['年 齢 階 級

別 人 口','人 口 移 住 構 造 ∵ 人 口 モ デ ル','市 区 町 村 レ ベ ル']).

ronbun _data(pd9302_0024,['Y.Suzuki','K.Ito','P.S.Pak'],'ComparativeStudiesonEnergyCons

ervationSystemsforUrbanArea',['PreprintsofIFAC8thWorldCongress'],[PP.129/134'],

[1981,8],['Energyconservation','energydemandandsupplysystem','combinedheatandpower

generation','urbansystems','systernsanalysis']).

ronbun _data(pd9302_0025,['朴 柄 植','鈴 木 脾'],'大 阪 府 に お け る 市 区 町 村 別 年 齢 階 級 別 人 口 移 住 構 造

の 変 化 の 分 析',['都 市 計 画 別 冊'],['No.16','pp.229/234'],[1981,11],['年 齢 階 級 別 人 口 ∵ 人 口 移 住

構 造','社 会 経 済 指 標,'人 口 移 住 パ タ ー ゾ,'判 別 関 数]).

ronbun _data(pd9302_0026,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'大 阪 府 に お け る 市 区 町 村 別 用 途 別 土 地 利 用 の 分 析t、

['都 市 計 画 別 冊'],['No.16∵pp.235/240'],[1981,11],['用 途 別 土 地 利 用','市 区 町 村 ∵ 土 地 利 用 変

化 ∵ 土 地 利 用 モ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0027,['Y.Suzuki','P.S.Pak','G.Kim'],'Man-MachineInteractiveSimulation

ModelforRegionalDevelopmentPlanninginOsakaArea',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vol.3

2','No.1659∵pp.237/248'],[1982,10],['対 話 型 モ デ ル','シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル','地 域 開 発 計 画

'
,'社 会 経 済 指 標]).

ronbun _data(pd9302-0028,['朴 柄 植't'笠 井 和 也','鈴 木 脾'],'タ ウ ン ハ ウ ス に お け る 太 陽 熱 冷 暖 房 給

湯 シ ス テ ム の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン',['エ ネ ル ギ ー ・資 源'],['Vol.4∵No.1','pp.67/73'],[1983,1],['

ソ ー ラ ー シ ス テ ム','太 陽 熱 利 用','冷 暖 房 給 湯 シ ス テ ム','GASP']).

ronbun_data(pd9302_0029,['辻 毅 一 郎','伊 東 弘 一','朴 柄 植','鈴 木 絆'],'広 域 的 廃 熱 利 用 計 画 策 定 の

た め の 階 層 的 多 目 的 計 画 モ デ ル't['計 測 自 動 制 御 学 会 論 文 集'],['Vol。19∵No.9∵pp.705/712'],

[1983,9],['Wasteheatutilization','planningrnodel','multiobjectiveoptimization','optimal

scale','hierarchicalapproach']).

ronbun _data(pd9302_0030,['Y.Suzuki','P.S.Pak','G.Kim'、tK.Tsuji','M.Suzuki'],'EnergyDataba

seforLocalEnergySystemAnalysisinKansaiRegion',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vo1.34',

'N
o.1744∵pp.29/39'],[1984,3],['エ ネ ル ギ ー デ ー タ ベ ー ス ∵ エ ネ ル ギ ー 供 給 シ ス テ ム ∵ 社 会 経 済

指 標'.'SAS']).

ronbun_data(pd9302_0031,['Y.Suzuki','P.S.Pak','K.Ito'],'TotalPlanningofCombinedDistric

tHeating,CoolingandPowerGenerationSystemsforaNewTown-PartI',['Int.J.Energy

Research'],[Vol.8','No.1','PP.61/75'],[1984,3],['Newtownplanning','energydemandsimula

tion','combinedheatandpowerplant','energyconservation','economicstudy']).

roibun _data(pd9302_0032,['K.Ito','Y.Suzukゴ,'P.S.Pak'],'TotalPlanningofCombinedDistric

tHeating,CoolingandPowerGenerationSystemsforaNewTown-PartII',['Int.J.Energy

Research'],['Vol.8','No.1','PP.77/87'],[1984,3],['Districtheating','districtcooling','h

otwatersupPly','economicstudy']).

ronbun _data(pd9302_0033,['P.S.Pak','K.Ito','Y.Suzuki'],'EnergyandCostEvaluationinTota

lTreatmentSystemofSewageandWaste',['Int.J.EnergyResearch'],['Vo1.8','No.2'.'PP.10

1/115'],[1984,6],['Sewagetreatment','waterdisposal','combinedheatandpowerplant','ene

rgyconservation','economicstudy']).

ronbun _data(pd9302_0034,['Y.Suzukゴ,'P.S.Pak','G.Kim','K.Tsuji'],'LongRangeElectricDema
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ndForecastsforOsakaCitybyModelingSocio-EconomicStructuralChanges',['Preprintsof

IFACgthWorldCongress'],['Vo1.4','PP.211/216'],[1984,7],['Modeling','prediction','system

analysis','statistics','energycontror,'urbansystems']) .

ronbun _data(pd9302_0035,['P.S.Pak','G.Kim','T.Nakamura','Y.Suzuki'],'ZonalLandUseModel

forKansaiRegion',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vo1.35','No.1796','pp.117/130'],[1985,3],

['Zone','・landuse','comprehenivemodel','socio-economicsimulationmoder]).

ronbun _data(pd9302_0036,['朴 柄 植','堀 井 仙 松','伊 東 弘 一','鈴 木 幹'],'シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 地

域 冷 暖 房 用 熱 併 給 発 電 プ ラ ン トの 評 価',['シ ミ ュ レ ー シ ョ ン'],['Vol.4∵No.1∵pp.1g/25'],[1985,

3],[コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン','CGS','ガ ス タ ー ビ ン ∵ コ ン パ イ ン ドサ イ ク ル','地 域 熱 供 給']).

ronbun _data(pd9302_0037,['鈴 木 腓','朴 柄 植','金 寛','辻 毅 一 郎'],'業 務 商 業 地 区 に お け る エ ネ ル ギ

ー 需 要 の 実 態 と 省 エ ネ ル ギ ー 対 策'
,['エ ネ ル ギ ー ・ 資 源'],['Vol.6','No.4∵pp.418/425'],[1985,7],

['CBD∵ メ ッ シ ュ デ ー ダ,'熱 併 給 発 電,'地 域 冷 暖 房,'熱 需 要 密 度]).

ronbun _data(pd9302_0038,['S.Horii','K.lto','P.S.Pak','Y.Suzuki'],'OptimalPlanningofGas

TurbineCogenerationPlantsbyUsingPersonalComputer',['PreprintsofIECON85'],['PP.137

/142'],[1985,11],['GasTurbine','CogenerationPlants",'linearprograming','10ngtermecono

my']).

ronbun _data(pd9302_0039,['辻 毅 一 郎','朴 柄 植','鈴 木 絆'],'階 層 分 析 法 に よ る 高 層 集 合 住 宅 用 エ ネ

ル ギ ー シ ス テ ム の 評 価',['エ ネ ル ギ ー ・ 資 源'],['Vol.6','No.6','pp.603/610'] ,[1985,11],['AHP

∵ 冷 暖 房 シ ス テ ム ∵ ラ ン ニ ン グ コ ス ト ∵ 初 期 コ ス ト∵ 代 替 案]).

ronbun _data(pd9302_0040,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'環 境 制 約 下 に お け る 大 都 市 の 交 通 手 段 分 担 率 決 定 モ

デ ル',[シ ミ ュ レ ー シ ョ ン'],['Vol.4','No.3','pp.146/153'],[1985,11],['パ ー ソ ン ト リ ッ プ','ゾ

ー ゾ
,'線 形 計 画 ∵'分 布 交 通 量 ∵NOx∵ 容 量 制 約']).

ronbun _data(pd9302_0041,['朴 柄 植','金 寛 ∵ 中 村 剛 也','鈴 木 絆'],'社 会 経 済 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ

ル の た め の 立 地 関 数 と 時 間 距 離 に っ い て の 基 礎 的 考 察' ,['シ ミ ュ レ ー シ ョ ン'],['Vol.5','No.1','pp.

44/50'],[1986,3],['総 合 モ デ ル','OD調 査','ア イ ザ ー ド の ポ テ ン シ ャ ン ル','立 地 関 数']).

ronbun _data(pd93q2_0042,['朴 柄 植','堀 井 仙 松','伊 東 弘 一 ∵ 鈴 木 絆'],'混 合 整 数 計 画 法 に よ る ガ ス

タ ー ビ ン 熱 併 給 発 電 プ ラ ン ト の 最 適 計 画',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['Vol.106','No.3','pp.193/200'],

[1986,3],['最 適 運 用 政 策','熱 併 給 発 電 ∵ 廃 熱 ボ イ ラ ∵ 経 済 性 評 価','年 価 法','固 定 費 ∵ 変 動 費])

ronbun _data(pd9302_0043,['Y.Suzukr,'P.S.Pak','G.Kim','K.Tsuji'],'AnIntegratedRegionalS

imulationModelBasedonLargeScaleDataBase-ExperienceintheKansaiRegionofJapan

-'
,['5thIFAC/IFORSConf.onDynamicModelingandControlofNationalEconomies'],[],[1986,

6],['Database','simulation','regionalmoder,'largescalesystem','socioeconomy','urbanpr

oblem']).

ronbun _data(pd9302_0044,['Y.Suzukピ,'P.S.Pak','G.Kim'.'T.KobayashC],'SocioeconomicImpact

AnalysesofConstructionoftheKansaiInternationalAirport',['ProceedingsofJSSTConf.

onRecentAdvancesinSimulationofComplexSystems'],['PP.635/640'],[1986,7],['ImpactAn

alyses','Kansaiinternationalairport','inputoutputmoder,'OURSmoder]).

ronbun _data(pd9302_0045,['Y.Suzuki','P.S。Pak','G.Kinゴ],'DemographicandSocio-EconolnicAna

lysesofAgingofPopulationinUrbanandRuralAreas',['ProceedingsofIFACWorkshoponM

odeling,DecisionandGame'],[],[1986,8],['Agingofpopulation','modeling','forecasting','

regionalmoder,'demography']).

ronbun _data(pd9302_0046,['P.S.Pak','G.Kim','Y.Suzuki'],'ARegionalModelfortheDistribut

ionofIndustrialActivities',['Proceedingsof4thIFAC/IFORSSymposiumonLargeScaleSys

tems'],['PP.714/719'],[1986,8],['modeling','regionalmoder,'employment','potential','tirne

8



distance','forecasting','socioeconomy','regressionanalysis']) .

ronbun _data(pd9302_0047,['K.Tsuji','P.S.Pak','Y.Suzuki'],'AnEnergyDemandModelBasedon

LargeScaleCrossRegionalData',['Proceedingsof4thIFAC/IFORSSymposiumonLargeScale

Systems'],['pp.789/794'],[1986,8],['Modeling','1argescalesystem' ,'database','energysyst

em','energydemandanalysis','energydemandmoder ,'forecasting']).

ronbun _data(pd9302_0048,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'廃 棄 物 再 生 低 カ ロ リ ー ガ ス 利 用 高 効 率 ガ ス タ ー ビ ン

CGSと そ の 低NOx燃 焼 性',['エ ネ ル ギ ー ・資 源'],['Vo1.8∵No .1','pp.92/98'],[1987,1],['都 市

ご み','再 生 ガ ス タ ー ビ ン','断 熱 火 炎 温 度','Zeldovich機 構','NO生 成 速 度']) .

ronbun _data(pd9302_0049,['G.Kim','P.S.Pak','Y.Suzuki'],'InteractiveDataProcessingSystem

forRegionalStatisticalData',['Tech.Rep.OsakaUniv.'],['Vol .37','No.1875','pp.85/96'],

[1987,3],['地 域 統 計 デ ー ダ,'デ ー タ ベ ー ス','市 区 町 村','OCR']).

ronbun _data(pd9302_0050,['P.S.Pak','Y.Suzuki'],'ModeltoEvaluatetheOptimalMixofTraff

icTypesUnderEnvironmentalConstraintsinaLargeCity' ,['Int.J.SystemsSci.'],['Vol.1

8∵No.6∵pp.1163/1178'],[1987,6],['パ ー ソ ン ト リ ッ プ','ゾ ー ン','線 形 計 画' ,'分 布 交 通 量 ∵N

Ox','容 量 制 約']).

ronbun _data(pd9302_0051,['P.S.Pak','K.Tsuji','Y.Suzuki'],'ComprehensiveEvaluationofNew

UrbanTransportationSystemsbyAHP',['Int.J。SystemsSci .'],['Vol.18','No.6','PP.1179/11

90'],[1987,6],['AHP','Multi-objective'.'ComprehensiveEvaluation' ,'PublicTransportatio

nSystems']).

ronbun _data(pd9302_0052,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'都 市 廃 棄 物 再 生 ガ ス 利 用 高 効 率 ガ ス タ ー ビ ン 熱 併 給

発 電 シ ス テ ム の 特 性 と 経 済 性',['電 気 学 会 論 文 誌D'],['Vol.107' ,'No.7','pp.875/882'],[1987,7],

['都 市 ご み','CGS','低 カ ロ リ ー ガ ス ∵ シ ャ フ ト炉 ∵ シ ミ ュ レ ー シ ョ ゾ,'感 度 解 析']).

ronbun _data(pd9302_oo53,['s.Horii','K.Ito','p.s.Pak','Y.suzukゴ],'optimalPlanningofGas

TurbineCogenerationPlantsBasedonMixedIntegerLinearProgramming' ,['Int.J.EnergyRe

search']・['VoL10','No.4','PP.507/518'],[1987 ,10],['Cogenerationplant','gasturbine','opt

imization','MixedIntegerLinearProgramming']) .

ronbun _data(pd9302」054,['朴 柄 植','鈴 木 絆','金 寛','中 間 照 幸'],'多 ゾ ー ン 年 齢 階 級 別 人 ロ シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン ・モ デ ル' ,['シ ミ ュ レ ー シ ョ ン'],['Vo1.6','No.3∵pp.159/168'],[1987,11],['常 住 人 口

∵ 社 会 増 加','自 然 増 加','都 市 と 農 村','移 住 パ タ ー ン','判 別 関 数,'ク ラ ス タ ー']) .

ronbun _data(pd9302_0055,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'ガ ス タ ー ビ ン の 効 率 お よ び 燃 料 に よ る サ ー マ ルNO

x生 成 特 性 の 比 較',['シ ミ ュ レ ー シ ョ ゾ],['Vol.7' ,'No.1','pp.30/37'],[1988,3],[Hungの モ デ ル
'
,'Zeldovich機 構 ∵ 燃 焼 器','化 学 平 衡,'NO生 成']).

ronbun _data(pd9302 _0056,['鈴 木 絆','朴 柄 植','金 寛','小 林 俊 隆'],'関 西 国 際 空 港 立 地 の 社 会 経 済 的

影 響 分 析',['計 画 行 政'],['第20号','pp.69/75'],[1988,4],['階 層 モ デ ル','マ ク ロ 経 済 モ デ ル' ,'産

業 連 関 モ デ ル','付 加 価 値','OURSモ デ ル']).

ronbun _data(pd9302_0057,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'都 市 廃 棄 物 処 理 利 用 トー タ ル シ ス テ ム の 特 性 と 経 済

性 の 評 価',['電 気 学 会 論 文 誌D'],['Vol.108','No.6','pp.549/556'],[1988,6] ,['ロ 一 夕 リ ー キ ル ン
'
,'CGS','再 生 ガ ス タ ー ビ ゾ,'廃 熱 ボ イ デ,'都 市 ご み']).

ronbun _data(pd9302_0058,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'高 効 率 化 ガ ス タ ー ビ ン コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ

ム の 特 性 ・経 済 性 ・環 境 性 の 評 価' ,['電 気 学 会 論 文 誌D'],['VoL108','No.10∵pp.895/902'],[19

88,10],['CGS','再 生 サ イ ク ル','チ ェ ー ン サ イ ク ル ∵NO生 成' ,'天 然 ガ ズ,'メ タ ン']).

ronbun _data(pd9302_0059,['P.S.Pak','Y.Suzuki','G.Kim'],'MultizonalSimulationModelofPop

ulation',['J.ofUrbanPlanningandDevelopment'],['Vol .114','No.2','pp.91/109'],[1988,12],

['常 住 人 口','社 会 増 加','自 然 増 加','都 市 と 農 村','移 住 パ タ ー ン','判 別 関 数 ,'ク ラ ス タ ー']).

ronbun _data(pd9302_0060,['P.S.Pak','Y.Suzuki'],'LowNOxEmissionCharacteristicsofRefuse
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－RecoveredLowBtuGasesAsFuelofHighEfficiencyGasTurbines' ,['Int.J.EnergyResearc

h'],['Vol.13●,'No.1','PP.53/61'],[1989,1],['NOxemission','Refuse-RecoveredLowBtuGase',

'
regnerativegasturbine','highefficiency','wastedisposa1']).

ronbun_data(pd9302_0061,['P.S.Pak'.'Y.Suzuki'],'DerivationofanlndexforEvaluatingEcon

omicsofCogenerationSystemsandItsApPlications',['Int.J.EnergyResearch'],['VoL13',

'N
o.2','pp.149/156'],[1989,3],['Cogeneration','Gasturbine','Districtheatingandcooling',

'
efficiencyimprovement','profitindex']).

ronbun_data(pd9302_0062,['Y.Suzuki't'P.S.Pak','G.Kim'],'ImpactAnalysesofConstructionof

theKansaiInternationalAirport',[' 、J.ofUrbanPlaningandDevelopment'],['Vol・115'.'No・

1','pp.33/49'],[1989,5],['ImpactAnalyses','socioeconomicimpact','regionalmacroeconomet

ricmoder,'inputoutputmoder,'OURSrnodel','zone','simulationmoder]).

ronbun_data(pd9302_0063,['P.S.Pak','Y.Suzuki'],'CharacteristicsandEconomicsofHigh-Effi

ciencyGasTurbineCogenerationSystemsUsingLowBtuGas',['Int.J:ofEnergyResearch'],

['Vo1.13','No.3','PP.363/372'],[1989,5],['LowBtuGas','refuserecoveredfuer,'Cogenerati

onsystems','Siulationmodert'GasTurbines','Econornics']).

ronbun _data(pd9302_0064,['P.S.Pak','K.Nakamura'ttY.Suzuki'],'ClosedDualFluidGasTurbine

PowerPlantwithoutEmissionofCO2-intotheAtmosphere',['ProceedingsofIFAC/IFORS/IAEE

InternationalSymposiumon、EnergySystems,ManagementandEconomics'],['PP.249/254'],[198

9,10],['Carbondioxide','greenhouseffect','coalgas','powerplant','gasturbine','dualfl

uidcycle','closedcycle','highefficiency']).

ronbun _data(pd9302_0065,['P.S.Pak','Y.Suzuki'],'EvaluationofThermalNOxEmissionCharact

eristicsofHighEfficiencyGasTurbinesUsingRefuse-RecoveredLowBtuGases',['Int.J・o

fEnergyResearch'],[⑨Vo1.13','No.6','pp.649/659'],[1989,11],['NOxemission','gasturbines

'
,'refuse-recoverdgases','10wBtufuels','simulationmodels']).

ronbun_data(pd9302_0066,['朴 柄 植','中 村 健 一','鈴 木 絆'],'ガ ス タ ー ビ ン コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス

テ ム の 各 種 高 効 率 化 手 法 の エ ク セ ル ギ ー 評 価',['電 気 学 会 論 文 誌C'],['Vo1.109','No.12∵pp.877

/884'],[1989,12],['ガ ス タ ー ビ ン','コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム','各 種 高 効 率 化 手 法','エ ク セ ル

ギ ー 評 価 ∵ ℃GS∵ 地 域 冷 暖 房 ∵ チ ェ ン サ イ ク ル ∵ 再 生 サ イ ク ル','低 カ ロ リ ー ガ ス']).

ronbun _data(pd9302_0067,['朴 柄 植','中 村 健 一 ∵ 鈴 木 脾'],'二 酸 化 炭 素 回 収 石 炭 ガ ス 利 用 高 効 率 発

電 シ ス テ ム',['電 気 学 会 論 文 誌B'],[Vo1.110∵No.2∵pp.155/162'],[1990,2],['温 室 効 果 問 題',

'CO2回 収'
,'石 炭 ガ ス ∵ ガ ス タ ー ビ ン ∵ 高 効 率 発 電]).

ronbunLdata(pd9302_0068,['P.S.Pak','Y.Suzuki'],'ReplytoCommentsonDerivationofanInde

xforEvaluatingEconomicsofCogenerationSystemsandItsApPlications',['Int・J・ofEner

gyResearch'],['Vol.14∵'No.2','PP.249/250'],[1990,2],['Cogenerstion','economics'・'distric

theatingand .cooling','capacityfactor','exergy',,efficiency']).

ronbun _data(pd9302-0069,['金 寛 ∵ 』濱 野 公 一','朴 柄 植','鈴 木 絆'],'大 都 市 に お け る 人 口 高 齢 化 の 分

析 一 大 阪 市 を 例 と し て 一',['計 画 行 政'],['NO.25∵pp.69/77'],[1990,6],['人 口 高 齢 化 ∵ 住 宅 建 設

'
,'OURSモ デ ル ∵ 大 阪 市','超 長 期 予 測 ∵ 老 年 人 口 比 率']).

ronbun _data(pd9302_0070,['P.S.Pak',』tY.Suzuki'],'Thermodynamical,.EconomicalandEnvironmen

talEvaluationofHighEfficiencyGasTurbineCogenerationSyste111s',['Int.J.ofEnergyRe

search'],rVol.14','No.8','pp.821/832'],[1990,10],['Gasturbine','Cogenerationsystems','e

・・n・・ics∵ ・ffi・ien・y∵ ・it・ ・gen・ ・id・ ∵reg・perativecy・1・ ∵dualfl・id・y・1・'])・

ronbun_data(pd9302_0071,['P.S.P'ak','G・.Kim','Y.Suzuki'],'MultizonalModelofIndustrialAct

ivitiesBasedonJourneyTimeModer,[J.ofUrbanPlanningandDevelopment'],[Vol.116','

No.3','PP.107/125'],[1990,12],['Locationmode1','MultizonalModer,'JourneyTimeModer・'0・
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URSmoder,'potentiar,'finaltest']).

ronbun _data(pd9302_0072,['金 寛 ∵ 濱 野 公 一','朴 柄 植','鈴 木 絆'],'PC利 用 総 合 地 域 社 会 経 済 シ ミ

ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル ・ シ ス テ ム',['シ ミ ュ レ ー シ ョ ン'],['Vol.9∵No.4∵pp.287/296'],[1990,12],

['PC∵ 総 合 地 域 社 会 経 済 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル','パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー ダ,'OURSモ デ ル'])

ronbun _data(pd9302_0073,['朴 柄 植','中 村 健 一','鈴 木 絆'],'地 域 冷 暖 房 用 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ

ス テ ム の エ ク セ ル ギ ー 評 価',[エ ネ ル ギ ー ・資 源'],['Vo1.12∵No.r,'pp.92/98'],[1991,1],['地 域

冷 暖 房,'コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム ∵ エ ク セ ル ギ ー 評 価','チ エ ン サ イ ク ル']).

ronbun _data(pd9302_0074,['朴 柄 植','中 村 健 一','鈴 木 脾'],'都 市 ご み ク リ ー ン 化 処 理 利 用 高 効 率 地

域 冷 暖 房 用CGSの 評 価',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['Vo1.111∵No.6','pp.651/660'],[1991,6],['都

市 ご み','熱 分 解 処 理,'コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン','地 域 冷 暖 房 ∵ 高 効 率 発 電']).

ronbun _data(pd9302_0075,['P.S.Pak'],'ACO2RecoveringNon-PollutingHigh-EfficientThermal

PowerGenerationSysternUtilizingWasteHeatfromFactories',['ProceedingsoflEAInterna

tionalConferenceonTechnologyResponsestoGlobalEnvironmentalChallenges'],['Vo1.1','P

P.191/199'],[1991,11],['CO2recovery'.'powerplant','nopollution','wasteheat','gasturbi

ne','oxygencombustion','garbageincinerationplant']).

ronbun _data(pd9302」076,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'新 し い 都 市 ご み 処 理 利 用 シ ス テ ム の 提 案 と そ の 総 合

的 評 価',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['VoLllC,'No.12','pp./'],[1991,12],['未 利 用 エ ネ ル ギ ー','省

エ ネ ル ギ ー','ガ ス タ ー ビ ゾ,'コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ∵ 地 域 冷 暖 房]).

ronbun ..data(pd9302_0077,['朴 柄 植'],'工 場 廃 熱 を 利 用 し たCO2回 収 無 公 害 高 効 率 発 電 シ ス テ ム の 構

成 と 特 性',['電 気 学 会 論 文 誌D'],['Vo1.112∵No.3'.'pp./'],[1992,3],['未 利 用 エ ネ ル ギ ー ∵ 都

市 ご み ∵CO2回 収','酸 素 燃 焼','ガ ス タ ー ビ ゾ,'高 効 率 発 電','廃 熱 利 用']).

ronbun _data(pd9302_0078,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'CO2回 収 無 公 害 地 域 冷 暖 房 用 コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン

シ ス テ ム の 構 成 と 特 性',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['Vo1.112','No.6','pp.523/530'],[1992,6],['二 酸

化 炭 素','密 閉 型 サ イ ク ル ∵ ガ ス タ ー ビ ゾ,'コ ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ∵ 地 域 冷 暖 房,'都 市 環 境]).

ronbun _data(pd9302-0079,['松 橋 隆 治 ∵ 石 谷 久','朴 柄 植'],'石 炭 ガ ス 化 複 合 発 電 に お け る 効 率 的C

O2回 収 方 法 の 検 討',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['Vol.112','No.6','pp.523/530'],[1992,6],['地 球 環

境 問 題','石 炭 ガ ス 化 複 合 発 電 ∵ 燃 料 改 質','燃 焼 前 のCO2回 収 ∵ 効 率 向 上']).

ronbun _data(pd9302_0080,['朴 柄 植','中 村 健 一','鈴 木 絆'],'CO2回 収 メ タ ノ ー ル 焚 火 力 発 電 シ ス テ

ム の 特 性',['エ ネ ル ギ ー ・ 資 源'],['Vo1.14∵No.1∵pp.72/77'],[1993,1],['CO2回 収 ∵ メ タ ノ ー

ル ∵ 酸 素 燃 焼,'コ ン パ イ ン ドサ イ ク ル 発 電','太 陽 エ ネ ル ギ ー']).

ronbun _data(pd9302_0081,['朴 柄 植','鈴 木 絆'],'飽 和 蒸 気 を 作 動 流 体 と し て 利 用 す るCO2回 収 無 公

害 高 効 率 発 電 シ ス テ ム',['電 気 学 会 論 文 誌B'],['Vol.113','No.3','pp./'],[1993,3],['未 利 用 エ ネ

ル ギ ー ∵CO2回 収','飽 和 蒸 気,'酸 素 燃 焼,'ガ ス タ ー ビ ン ∵ 高 効 率 発 電,'廃 熱 利 用','カ ス ケ ー

ド熱 利 用']).

4'論 文注 釈 デー タ

ronbun _chu_data(pd9302_0001,['イ ンパル ス応答 の情報 を もとに シ ステムを模擬 す る装 置 と してDL

Sが あ る。従 来 のサ ンプ リング方式DLSの 構成 を再検 討 し、誤 差 を小 さ くす るた めの方策 を論 じ、

その結 果 を もとに新 しいDLSを 統計 し、','ア ナ ログコ ン ピュー タで模擬 実験 を行 って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0002,['プ ロセスの直接計測 され る入 出力信 号 にの み基 づ いて状態 を推定 す

るHeq法 、モデ ルを利用 す る方法 、オ ブザ ーバ ーを利 用す る方法 の3っ にっ いて 、それ ぞれ の方法 を

用 いて構成 され る制 御系 の特 長 、','相 互 の類似点 、パ ラメータ感 度 につ いて論 じて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0003,['互 い に不規 則で大 きな位相 差 を もっm系 列信号 を多数 個組 合 わせ近

似的 に正規 性 白色信 号 と見 なせ る信号 をっ くる方法 を提案 し、実 際 に疑似 正規性 白色信 号 発 足装 置 を
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試作 し、出力信号 の低減 ろ波特 性 を調 べ 、','統 計 的 に正 規性 を検討 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OOO4,['多 項式 で記 述 され る目標値 に対 しプ ロセ スの出力 と目標 値 との偏 差 、

な らび に実 際 の操 作量 とその定 常値 とのず れ にっ いて2次 形式 評価 関数 を導入 し、 これ を最小 にす る

設 計方 法 を示 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0005,['シ フ トレジ スタ と排他OR回 路 か ら成 るm系 列信 号発生 器 か ら遅 れ

m系 列 信号 を多数 取 り出 し、 これ らを加 算 す る ことによ って疑似正 規性信 号 を得 る装置 を試 算 し、出

力信号 の統 計 的性質 を調べ 、','そ の有 用性 を確 認 してい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OOO6,['新 た に状 態変数 と して追従 誤差 の積分値 を導入 す る こ とに よ って 、

定常誤 差 の生 じない積 分形 コ ン トロー ラを もつ最 適多変 数追 従 系を設計 す る方法 を提案 して い る。',
'こ の制 御系 は ステ

ップ入力 だ けで な く多 項式 目標入 力 に対 して も適用 で きる。そ して フ ィー ドバ ック

だけで な く、 フ ィー ドフ ォワー ド制御 も行 う。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OOO7,[多 項 式形 目標入 力 に対す るフ ィー ドフ ォワー ド・フ ィー ドバ ック制

御 系 を、追従 誤差 お よび定常 偏 差 の2乗 誤 差 に基 づいて 、 レギ ュ レー タ問 題 と して設 計す る方 法 を提

案 して い る。','こ の方法 は入力 にむだ時 間 があ る場 合 に も適用 で きる。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0008,[プ ロセ スの逆周波数 応用 に基 づ いて多変 数 フ ィー ドバ ック制御系 す

る方法 として 、 コ ン トロー ラを2つ の構 成要 素 に分 け、 まず そ の1っ によ って近似無 干 渉 を実現 し、
'
,'っ い で残 りの1つ で応 答特 性 の改善 を行 う実用 的方法 を提 案 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302」009,['む だ時 間 の追従 誤差 は制御 評価 の対象 か ら除外 し、追 従誤 差 自身 、

追従誤 差 の積分 値 および操作 量 のずれ に関 す る2次 評価 関数 を導入 、 レギ ュ レー タ問題 と して制 御系

を設計 す る方法 を提案 して い る。∵ この とき最適 操作量 は予測動 作 を含 んで い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OOIO,['超 臨 界圧 星流 ボ イ ラの数学 モデル を、 ボ イ ラの物 理現 象 を表 す非線

形偏差 微分 方程 式 をつ くり、 これを摂動 法 で線形 化 し、伝達 関数 で表現 して い る。伝達 関数 のパ ラメ

ータ は操 業状 態の デ ータよ り同定 す る。∵ 実 ボイ ラのデ ー タに基 づ いて シ ミュ レー シ ョンを行 ってい

る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0011,['地 域 の開 発 計画 に基 づ いて将 来 のエ ネルギ ー需 要 を予 測す るモデル 、

お よび需給 バ ランス と環境 保全 に関 す る多 目的関数 にっ いて の数理計 画 モ デルを用 いて エネル ギー供

給 システムの計画 を行 って い る。∵ 大阪 市 が対象例 に と られて い る。']).

ronbun_chu_data(pd9302-OO12,[超 臨界圧 貫 流 ボイ ラのモデ ル を連 立非線 形偏 微分方 程式 を出発点 に、

流 体 の流速 の変化 を考慮 し、給 水流 量 を内生 化 して 、定常 特性 を基 準 に して線 形化 を行 い、伝達 関数

で表現 して い る。','モ デ ル中の未 知パ ラ メータを操 業 デ ータを用 いて 同定 して い る。']).

ronbun _ehu_data(pd9302-0013,['総 合地 域 開発計 画 モデ ルに よ って予 測 された将 来の社 会経 済指 標 に

基づ い て、水需要 とBODで 表 され た汚 染 負荷量 が河川 流域 の各地 域 にっ いて算 出 され る。中 水 の再

利用 を考 え 、∵ 公共下水 処 理 と給 水計 画 を多 目的最適化 問 題 と して解 いてい る。淀川 流域 を対 象 と し

て具 体 的に 問題を解 いて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0014,['グ リッ ドデ ータに基 づ いて大 阪市 の土地利 用 モ デルを構i築 して い る。

地価 を イ ンデ クス と して大都 市 にお け る土 地利用 の変 化 が記 述 され 、横断面 分析 によ りパ ラメータが

定 め られて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0015,['都 市 の再 開 発計画 を支援 す るた め 、社会 経済 と環境 に関す る総 合 モ

デル を開発 して い る。 この モデ ルは雇 用 ・住 居サ ブモ デル 、 グ リッ ド ・デ ータ によ る土 地利 用 サ ブモ

デル 、交通予 測サ ブ モデル 、','季 節 大気 汚 染サ ブモ デルか ら構 成 され て いる。対象 と して大 阪市 を と

りあ げて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0016,['大 阪府 を対 象 と し、地域 を65、 産業 を39に 分 割 し、各 地域 の住 居 と

従業 地 選択 の魅力 度 を産業 へ の接近 性 、空地 密度 、混雑度 等 で説 明 してい る。 パ ラメー タは多重 回帰

分 析 に よ り定 めてい る。't'接 近 性 は65×65の 時 間距 離 を用 いて ポ テ ンシ ャルの形 で表現 して い る。'])
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ronbun _chu_data(pd9302_OO17,['水 処理 計 画問題 を数学 的最 適化 問題 と して扱 って い る。公 共3次 処

理 プ ラ ン トで処理 され た水 を産業用 に再 利用 す る こと も考 えて い る。 目的関数 と して下 水処理 に必 要

な コス トを と り、','新 し く開発 され る水源 お よび リサイ クル され る水 が主要 な政策 変数 に選 ば れ てい

る。 この モデ ルを淀 川流 域 に適用 し、有 用性 を確 かめ てい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0018,['大 都市 のエ ネルギ ー システ ム計 画 を支援 す るル ーツ と して2っ の モ

デ ルを開 発 してい る。1っ は地域 の エ ネルギ ー需要 予測 モデ ル 、他 は エネ ルギ ー需給 バ ラ ンス と環 境

保全 とい う多 目的関 数 を もっ','数 理計 画 問題 と して定式化 され た エネ ルギ ー供給 システ ムモデ ルで あ

る。線 形 計 画値 の パ ラメ トリック ・アル ゴ リズムを用 いてパ レー ト最 適解 が求 め られ て いる。']).

ronbun -chu_data(pd9302-0019,['大 都市 を対 象 と し将来 のエ ネルギ ー需要 、需給 バ ラ ンスを確 保 し、

望 ま しい環境 基準 を達成 す るた めの エ ネル ギ ー供給 の あ り型 、必要 な1次 エネル ギ ー量 および総 コス

トを分 析 す るモデ ル を開発 して いる 。','大 阪 市 を対 象 と して い るが 、他都 市 に も適 用可 能 であ る。'])

ronbun _chu_data(pd9302_0020,['多 数 ゾー ンのODペ アにつ いて交 通手 段利 用 の条件 の良 さ、交通 施

設 の整 備度 を説 明要 因 と し、判 別関 数値 を適用 して交 通手段 の競合 関係 を分 類 し、競 合 関数別 交通 手

段 分担 の重 回帰式 をつ くり∵OD別 交通 手段 の分担 率 を求 めて い る。対 象 は大 阪市 で あ る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0021,['大 規 模 な社会 基盤 の整備が もた らす地 域 へ の社 会経 済 的 イ ンパ ク ト

を市 区町村 レベル で総 合 的 に把 握す るため のモデ ルを構築 して いる。 モデ ル は3階 層 に分 かれ て お り、

人 口、産業 の1点 集 中 モデ ル、','常 住 人 口、産 業 の空間分布 を定 め る空 間分 布 モ デル 、エ ネルギ ー 、

水 需要 な どを記述 す るモ デ ルか ら成 る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0022,['モ デ ルは ボ イラの物 理現象 を記述 す る非 線 形偏 微分 方程式 に基 づ い

て い る。方 程 式 は直接 伝達 関数 を導 く ことが で きない ものを含んで い るので 、','そ れ らを線 形化 し未

知 パ ラメ ータ をボ イ ラーの入 出力操業 デー タか ら推定 して い る。モ デ ルは水 と蒸気 の流 れにっ いて フ

ィー ドフ ォ ワー ドと フ ィー ドバ ックの両面 の因 果関係 を もってい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0023,['大 阪 府 を例 に と り、入 手可能 なデ ー タを基 に して 、市 区 町村 レベ ル

で性 別 人 口の移住 構造 を分析 して い る。 その結果 を利用 して市 区町村 別年 齢5歳 階級別 人 口を推定 す

るモ デ ルを構 築 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0024,['都 市 域 にお け るエネル ギー消費 の現 状 と将 来 を分 析 し、省 エネル ギ

ーに関 す る技 術的 問題 を指摘 し
、い くっか の エ ネルギ ー有効利用 に必 須 の技 術 を抽 出 して、 エネル ギ

ー供 給 ・消費 シス テ ムにおい で
,'省 エ ネル ギーを実現 す る基本戦 略 を提 案 して い る。そ の うちの地域

冷 暖房 用 コー ジェネ レー シ ョン ・システム にっいて 、各 種方式 を比 較 検討 して い る。']).

ronbun_chu _data(pd9302_0025,['大 阪 府 の65市 区町村 を対象 に男女 別 年齢5歳 階級 別 の人 口移 住 パ タ

ー ンを
、過 去10年 間 の ク ロスセ ク ショ ン ・プー リングデ ータを用 い 、各種 の社会経 済 指標 を判 別 関数

に と り入 れ分類 して い る。 ∵ これ によ り社 会経 済指標 が変化す る と移 住 パ タ ー ンが どの よ うに変 わ る

かを類 推す る こ とが で きる。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0026,['大 阪府 を例 に と って市 区町村別用 途 別土 地 利用 の実態 およ びその変

化 を分 析 し、そ の結 果 に基 づ いて市 区町村 別用途 別土地 利用面積 を予 測す るた めの モデ ルを構 築 して

い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0027,['大 阪府 の65市 区 町村 を対象 と して地 域開 発計 画策 定支 援 のた めに対

話型 で シ ミュ レー シ ョンす る社会経 済 シ ミュ レー ションモデ ルを構 築 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0028,['ニ ュ ータ ウ ンの タウ ンハ ウスを対 象 に太 陽熱 冷 暖房給 湯 システ ムを

導入 す る ことを考 え 、 システ ムの要 素機器 の容量 をパ ラメータ と して 、省 エネ ルギ ー性 、経済 性 を シ

ミュ レー シ ョンを行 い評 価 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OO29,['廃 熱利用 システ ムの計 画問題 を、廃熱 利用 量 の最大 化 な らび に設 備

費 の最 小 化 とい う2っ の競合 す る目的 に関 して最適化 を計 る問題 と して定式 化 し、 トレー ドオ フ関 係

を直接 求 め るよ うな計画 モ デル を∵ 開発 してい る。 モデル は大規 模 な問題 に対 して も比 較 的容 易 に最
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適 化 が行 える とい う特長 を有 し、数 値計 算例 を示 して い る。']).

ronbun_chu_data(pd9302_0030,['関 西地 域 につ いて市 区 町村 レベルで 、将 来 の望 ま しい エネル ギー供

給 システムを計画 す るモ デル を開発す る ことを 目的 に詳細 なエ ネル ギ ーデ ー タベー スを構築 してい る。

収 集 デ ータ、 デー タの入力手 順 、∵ デ ー タ管理 システム 、デ ータ ベー スの利 用例 を示 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0031,['あ るニ ュータ ウ ン計 画 を と りあげ 、 エネル ギー需要 を モデ ルを用 い

て詳 細 に予 測 して い る。ニ ュー タ ウ ンにお け る省 エ ネル ギー技 術 と して コ ー ジェネ レー シ ョン システ

ムを選 び 、・,'そ のい くっか の代替 案 につ いて技術 、省 エ ネル ギ ー性 、経済性 の見 地 か ら比 較検 討 を行

って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0032,['あ るニ ュ ータ ウ ンの地 域冷 暖 房給 湯 システ ムにっ いて技 術 的検討 を

行 い、熱 の搬 送媒 体 、パ イプ ライ ン、吸収 冷凍機 および コー ジ ェネ レー シ ョ ンの最適 な組 み合わ せを

い くっ かの代 替案 の中か ら選 ん で い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0033,[あ るニ ュータ ウ ンに おいて排 出 され るごみ と下水 を処 理す る と同時

に これ らか らエ ネルギ ーを最 大 限回収 して利用 す る トー タル処 理 シ ステムを設計 し、評 価 して い る。

ごみ は熱分 解炉 で処理 され 、','回 収 され る蒸気 と電 気 は システ ム内 だ けでな く外 部 に も供 給で きる。
'])
,

ronbun _chu_data(pd9302_0034,['家 庭 、商業 、産業 、そ の他 の4つ の セク ター別 に、各 セ クタ ーの需

要 パ ター ンの違 いを考慮 して用途別 の将 来 の電力 需要 を予 測す るモデ ルを開発 してい る。大 阪 市 にっ

いて2005年 まで の予測 を行 って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0035,['関 西地 域 にっいて土 地利 用 の現状 とその変 化 を入 手可能 なデ ータを

有効 に使 って分析 を行 って い る。地域 は120、 土 地利 用 の用途 は5っ に分 割 して い る。∵ この結 果を

用 いて 長期 総 合社会 経済 シ ミュ レー ションモデル のサ ブモ デ ルの1っ で あ る土地 利用 モ デルを構築 し

てい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OO36,['あ るニ ュー タ ウンの地 域冷 暖房 エ ンルギ ー需要 に対 しコー ジェネ レ

ー シ ョンシステム の代替 案 を検討 してい る。 ガス ター ビン発 電廃 熱 ボ イ ラ方 式 と コンパ イ ン ドサ イ ク

ル発電/油 気 方式 に対 し∵3種 類 の吸収 式 冷凍機 とい う6っ の組 み合わ せを考 え、省 エ ネルギ ー性 を

比較 してい る。']).

ronb皿_chu_data(pd9302_0037,['業 務 商業 用需要 が大 部分 を 占め る面積1km2の 大 阪市本 町 メ ッシュを

と り上 げ 、エ ネルギー需 要 の実 態 を調 べ 、省 エネルギ ー対 策 の効 果 を分 析 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0038,['パ ー ソナ ル コ ン ピュー タを用 いて ガ スタ ー ビン コー ジ ェネ レー ショ

ンプ ラ ン トの最適計 画 を行 う方法 を提案 して いる。各需 要 パ タ ー ンに対 し、線形 計画 法 を適 用 して最

適運用 方策 を求 め 、','長 期 経済性 を最適 にす るよ うな プ ラ ン ト構成 を決定 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302」039,['高 層集 合住 宅用 の エ ネルギ ー システ ムにっ いて利便 性 、快適 性 、環

境性 、経済性 、省 エ ネル ギ ー性 にわ た る15の 評価 項 目を採用 し、階層 分析 法(AHP)を 適用 して 、

代表 的 なガ ス中心 、','電 気 中心 な ど5っ の代替 案 の比較評 価 を行 って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0040,['大 阪市 の ゾー ン間 の最適 な交 通手 段 ミックスを 、目的別 パ ー ソン ト

リップデー タが与 え られ た もとで 、決定 す るモ デルを開 発 して い る。電 車 、バ ス、タ ク シー 、 自家用

車 を考 え 、各交 通設 備 の容 量 、∵ 汚染物 質排 出 の許 容量 制約 の もと トリ ップ コス トと時 間 を 目的関数

とす る線形計 画問 題 と して モ デル化 を行 って い る。']).

ronbun_chu_data(pd9302_0041,['地 域 におけ るア クテ ィ ビィテ ィを状 態変 数 と して と らえ 、状 態方 程

式 に よ って他 地域 の アクテ ィビ ィテ ィ変化 を記述 し、 ポ テ ンシ ャルを導 入 して 、方程式 を未 知 パ ラメ

_タ について1次 式 に帰着 させ 、∵ これを立地 関数 と して い る。近畿 地域 を例 に とって デー タか ら時

間距 離 を用 いて ポテ ンシャルを定 め 、立地 関数 が十 分 な制度 で 同定 で きる こ とを示 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0042,['ガ ス ター ビ ン発電 ・廃 熱 ボ イ ラ方式 コー ジェネ レー シ ョンプ ラン ト

の システム機 器構成 を、運用 問題 を同 時 に考 慮 しなが ら、最 適 に決定 す る計 画法 を提案 して い る。'.

'求 解 には0 -1変 数 を導入 した混 合整 数 計画法 を採 用 して い る。']).
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ronbun _chu_data(pd9302_0043,['近 畿地域 の市 区町村別 の各種 社会 経済 デ ー タの デー タベー スを構 築

し、 このデー タベ ー スを活 用 して各 種 の社会経済 指標 を予測 す る総 合地 域 シュ ミレー シ ョンモ デル を

開発 して い る。∵ 構 築 した モ デル はマ ク ロ経 済 モデル と人 口 、産 業 、土地利 用 お よび時 間距 離 の四 つ

のサ ブモデ ルよ り構成 され 、各種 の地 域開発 計画が与 え る社 会経済 的影響 を予測 で き る構造 とな って

いる。']).

ronbun_chu_data(pd9302_0044,['空 港 の建設 に伴 う総 投 資、新規雇 用 を推定 し、産業連 関モ デル に よ

って マ クロな経 済 的影響 を算 出 して い る。 この結果 を外生変 数 と して多地 域社会 経済 シュ ミレー シ ョ

ンモ デル を用 い 、','空 港 立 地 が各 地域 に及 ぼす社会 経済 的影響 を予 測 して い る。120地 域 につ いて31

産業 セ クター 、7用 途 別土 地 利用 、性別5歳 階級別 人 口が扱 わ れて い る。']).

ronbun_chu-data(pd9302-0045,['関 西 地域 の120ゾ ー ンにつ いて2000年 まで の人 口ダ イナ ミク スを予 測

し高 齢 化 の進 行 が ゾー ンに よ って異 な り、と くに都 市 の中心部 と田舎 の両方 で その進 行 が急速 で あ る

ことを示 して い る。']).

ronbun _chu-data(pd9302-0046,['産 業活動 のア クテ ィ ビテ ィの空 間分布 の変 化 は 、これを状態 変数 と

と らえ る と、ア イザ ー ドの ポ テ ンシ ャル関数 を導 入す る こと によ り、未知 パ ラ メー タにつ いて一次 式

に帰着 で きる ことを示 して い る。∵ これ を利 用 して 、近畿地 域 の120ゾ ー ンを例 と した産 業立 地 モ

デ ルを実 デ ー タよ り構築 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0047,['120の ゾー ンに分 割 した関西地 域 を対象 として 、エ ネル ギー モデ

ル を開発 してい る。電気 、ガ ス、石 油 な どの エネルギー消費 に関 す るデー タベー スを構築 し、','こ れ

を既 に構 築 した社会 経済 統計 デー タベ ー スの データ とク ロス分析 す る ことによ り、エ ネルギ ー需要 分

析 が行 われ 、需要推 計式 が導 出 され て い る。']).

ronbun -chu-data(pd9302_0048,['都 市 で発生 す る廃棄 物 を熱 分解 処理 す る ことによ り得 られ る低 カ ロ

リー ガ スを 、高温高 効率 の ガ スター ビンの燃 料 と して利用す る と、高 効率 ガ スター ビ ンに必 要 十分 な

高温 の燃 焼 ガス温 度 が得 られ るこ と、','お よびサマ ールNOxの 生成 特性 の点 で優れ て い る ことを明

らか に して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0049,[関 西地域 を418の 行 政 区域 に分 割 し、そ の社会経 済 デ ー タのデー タベ

ー スを構築 し、デ ー タ管 理 、 グ ラフ ィック表示等 を容易 に実 行 で きる対話 形 デー タ処 理 システ ムを開

発 して いる 。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0050,['大 阪市 の ゾー ン間の最適 な交 通手 段 ミックスを、 目的 別パ ーソ ン ト

リップ デー タが与 え られ た もとで 、決定 す るモデ ルを開 発 して いる 。電 車 、バ ス、 タク シー 、自家用

車 を考 え、各交通 設 備 の容 量 、','汚 染 物質排 出 の許容量 制約 の もと トリ ップ コ ス トと時 間 を 目的関 数

とす る線形 計 画問題 と して モデ ル化 を行 ってい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0051,['関 西 文化学 術研究都 市 の交 通機 関 と してモ ノ レール 、地上1次 リニ

アモ ー ターカ ー、磁 気浮 上 リニ アモ ー ター カーの3っ を候補 と し、ユ ーザ に とって の利 便生 、 コ ミュ

ニ ィテ ィへ の受 け入 れ易 さ、','経 済性 に関す る20の 評価項 目を設 定 し、AHPを 用 いて どれ を選 択す

べ きか比 較評 価 して い る。']).

ronbun -chu_data(pd9302_0052,['ガ スター ビン ・廃熱 ボ イラ方式 コー ジェネ レー シ ョンシステ ムの熱

力学 的諸 特性 を求 め る シ ミュ レー シ ョンモデ ルを開発 し、このモ デ ルを利用 して都市 ごみ の熱 分解 ガ

スを用 い る','高 効 率 システ ムの基本 的諸 特性 を検討 し、技 術 的対策 を論 じ、経 済性 を定 量 的に評 価 し

て い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0053,['ガ スタ ー ビン発電機 、廃熱 ボ イ ラ、補 助 ボ イラか ら成 る コー ジェネ

レー シ ョンプ ラン トにつ いて 、電気 お よ び熱 の年 間の需 要を所 与 と し、最適運 転方策 を考慮 に入 れ て

最適 な構成 を決定 す る方 を提 案 して い る。','混 合整数計 画問題 と して定式化 が な され て い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0054,['近 畿地 域 を120の 市区郡 レベル の ゾー ンに分 解 し、ゾー ン別 年齢 階 級

別人 口を予 測す るた めの モデ ル を構 築 して い る。性別年 齢階級 別移 住率 が社 会経済指 標 の変 化 に よ っ

て シフ トす るアル ゴ リズムを と り入 れ る、','住 宅事情 を正確 に表 現す る、個 人所得 水準 を説明変 数 に
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導入 す るな どモデル の精致化 が図 られ てい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0055,['ガ スター ビ ン燃焼 器で のサ ーマ ルのNOx生 成特性 を模擬 す るモデ ル

を構 築 し、種 々の燃 料 ガ スを種 々 の効 率 の ガ スター ビンに用 いた と きのサ ーマ ルNOx生 成 特性 を比 較

検討 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OO56,['関 西 国際 空 港が泉 州沖 に建 設 され て い るが 、 その建 設 お よび運用 が

周 囲 の地域社 会 に与 える社会 経 済的影 響 を分 析 してい る。分 析 に当 た って は、地域 マ ク ロ計 量 経済 モ

デル お よび地 域産業 連関 モデ ル によ り、∵ 関 西地域 全体 の影響 を予 測 し、社 会経済 シ ミュ レー シ ョン

モデ ル によ り、120の ゾー ンに分割 され た各 ゾー ンの影響 を予 測す る構造 とな って い る。']) .

ronbun _chu_data(pd9302_0057,['都 市 ごみ を熱 分解処 理 し、得 られ た熱分 解 ガ スを ク リー ン化 して地

域冷 暖房 用 コー ジェネ レー シ ョ ンシステム の燃 料 として利用 す る総 合 的 な システムを と りあ げ、 その

特性 およ び経済 性 につ いて評 価 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0058,['ガ スター ビ ン ・廃熱 ボイ ラ方式 コー ジェネ レー シ ョンシステ ムに再

生 サ イ クル、 チ ェー ンサ イ クルを付加 した場 合の システムの特性 、経 済性 、サー マルNOx生 成 特性 に

つ いて検 討評 価 して いる。']).

ronbun -chu_data(pd9302-0059,['関 西 地域 の120ゾ ー ンを対 象 に 、性別 、年 齢5歳 階級 別 、 ゾー ン別 人

口を予 測す るモ デル を開発 して い る。人 口 は封 鎖人 口 とネ ッ トの社 会 増加 の和 と して予測 され 、社会

増加 は労 働力 需要 、労働力増 分 、∵ 住 宅 ス トック増 加等 に よ って定 め られ 、 これ か らさ らに性 別年齢

別移 住数 が推定 され る。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0060,['ご みか ら回収一された低 カ ロ リー ガスを高温 再生 ガ スター ビンの燃料

と して用 い、必 要 な高温燃焼 ガ スが得 られ る ことおよ びサ ー マルNOx生 成 特性 の点 で優 れて い る こと

を シ ミュ レー ションモデル によ り∵ 確 か め て いる。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0061,['コ ー ジェネ レー シ ョンシステ ムの経 済性 を評 価す る シンプルな指標

を導 出 し、経 済性 を向上 させ る各 種戦 略 を論 じ、売電 価格 、燃料 コ ス ト、利 子 率 、','稼 動 率等 の要 因

の変 化 が システムの経済性 に及 ぼす影 響 を評 価 してい る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0062,['関 西 国際 空 港建設 の社会経 済 的影 響 を関西 地 域全体 だ けで な く、空

港周 辺地 域 にっ いて も分析 して い る。空港 建 設投 資 と新規雇 用創 出 の地域全 体 へ のマ ク ロな影響 をマ

ク ロ経 済 モデ ル、','産 業連 関 モデ ルを用 い て推 定 し、そ の結 果 を多地 域社 会経 済 シ ミュ レー シ ョンの

外生 変 数 と して与 え 、各地域 の基 本 的 な社 会経 済変数 の変化 を予 測 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0063,['種 々 の成 分 ガスよ り成 る廃 棄物再 生 ガスを燃料 と して用 い るCGS

の シ ミュ レー ション ・モデル を構 築 し、 これを利用 して都市 ごみの熱 分解 ガ スを用 い るCGSの 特性

を推 定 した 。','ま た 、その経済 性 にっ いて も評価 して経 済性 の成 立す る可能性 の高 い ことを示 した 。

(低 カ ロ リー ガス使 用CGSの 特 性 シ ミュ レー ションと経済 性評価)']).

ronbun _chu_data(pd9302_0064,['大 気 にCO2を 排 出 しな い石 炭 ガス専 焼高 効率 発電 プ ラン トの構成 と

特性 を論 じて いる。CO2と 過熱 蒸気 が それ ぞれ主 お よび副 作動流 体 と して用 い られ 、石炭 ガ スは燃 焼

器 で酸素 を用 いて燃 焼 され る。','そ の結 果燃焼 ガ スの成 分 はCO2と 水蒸気 だ けにな り、復 水 によ っ

てCO2を 容易 に回収 で き る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0065,['ガ スター ビ ンにおけ るサ ー マルNO生 成濃 度 を推i定す るモ デ ルをっ

くり、高 カ ロ リー ガスを用 い る場 合 を基準 と し、NO生 成特 性 に及 ぼす各種 要 因 を分 析 し、','廃 棄 物

再生 の低 カ ロ リー ガスの サー マルNO生 成 濃度 が著 し く低 くな ると推 定 され るこ とを示 して い る。']).

ronbun _chti_data(pdg302_0066,['ガ スター ビ ンを用 いた地域 冷 暖房 用 コー ジェネ レー シ ョンシステ ム

を と り上 げ、 その発 電効率高 効率 化 の種 々 の手法 につ いて エ ンタル ピ効率 の み な らず 、エ クセ ルギ効

率 の観点 か ら も評価 を行 って い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0067,['CO2の 排 出量 が多 く、削 減対策 を講 じた場 合 の効 果 が大 きい と期待

され る石 炭 ガ ス利用 の発電 シス テムを とりあげ 、CO2の 大 気へ の放 出 のな い高 効率 発電 システ ム を提

案 しその特性 を推定検討 して い る。','従 来 システムの特 性 と も比 較 し、提 案 システ ムの優 位性 を指摘
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して い る。']).'

ronbun _chu_data(pd9302_0068,['"DerivationofanIndexforEvaluatingEconomicsofCogener

ationSystemsandItsApplications"の コメ ン トに対 す る返 答]) .

ronbun _chu_data(pd9302_0069,['大 阪市 を対 象 と して 、人 口な らびに人 口高齢 化 の進 行 の度 合 い につ

いて40年 を越 え る超長期 の予測 を行 って い る。 また 、人 口の減 少 や高齢 化 の対策 と して 、∵ 積 極 的

な住 宅建 設 を行 う対 策 を取 った場合 の効 果 にっ いて も分析 してい る。']) .

ronbun _chu_data(pd9302_0070,['ガ スタ ー ビンと廃熱 ボ イラか ら成 るコー ジェネ レー シ ョンシス テム 、

これ に再 生 サ イ クルを組 み込 ん だ システ ムおよび2流 体 サ イクル と した システ ムの3っ にっ いて熱 力

学特 性 、経済 性 、','環 境 特性 を比 較評価 し、それ ぞれ の システ ムを どの よ うな対 象 に適 用す れ ば よい

かを論 じて い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0071,['地 域 を細 か く分 割 した ゾー ン毎 の産 業活動 を予 測す るため 、 ゾー ン

間 の相互 関係 を時 間距 離 の ほぼ2乗 に逆比 例す るポテ ンシャル関数 を導入 して線 形 の産業 立地 関数 を

つ く り、∵ そ のパ ラメー タを地 域社 会経 済統計 デー タに フ ィッ トす る よ う定 め 、モデ ルを構築 して い

る。 フ ァイナ ルテ ス トを行 ってモ デル の説 明力 を確 かめ てい る。']) .

ronbun_chu _data(pd9302_0072,['近 畿 地域総 合社 会経済 シ ミュ レー シ ョンモ デルを パ ー ソナ ル コ ン ピ

ュー タに移 植 し、ユ ーザ ー フ レ ン ドリーな さま ざまな機 能 を実 現 して い る。具体 的 な応 用例 も示 して

いる。']).

ronbun _chu_data(pd9302_OO73,['チ エ ンサ イ クル利 用 ガ スター ビン発電方 式 、 コンパ イ ン ドサ イ クル

発電油 気方 式 の2っ の コー ジ ェネ レー ション システ ムにっ いて 、その特性 をエ ンタル ピ効率 、エ クセ

ルギ ー効率 の両 面 か ら総 合 的 、' ,'一 元 的 に分 析 、評価 して い る。']).

ronbun -chu_data(pd9302-0074,['コ ー ジェネ レー シ ョン システ ムと して都 市 ごみ を熱 分 解処理 し、得

られ た熱分 解 ガ スを ク リー ン化 して ガ スター ビンの燃 料 と して用 い る新方式 と都市 ごみの燃却 処理 を

ベ ー スとす る従 来方 式 を と り上 げ、','そ の特性 な らびに経 済性 にっ いて比 較検 討 を行 い 、新 方式 が有

利 にな るため の条 件 を明 らか に して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0075,['CO2を 回収 す る高 効率 の新 しい ガ スター ビン発 電 システムを提 案 し

てい る。本 システ ム は工 場廃熱 を利 用 して製造 した低 質 の蒸 気 を ガ スター ビンの作動 流体 と し、∵ 燃

料 を酸 素で燃 焼 させ る ことに よ りCO2の 回収 が冷却操 作 だ けで容 易 に行 え る ことを示 して い る。本 シ

ステ ムは工場 廃熱 だ けで は な く、太 陽熱利 用 に も応用 で きるこ とを指 摘 して い る。']).

ronbun_chu _data(pd9302_0076,['都 市 ごみ熱分解 処理 ・ク リー ン化 熱 分解 ガス利 用高 効率 コー ジェネ

レー シ ョンシステ ムを実現 す るた めの種 々 の技術 的解決 策 を具体 的 に提 案す る とと もに、そ の発電 ・

熱発生 特性 、省 エ ネルギ ー性 、','経 済 性 お よび環 境性 について総 合的 に検 討 、評 価 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302_0077,['工 場 廃熱 の利用 によ り発生 した蒸 気 を酸 素 燃焼方 式 の ガ スター ビ ン

発電 システムの作動 流体 と して利 用す る と、NOxの 発生 もな くCO2の 回収 も容易 で 、' ,'か っ発電効

率 も従 来式 の大 規模 発電 プ ラ ン トよ り も高 い システ ムを実現 で きる こ とを示 して い る。'])。

ronbun _chu_data(pd9302_0078,[酸 素燃 焼方 式 のCO2回 収発電 システム はサー マルNOxを 発生 しな

い無公 害発 電 システ ム とな る。 この特徴 を生 か して効 率 の高 い コ ジェネ レー シ ョン システムを構成 し

た場 合 の特性 を推 定 して い る。']).

ronbun _chu_data(pd9302-0079,['石 炭 ガ ス化複 合発電 にお ける効 率 的CO2回 収 を実 現す る方 法 と して

燃焼 前 の石炭 ガ スを シフ ト反 応 を利 用 して改質 してCO2を 回収 す る発 電 シス テムにっ いて その特 性 を

検討 し、∵ 化 学 吸収 法 を利用 す る よ りも高効率 な システ ムとな る ことを示 してい る 。']) .

ronbun _chu_data(pd9302_0080,['将 来 の有 望 な燃 料 と して考 え られ て いる メタノー ル を燃 料 と して利

用す る酸素 燃 焼方 式 のCO2回 収 発電 シス テムにっ いて 、その特性 を推 定 した結 果 につ いて述 べ て いる 。
'])
.

ronbun _chu_data(pd9302_0081,['廃 熱 を利 用 して製造 した飽和 蒸気 を ガスタ ー ビンの作動流 体 と して

利用 す る酸 素燃 焼方 式 のCO2回 収発電 システムは無公害 発電 シス テム とな るほか 、' ,'効 率 の悪 い気
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体の圧縮の過程がないので高効率 な発電 システムが得 られることを明 らかに している。']).
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